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　大樹の陰で、黒こく曜ようは泣いていた。

　日はとうに暮れて落ち、森は夜に包まれている。濃い暗くら闇やみはおぼろげな月明かりを易やす々やすと吞のみ込んで、身のうちにあらゆる恐怖を隠したまま、静かに黒曜のことを観察していた。闇と視線を合わせないように、立てた膝ひざに顔を埋うずめながら、黒曜はじっと嗚お咽えつを嚙かみ殺す。それでも涙を抑えることはできず、目から溢あふれて頰ほおを伝い、膝のあいだを落ちて柔らかな草くさ地ちに吸い込まれていった。

　どこかから、野犬の遠とお吠ぼえが響いた。

　それを聞いて、黒曜の恐怖が一気にその嵩かさを増した。濡ぬれた顔を恐怖に強こわ張ばらせ、目の前の暗闇を見つめる。のっぺりとした漆しつ黒こくはなにも映しはしない。ただその内側に覆おおい隠すだけだ。鋭い牙きばを、汚れた爪つめを。血走った目を。

　もう一度、遠吠えが響いた。

　先ほどよりも、大きく聞こえたような気がした。

　ありったけの勇気を振り絞って、黒曜はその場に立ち上がろうとした。ここにいてはいけない。離れなくては。傍そばの木を支えにして、どうにか身体からだを立ち上がらせることはできた。が、そこから先の方ほう策さくがない。ここから離れて──それで、どこへ行けばいい？

　答えが出る前に、三度響いた野犬の声が彼女の思考を攪かく乱らんした。もう間違いなかった。明らかに、声は大きくなっている。こちらに近づいているのだ。

　パニックに陥おちいりかけて、黒こく曜ようは慌あわてて周囲を見回した。なにか──そう、登ることができるもの。野犬がやってこられない場所。必死になってそれを探す。が、無駄だった。そもそも懸けん垂すいの一回もできない黒曜が、木に登れるはずもない。いつもならそんなことは気にしなくてもよかったのに。木になど登れなくても、なんの問題もなかったのに。

　なぜなら、彼女は飛べたからだ。

　しかし、今は飛ぶことができない。彼女の翼は傷ついている。ほんのわずかに動かしただけでも、激痛が背せ筋すじを貫き、彼女の喉のどを塞ふさいだ。今の黒曜は、巣から落ちた小鳥同然の存在だ。鋭い爪つめや牙きばが彼女の身体からだを引き裂くのに、対抗する術すべをなにも持っていない。なお悪いことに、傷ついた翼から放たれる血の香りは、捕ほ食しよく者しやにとって格好の目印になっているに違いなかった。

　すぐ近くの暗がりから、唸うなり声が聞こえた。それも、複数。

　なにをどうしようとも、絶望は絶望だ。

　闇やみに視界を塞ふさがれたまま、黒曜は身じろぎもできない。喚わめき声をあげながら駆け出したくなる衝動を、やっとのことで吞のみ込んでいた。すぐに飛びかかってこないのは、向こうもこちらのことを警戒しているからだ。背を向けて自分が無力な存在であることを知らせれば、彼らは喜び勇んで新鮮な肉を口にしようとするだろう。とはいえ、じっとしていれば安全などという神話を信じられるほど、黒曜は愚おろかなわけではない。詰まるところ──早いか遅いか、それだけの違いだ。

　野犬がゆっくりと近づいてくる。闇に包まれてなにも見えないが、気配がじわりと濃くなった。黒曜は立ち尽くしたまま、傍かたわらの木に寄りかかるしか術がない。際さい限げんもなくこみ上げてくる恐怖に、彼女はきゅっと目をつぶり──

　鋭い風鳴りが耳に届いた。

　目を開けて顔を上げる。それと注意していなければ聞き取れないほどのかすかな音を、黒曜が正確に聞き取ることができたのは、それが彼女にとって耳慣れた音だったからだ。ただ風が吹く音とは違う、空気を切り裂き大たい気きを打つ、飛行の音だ。

　音の方向に顔を向けると、遠くの夜空にオレンジ色の光が灯ともっていた。それはみるみるうちに大きくなり、すぐに黒曜が視し認にんできるほどに近づいてきた。その姿を見て、黒曜は恐怖も忘れ、声をあげていた。

「白びやく檀だんさま──！」

　白檀がその声に反応したのと、野犬の一匹が唸り声をあげながら黒曜に飛びかかったのは、ほぼ同時だった。闇が具ぐ現げん化かしたような黒い毛皮に、ぬらりと滑すべる黄色い牙。見えるはずのない二つの色彩を目にして、黒曜は思わず身をすくめた。しかし、その牙が黒曜の身体に突き立てられることはなかった。常軌を逸いつした速度で突っ込んできた白檀が、野犬の身体を横手から弾はじき飛ばしたからだ。

　一瞬にして黒曜の目の前にまで移動した白檀は、踊るように回転して、両手両足に握った四本の松たい明まつを周囲に放ほうり投げた。オレンジの放物線を描いて落下した松明は、線でつなげばちょうど正方形になるように黒こう曜ようと白びやく檀だんの周りに配置された。

　白檀はその中央にふわりと降り立つと、純白の翼を優雅に広げた。炎の照り返しを受けて、その翼が淡あわく輝いている。夢の中の儀式のような、幻想的な白檀の姿に、黒曜は思わず見とれてしまった。そんな彼女に冷たい一いち瞥べつを向けると、ため息をつくような声で白檀は言った。

「馬ば鹿かが。どこで道草を食くっているかと思えば──こんなところでなにしてる？」

「…………あの、」

　か細い黒曜の答えを、白檀はわざわざ待とうとはしなかった。野犬のほうに視線を戻し、聞くまでもないか、というふうに唇くちびるを歪ゆがめる。広げた翼に力が漲みなぎり、目を閉じていてもわかるほどの威圧感が、白檀の華きや奢しやな身体からだから滲にじみはじめた。

「畜ちく生しようの分ぶん際ざいで『ハシバネ』に牙きばを剝むくとは、いい度胸だ」

　白檀がそうつぶやいた瞬間、先ほど弾はじき飛ばされた野犬が再び飛びかかってきた。白檀は顔色ひとつ変えずにそれを見返し、再びその場に回転した。その名のとおりの白い羽が渦うずを巻き、黒い矢のようになった野犬と交差する。次の瞬間には、鱗うろこに覆おおわれた鋭利な前まえ肢あしに喉のど首くびを切り裂かれ、野犬は鈍い音を立てて地面に転がっていた。

　血に濡ぬれた前肢を鋭く振るい、白檀は再び野犬たちと対たい峙じする。残りの三匹の野犬は、明らかに腰が引けていた。姿勢を低く保って上うわ目め遣づかいに白檀のことをにらみながら、しかしその尻しつ尾ぽは完全に丸まってしまっている。じり、じり──と一寸刻みの後退を始めた野犬を見て、白檀の唇が嘲ちよう笑しようを浮かべる。無む造ぞう作さに足を踏み出し、自分に牙を剝いた獣けものを皆殺しにしようとして──

　がくん、とつんのめった。

　じろりと凄すごんだ白檀の目を、黒曜はどうにか見返すことができた。白檀の足首をぎゅっと摑つかんだまま、震える唇を動かして、黒曜は声を振り絞る。

「──も、もう、十分です。もう、あの子たちは戦う気をなくしています。ですから──」

　例によって例のごとく、白檀は黒曜の言葉を最後まで聞かなかった。角質化した前肢を無造作に振るって、黒曜の顔を殴なぐり飛ばす。ろくな手加減もされていないその一撃に、黒曜は仰向けに地面に転がった。そんな彼女のことを冷たく見下ろしながら、白檀は吐き捨てるように言う。

「自分を殺そうとした相手まで救おうとは、大した博はく愛あい主義だな、黒曜。虫むし唾ずが走るくらいに立派だぞ」

　それから彼は野犬に向き直ると、その目を残忍に細めた。

「戦意をなくしたから見み逃のがしてくれ？　自分から戦いを挑んでおきながら？　──もちろん、お前らはそんな甘っちょろい戯ざれ言ごとが叶かなうとは、思っていないよな？」

　その瞬間、じりじりと後ずさっていた三匹の野犬は、一いつ斉せいに身を翻ひるがえして闇やみの中に逃走を始めた。白びやく檀だんは「ハッ！」と笑い声をあげ、

「そうだそうだ、逃げろ！　降こう伏ふくなどするくらいなら逃げたほうがマシだ！　そうすれば万にひとつは生き延びることができるかもしれないからな！　もっとも──」

　白い翼がゆっくりと動きはじめる。空気を打ち風を裂いて、自らに仇あだなした敵を追い詰めるために。

「──一匹たりとて逃がす気はないがな！」

　その言葉を最後に、白檀は野犬たちが消えていった闇やみの中へと、鋭い風鳴りの音を立てて飛び込んでいった。

　それからしばらくして、引き絞るような遠とお吠ぼえが、続けて三度、どこかから響いてきた。




　　　　◆




　白檀が戻ってきても、黒こく曜ようはまだ大樹の根元にへたり込んでいた。

　手にした三つの野犬の首を、黒曜の前に放ほうり投げる。ごろりと鈍い音を立てて転がっていき、そのうちのひとつが、黒曜の足元に当たって止まった。それを見て黒曜は辛つらそうに顔を歪ゆがめ、それを見て白檀は薄い笑えみを唇くちびるに浮かべる。いまだに血を滴したたらせる野犬の頭から視線を引き剝はがすと、黒曜は辛つらそうな表情の中に一いち抹まつの非難を込めて、白檀の薄笑みをじっと見つめた。

　白檀は笑みを消し、ふん、と息を抜く。その場に膝ひざを突いて、真正面から黒曜の顔を覗のぞき込み、容よう赦しやなく言う。

「俺おれは今までお前のことを救い難がたい馬ば鹿かだと思っていたが、どうやら買いかぶりだったらしい。お前の脳のう味み噌そは畜ちく生しよう以下だ」

　黒曜は面食らったように目を見開いた。構わずに、白檀は続ける。

「雛ひな鳥どりじゃあるまいし、こんな地べたを這はいずり回っていて楽しいか？　大空を舞う『ハシバネ』のカラステングが、犬畜生なんぞに食い殺されたと知られた日には、他たの氏し族ぞくのいい笑い者だ」

　上うわ目め遣づかいに白檀のことを見つめたまま、黒曜は不満そうに、

「……だって、翼を、怪け我がしていて」

「そんなことは見ればわかる。俺が聞いてるのは、一体どんな間抜けを踏めば俺たちの生命線である翼を傷つけることができるのか、ってことだ」

　黒曜は目をそらした。小さく、口の中でつぶやくような声で、

「……木に、引っかけて、」

「な。お前の頭には糞くそが詰まってるだろ」

　断定されて、黒曜はがくりと肩を落とした。いいざまだ、と胸の中でつぶやく。しゅんと萎しおれ返った黒曜の姿を見るのは、白檀の数少ない楽しみのひとつだった。

「──さて。そろそろ帰るか」

　白びやく檀だんは気分よくそう言った。もう溜りゆう飲いんは十分に下がった。ここで黒こく曜ようをいじめていても仕方がない。もう夜明けまでいくらもないが、今から急げば床に就くことはできるだろう。そう思い、白檀は松たい明まつを拾うために腰をかがめた。

　そのとき、鼻先を嗅かぎなれない匂においが掠かすめた。

　腰を伸ばして黒曜を見る。彼女は顔を伏せたまま、その表情は遥ようとして知れない。しばらく考えてから、白檀は口元を歪ゆがめると、足早に彼女に近づいていった。黒曜は顔を上げる。そこにあるのは──悪さが見つかった子供のような、驚きと怯おびえの混じった表情だ。

　翼を摑つかみ、広げさせる。黒曜が痛みに声をあげたが、白檀は頓とん着ちやくしない。薄暗い松明の光の中で、目を細めて傷口を観察し、そこに染しみ付いた匂いを分析する。しばらくして、ある程度の結論を得た白檀は、ようやく黒曜の翼から顔を離した。地面を見つめている黒曜の頭上に、声を投げ落とす。

「木に引っかけた、だと？」

「……あの、えっと……はい」

「最近の木は鉛なまりの実をつけるのか。知らなかったな」

　視線を合わせるのを恐れるようにうつむいて、黒曜は黙り込んだ。白檀は、きり、と歯を軋きしらせる。

　黒曜の分ぶん際ざいで、この俺おれを騙だまそうとするとは。

「それに火薬の匂いもする。新種の植物か？　どこに生はえていてどんな形をしていたのか、安全のために教えてくれ」

「…………ごめんな、さい。あの、木じゃ、ないです」

「そうだな。これは植物ではなく動物の仕し業わざだ」

「……はい」

「鉛玉を武器にする動物は、一種類しかいないよな」

　黒曜は、それには答えなかった。

　白檀は思考を巡らせる。誰だれが悪いのかを考える。その考えを黒曜に聞かせようと思う。黒曜は救い難がたいほどの馬ば鹿かで、頭の中には脳のう味み噌その代わりに蛆うじ虫むしが詰まっているが──他の『ハシバネ』の誰よりも、知恵が回る。白檀は、そのことを他の『ハシバネ』の誰よりも、よく知っている。この馬鹿の意見は、聴くだけの価値があるということを。

　ゆっくりと考えをまとめながら、白檀は口を開いた。

「この辺は禁きん猟りよう区くだ。アマツカサがそう決めている。そうだな？」

「……はい」

「お前は禁猟区の外に出たのか？　だから撃うたれたのか？」

「…………」

「違うな。ということは、お前を撃うったのは密みつ猟りよう者しやということになる」

「きっと、間違えて、撃ったんだと思います」

「黙れ馬ば鹿か。糞くそ馬鹿。蛆うじ虫むし。密猟自体が間違いだ」

　黒こく曜ようはしょげ返る。今度はそれを見ても、少しも楽しい気分になれなかった。

　息を吐いて、白びやく檀だんはどかりとその場に座り込んだ。腕を伸ばして松たい明まつを集め、周りに落ちている枯れ木を放ほうり込んで、即席の焚たき火びにする。黒曜が顔を上げ、白檀のことを不思議そうに見ていた。

「木に引っかけただけならまだしも、銃じゆう創そうでは下手へたに動かすことはできない。朝を待って俺おれのハネに助けを呼びにいかせる」

　聞かれてもいないのに説明する自分が、どうしようもなく腹立たしい。しかし、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になった白檀とは正反対に、黒曜はゆっくりとその顔を綻ほころばせた。安あん堵どしたようにその胸を押さえ、彼女は言う。

「それじゃあ、今晩は、ずっと一緒ですね」

　次第に大きくなる焚き火に目を留とめたまま、白檀は手にした枝を黒曜に投げつける。小枝は過あやまたずに黒曜の鼻先にぶち当たり、彼女の背中を仰のけ反ぞらせた。

　もう一本枯れ木を手に取ると、黒曜が身構えるのが気配でわかった。小さく舌打ちをして、白檀は二つに折って炎の中に投げ込み、じろりと黒曜のことをにらみつける。

「寝ろ。俺は考えごとをする」

「……考え、ごと？」

「『ハシバネ』に牙きばを剝むいたらどうなるか、わからせる必要があるからな」

　黒曜が息を吞のむ音が、火の弾はじける音に混じって聞こえた。彼女が口を開く前に、白檀は先制して「寝ろ」と言葉を重ねる。低い低いその声に、説得を諦あきらめたのか、やがて彼女が横になる音が聞こえてきた。それでも白檀は身じろぎもせず、ただじっと闇やみに踊る焚き火を見つめつづけていた。




　それは、ほんの些さ細さいな話だ。後々になっても、黒曜はそのときのことを振り返ってそう思う。自分が飛びづらくなっただけの話。傷の痛みも、闇の恐怖も、今の黒曜はほとんど覚えていない。

　ただ覚えているのは、ぱちぱちと爆はぜる焚き火の音。

　柔らかな橙だいだい色いろの光に照らし出された、白い翼。

　そして、あの白檀に守られているという、何物にも代え難がたい安堵の心地よさ──




　それはもう、幾十年も昔の話。

　今となっては二度と帰ることのできない、昔の話だった。
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「よォ────いっ」

　青く高い空に声を響かせて、楠木くすのきマナは右腕を振り上げた。

　ちらりと見下ろした視線の先では、彼女の親友であるところの神じん野のメイが、クラウチングスタートの体勢で次なる号令を待っている。金髪の下から一瞬だけ、メイは笑えみを含んだ視線をマナに向けてきたが、その次の瞬間には、彼女の瞳ひとみは百メートル先のゴールへと据すえられていた。

「スタート！」

　手を振り下ろすのと同時に、マナの眼前で空気が渦うずを巻いた。

　信じられないような速度でメイは百メートルの直線を駆け抜けていく。小学生の頃ころから陸上競技で（まあ他ほかの競技でもそうだが）ぶっちぎりの最下位をひた走っているマナにとっては、まさしく『信じられない』速度だ。メイが自分と同じ人間だとは到とう底てい信じられない。長い手足を大きく使って走るその姿は、獲え物ものを追う肉食動物さながらで、ペンギンのようにのたのた走る自分とは、あまりにもかけ離れすぎている。わずかな嫉しつ妬とと多くの羨せん望ぼうと共に、マナはそう思う。

　ではメイの隣のコースを走る少女はどうなのかというと、こちらもまた、自分とは別種類の生き物としか思えなかった。

　同じ鳥類には違いないが、氷の上をのたのた走るペンギンではなく、空中を飛ぶハヤブサのようだ。細身の身体からだを前傾に保ち、一直線に滑かつ空くうするような鋭さと迷いのなさで、メイに勝るとも劣らない速度を維持している。当然といえば当然だろう。なにしろ彼女は『天まが魂たま管理機関』天あま総つかさの社やしろ──通称アマツカサに所属する『水』の依より坐まし、天魂の能力を正しく行使するための精神力と、それを宿す身体能力に日夜磨きをかけている少女なのだ。一いつ介かいの高校生と比べること自体、失礼というものだ。

　二人はほとんど同時にゴールした。かなりの接戦だったようで、マナのいるところからではどれだけ首を伸ばしても、どちらが勝ったのかしっかりと確認することはできなかった。と、いつの間まにか隣に来ていた平ひら野のカオリが、からかうような笑えみを浮かべて尋ねてきた。

「やー、結構競ったねえ。どっちが勝ったと思う？　メイ？　それとも瀬せ川がわ？」

「どうかなあ。二人とも、足が速いから。どっちが勝っても不思議じゃないと思うな」

「そんじゃさ、どっちに勝ってほしい？」

　マナは困ったように首をかしげ、

「どっちって──別に、どっちでもないよ。二人とも友達だし、がんばってほしいな、とは思うけどさ」

「そう？」

「そうよ」

　カオリはにやりと笑い、

「本当は、『大好きなメイさん』に勝ってほしいと思ってるんじゃないの？」

　マナの顔がぱっと赤くなった。「なによそれ！」と小さく叫びながら、カオリの肩を叩たたこうと右手を振り上げる。が、そのときにはもう、カオリは魔女のような笑い声をあげながらひらりと身をかわし、走者の列に戻ってしまっていた。

　憮ぶ然ぜんとした表情のまま、マナは赤らんだ自分の顔を撫なで、その紅潮を抑えようとした。が、そう思った瞬間にカオリが口にした『大好きなメイさん』という言葉が思い浮かび、その努力はまったくの徒と労ろうに終わった。

　そりゃ確かにさ、とマナは唇くちびるを尖とがらせて思う。メイは自分の大切な友達だ。彼女と初めて会ってから一ヶ月と半分が過ぎようとしていたが、その好意は衰えるどころか、日に日に増していくばかり。あっという間にメイはマナにとっての一番の親友になり、自宅が隣り合っていることもあって、今では一緒にいない時間のほうが少ないくらいだ。そんなマナとメイの関係を、カオリや他のクラスメイトが「ひっつきすぎ」とからかうようになるのは、むしろ必然のことだったのかもしれない。

　別にいいではないか、とマナはふてくされ気ぎ味みに思う。自分とメイの仲がどれほどよくたって、その『仲のよさ』が他のクラスメイトとの友達付き合いを阻そ害がいしているというわけではないのだ。そう考え、マナは自分を納なつ得とくさせるように、ひとり小さく頷うなずいた。

　と、不意に「わっ！」とはしゃぐ声が聞こえて、マナは思わず背せ筋すじを伸ばしてそちらのほうを見た。百メートルに引かれた白線の終着点で、すでに走り終えた生徒たちが集まり、各おの々おののタイムが記された用紙を覗のぞき込んでいるようだった。そこから少し離れた場所で、金髪の少女が誇らしげに胸を張っているのに気づき、マナは彼女の姿をまじまじと見つめた。

　その視線に気づいたように、メイがこちらを見返してきた。マナと視線が合うと、彼女は百メートル離れていてもそれとわかるほどの明るい笑えみを浮かべ、日本人離れした長い右腕を伸ばして、その先に親指を立てた。

　──メイさんが、勝ったんだ。

　そう思った瞬間、自分でも予期していなかったほどの喜びが胸のうちに弾はじけた。マナは小さく飛び跳はねるように背せ筋すじを伸ばすと、自分に向けて親指を立てるメイに向かって、やりすぎなくらい右手を振って応こたえた。

　と、囁ささやくような笑い声が聞こえ、マナを喜びから現実に引き戻した。ばっと振り返ると、走者の列に並んだカオリとその周囲の少女数人が、恋人と再会したかのような勢いで手を振っているマナのことを見て、くすくすと忍び笑いを漏らしていた。

　マナの顔が火を噴いた。その火は瞬時に照れ隠しの怒りに変化し、彼女は八つ当たり気ぎ味みにカオリのことを怒ろうとした。が、機き先せんを制したのはカオリのほうで、彼女はマナのすぐ目の前を指差して、「ほら、次の人が待ってるよ！」と指摘した。スタート地点には、次の走者が二人、好こう奇きの目でマナのことを盗み見ていた。

　普段は温厚なマナが、喧けん嘩かを売られた猫のような目でにらみつけると、二人は慌あわてて視線を外し、スタート態勢についた。くすくすという笑い声は、まだ後ろから聞こえてくる。唇くちびるをへの字に曲げてそれを意識から締め出し、マナはもう一度、高らかにスタートの合図を校庭に響かせた。




　　　　◆




　十二秒八九。

　というのが、メイの弾はじき出した百メートル走のタイムだった。

「……まさかこんなとこで校内新記録が出るとはなあ……」

　体育の先生がタイムを記しながら、ぼやくようにそう言った瞬間、周りに集つどっていた他ほかのクラスメイトが一いつ斉せいに「わっ！」と湧わいた。メイは少しばかり誇らしい気持ちになり、スタート地点にいるマナに向かって、ぐいと親指を立ててみせた。

　それから彼女は横を向き、静かに呼吸を整えているナナミに、にやりと笑いかけた。

「あたしの勝ちだね、瀬せ川がわ」

　普段は無表情なナナミの顔に、珍しくむっとした色が浮かんだ。

「たかが〇・三秒差で、よくそこまで嬉うれしそうな顔ができるわね。感心するわ」

「何秒差でも勝ちは勝ちだもんね。あんたに勝てればあたしは幸せ。それくらい知ってるでしょ？」

「あら、それならあなたは不幸なのね。かわいそう。だってこれでようやく一勝二敗ですものね」

　メイの笑えみがにわかに引き攣つった。それに反比例して、ナナミの唇くちびるは余裕に満ちた曲線を描きはじめる。

　一ヶ月半前の両りよう面めん宿すく儺なの事件によって、二人ともかなりの重傷を負ったため、二人が同時に体育に参加できるようになったのは、つい最近のことだった。それから今までに中距離と長距離の二回にわたってタイムを計る機会があったのだが、そのいずれにおいてもメイは僅きん差さで敗れていた。百メートル走で勝ちを拾えたといっても、総合戦績で負けが越していることには変わりないのだ。まあ別に陸上部ではないのだから、タイムで負けたからといってなにか悪いことがあるわけではない。ないのだが──

　それでも、悔しいものは悔しいのだった。

　メイは感情を隠すのが下手へたである。このときも、思ったことがそのまま顔に表れてしまった。それを見てナナミは呆あきれたように肩をすくめ、

「そんな顔するくらいなら、最初っから突っかかってこなければいいのに」

「……っさいな。元はといえばあんたが悪いんじゃない」
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「私が？　どうして」

「最初の四百メートル走のとき、あんたが言ったんでしょ！　『しょせんよそ者はその程度ね』ってさ！」

　ナナミは目をそらした。思い当たる節ふしがあるようで、その表情には微妙に後悔の色が混じっている。不思議なことに、それを見てメイの溜りゆう飲いんが少しだけ下がった。彼女の顔にびしりと人差し指を突きつけ、宣せん戦せん布ふ告こくをするような口調で、

「見てなさいよ、長距離じゃ不ふ覚かくを取ったけどね、今日きようみたいな短距離走や走り幅跳びとかじゃ絶対に負けないんだから。よそ者がどの程度なのか教えてあげるわ」

　堂々とそう言うと、いつの間まにか周囲に集つどっていたクラスメイトが「おおー」と感かん嘆たんの声をあげた。メイは、ふふん、と勝ち誇った笑えみを浮かべ、ナナミはそれを見てぽそりと「負けてるくせに」とつぶやく。むっとして反論しようとしたところで、ふと背後に気配を感じた。振り返る。

　体育の先生が立っていた。

「……あ……どうも」

「どうも」

　そして先生は右手を振り上げ、メイの頭に痛つう烈れつなチョップを見舞った。思わず額ひたいを押さえたメイに、先生は無言である場所を指差した。走り終えた生徒たちの待機場所だ。

「……はい」

　気まずそうにそう言って、メイはすごすごとそこに戻っていく。ナナミの唇くちびるに浮かんでいる、嘲ちよう笑しよう寸前の笑みがムカついたが、しかしこれ以上突っかかって傷口を広げるような真ま似ねはしたくなかった。

　適当な場所に腰を下ろして、叩たたかれた箇か所しよを撫なでさする。メイとナナミの言い争いが元で授業自体が中断してしまっていたようで、彼女たちの次の走者が、今ようやくスタートしようとしていた。ぼんやりとそれを眺めていると、不意にジャージの裾すそを引かれた。振り返ると、クラスメイトのひとりである青あお木きマユミが、メイに向かってにこにこと笑いかけていた。

「前から思ってたけどさ、メイって凄すごいよね。聞いた？　校内新記録だって！」

　頰ほおが緩ゆるむ。メイはあまり物自慢をする性格ではないが、褒ほめ言葉を謙けん遜そんでかわすほど遠慮深いわけでもなかった。

「まあね。昔から足の速さでだけは誰だれにも負けなかったもん」

「走るの、好きなの？　前の学校では陸上部だったとか」

　メイは、あはは、と笑い、

「そうだねー、身体からだを動かすことの中でも走るのが一番好きだけどさ、部活には所属してなかったな。なんかさ、あの体育会系の雰囲気が好きになれなくて」

　マユミは「そうなんだ」と微笑ほほえんだ。わずかに首をかしげ、メイの手にその手を重ねる。メイが異変を感じたのはこの瞬間だったが、そのときにはすでに遅く、彼女はメイの手首をがっちりと摑つかんで離さなかった。

「でも私のバスケ部は大丈夫だよ。そりゃ先輩後輩の差はあるけどさ、イジメとかシゴキとかはこれっぽっちもないんだから。本っ当にいいとこだよ！　だから、どう？　試しに入ってみない？」

　ああ、またか──と、メイは遠い目をしてマユミの顔を見つめた。

　運動部へ勧誘されたのは、これが初めてではない。メイの怪け我がが完全に治ってからまだ半月ほどだが、男子の記録ですら易やす々やすと凌りよう駕がするほどの高い身体能力は、すでに御み座くら台だい高校の各運動部に知れ渡ってしまっているようだ。

　しかし、いくら頼まれても、メイにはそのつもりは毛もう頭とうなかった。

　メイには、他ほかにやることがあるからだ。

　小さく首を振り、それとなくマユミの手を外そうとする。と、メイがその素振りを見せただけで、マユミは手を離してしまった。その顔に浮かぶのは、仕方のなさそうな笑えみだ。

「あー、やっぱりだめ？」

「……うん、ちょっとその気はない、かな」

「バスケに興味ない？　やってみるとこれが意外と面おも白しろいんだよ。まあはっきり言ってうちの部は弱小だけど──でも、だからこそメイなら一年レギュラーも楽勝だって！」

　メイは困ったように笑う。強引ではない熱意、というのが、メイにとっては一番厄やつ介かいだった。強引ならばまだ冷たく突き放すこともできるが、見知ったクラスメイトからこう情熱を持って迫られると、無む下げに断るのもどうかと思ってしまうのだった。

　が、救いの手は意外な方向からやってきた。やはり同じクラスメイトの氷ひ室むろユキが、突然メイの肩に顎あごを乗せてきたのだ。びくりと身をすくませたメイの耳元で、ユキは幽霊のような笑い声を忍ばせる。

「無駄よ、青あお木きさん。神じん野のさんには私も誘いをかけたんだけど、あっさり断られたわ」

　マユミは驚いたように目を見開き、

「女子サッカー部も？　メイを口説いてたの？」

　ユキはメイの肩に顎を乗せたまま、それはそれは楽しそうに目を細めた。

「私だけじゃないわ。テニス部もソフトボール部もバレー部も、目ぼしい運動部の勧誘は、神野さんの手であらかた撫なで斬ぎりにされたのよ。そう、全滅よ。全滅……ふふ、うふふふふ……」

　一体なにが面おも白しろいのか、ユキは時折こういうふうに笑うことがある。長い黒髪を揺らしながら喉のどを鳴らすようにして笑うその姿は四よつ谷や怪かい談だんさながらで、メイはいまだにこの子が運動部に所属しているということが信じられない。もっとこう、化学部とかオカルト研究会のほうがはるかに似合っている気がするのだが、ユキはこれで女子サッカー部の一年生ホープなのだという。まったく、世の中はなにひとつ見た目どおりではない。

　一方マユミはといえば、メイのことをじっと見つめるようになっていた。その眼まな差ざしに宿るのは羨せん望ぼうの色、かぶりを振りながらメイの肩に手を当て、彼女はため息をつくように言う。

「いやあ、マジでもてもてだね、メイ。ほんと、羨うらやましいくらいだよ」

　メイは苦笑し、

「大げさだなあ。勧誘っていっても『見るだけ見てみない？』って言われただけだしさ、そんなに大したものじゃないよ」

「ふうん、そうなんだ。それじゃあ──見るだけ見てみない？」

　大おお真ま面じ目めにそう言ったマユミに、メイはかくりと肩を落とす。ユキはユキでアレなのだが、この少女も愛らしい外見に似合わずなかなかちゃっかりした性格をしている。「ね、ほんと、ちょっとだけ。ほんのちょっとだけだから」とメイの腕にしがみつくようにして勧誘してくるマユミに、さすがに辟へき易えきとして、メイは眉まゆ根ねを寄せてみせた。

「だから、ダメだってば。なんだってそんなに入れたがるかなあ」

　マユミはメイから身体からだを離し、むう、と唇くちびるを尖とがらせた。すねたように、

「だってさあ、先輩が結構きつく言ってくるんだもん。クラスメイトなんだから部室に連れて来るくらいは簡単だろって。だからあたしとしても、メイを連れていかないと立場ないっていうか」

「……あれ、さっき『体育会系じゃない』とか言わなかった？」

「体育会系じゃないよ。みんな仲いいし。でもほら、やっぱり先輩後輩の序じよ列れつってのがあるからさ」

　当たり前のようにそう言ったマユミに、メイは深くため息をつく。「そういうところが嫌なの」と切り捨てて、メイはそれきり前を向く。と、いつの間まにかメイの前にまで移動していたユキが、ぽつりとつぶやくように言った。

「でも、もったいないわね神じん野のさん。あなたほどの運動神経の持ち主なら、どこの部に入ってもヒーロー間違いなしなのに」

　するとマユミも同調して、

「そうだよ、もったいないよメイ。他ほかに入りたい部活があるんならともかくさ」

「……いや、まあ、ね？　別に入りたい部活があるってわけじゃないけど、その、他にやることならあるのよね、これが」

　マユミは少し意外そうな顔をしたが、ユキは表情を動かさなかった。仮面のように端たん正せいで動きのないその顔を近づけて、彼女は隙すき間ま風かぜのような声で囁ささやく。

「うん、そうね、それは私が振られたときに聞いたわ。で、その『やること』ってなに？」

「それは、その」

　と、そこでマユミが訳知り顔で口を挟んできた。

「もう、ユキ、そんなのわかりきってるでしょ。運動の他に女の子がやることなんて、ひとつしかないじゃない。恋よ。愛よ。ラブよ」

　ユキは一瞬、理解しがたいものを見るような目でメイのことを見た。「そうなの？」というユキの問いかけに、なんと答えるべきかしばし悩む。実際は全然違うのだが、さりとて本当のことを答えるわけにもいかない。だからメイは、政治家のような答えを口にした。

「──まあ、ご想像にお任せします」

　ユキとマユミは揃そろって不満の表情を浮かべたが、それ以上の追及はしてこなかった。ただ二人とも、異い口く同どう音おんに「どっちにしろ私は諦あきらめないから」とだけ言い残して、自分たちの列へと戻っていった。その後ろ姿を眺めながら、メイは小さくため息をついた。




　　　　◆




　朝日が黒こく曜ようを夢から引き上げた。

　焚たき火びの音も、純白の翼も、雛ひな鳥どりのような安あん堵ども。朝の光は一瞬にして溶かして消して、あとには露つゆひとつ残ることはない。黒曜に残されたのは、摑つかみ所のない寂せき寞ばくと、限りない不安。ただそれだけだった。

　木の陰に身体からだを縮こまらせたまま、黒曜は薄く目を開けて、注意深く周囲を窺うかがった。鳥の囀さえずる声が、どこかから聞こえてくる。しばらく黒曜はその鳴き声に聞き入っていたが、やがてゆっくりと身体を起き上がらせると、口を小さく開けて、自らの喉のどを鳴らした。

　その声を聞きつけて、黒曜のハネが木々を縫うようにして飛んできた。

　ほっと安心して、黒曜は右手にハネを留とまらせた。今の黒曜にとって、ハネは目や耳と同じくらいに大切なものだ。周囲への偵てい察さつも里へ降りる道の確認も、今はハネにやらせるしかない。黒曜では目立ちすぎるし──なによりも、古傷のせいで、黒曜はうまく飛ぶことができないからだ。

　ふと、黒曜の顔に憂うれいが差した。憂いと──ほのかな懐なつかしさ。試みに翼を広げてみると、いつもと同じように、引き攣つれるような感覚が右の翼に走った。それでも黒曜は眉まゆひとつ動かさず、昔を懐かしんでいるような表情で、羽毛の禿はげた古傷の場所を、静かに撫なでた。

　あれから、どれだけの時間が経たつだろう。そんな場合でないとわかっていながら、黒曜はそう考えてしまう。密みつ猟りよう者しやによる銃弾を翼に受け、その痛みに泣いているところを、白びやく檀だんに助けられたのは。そのときの傷のせいで、黒曜はうまく飛ぶことができなくなってしまったが──それでも、黒曜はこの古傷が愛いとおしかった。

　この傷は、白檀との、大切な思い出の証あかしだからだ。

　しばらくのあいだ、黒曜は自らの翼を抱くようにして、木の根元に座り込んでいた。黒曜のハネは首をかしげてその姿をじっと見つめていたが、やがて不満そうに一声鳴いた。その声に引き戻され、黒曜はようやく眠りから覚めたように、自らのハネを見返した。腰元にくくりつけた皮袋から木の実を一粒取り出して、大きく開いたハネの嘴くちばしの中に押し込んでやる。ハネはそれを飲み込むと、甘えるように黒こく曜ようの肩に飛び移ってきた。

　そうだ、と黒曜は思い返す。今は、思い出に浸ひたっているときではない。一刻を争う事態なのだ。

　ゆっくりと立ち上がり、黒曜は自らのハネに、『人里への道案内をして』と命じた。再びあんぐりと開けられたハネの口に、もう一度木の実を与えると、彼は満足したように黒曜の肩から飛び上がった。木の枝から枝へ、跳はねるように飛び移るハネに追いすがりながら、黒曜は、今し方浸っていた思い出が、苦いものに変わるのを感じていた。

　白びやく檀だんは猛たけ々だけしく、力強く、刃向かうものに容よう赦しやをしない。この傷を負ったあのときに、白檀が黒曜を助けてくれたのも、黒曜の命を救うためというよりも、自らの氏し族ぞくに刃向かった野犬を切り刻むためだったのだ。彼は弱者に興味を持たない。そして黒曜は、成人した『ハシバネ』のカラステングの中でも、まず最弱の存在だ。仮に黒曜が死んだとしても、白檀は毛ほどにも気にしないに違いない。

　その自分が、今、白檀に刃向かっている。

　白檀は今いま頃ごろ、黒曜に対して、その前まえ肢あしと同じくらい鋭利で冷たい殺意を抱いだいているに違いない。

　そう思うたびに、黒曜の胸は重く沈む。追われているという焦しよう燥そうに、殺されるという恐怖に。なによりも、子供の頃からずっと一緒にいた白檀が自分のことを憎ぞう悪おしているという事実が、彼女の心を深く傷つけていた。

　だが、それでも──彼がしようとしていることを、看かん過かすることは、黒曜には、どうしてもできなかった。

　ハネが黒曜を呼んでいる。その声に、黒曜はいつの間まにか自分が足元を見つめていたことに気がついた。顔を上げ、前を向く。そこに浮かぶのは、気弱そうな表情に覆おおわれた、ひとつの固い覚悟だ。その覚悟を吞のみ込んだまま、黒曜はじっと前を見て、人里へと続く道を降りていった。




　　　　◆




「噂うわさになってますよ、メイさんのこと」

　とマナが言い出したのは、ホームルームが終わった直後、メイが帰り支じ度たくをしているときだった。

「へ？」と間抜けな声を出しながら、メイはカバンを肩にかける。なにが──と問おうとしたとき、カオリがすれ違いざまにその肩を叩たたき、「じゃあね、スプリンター」というからかい半分の別れの挨あい拶さつを口にした。ぽかんとその背中を見送ってから、ようやくメイは理解して、小さな笑えみを唇くちびるに浮かべた。マナと並んで教室を出ながら、不思議そうに言う。

「さっきの体育のこと？　そんなに大したことしたかなあ」

　マナは「信じられない」というふうに目を見張り、

「しましたよ！　だって校内新記録ですよ？　メイさんが御み座くら台だい高校で一番足が速いってことじゃないですか」

「いやまあ、それはわかるけど。でも、別に足が速くたってなにかいいことがあるわけじゃないし──」

　メイはなんでもなさそうにそう言ったが、それを聞いてマナは不満げな顔をした。おかしなもので、この少女はメイに起きたことを自分自身のことのように感じてしまう性た質ちらしい。メイになにかよいことが起これば本人以上の激しさで喜ぶし、悪いことが起これば本人以上の深さで悲しむ。このときもそうだった。まるで自分の業績にケチをつけられたかのように、マナはすねた顔でそっぽを向いてしまった。

「そんなことありませんよ。足が速ければ運動会とか体育の時間で大活躍じゃないですか。お荷物になるからって玉入れや綱引き要員にされることもないじゃないですか。いいこと尽くめですよ」

「──そ、そうだね」

　どうやらマナは運動に関してコンプレックスを持っているようで、メイはこれ以上この話題を続けることの危険性を悟り、話を別の方向に持っていこうとした。思い浮かぶのは──そう、体育の時間、ユキとマユミに勧誘されたときのことだ。下げ駄た箱ばこを開けながら、そのときのことを冗談半分にマナに語ると、彼女は少し複雑そうな顔をしてみせた。

「部活、ですか。それもそうですよね、メイさんくらいに運動神経抜ばつ群ぐんなら」

　その反応にメイは慌あわて、

「いやいやいや、ちゃんと最後まで聞いてよ。断ったよ、もちろん」

「え？　入らないんですか？」

「入らないよ。だって、ほら──ね？」

　不意に周囲の人目が気になり、メイは目め配くばせをしながら思わせぶりにそう言った。マナは理解できないといったふうに首をかしげていたが、やがて「ああ」と頷うなずいた。

「そうですね。メイさんには、やることがありますもんね」

「ま、そういうことだね。本当はやりたくないけど──やらないで後悔するよりはマシかなって」

　そんなことを話しながら、二人は帰宅の人波に紛まぎれて校門をくぐっていく。御座台高校の前には一本の道が左右に延びていた。左側に向かえば御座台新市街、右側に向かえば御座台旧市街へ続いているのだが、ほとんどの生徒が左折する一方で、メイとマナは揃そろって右側に足を向けていた。旧市街に住んでいる生徒はあまりいないため、下校の時間なのにも関かかわらず、道を歩いているのはメイとマナの二人きりになってしまった。

　周囲に人影が完全に途と絶だえたことを確認してから、メイは深々とため息をついて、マナに対して愚ぐ痴ちを垂たれた。

「ほんと、どうしてこんなことになっちゃったんだか。欲しくて得た力ってわけでもないのにさ」

　その言葉に、マナは困ったような顔をし──そして、メイの中に住む同居人は、『はん』と小こ馬ば鹿かにしたような笑い声を投げかけてきた。

『まだそんなこと言ってんのかお前？　飽きもせずに毎回毎回、ほんっとにしつこい奴やつだな』

　そんな嘲あざけり声をメイの頭の中に響かせたのは、『雷いかずち』の天まが魂たま・タケミカヅチだった。一ヶ月半前の事件を皮切りに、メイの精神に住まうようになった、いけすかない野郎だ。気が遠くなるくらい昔から存在し、ありとあらゆる種類の『雷』を支配する、神にすら近い存在。であるのにその精神性がそこらにいる小中学生と同じというのは、一体どういうことなのだろう。そう考えると、メイは自分の顔が不機嫌に歪ゆがむのを感じるのだった。

「あの──」

　そんな声にふと我に返り、メイはマナが不安そうな表情をしていることに気づいた。天魂の声は依より坐ましにしか聞こえない。突然不機嫌な顔になったメイを見て、マナは不安を感じてしまったのだろう。

「や、違う違う、タケミカヅチの馬鹿がさ」

　と断りを入れてから、メイは懐ふところから携帯電話を取り出し、接続端末に指を触れさせて、そこからタケミカヅチの声が出るように内部の電気機器を『操作』した。途と端たん、タケミカヅチの声がそこから響く。

『失礼な奴だな。誰だれが馬鹿だと？』

「あんたよあんた、他ほかに誰がいんのよ？　人の人生狂わせといて平然としていられる、そういうところが馬鹿だっての」

『ったく、大げさな奴だな。なあにが人生だ、そんなもんお前がさっさと諦あきらめつけりゃいいだけの話だろうが。五十年だか六十年だかの短い時間に、なにをそんなにこだわることがある？』

「あんたにとっては短くても、あたしにとっては二度とないものなの！　っていうか、なんだってあんたなんかに人生について説教されなくちゃなんないのよ!!」

　まあ、まあ、まあ──とマナが仲ちゆう裁さいに入ると、メイもようやくエキサイトしていた頭を鎮しずめることができた。この身勝手な天魂とつき合うようになってから一ヶ月と半分が経過し、そろそろ彼女もタケミカヅチの扱い方を覚えてきたところだった。すなわち──真ま面じ目めに相手をしても、疲れるだけ。

「でも、ほら。メイさんもちゃんと訓練をすることになったじゃないですか。それはそれで、ひとつの進歩だと思うんですけど」

　無理目の笑顔を浮かべながら、マナがとりなすようにそう言った。メイが「不本意ながら、だけどね」とぼそりと付け加えると、一瞬その笑顔が引き攣つったが、それでも彼女はめげることなく続けた。

「なにも依より坐ましとして生きていかなくても、訓練していけばきっとなにかの役に立ちますよ、ええ」

「……なにかの、ね」

　具体的になんの役に立つのだろう、とメイは少し考えてみた。少なくとも護ご身しんの役には立つだろうか。あるいは使いこなせるようになれば、将来的に自立したときに電気代を浮かせることができるかもしれない。メイはそんなことを考え、その思考を読み取ったタケミカヅチがしみじみとした口調で、

『お前という奴やつは、腹の底からみみっちい人間だな、メイよ。この俺おれの力、ありとあらゆる雷らい電でんを支配できる力の使い道が、よりにもよって電気代の節約だと？　情けなくて涙が出そうだぞ』

　涙るい腺せんもないくせにそんなことを言う。マナがくすりと笑い声を漏らし、それを聞いたメイは自分の顔がかっと赤くなるのを感じた。言い訳をするように、

「う、うるさいな。別にどういう使い方をしようがあたしの勝手でしょ？」

『そりゃ勝手だが、自分の依坐の発想スケールがそこまで小さいと、俺は天まが魂たまとして悲しくなってくるんだよ。その気になって訓練を積めば、自分の家どころか御み座くら台だい全域の電気代を賄まかなえるくらいの電力を発生させることだってできるんだぜ？　それなのに──』

「だから、そんな気にはならないって言ってるでしょ！　あたしは普通の人間として生きてくの！　依坐なんてまっぴらなんだから！」

　それだけ言い捨てると、メイは携帯電話を自分のポケットに叩たたき込み、次いで頭の中のタケミカヅチとの意い思し疎そ通つうも切断した。基本的に天魂と依坐のあいだの意思疎通は『繫つなぎっぱなし』の状態になっているが、意識すればそれを断ち切ることも可能である。これでしばらくは、タケミカヅチの声に邪魔されることもない。

　すでに目の前には旧市街へと続く唯ゆい一いつの道である古代のトンネル──『磐いわ門と』の黒い口が広がっていた。そこに足を揃そろえて踏み入れながら、マナはふと、囁ささやくように言った。

「やっぱり、依坐になるのは嫌ですか？」

　メイは意表を突かれたようにマナのことを見た。メイよりも頭ひとつ分背の低いマナは、上うわ目め遣づかいにメイの顔を見返していた。御座台に住む人間──天魂の存在を当然のものとして受け入れ、万ばん物ぶつを操る力を持つ依坐に対して、強い尊敬の念を持つ人間の目。そこから顔をそらしながら、メイは小さな声で答えた。

「──嫌、だね。だって普通じゃないし」

　メイは『普通』の中にこそ幸せがあると信じている。今は高校生で、いつかは大学生になり、勤めに出て恋に落ちて、結婚をして子供を産む。そんな人生が自分には似合っていると思うし、そんな人生を歩みたいとも思っている。劇的な要素に憧あこがれる気持ちが、これっぽっちもないわけではないが──劇は劇であって、あくまで物語であって、しかも物語というものは必ずしも幸せな終わり方を迎えるわけではない。悲劇というものが、この世の中にはいくらでも存在するのだ。

　天まが魂たまの、タケミカヅチの力というものは、比較的平凡だったメイの人生の中で、青せい天てんの霹へき靂れきにも似た劇的な要素だった。

　その要素は──あるいは、悲劇を招きよせるかもしれないのだ。

　黙りこくったまま、メイとマナは歩いていく。磐いわ門との中は薄暗く、その暗くら闇やみが二人の言葉を抑えつけているようだった。沈黙の重圧がなんとなく嫌になり、メイはことさらに明るい口調でマナに語りかけた。

「大丈夫、訓練は続けるよ。だって──」

　そこで明るい色が途と切ぎれた。マナから視線を外し、前を向きながら、メイはぽそりとだけつぶやく。

「もう二度と、顕あら神がみにはなりたくないからね」

「…………メイさん」

　不意に真剣味を帯びたメイの声音に、マナは心配そうな目を向けてきた。その視線には応えずに、メイは磐門の暗闇が染しみ込んだ足元の地面を、ただじっと見つめつづけていた。

　天魂と依より坐ましが合ごう一いつした存在である顕神は、ひとつの人格というよりはむしろ自然現象と表現したほうが近い。台風や洪水などの自然現象がそうであるように、顕神は自らの力を尽きるまで振るうことしか頭にない。無む論ろん、この上なく危険な存在である。

　メイは顕神になったことがある。それも、二度もだ。

　一度目はまだいい。問題は二度目、両りよう面めん宿すく儺なの襲撃を受け、それを撃退した際のことだった。『雷いかずち』の顕神となったメイは、両面宿儺を消けし炭ずみに変えたあと、その雷の腕を、その場にいた二人の人間に伸ばそうとしたのだ。瀬せ川がわナナミと──そして、楠木くすのきマナに、危害を加えようとして。

　自覚がなかったとはいえ、自らの手で人を傷つけかけたという事実を告げられたとき、メイは世界の終わりが来たような心境になった。それを見て慌あわてたのは、その事実を告げた本人──担任教師であり『闇』の依坐でもある、庵あん堂どうクロノ先生のほうだった。彼は絶望に陥おちいったメイを救い上げるように、こう言ったのだった。

　──たとえそのつもりがないとしても、天魂の力を保有する以上、これからも顕神になってしまう危険性が君にはある、だから、依坐として働かなくてもいいから、せめて天魂の力を制せい御ぎよするための訓練をしてはどうか、と。

　メイはそれを承しよう諾だくした。あれほど依坐になることを否定したメイが、結果として依坐としての訓練を受けることになったのは、皮肉といえば皮肉かもしれない。だが、それでもメイは訓練をすることを厭いとわなかった。顕あら神がみにならないためには、最低限の制せい御ぎよ法ほうは身につけなくてはならない。それが、天まが魂たまという人には大きすぎる力を内に抱えることになったメイの、結論だった。

　と、ふと眩まぶしいほどの光が足元を照らした。磐いわ門との外に出たのだ。顔を上げたメイは、もうすっかり見慣れた景色となった御み座くら台だい旧市街の田園風景を、まるで初めて目にするかのようにまじまじと見つめていた。段々畑のその景色を眺めるうちに、メイは自分の中の不安の塊かたまりが、ゆっくりと溶けていくのを感じていた。

　隣に佇たたずむマナのことを、ちらりと見る。その唇くちびるにかすかな笑えみを浮かべて、メイはマナの肩を、ぽん、と軽く叩たたいた。

「ま、心配してもしょうがないよね。顕神ったって、あのときみたいなことがなければもうならないだろうけどさ、とりあえずその予防措そ置ちだけでもしとかないとね」

　メイの心境の変化が伝わったのか、それとも単にメイの表情が晴れたことに安あん堵どを感じただけなのか。その一言で、マナの顔に浮かんでいた心配の色がすべて吹き消された。「はい！」と力強く頷うなずいたマナに、小さな笑いだけを返して、メイは目の前に延びる一本の坂道を、ゆっくりとした足取りで歩き出した。




　　　　◆




　ところでメイが訓練する際には、マナも一緒にいることが多い。

　別にメイの訓練にとってマナが欠くべからざる人物というわけではない。休憩のときにお茶を淹いれてきたり、単純にメイの話し相手になったりはするものの、それだって『絶対に必要』というわけではないのだ。お茶が必要ならアマツカサ職員にそう言えばいいし、暇ひまを潰つぶしたいなら備えつけのテレビでも見ればいい。にも関かかわらず、二人のあいだで「なぜ訓練のときにマナがいるのか」という話題が出たことは一度もなかった。それくらい、二人が一緒にいることは、当たり前のことになりつつあった。

　そんなわけで、いったん家へと帰ったマナは、メイと一緒にアマツカサへと向かうために、自室にて着替えをしているところだった。

　もともとマナはあまり服装に注意を払うほうではないのだが、メイと付き合うようになってからは、その性質が若じやつ干かん変わってきていた。それというのも、マナの私服姿を見かけるたびに、メイがことあるごとにそれを褒ほめてくれるからだ。それは「よく似合ってるよ」とか「今日きようもかわいいね」とかいった、実に他愛たわいもない褒め言葉だったのだが、それでもマナはメイにそう賞賛されることに、純粋な喜びを感じるようになっていた。なぜだろう、と自分でも不思議だった。家族や他ほかの友人に褒められても、メイに褒められるときのような喜びを感じることはないというのに。

　マナは洋服ダンスからいくつかの服を取り出して、ベッドの上に並べてみた。しばらく考えてから、オーソドックスな白色のワンピースをその手に取る。これだけではさすがに肌寒いので、チョコレート色のニットカーディガンをその上から羽は織おることにした。十月も半ばを過ぎ、衣ころも替がえも終えた今となっては、さすがに半はん袖そでで歩きまわるのは辛つらすぎる。

　姿すがた見みに自分の格好を映して、おかしなところがないかを確認する。ちょっとくるりと回ってみたりもする。長めの裾すそがひらひらと舞い踊り、それを見てマナは小さな笑えみを浮かべた。

　──メイさん、また褒ほめてくれるかな？

　そんなことを考えたのは、ほんの束つかの間まだけのこと。すぐに別のことが頭に浮かび、マナはカーディガンを羽織ったまま、ベッドの上に置いた学校カバンを開けて、中の教材を取り出しはじめた。彼女はまめな性格である。学校から帰ってきたあとの日課として、カバンの中身を次の日の教材と取り替えなくては、なんとなく落ち着かないのだ。次の日にも続けて使う教科書とノートも、一応机の上に並べてみる。国語に英語、数学に古典──と、そこまで並べたところで、マナの手がぴたりと止まった。

　数学の宿題プリントが見当たらない。

「……あれ？」

　ぽつりとそうつぶやいて、マナはもう一度、丁てい寧ねいな手つきで数学のノートをぱらぱらとめくってみた。いつもは教材ごとにプリントをノートのあいだに挟んでおくのだが、それがどこにもない。ノートを机の上に置き、次に教科書をめくり、さらに他ほかの教材もくまなく調べてみたが、やはり見つけ出すことはできなかった。

　焦あせる気持ちが、じわりと胸の奥に滲にじんだ。

　もう一度、カバンを手にとって逆さまにしてみる。が、出てきたのはホッチキスやらスティックのりやらが入っている文房具袋だけだった。「あれ──」ともう一度つぶやいて、マナは額ひたいに手を当ててどこにプリントをやったのか思い出そうとした。あれは、そう、宿題として出されたのだから、授業の最後に配られたもののはずだ。前の人からプリントを渡されて、それで、確か──

「マナちゃーん、支し度たくできた？」

　そうだ。メイさんに昼食に誘われて、そのまま机の中に放ほうり込んでしまったんだ。

　今この場に見当たらない以上、まだ学校の机の中にある可能性が非常に高い。マナは困こん惑わく顔がおで、縁えん側がわに続く自室の障しよう子じを開けた。すでにそこにはメイが待たい機きしていて、縁側に腰掛けながら背中越しにこちらに顔を向けていた。マナの姿を見て、メイの顔に一瞬笑みが浮かびかけ──それはすぐに引っ込んで消えてしまった。心配そうに言う。

「どしたの？　なんかあったの？」

「いえ、大したことじゃないんですけど。学校に数学のプリントを置いてきてしまったみたいで」

　すると、あろうことかメイは「へええ」と感心したような声を漏らした。

「マナちゃんが、忘れ物かあ。なんか意外」

　マナはむっとした顔になり、

「……なんか、こないだもカオリに同じこと言われた気がするんですけど。私だって寝ね坊ぼうや忘れ物くらいしますよ。──で、ですね。学校まで取りにいかなくちゃいけないんで、アマツカサには先に行っててください。急いで戻りますから」

　学校から自宅まで、片道三十分はかかる。そのことを気にしたのか、メイはちょっと首をかしげると、気を使うような微笑を浮かべた。

「あのさ、なんならアマツカサには来ないでもいいんじゃない？　別にあたしだって夜までいるわけじゃないしさ、学校に戻ってからまたアマツカサに来るなんてなったらすごく時間がかかると思うし、行って帰ってくるだけってことになっちゃうかもよ？」

　マナは目を瞬しばたたかせてメイのことを見た。不思議そうに首をかしげ、子供のように純粋に問う。

「メイさんは、私と一緒にいるのはイヤですか？」

　メイは不意を突かれたように頭を仰のけ反ぞらせた。慌あわてた口調で弁解する。

「──あ、いや、べ、別にそういう意味じゃないよ。マナちゃんと話したりするのは楽しいけど──」

「私もです。私も、メイさんと一緒にいるのが好きですよ？　楽しいし、落ち着くし、だからアマツカサにも、行って帰ってくるだけになったとしてもいいんです。だってその分だけ、メイさんと一緒にいられるでしょう？」

　マナは花のように微笑ほほえんで、そう言った。メイは気まずそうにぽりぽりと頰ほおを搔かいていたが、やがて「そっか」とぽつりとつぶやくと、すぐに納なつ得とくしたような表情に切り替わった。

「わかった。それじゃ、もし訓練が終わったとしても、アマツカサでマナちゃんを待ってることにするよ」

　それからふと、メイの視線が下にずれた。ほんの数秒のあいだだけ、メイはマナの服装をまじまじと見つめ、それからすぐに目線を上げて、マナに向かって笑いかけた。

「ところでさ。その服、すごくかわいいね。よく似合ってるよ」




　　　　◆




　天あま総つかさの社やしろは天まが魂たま管理機関であり、天魂の存在を御み座くら台だい以外の社会から隠いん匿とくし、自然を支配するという強大すぎるその力が他者に悪用されることを防ぐ組織である。

　ということは、最初に説明されたときに庵あん堂どう先生から教えられていたのだが、ではそのために一体どういう活動をしているのか、という段になると、メイなどにはこれっぽっちも伝わってなかったりするのだ。

　それもそのはずで、そもそもメイはアマツカサの一員ではない。少なくとも表向きは普通の女子高生に過ぎないのだし、アマツカサ職員の中で知っている顔もわずか二、三人、訓練のために毎日第だい一いち分ぶん殿でんに通ってはいるものの、そもそも『本ほん殿でん』がどこにあるのかすら知らなかったりする。もっともアマツカサの業務など、メイが知る必要も特にないのだが。

　しかしそんな無知なメイでも、アマツカサが依より坐ましの補助をしている、ということだけはこの一ヶ月半のあいだになんとなくわかるようになっていた。なにしろメイ本人が（自身では認めていないものの）依坐であり、そのためにアマツカサの『補助』の恩おん恵けいを受けている身なのだから。

　たとえばアマツカサは、依坐が訓練する場所や器具を提供してくれたりする。メイが今いる部屋も、彼女がじっと握り締めている銅線も、その『補助』によって用意されたものだった。その部屋自体は六畳の畳たたみ敷じきの和室で、広すぎず狭すぎず、暑すぎず寒すぎず、障しよう子じの向こうからは白い陽光が差し込み、時折鳥の囀さえずりが聞こえてきたりもする。集中して訓練を行うには、まことにもってこいの部屋なのだが──

『……お前、それで集中してるつもりか？』

「……人の考えを勝手に読まないでくれる？　気分悪いんだけど」

　そう反論してはみたものの、しかし自分が集中できていないということは、自分が一番よくわかっていた。訓練の結果ははかばかしくない──というよりも、はっきりいって全然だめ。銅線に接続された電圧計は、そのすべてが針を揺らしていた。

　タケミカヅチが言うには、これはいわばウォーミングアップのようなものらしい。一本のまっすぐな銅線を用意して、それに三つの電圧計を繫つなげる。当然、銅線に電流が通れば電圧計がそれを感知して針を振る。タケミカヅチは、そのうちのひとつの電圧計だけに反応させろ、とメイに言い聞かせていた。

『雷いかずち』を支配するということは、今やこの現げん世せのあらゆる場所に存在する電気の流れを掌しよう握あくし、制せい御ぎよし、統制するということである。触れたものすべてに流れ込もうとする意思なき『雷』を、タケミカヅチという意思ある『雷』によって支配し、目的のものにだけ流れ込ませる。それができて、ようやく依坐としての第一段階をクリアしたといえるらしいのだが──

　タケミカヅチが、うんざりとした口調でつぶやいた。

『お前なあ、こんなこともできないでどうすんだよ？　そんな難しい話か？　『雷』の依坐が、優良な伝導体である銅にすら思うように電気を通せないなんて、笑い話にもならねえぞ』

　う、と呻うめいて、メイは唇くちびるを尖とがらせ、言い訳をするように言う。

「……今日きようは、たまたま集中できないだけだよ。昨日きのうはうまくいったじゃん」

『昨日はな。俺おれは、今日の話をしてるんだ。普通は訓練を積み重ねていけば、昨日より今日のほうがいくらかうまくなってるもんだ。それなのに、なんだってお前はその道理の逆を突っ走ってんだ？』

　ぽんぽんと言われるが、返す言葉も見当たらない。ううう、と再度呻うめいて黙り込んだメイに、タケミカヅチはトドメを刺すように言葉を続ける。

『お前は集中力にむらがありすぎるんだよ。ちったあナナミの奴やつを見習え、あいつはどんなときでも一定以上の集中力を発揮するだろうが。普段の訓練の賜たま物ものだ。あれくらいできなけりゃ、依より坐ましとしてはまるで使いものにならねえぞ』

　自分は依坐ではないし、そもそも瀬せ川がわとなんか比べられたくない──メイは強くそう思ったが、思うだけで口に出すのはやめておいた。とはいえ、メイとタケミカヅチは、同じ精神を共有している。その思考をちゃっかりと読み取って、タケミカヅチは「ハン」と馬ば鹿かにしたように笑った。メイはさらに不機嫌そうに顔を歪ゆがめると、雑ざつ念ねんを取り払って集中するために、さらに強く銅線を握り締めた。

　障しよう子じの向こうから声が聞こえてきたのは、ちょうどそのときだった。

「神じん野の。ちょっといいか？」

　メイは顔を上げて、そちらに目を向けた。障子に映る黒い影を見て、我知らず表情が緩ゆるむ。「どうぞ」と声をかけると、障子が静かに開き、その向こうからサングラスをかけた庵あん堂どう先生が顔を覗のぞかせた。

「訓練の邪魔をしてすまないな。どうだ、調子は？」

『どうもこうもない、最悪だ。前から集中力のあるほうじゃなかったが、今日きようは特にひどい。──で、なんだ用件は』

　メイが答える代わりに、左手に握り締めたコンセントの先、備え付けのＣＤラジカセからタケミカヅチが声を響かせていた。メイは気まずそうに首をすくめ、庵堂先生はそんなメイを見て、薄い唇くちびるにかすかな笑えみを浮かべる。それからすぐに微笑を消し、彼は『用件』を口にした。

「そんなに大したことでもないのだがな。神野に会いたいという人がいるんだ。訓練が終わってからでも構わないから、会ってやってくれないか？」

　メイはぱちぱちと目を瞬しばたたかせた。首をかしげ、質問する。

「それって、あたしの知ってる人、ですか？」

「面識はないはずだ。鼎かなえユウというんだが──知らないよな？」

　聞いたこともない名前だ。メイは頷うなずいてから、見ず知らずのその人がこの自分に、一体どんな用があるのだろう、と不思議に思った。そのことを庵堂先生に尋ねようとしたが、それよりも早くタケミカヅチのほうが、彼の要よう請せいを突っぱねていた。

『人に会ってる暇ひまなんかねえぞ。銅線に電気を通すことすら満足にできないんだ、そんなことをしている時間があったら訓練に費やしてやる』

「いや、だから、先方は訓練が終わってからでいいと──」

『終わらねえよ。今日のこいつの結果にはつくづく失望した。今夜は泊りがけになってでもみっちり鍛きたえ上げてやる』

「はあ!?　勝手に決めないでよ！」

『やかましい！　一人前の口を叩たたくのは一人前になってからにしろ!!』

　その言葉に対してメイが反抗の口くち火びを切ろうとしたところで、庵あん堂どう先生が落ち着いた声で割って入ってきた。

「実はな、その人が会いたいと言ってるのは、神じん野のだけじゃないんだ。タケミカヅチ、君にも会いたいらしい」

『──んだと？』

　不ふ審しんそうにタケミカヅチはそう答える。不審なのはメイも同じだった。見ず知らずの誰だれかが自分に会いたいということだけでも不審なのに、その誰だれかはタケミカヅチにも会いたがっているという。メイとタケミカヅチの不審を読み取ったのか、庵堂先生は裁判所で宣せん誓せいする証人のように片手を上げた。

「すまない、説明する順序が逆だったな。神野とタケミカヅチに会いたいと言っている人物は、鼎かなえユウという名前の、当代の『金属』の依より坐ましなんだ」

『ほう。フツか』

　タケミカヅチのその声には、理解の色が滲にじんでいた。が、肝心のメイはよく理解できず、ＣＤラジカセに視線を移して尋ねる。

「誰よ、フツって」

『フツノミタマ。今し方庵堂の言った『金属』の天まが魂たまの名前だ。俺おれの旧友でもある』

「きゅうゆうぅ？　あんた、友達なんていたの？」

『……どういう意味だそれ』

　メイがそれに対する的確な答えを返そうとした瞬間、またもや庵堂先生が割り込んできた。まあ、もしもタケミカヅチがその答えを聞いていたら、怒り狂った彼によって話は修復不可能なまでにこじれていただろうから、それは賢明な判断といえた。

「では、神野もタケミカヅチも、二人とも問題ないな？　鼎に会うことは」

『おう。なんなら今からでもいいぜ』

「ちょっとなによそれ。さっきまであんなにゴネてたくせに、自分の友人に会えるってなったら手のひら返したみたいにそういう態度取るんだ？」

『ああそうか、お前がそんなに言うのなら仕方ない、それなら日付が変わるまで』

「で、その人はどこにいるんですか、庵堂先生？」

　ぐるりと首を九十度捻ねじ曲げて、メイは話の方向も無む理り矢や理り転換した。庵堂先生は苦笑しながら、くいと後ろを指差して、

「ここからそれほど遠くない。縁えん側がわから出てすぐのところに石で作った道があるのは知っているだろう？　それに沿って歩いていけば、そのうち鼎のアトリエにたどり着く」

　アトリエ──という単語に、少々の違和感を覚えはしたが、別に尋ねるほどでもなかったので黙っておく。その代わりの質問を、メイは口にした。

「いつでも構わないんですか？　今からでも？」

「鼎かなえはそう言っていたな。まあ、あまり忙しいわけでもないから、非常識な時間でなければ大丈夫だろう。──それじゃ、俺おれは少し用があるんでな、失礼するぞ」

「あ、はい。わざわざありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げたメイに、頷うなずきだけを返して、そのまま庵あん堂どう先生は立ち去っていってしまった。

　それから彼女はＣＤラジカセに向き直り、ぽつりと尋ねる。

「──だってさ。どうしよっか」

『どうするもなにも、行くんだろうが。フツの奴やつを待たせては悪いからな、すぐにそのアトリエとやらに向かうぞ』

「……あんた、本当に自分の都合で言うことがころころ変わるよね」

『そうでもないさ。フツに会うことは、お前が訓練をする上でも重要なことになるだろうと思ったからだ』

　タケミカヅチの言葉の意味がわからずに、メイは眉まゆをひそめた。しかしタケミカヅチは『早く行け』と急せかすばかりで、それがどういう意味かを説明する気配は一向に感じられない。仕方なく、メイは立ち上がって縁えん側がわに出た。いずれにせよ、その鼎さんという人に会えば、どういう意味かわかるはずだ。そう思い、メイは庭の上に走る石いし畳だたみの上を、ゆっくりと歩きはじめた。




　　　　◆




　ナナミが扉を開けると、教室に居残って雑談をしていた数人の女の子たちが、ぴたりと口を噤つぐんで彼女のことを見た。

　すでに外は夕焼けの色に染まり、スピーカーからは『もう下校の時間だからとっとと帰れ』という意味合いの放送が流れている。ナナミがその切れ長の瞳ひとみで居残り組のことをきろりと見み据すえると、彼女たちは突然急用を思い出したようで、帰り支じ度たくもそこそこにそそくさと教室から出て行ってしまった。誰だれひとり、ナナミに「さようなら」とも声をかけようとはしなかった。

　いつものことだ。

　ナナミはクラス委員である他ほかに、今日きようの日直でもあった。教室の窓とカーテンをすべて閉め、チョークのむら汚れが目立つ黒板を綺き麗れいに掃除してから、彼女は日直欄らんを冷れい厳げんに見下ろした。日直は同じクラス番号の男女二人で請け負うことになっているのだが、もう片方の男子の姿はどこにも見当たらない。とっくの昔にバックレてしまったのだろう。腹が立たないと言えば噓うそになるが、まあ、男子などというのはそういうものだ。

　クラス日誌を右手に、カバンを左手に、ナナミは教室を出た。あとはこれを庵あん堂どう先生の机の上に提出すれば、それで今日の仕事は終わり。すでに校内にはほとんど人影が見当たらない。夕日の光が作り出す陰いん影えいを踏むようにして、ナナミは廊下を横切り、一階へと降りていく。と、角を曲がったところで、その足がぴたりと止まった。

「……楠木くすのきさん」

「瀬せ川がわさん。今から帰りですか？」

　ナナミは片手に持ったクラス日誌を上げ、

「これを出してから帰るところ。あなたは──もう帰ったあとみたいね？」

　マナの格好はすでに制服ではなく、白色のワンピースに焦こげ茶ちや色いろのカーディガンという、ナナミにはまるで無縁の服装をしていた。マナは自分の姿を恥じらうように微笑ほほえむと、ふと首をかしげてナナミに尋ねてきた。

「はい。宿題のプリントを忘れてしまって、それを取りにきたところです。……あの、瀬川さんは、このあとすぐにアマツカサに行くんですよね？」

　ナナミは目を細める。冷たい声で、切りつけるように、

「それが、あなたになにか関係あるの？」

　マナは怯ひるんだように身じろぎをした。ナナミはマナから視線を外し、彼女の肩を掠かすめるようにしてすれ違う。職員室の扉を開け、中に足を踏み入れた瞬間、ナナミの精神に宿る『水』の天まが魂たま・ミツハノメが『ふむ』という声をあげた。

『相も変わらず無ぶ愛あい想そうな女だな、ナナミよ。見ていてまったく面おも白しろくない』

　なに食わぬ顔で職員室を移動しながら、ナナミは頭の中だけでその声に答える。

（あら、学校こんなところであなたが面白がるようなことが、なにかあるの？）

『うむ、そうさな──今日きようのメイとの言い争いは、聞いていてなかなか愉快であったぞ。お主ぬしがあれほど感情を揺らすことは稀まれであったからのう』

　ナナミは思わず動どう揺ようし、その波紋を敏感に嗅かぎ取って、ミツハノメは密ひそやかに笑う。手にした日誌を庵堂先生の机に叩たたきつけるように置き、彼女は自分の頭の中で反論を開始した。

（──あれは、別に、あなたを面白がらせるためにやったんじゃないわ。神じん野のさんが突っかかってくるから、仕方なく言い返しただけじゃない。取り乱したわけでもないし──）

　慌あわてたように説明する自分が、なんだかひどく滑こつ稽けいなものに思えて、ナナミはそこで口を噤つぐんだ。ミツハノメはくすくすと笑っている。辟へき易えきとしてナナミはミツハノメとの接続を切断したが、それでもなお天魂の忍び笑いの声は、耳元にこびりついて容易に離れようとはしなかった。

　職員室を出て、二階への階段を上りながら、ナナミは憮ぶ然ぜんとした表情を崩すことができない。ミツハノメの指摘は、それが的まとを射ているだけになおさら腹立たしかった。メイとの諍いさかいだって、たとえば相手が平ひら野のカオリあたりならば、ナナミも適当にあしらうか冷たく無視するかしていたはずだった。それが、メイに対してだけは、そうすることができない。なぜだろう、と自分でも不思議だった。

　私は、神じん野のさんが嫌いなのだろうか？　ナナミはそう自問したが、答えは出なかった。依より坐ましでありながら、その力を自ら拒否するような無責任な人間は、ナナミは大ッ嫌いである。ゆえに、瀬せ川がわナナミは神野メイが大ッ嫌い、だった。しかし、すでにメイは依坐の訓練を開始している。まだ何事か葛かつ藤とうがあるらしいが、それはそれ、これはこれ、だ。ナナミは多た分ぶんに独どく善ぜん的てきな人間だが、他人の頭の中にまで独善を及ぼすほど無む分ふん別べつでもなかった。行動で示していればそれでいい。

　要するに、一ヶ月半前のしこりがまだ残っているだけだ。ナナミは強引にそう結論づけた。あのときは、ナナミの独善で彼女自身とメイの他ほかに、楠木くすのきマナまでをも危険に晒さらしてしまった。天てん条じようレイコに『封ふう印いん』されても文句を言えないほどの大失態だった。幸い命は助かったが、もしもあの事件で誰だれかが死んでいたら──

　──また、あのときのような気持ちを味わうことになっただろう。

　不意に湧わき上がってきたその考えは、ナナミの胸を恐怖で満たした。背せ筋すじが凍こごえ、ナナミはにわかに揺れた瞳ひとみを足元に向けた。息が苦しい。動どう悸きが速くなってくる。もう完全に克こく服ふくしたものと思っていたのだが、どうやらそれはナナミの勝手な思い込みだったようだ。ふとしたときに、意識の隙すきを狙ねらって、フラッシュバックのように記憶が蘇よみがえってくる。恐怖は『水』だ。耳元で誰だれかがそう囁ささやいた。ほんのわずかな隙間を的確に見つけ出し、獲物を見つけた飢き狼ろうの群れのようになだれ込んでくる。水。洪水。──濁だく流りゆう。

　不意の恐怖に囚とらわれて、床を見つめながら歩いていたナナミは、目の前にマナがいたことに衝突するまで気がつかなかった。どん、という軽い衝撃と、「きゃっ！」という小さな悲鳴に、ナナミはようやく我に返る。尻しり餅もちをついたマナの姿に、二度ほど瞬まばたきをしてから、ようやくナナミは自分がマナとぶつかったのだということを理解した。

「…………」

「ご、ごめんなさい。声をかけようと思ったんですけど、その、どんどん歩いてくるから、ついかけそびれてしまって──」

　だからといって、ただ黙ってぶつかるのを待つ人がいますか──ナナミはそう言いそうになったが、しかし確かに、マナはそんな性格をしていそうだ。小さく息を抜き、彼女に向かって手を差し伸べる。マナはその手を、どこか嬉うれしそうな表情で握り締めた。

「あの、もしよろしければ、一緒にアマツカサに行きませんか？」

　立ち上がり、服についた埃ほこりを払ってから、マナはそんなことを言った。ナナミは不ふ審しんそうに眉まゆを寄せ、

「あなたが？　アマツカサになんの用？」

「え。や、それはその──」

　マナは用心深く周囲を見回し、誰だれもいないことを確かめてから、囁ささやくような小声で答えた。

「メイさんが向こうで訓練してますから、いつもその席にお邪魔させてもらってるんです。今日きようはたまたまプリントを忘れちゃったから、ご一緒できなかったんですけど、行くだけ行こうと思いまして」

「……あなたが、ね」

　ナナミは、苦にが々にがしげに唇くちびるを曲げる。依より坐ましの訓練というものは孤独なものだし、逆に孤独でなければ訓練効率が悪くなる、とすらナナミは考えていた。友達とぺちゃくちゃお喋しやべりをしながら鍛きたえられる精神力など、たかが知れている。メイがそんなふうに訓練をしているのだと考えると、失望と不満がにわかに湧わき上がってくるのを感じたが、その二つの感情を感じ取ったミツハノメが、からかうようにぽつりとつぶやいた。

『人の訓練内容に口を出せるほど、お主ぬしは優秀な依坐かの？』

（うるさいわね。口を出したわけじゃないでしょうが）

　それからナナミは、改めてマナのことを見る。返答を待ってじっと自分を見つめるマナの瞳ひとみは、おとぎ話を信じる子供のように綺き麗れいだった。それに冷たい言葉を返すことは、いかにナナミといえども憚はばかられた。

「別にいいけど。私と一緒に歩いたって、面おも白しろいことなんかなにもないわよ」

　マナの表情がぱっと明るくなり、彼女はナナミの手を取らんばかりに喜んだ。

「そんなことありませんよ。私、ずっと瀬せ川がわさんとお話ししたいって思ってたんですよ？」

「……そ、そう」

　にこにこと笑うマナにつき合いきれなくなり、ナナミは踵きびすを返して昇降口へと向かう。その後ろに子犬のようについてくるマナのことを、それとなく窺うかがいながら、ナナミはマナに対する認識を改めていた。楠木くすのきマナは、自分のクラスメイトの中でも一番まともな部類に入る少女だと、ナナミはそれまで考えていたのだが──

　どうも、そういうわけでもないらしい。




　　　　◆




　木の枝に腰掛けたまま、白びやく檀だんは軽く目を閉じて、蒼そう迅じんからの連絡を聞いていた。

　ハネはカラステングが使うような言語を口にすることはできない。連絡の内容に詳しよう細さいを要するときは、肢あしに伝書をくくりつけるなどの方法を取ることが多いが、その機会はあまり多くない。もともとハネはカラステングの目であり耳である。連絡内容は『侵入者アリ』や『目標発見』などの短いものがほとんどだし、それならば鳴き声だけで十分に通用する。

　そして今、白檀が受けている内容も、『目標発見』の報だった。

　もっとも全文は、『目標発見、攻撃スルモ捕ほ獲かくハデキズ、目標ハ逃走』とのことだ。白びやく檀だんは連絡を聞き終えてから、数秒考え、面倒くさそうに言った。

『殺スナ』とだけ。

　蒼そう迅じんのハネは、首をかしげて白檀のことを見つめている。白檀が薄く目を開いて、そのハネを冷たく見み据すえると、彼は怯おびえたように翼を羽ばたかせ、蒼迅の元へと帰っていった。

　それから白檀は、木の枝から飛び降りて、草くさ地ちに着地する。すでにその姿はカラステングのものではない。白い髪と、冷たく鋭い瞳ひとみを持つ、人間の青年の姿になっていた。

　慣れない足を動かして、一歩一歩地面を踏みしめて、白檀は天あま総つかさの社やしろ第だい一いち分ぶん殿でんへ向かっていく。近づくたびにじわりとした苛いら立だちが胸に滲にじむのを感じる。カラステングの姿のままであそこに入り、歩きながら目につく人間を片っ端から引き裂いていくことができたら、どれだけ爽そう快かいだろうかと考える。

　が、すぐにそんな考えは引っ込めた。

　それは、弱者の妄もう想そうだ。白檀たるものが考えるべきことではない。

　いずれはその考えが現実のものになるときが来るのかもしれない。来ないのかもしれない。どちらにしろ、もうすぐ彼の周囲から人の臭においが消え去るであろうことは間違いない。そのための準備を、今までこつこつと積み上げてきたのだ。もうしばらく待つことができるだけの忍耐力は、白檀も持ち合わせていた。

　しかし、やはりしっくりこない。

　忍耐は、白檀の性しように合っていないのだ。

　第一分殿の玄関の前に立ち尽くして、白檀はもう一度目を閉じる。もうすぐだ、と自分に言い聞かせる。もうしばらくだけ、こいつらの臭いに我慢していればいい。目標は発見された。捕獲はできなかったが、時間の問題だ。力もハネもろくに持っていないあいつが、そう長いあいだハシバネの監かん視し網もうから逃のがれられるはずがないのだ。

　黒こく曜ようが捕らえられるまで、じっと黙もくして耐えていればいい。

　そう自分に言い聞かせて、彼は第一分殿の門をくぐり抜けた。




　　　　◆




　その小屋は、アトリエというよりもガレージのようだった。

　もっともメイはアトリエなど見たことはないのだが、少なくとも目の前の建物には、芸術作品よりは自動車が入っていたほうがしっくりくる。剝むき出しのコンクリートに三方を覆おおわれて、がらんと開いた一方には、ご丁てい寧ねいにもシャッターがついている。そこからこっそりと覗のぞいてみても、アトリエの中は薄暗く、なにが置いてあるのかすら判別できなかった。──なにかが置いてあるのは確かなのだが、それらはどうも人間の姿をしているように思える。こくり、とメイの喉のどが鳴り、そんな彼女をタケミカヅチがせっついた。

『なにやってんだ、早く入れ』

「いや……だってさ、なんかここ、怖くない？　暗いし」

『……依より坐ましとして物もの凄すごく頼りになる言葉をありがとう。暗いなら放電して明るくしたらどうだ？　俺おれの昔の依坐はそうしてたぞ』

「んなこと、このあたしができるわけないでしょ──」

　そうつぶやいたところで、不意に目の前が明るくなった。アトリエの上部に取りつけられていた照明が、電力を取り戻したらしい。思わず目を細めたメイは、煌こう々こうと輝く照明の光の下に、ひとりの人間が立っていることに気づいた。

　新緑色のタートルネックセーターに、濃のう紺こんのジーンズを穿はき、四角い眼鏡めがねの向こうから、じっとこちらのことを見つめている。黒髪がかかった両耳にピアスをしていて、どこか垢あか抜ぬけた印象があったが、しかし不思議とその人は、『彼』なのか『彼女』なのかよくわからなかった。呆ぼう然ぜんと立ちすくむメイのことをしばらく観察してから、その人はおもむろに口を開いた。

「──君は？」

　声まで中性的だ。そんなことを考えながら、メイは軽く頭を下げ、

「あ。はい、あの、神じん野のメイ、です」

　そう答えると、その人の顔が笑えみに溶けた。軽く両腕を広げながら、感かん嘆たんするように言う。
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「ああ、君がそうか。初めまして、僕は鼎かなえユウ。『金属』の依より坐ましをやっている」

　僕、というからには、やはりこの人は『彼』なのだろう。頭の中でひとり納なつ得とくするメイに、鼎は手招きをして言葉を続けた。

「すまないね、こんなに早く来ると思っていなかったから、まだ用意していなかったんだ。中に入って待ってて。すぐにテーブルを出すから」

「はあ……」

　テーブル、と言われても、周囲にそれらしきものはなにもない。他ほかのところから持って来るのかな、と考えながら眺めていると、鼎はアトリエの中に置かれた、巨大な鉄の塊かたまりに歩み寄っていった。その上に手を置いて──

　突然、鉄の塊が鈍い音を立てて変形した。

「──────」

　目を丸くしているメイの足元に、剝はがれ落ちた分の鉄がごろごろと転がって来た。鼎はそれには気づかずに、首をかしげながら「まあこんなものかな」とつぶやいている。かなりの量の鉄が剝はく離りしたあとに残ったのは、誰だれがどう見てもステンレス製のテーブルだった。鼎は同じ手順で二つの椅い子すを創つくり出すと、テーブルの両脇にそれを置いた。一瞬にして、一組のテーブルセットができたことになる。

　と、鼎は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているメイに気づいた。静かに彼女に近づいて、そっとその手を握る。びっくりして鼎の顔を見返したメイに、彼はかすかに笑って、言った。

「さ、どうぞ、遠慮せずに座って」

「……は、はあ」

　親についていく子供のように、鼎と手を繫つないだまま、メイはテーブルにまで歩み寄る。そんな自分の姿に、なんだか不思議なものを感じた。鼎の手は、柔らかく、暖かく、握っていて心地いい。そんなことを考える。

「神じん野のさんはコーヒーがいい？　それとも紅茶？」

「あ──え──っと、こ、紅茶で」

　実際は紅茶よりも今し方目の前で起こった出来事の説明のほうが欲しかったのだが、それを尋ねるよりも先に、鼎はアトリエの別室に姿を消してしまっていた。仕方なく、メイは頭の中のタケミカヅチに説明を求めた。

（……なにあれ。手品？）

『馬ば鹿かかお前は。あいつは『金属』の依坐だぞ。あれくらいできて当然だ。ナナミも同じようなことをやっていただろうが』

　確かに、瀬せ川がわナナミは『水』の依坐であり、触ふれた『水』を支配して自在に操ることができる、という能力を持っている。『水』の代わりに『金属』を代入すれば、すなわち今目の前で起きた出来事の答えになる、ということだろうか。「うーむ」と感心したように唸うなりながら、メイは椅い子すに座り、目の前のテーブルをすりすりと撫なでてみた。と、その手のすぐ横に、ことりと音を立ててカップが置かれた。思わず目を上げると、そこには涼やかに微笑ほほえんでいる鼎かなえの顔があった。

「依より坐ましの仕事が珍しい？」

「いえっ、そういうわけでは！」

　叫ぶようにそう言って、メイは背せ筋すじを伸ばして手を引っ込めた。そんなメイを見て鼎はもう一度笑い、それから自分のところにカップを置いて、椅子の上に腰を落ち着けた。カップの中身はミルクティー。それを見てメイはなんとなく納なつ得とくする。確かにこの人は、ミルクティーという感じの人だ。

「今日きようはわざわざありがとう。訓練の途と中ちゆうだったのかい？　ずいぶん早かったけれど」

「ええ。タケミカヅチがどうしても来たいって言うもんですから」

『……お前だって訓練サボれるから来たんだろうが……まあ、いい。それよりもさっさと俺おれが喋しやべれるようにしろ』

　はいはい、とぼやきながら、メイは鼎に断って懐ふところから携帯電話を取り出そうとした。が、どこから取り出したものか、それよりも先に鼎のほうがテーブルの上にテレビを置いていた。

「話をするには形かた代しろがあったほうがやりやすいと思ってね。こちらの形代も用意してあるよ」

　そう言って鼎が指差したのは、少し離れたところに置いてある銅像だった。アトリエというだけあって、この建物の中には様々な種類の像が置いてあるのだが、それは他の像を圧あつして、一ひと際きわメイの目を引いた。実寸大の人間を象かたどった銅像で、羽は衣ごろもを纏まとった髪の長い女性を模もしているらしい。銅像にしては驚くほどむらが少なく、その表面は生きた女性の皮膚のように滑なめらかで、芸術にはとんと縁のないメイですらも、思わず息を吞のんでしまうほど、その造ぞう形けいは細やかで、美しかった。

　鼎は立ち上がり、その銅像に歩み寄っていく。その手が触れた瞬間、まるで眠っていた人間が目覚めるようにして、目を閉じていたはずの彫像が、ゆっくりと目を開いた。

「こちらのほうが話しやすい。もともと君たちを呼んだのは僕ではなくて、彼女のほうだからね。──フツ、挨あい拶さつを」

　銅像は、言葉もなく目を見開いているメイに視線を向けて、穏やかに微笑んだ。人間がそうするのと寸すん分ぶん変わらない動作で優ゆう雅がに一礼すると、彼女は鼎にエスコートされるようにして、メイが座るテーブルにまでしずしずと歩いてきた。その歩き方の隅すみ々ずみにまで、誰だれかの操作ではなく、ひとつの存在としての意思に満ち溢あふれていた。それを見て、メイはしみじみと実感するように言う。

「『金属』の天まが魂たま、ですか。なるほど──」

　ぽつりとつぶやいたメイに、にこやかに頷うなずいたのは、銅像──フツノミタマのほうだった。彼女は鼎の傍かたわらに佇たたずみながら、恋人かなにかのように彼と手を握り合っている。ナナミが『水』に触れてそれを支配するように、鼎かなえは『金属』に触れてそれを支配するのだろう。

　と、そんなメイの感心に、タケミカヅチが水を差した。

『おい、早くコンセント握れ。このままじゃ話もできん』

　はいはい──とため息混じりに頭の中で返し、メイは鼎の正面に座って、テレビのコンセントを握り締めた。途と端たん、「ぶつん」という音が響いてテレビの電源が入り、タケミカヅチの言葉が実声となって部屋の中に響き渡った。

『久しぶりだな、フツ。何十年振りにもなるか。お前のほうはなかなかよさそうな依より坐ましで羨うらやましいぞ。俺おれの依坐とは大違いだ』

　メイはむっと鼻はな白じろんだが、鼎の眼鏡めがねの向こうの目は、楽しげに笑っていた。

「どうもありがとう。庵あん堂どうに聞いてはいたけれど、こうして目の前で見ると確かに便利なものだね。『雷いかずち』の支配は、電気製品の操そう作さにも繫つながる、というわけか」

『お前の意見なんかどうでもいい。フツはなんと言っている？』

「……ちょっと、タケミカヅチ。あんたはどうしてそう──」

　タケミカヅチのあまりの言いい草ぐさになんだか恥ずかしくなり、メイは苦言を呈ていそうとする。しかし当の鼎は、静かに笑いながら首を振っただけだった。

「いいんだ。元はといえば彼らの話し合いだしね。僕は通訳に徹することにするよ」

　そう言って、鼎は眠るように目を閉じた。それまで浮かんでいた笑えみが消え、彼の周りの空気までもが、しんと引き締まったようにさえ感じられる。そんな鼎とは対照的に、フツノミタマの銅像のほうは、目立って活発に動きはじめていた。テーブルの上のテレビを見て、その口を開く。

「『お久しぶりです、タケミカヅチ。正確には六十五年振りですね。口の悪さは相変わらずみたいで、なんだか安心しましたよ』」

　その声が出て来たのは、鼎の口からだった。さすがに金属を擦こすり合わせて声を出すことはできないから、鼎の口を通してああ言っているのだろうが──しかし今のは、本物の女性のような声だった。思わず鼎のことを見ると、その視線を感じたのか、彼は片目だけを薄く開けてメイのことを見返してきた。笑みの色を含んだその瞳ひとみに、なんだかやけに恥ずかしくなり、メイはうつむいてコンセントをより強く握り締める。

『ハ、余計なお世話だ。俺の性格は世界が終わっても変わんねえよ。──それにしても、あれだな。こっちに出て来てるんならさっさと知らせりゃいいのに。一ヶ月半もなにしてたんだ？』

「『なにをしていた？　これでも私は遠慮していたのですよ。天てん魂こん碑ひから出てきて早々、『まつろわぬもの』に喧けん嘩かを売られて、入院してしまったあなたの依坐を憚はばかってね。──災難でしたね？』」

　最後の言葉が自分に向けられたものであることに、メイは数秒経たってからようやく気づいた。不意を突かれた思いで「あ、はい！」と叫ぶように答えた。そんなメイを見て、フツノミタマは慎つつましく笑う。これが本当にタケミカヅチと同じ天まが魂たまなのだろうか、とメイが疑ってしまうくらい、彼女の物もの腰ごしは柔らかく、その口調は丁てい寧ねいだった。そんなフツノミタマの態度に釣られるようにして、メイもつい質問してしまった。

「……あの、あなたとタケミカヅチは、どういう関係なんですか？」

　フツノミタマは不思議そうな表情を浮かべ、

「『あら、タケミカヅチから聞いてはいないのですか？　私はてっきり承知の上でここに来てくれたのかと思ってましたが』」

「いや、聞いたんですけど、『古くからの友人』としか答えてくれないんですよ」

　フツノミタマは、その美しい眉まゆをひそめてみせた。テレビをにらみつけ、

「『また、あなたは──先ほど私の依より坐ましが羨うらやましいと言いましたけど、依坐の能力が天魂と依坐の絆きずなの深さに依存する、ということは、あなただって知っているはずでしょう。依坐と濃こまやかな関係を作ろうともしないのに、能力だけを求めるのは我わが儘ままというものですよ』」

『──お前のほうも、口やかましさは衰えていないようだな、フツよ。それに、俺おれは別に間違ったことは言ってない。俺とお前は古くからの友人。それ以外になにかがあるのか？』

「『たとえそれだけの関係であったとしても、彼女の疑問が消えるまで、詳しく教え伝えるのが天魂と依坐のあるべき関係というものでしょう。そもそもあなたは──』」

　テレビと銅像が言い争いをしている光景は、かなりシュールなものがあった。そのことにおかしみを覚えなかったわけではないが、それ以上にメイの目を引いたのは、やはりフツノミタマの動きの自然さだった。タケミカヅチの欠点を指摘するときの意地悪そうな顔、タケミカヅチに欠点を指摘されたときのごまかすような表情、昔の失敗談を語ったときなどは、本当におかしそうに口元に手を当ててころころと笑うのだ。それを眺めているうちに、メイは我知らず、ぽつりとつぶやいていた。

「すごい、ですね。本当に自由に使えるんだ」

　メイにはその気はなかったのだが、彼女がそう言った瞬間、二人の会話がぴたりと止まった。なにかまずいことを言ってしまったのだろうか、と不安になったメイに、鼎かなえが薄目を開けて答えていた。親指でフツノミタマを指し示し、

「これは別に僕が操そう作さしているわけじゃないさ。僕の中のフツに任せているだけだ」

「……任せて、いる？」

　きょとんとした顔でそうつぶやくと、フツノミタマが非難するような表情で口をぱくぱくとさせた。話の流れから、てっきり自分が怒られているのだと思ったメイは、反射的に「ご、ごめんなさい」と謝っていた。鼎はそれを聞いて、さも面おも白しろそうに笑う。

「違うよ。彼女が怒っているのはタケミカヅチのほうさ。『そんなことも教えていなかったなんて、怠たい慢まんにもほどがある』ってね」

　タケミカヅチは『ふん』と鼻を鳴らし（たような音を出し）、

『今のこいつに教えたって仕方がねえだろうが。あれはある程度のレベルにまで達していなければできるもんじゃない。そのレベルに達していない奴やつに教えたって、なんの意味もねえよ』

「ね、なんの話よ？」

「天まが魂たまの具ぐ象しよう化かの話、だね」

「……ぐしょうか？」

　さっぱり話についていけず、メイは疑問の声を出すことしかできない。だがそんなメイにも、鼎かなえは笑ったりせず、真ま面じ目めに答えてくれた。

「天魂は肉体を持たない、精神だけの存在である、ということは君も知っているだろう？　が、それは必ずしも、彼らが顔を持っていない、ということには繫つながらないんだ。天魂にだって定まった姿すがた形かたちはある。ただ彼らは肉体を持っていないために、それが表に出ることがないだけで。依より坐ましにある程度の能力と、天魂との的確な意思の疎そ通つうができていれば、天魂の定まった形を表に出すことは可能なんだよ」

　数学の時間、数式を解かされているような気分。いまいちよくわからないが、要するに、

「それって、タケミカヅチにも顔がある、ってことですか？」

「顔──うん、まあ、顔かな。より正確には、自分自身の姿のイメージだけれどね。フツノミタマはこのとおり、羽は衣ごろもを着た女神のイメージだ。彼女にはよく似合っているだろう？」

　メイが思わず大きく頷うなずくと、フツノミタマの銅像は恥じらうように自らの頰ほおを押さえた。それを見てタケミカヅチは『ケッ』と面おも白しろくもなさそうな声を出す。メイはふと、興味に駆られて尋ねてみた。

「ね、それじゃさ、タケミカヅチってどんな顔してるの？」

『あァ？　どんなって、そりゃお前──』

　そこで声が途と切ぎれ、タケミカヅチは考え込むように沈黙した。いくら待っても答えがないために、メイはフツノミタマに視線を転換して、

「どんな顔してました？　タケミカヅチ」

　するとフツノミタマは困ったように首をかしげた。鼎の口から、例の女性らしい声が出て来る。

「『さあ──私も戦前に見たきりですし、それから長いあいだ眠っていたものですから、どういう顔だったのかと聞かれましても──』」

『俺おれもずいぶん長いこと天てん魂こん碑ひの中にいたからなあ。具象化のことなんかさっぱり忘れてたし、鏡で気軽に見ることができるわけじゃないから、ほとんど覚えてねえよ』

「『あ、でも、なんだかいつも笑っていたような気がします。にこにこじゃなくてにやにやという感じに』」

『ああ、そういや俺も、いつも唇くちびるを曲げていたような気がするよ。上機嫌なときも不機嫌なときも。サカキにそんなことを言われたような──いや、あれはハヤネだったかな──』

「……あんたね、自分のことなのに『気がする』ってなによ」

　メイは脱力したようにかくりと肩を落とした。鼎かなえはくすくすと笑いながら、

「まあ、訓練をしていれば、いずれは具ぐ象しよう化かできるようになる。それまでの辛しん抱ぼうだよ」

　平然とそう言ってのけたが、そんなレベルにはまだまだ遠く及ばないメイは、「う……」と小さく呻うめいてうつむいてしまった。それに勢いを得たのはタケミカヅチで、彼は嵩かさにかかってメイを攻め立ててきた。

『どうだかな。メイがその段階に至るまで、どれだけの時間がかかることやら。なにしろ銅線にまともに電気を通すこともできねえんじゃな。フツ、お前は天まが魂たまと依より坐ましとの関係がどうのこうのと言うがな、こいつの未熟は単にこいつが怠なまけているからだよ』

　まあ──という声が聞こえてきそうなほどに、フツノミタマは驚いたような顔をしてメイのことを見た。銅にさえ電気を通すことができないというのは、どうやら彼らのあいだではよほどのことらしい。劣等感を刺激されたメイは顔を赤くしてうつむき、そんな彼女を弁護するように、鼎がふと真ま面じ目めな口調で言った。

「それも仕方ないさ。彼女は、依坐ではないらしいのだから」

「────」

　メイは思わず動きを止め、鼎のことをまじまじと見つめた。鼎もメイのことを、じっと見返してくる。涼やかに切れたその瞳ひとみからは、彼がなにを考えているのか、窺うかがい知ることはできなかった。

　舌の滑りをよくしようと思ったのか、鼎はティーカップを一口だけ傾けてから、静かに話し出した。

「庵あん堂どうから聞いているよ。君は、不ふ慮りよの事故によってタケミカヅチに取り憑つかれてしまったらしいね？」

「……それが、なにか？」

　責められているのではないとわかってはいても、態度が硬くなるのをどうすることもできなかった。それもこれも、すべて瀬せ川がわナナミのせいだ。彼女は学校外で顔を合わせるたびに、『依坐としての責務』という言葉をメイに押しつけようとするから、自然メイはその話題に関しては敏感にならざるを得なかった。

　しかし、鼎はその方向へ話を進めるつもりはないようだった。彼は突然「すまない」と言うと、メイに向かって頭を下げたのだ。

「両りよう面めん宿すく儺なを逃がしたのは僕の責任だ。その事故も、僕があそこであいつを完全に仕し留とめていれば起こらなかったはずだし──君や、君の友人が怪け我がを負うこともなかった。今日きよう君たちを呼んだのは、フツがタケミカヅチに会いたがっていたからだけじゃない。僕が君に謝罪するためでもあったんだ」

「──そんな、謝罪なんて──」

　まさかそんな態度を取られるとは思ってもいなかったメイは、すっかり狼ろう狽ばいしきってしまった。なんだかこっちのほうがすまない気持ちになってきて、メイは慌あわてて「頭を上げてください」と言った。

「鼎かなえさんの責任じゃありません。タケミカヅチがあたしに憑ついたのは、こいつがあたしを選んだからですし、両りよう面めん宿すく儺なに襲われたのだって元はといえばタケミカヅチが恨みを買っていたからで……」

『なんだおい、全部俺おれの責任か』

「そうだよ。他ほかに誰だれがいんのよ」

　不満そうなタケミカヅチに、メイは刺とげ々とげしく言葉を返す。にわかに立ち込めた険悪な空気をいなすように、鼎は穏やかに首を振り、

「たとえそうであっても、僕はアマツカサの依より坐ましとして、誰にも危き害がいが及ばないうちに両面宿儺を倒すべきだったんだ。それができなかった以上、僕は君に対して謝らなくてはいけない」

　それから鼎は、もう一度頭を下げた。お尻しりがむずむずしてくる。そもそもメイは人に謝られるということに慣れていないのである。まして初対面の、それも大人おとなの人に、自分ではどうとも考えていなかったことで謝られたのでは、なんだか居たたまれなくなってしまうのだ。メイは身を乗り出して、自分のほうが懇こん願がんするような口調で、

「わかりましたから！　あたしは全然気にしてませんから、その、そんなふうに頭を下げられても困りますって！」

　そう言うと、鼎はようやく顔を上げてくれた。メイは安あん堵どの息をつく。一方で彼女の胸の中には、鼎に対する好意の感情が湧わき上がってきていた。まだ会ってから一時間も経たっていないが、鼎の持つ篤とく実じつさや責任感の強さは、話しているだけでも十分に伝わってくる。そうでありながら、たとえば瀬せ川がわナナミが持つような、相手に緊張を強しいる威圧感はどこにも感じられない。親切で、落ち着いた、大人の男性──それが、メイが鼎ユウに対して抱いだいた印象だった。

　好意を抱いた相手に対して、誰もがそう望むように、メイは鼎のことがもう少し知りたくなった。一歩踏み込むようにして、メイは鼎に向かって質問した。

「……鼎さんは、どうして依坐になったんですか？」

　鼎は片かた眉まゆを上げてメイのことを見た。その視線にメイはわけもなく慌て、

「や、その、瀬川や庵あん堂どう先生もそうなんですけど、そこまで自由自在に天まが魂たまを扱えるようになるまで、きっと物もの凄すごい訓練を積んだんだと思うんですよ。あたしなんか想像もつかないくらい。──どうして、そこまでがんばることができるのかな、って」

　鼎はしばらくメイのことを見つめてから、おもむろにティーカップの中に視線を落とした。独ひとり言ごとのように、ぽつりとつぶやく。

「どうして。──さあ。どうしてだったかな。なにしろ昔のことだからね、よく覚えてないよ」

「覚えてないんですか」

　拍子抜けしたようなメイの声に、鼎かなえはやや気まずそうな表情を見せた。もっともらしく咳せき払ばらいをし、

「もちろん覚悟がなかったわけじゃないよ。僕は自分の意思で、依より坐ましとしての人生を歩むことを選択した。子供の頃ころではあったけど、それは間違いない。しかし、実を言えば、自分が依坐に選ばれるなんてほとんど考えていなかったんだ。天まが魂たまは誰だれでも依坐にするわけじゃないし、気に入った人材がいなければ何年でも天てん魂こん碑ひに籠こもっているからね。フツが本当にこの僕を選ぶなんて、思ってもみなかった。誰か他ほかの人を依坐にするか、さもなければ誰も依坐にはならないんだと考えていた」

　フツノミタマの銅像が、おかしそうに口元に手を当てる。それを横目に見ながら、メイは質問を重ねた。

「でも、鼎さんは依坐に選ばれたんですよね。……戸と惑まどいませんでしたか？」

　鼎はメイのことをまっすぐ見た。その視線に、自分の心の中までも見み透すかされそうな気がして、メイはつと目をそらしてしまう。メイのその挙きよ動どうに、鼎は気づいたのかどうか。少なくとも声だけは穏やかに保ったまま、彼はその問いに答えた。

「戸惑ったよ。天魂は一種の神で、天魂の持つ力は神の力、というのが御み座くら台だいでの認識だからね。戸惑ったし、怯おびえもしたし、重圧を感じたりもした」

『当たり前だ。俺おれたちはそういう奴やつを依坐に選ぶのだからな。天魂の力を軽く考えるような輩やからを、依坐にするはずがない』

　タケミカヅチの言葉に、フツノミタマが得たりとばかりに大きく頷うなずく。それを見て、鼎はくすりと笑った。

「君たちの論理では、そういうことになるのかな。まあ確かに、悩まない依坐というのはほとんどいないだろう。僕も悩んだし、庵あん堂どうも悩んだはずだ。神じん野のさん、君だって悩んでいるのだろうし、君の同級生の瀬せ川がわナナミもきっと悩んでいるはずだ」

　メイは「はっ」と笑い、

「あいつが悩むわけありませんよ。でなきゃあたしに説教なんてできるはずないじゃないですか」

「悩んでいるからこそ説教するのかもしれないよ。自分が正しいことを証明するために、他人に自分が正しいと思うことを押しつける。人間の心理としてはよくあることだ。それに、彼女は悩むだけの理由がある」

「──理由？」

　小さく肩をすくめて、鼎はなんでもないことのように言った。

「彼女は人を死なせたことがある」

　メイは言葉を失って、鼎かなえのことを見つめた。その反応に、鼎はそっと目を細めた。

「そうか。庵あん堂どうは、あのことを君には言っていないのか。まあ確かに、あまり言いふらすような話でもないね。──しかし、君は聞いておくべきだと思うよ、神じん野のさん。天まが魂たまの力を有する君はね」

　舌が口の中に張りつく。すっかり温ぬるくなってしまった紅茶を口に含んでから、メイはようやく声を出すことができた。

「……人を死なせたって、殺した、ってことですか？」

　鼎は首を振った。それを見て、メイは自分でも意外なほど多くの安あん堵どを感じた。まあ確かに、知人が実は人殺しだったと聞かされて、いい気分でいられる人間は少ないだろう。

「死なせたというのは語ご弊へいがあるかな。助けられなかった、と表現したほうが的確かもしれない」

　鼎は記憶を辿たどるかのように目を閉じて、それから独ひとり言ごとのような口調で話しはじめた。

「三年ほど前になる。大型の台風が御み座くら台だいを襲ったんだ。町の西域を流れる水みず羽は川がわが氾はん濫らんし、その付近の住人は避難しようとした。大部分は橋を渡って無事に避難することができたが、最後の数人が渡ろうとしたときに、鉄てつ砲ぽう水みずが橋そのものを破壊し、その上を渡っていた人たちを押し流した」

「…………」

「瀬せ川がわさんは、ちょうどその場にいた。鉄砲水が橋を破壊して、数人の避難民が洪水に吞のみ込まれた瞬間、彼女は迷わず濁だく流りゆうの中に飛び込んだんだ。なにしろ彼女は『水』の依より坐ましだからね。どんなに激しい流れの中でも、溺おぼれることはあり得ないし、周囲の『水』を支配すれば、流された人たちを助けることもできる、そう考えたんだろう」

「でも、助けられなかった？」

　鼎は複雑な表情を浮かべた。メイから視線を外し、中ちゆう空くうをにらみ据すえる。なにかを考え込むような、そんな沈黙を数秒だけ続けてから、彼は慎重に口を開いた。

「助けられなかったとも言えるし、助けられたとも言える。結果的には、洪水に吞み込まれたのは五人で、そのうち瀬川さんが助けることができたのは、四人だった」

　メイは瞬まばたきをした。ナナミが人を死なせた──と聞いて、メイはナナミがもっと重大な過失を犯し、そのせいで多くの人命が失われる結果になった、という話を想像していたのだ。しかし、今の鼎の話を聞く限りでは──

「……でも、それは、仕方のないことじゃないんですか？　いくら瀬川が『水』の依坐だって、できることとできないことがあるはずでしょう。その四人だって瀬川がいなければ死んじゃってたはずなんだし、そのひとりを助けられなかったからって、そんなに責められなくちゃいけないようなことなんですか？」

「もしもその死んだひとりというのが、君の大事な家族だったとしたら、君は納なつ得とくしたかい？　あなたのお父さんは濁だく流りゆうに吞のまれて亡なくなりました、一緒に流された人は無事に救出されましたが、仕方がありませんでした、と説明されたら」

　突然メイの喉のどに空気の塊かたまりが出現して、彼女の声を塞ふさいだ。ぱくぱくと無意味に口を開閉させるメイに、鼎かなえは事務的な口調で続ける。

「少なくとも、実際に死んだその人の家族は納得しなかった。彼らは口々に瀬せ川がわさんのことを責め立てたよ。『本当は助けられたんじゃなかったのか』とか、『どうして見殺しにしたんだ』とか、ひどいのになると『人殺し』なんて言葉までぶつけられた。瀬川さんは、弁解ひとつしなかった。ただ頭を下げていた」

　喉に生まれた空気の塊は、肺の奥に嚥えん下かされていくにつれて熱を帯びるようになっていた。それは、怒りという名の熱だ。メイはナナミのことが好きではないし、彼女の味方をしてやる義理なんてどこにもない。しかし、メイの耳には、鼎の喋しやべる話は──ひどく理り不ふ尽じんなものに聞こえた。テーブルに拳こぶしを叩たたきつけんばかりの勢いで、メイは大声を張りあげた。

「そんなの、勝手すぎますよ！　依より坐ましだったらなんだってできなくちゃいけないんですか!?　依坐だったら人を救えて当たり前だっていうんですか!?　瀬川は、人の命を助けたのに、どうしてそんなふうに責められなくちゃいけないんですか!!」

「──そうだね。理屈の上では、君の言うことのほうが正しいのだろう。彼女は人の命を救った。それは賞賛されるべきことだ。しかし一方で、彼女がひとりの人命を救えなかった、ということも、同じように揺るぎない事実なんだ」

　鼎の口調は、あくまでも、どこまでも、残酷なまでに穏やかだ。

「それを仕方のないことと考えるか否いなかは、他人の判断することじゃない。瀬川さん自身が判断することだ。毎日の依坐の訓練を、もう一時間、もう三十分長く続けていたのなら、もしかしたらその人は助かっていたのかもしれない。多分瀬川さんは、そういうふうに考えたのだろうね。その事件以降、彼女が訓練に傾ける情熱は、並々ならないものになったから」

　胸の奥に、形容することのできない感情が広がっていく。瀬川ナナミがプライベートな時間のほとんどを訓練に注ぎ込んでいるということは、メイもよく知っていた。メイからすれば常じよう軌きを逸いつしているようにしか思えないほどの長時間の訓練。その意味が、ほんの少しだけ理解できるような気がした。

　きっとナナミは、自らの過去と向き合いつづけているのだ。かつて救えなかった人のことを忘れず、それを悔くい、その後悔を次に役立てようとしているのだ。

　この次は、五人全員を救えるようになるために。

　なにを言うこともできないまま、メイはただ鼎の話を聞きつづけていた。

「もっとも、そういう考え方は瀬川さんに限ったことじゃない。依坐なら、自然を支配する天まが魂たまの力を持つものなら、誰だれもがそういうことを考える。──もちろん、僕だってそうだ」

　鼎の顔が、わずかに強こわ張ばった。それまで平静そのものだった鼎の表情に、薄く滲にじみ出たその色は──メイの目には、怯おびえの色に見えた。

「両りよう面めん宿すく儺なが君たちを襲ったと聞いたときには、正直な話、身体からだが震えたよ。それによって君たちが死にでもしたら、それは、あいつを逃のがした僕の責任ということになる。──理り不ふ尽じんで手前勝手に聞こえるかもしれないが、僕たちはそう考えてしまうんだ」

　メイはうつむいた。鼎かなえの言う『僕たち』の中に、果たして自分は含まれているのだろうか？

「神ならできないことはない。人ならできることとできないことの区別がはっきりしている。だが、依より坐ましの場合はその境界線がどこまでも曖あい昧まいなんだ。なぜなら、依坐は神の力を持つ人間だから。訓練次第では神に近づけるかもしれない。しかし万能になることは決してできない」

　ちらりと視線を上げて、鼎の顔を見る。そこにはもう、先ほどわずかに混じっていた恐怖の色は、どこにも見当たらなかった。透明な眼まな差ざしでメイのことを見み据すえながら、鼎は付け加えるように言う。

「僕が言いたいのは、つまりそういうこと。君は覚悟の上で天てん魂こん碑ひに触れたわけではないのだから、依坐にならないという選せん択たく肢しも持っている。しかし、自分が天まが魂たまの力を秘めている、ということは決して忘れないようにしたほうがいい。でないと、取り返しがつかないことが起こったとき、自分を責めることになるかもしれないからね」

　それだけ言って、鼎は言葉を切り、遠くを見つめるような目をした。自分を責める。それは、瀬せ川がわナナミのことを言っているのだろうか。それとも、鼎が自身の経験から得た教訓なのだろうか。メイの目にはそれがどちらであるか、判別はつかなかった。




　　　　◆




　楠木くすのきマナが屈くつ託たくのない性格だということは、ナナミも知っているつもりだった。たとえば先ほどの、クラスに残っていた数人の女子のように、ナナミの姿を見ただけで眉まゆをひそめてどこかに去っていってしまう、ということは決してしない。かといって、クラスの中で孤立しているナナミに、ことさらに優しく振る舞うということもない。どこまでも自然体に、他のクラスメイトと接するのとなんら変わらない態度で、彼女はナナミに話しかけてくるのだ。

　そんなマナに、ナナミはうまく応こたえることができない。同年代の女の子と、親しく言葉を交わすということに、ナナミは慣れていないからだ。

『──昔は、お主ぬしにもそんな友人がいたのだがな』

　ぽつりと響いたミツハノメの声には、珍しく真ま面じ目めな色が混じっていた。ミツハノメの言葉にもマナの言葉にも応えることができないまま、ナナミはただ前を向いて、足を前後させつづけた。

　校門を過ぎる頃ころには、マナの話題も尽きてしまったらしく、無言が二人のあいだにちらほらと顔を出すようになっていた。無意識のうちに、なにか話せることがないかを頭の中で考えている自分に気づき、そんな自分を愚おろかしく思う。話すことなどないほうがいい。自分の役割は、アマツカサに帰って訓練をして明日に備えて眠ること。マナと話すことはその中に含まれていない。

　と、そんなナナミの横顔を見つめていたマナが、不意に首をかしげてこう言った。

「瀬せ川がわさんは、メイさんと仲がいいですよね？」

「な」

　思わず声が出て、ナナミの動きが止まった。マナを見る目は、まるで犯罪者に向けるそれである。気き息そくを整えてから、ナナミは反問する。

「──なに言ってるの、あなた？　私と神じん野のさんを、どういうふうに見たら仲よく見えるのよ」

　マナは少しだけ考える素振りを見せた。それから、言葉を選ぶようにゆっくりと、

「だって、さっきの体育の時間も、喧けん嘩かしてたじゃないですか。神野さんと」

「……あなたの言ってることはまるで筋が通ってないわ。普通喧嘩をするのは、仲が悪い相手とでしょう」

「そうですか？　私はそうは思いませんけど。だって、たとえばカオリとかに突っかかられても、瀬川さんは普通無視するじゃないですか。喧嘩までには発展しないのに、メイさんとだけは喧嘩しますよね。だからそう思ったんですけど」

　今度はナナミが考え込む番だった。確かに、普段のナナミであれば、平ひら野のカオリあたりになにを言われたとしても、柳やなぎに風と受け流すだけだ。もっとも、その平野カオリもナナミのクラスメイトの中では特異な人間といえるかもしれない。そもそも他のクラスメイトはナナミに話しかけることすらしない。なぜならナナミは依より坐ましだから。しかしメイはナナミに話しかけるし、たまに喧嘩をしたりもする。なぜならメイも依坐だから。

　ナナミと、対等の場所に立っているからだ。

　しかし、その結論をマナに聞かせることはしなかった。この考えはまるで、自分がある一面ではメイのことを認めているように聞こえるかもしれないからだ。理由はわからないが、マナに自分がメイのことを認めていると思われるのは──ものすごく嫌だった。

　だからナナミは、簡かん潔けつに答えた。

「それは私が神野さんのことを嫌っていて、神野さんも私のことを嫌っているから。喧嘩をする理由はそれだけ。他ほかにはなにもないわ」

「……そうですか」

　そう答えたマナの声には、どこか残念そうな響きが混じっていた。その顔を観察してみたくなる欲求が湧わき上がってきたが、ナナミはどうにかそれを抑え込むことに成功した。なぜそんな欲求が生まれたのか、どうしてそれを抑え込んだのか、それも自分では、よくわからなかった。

『幼稚だの』と、ぽつりとミツハノメがつぶやくのが聞こえた。

　無言のまま、二人は旧市街へ続く道を歩きつづける、そろそろ前方に、『磐いわ門と』の黒色が見えはじめていた。見るともなしにそれを見つめていたナナミは、不意にその場に足を止めた。

「瀬せ川がわさん？　どうしたんですか？」

　釣られるようにマナも立ち止まり、そんな声をかけてくる。しかし、ナナミは答えない。緊張で身が引き締まるのを感じながら、ゆっくりとそれに近づいていく。

　灰色のアスファルトの上にぽつりと湧わき出たような、紅あかい円形。

　血けつ痕こんだった。

　躊ちゆう躇ちよせずそれに触れて、未いまだに乾いてないことを知る。注意深くあたりを調べてみると、点々とした血の跡が雑ぞう木き林ばやしへと続いていた。この血の主ぬしが誰だれであれ、それを放ほうっておくことは、依より坐ましにはできない。

　ナナミはマナのことを振り返った。彼女も血痕に気づいたようで、その表情はがちがちに強こわ張ばばり、恐怖に歪ゆがんでいた。ナナミはできるだけ冷静な声を作り、

「楠木くすのきさん、悪いけど、先にアマツカサに行ってくれる？　私はこれを調べなくちゃいけないから」

　マナはかわいそうなくらい怯おびえていた。無理もない、とナナミはかすかに同情する。彼女は両りよう面めん宿すく儺なによって、ともすれば命を失いかねないほどの大おお怪け我がを負わされたことがあるのだ。細い肩を震わせながら、マナは悪夢の中に迷い込んでしまったような声を出した。

「…………『まつろわぬもの』、です、か？」

　ナナミは一秒だけマナのことを見つめてから、かぶりを振った。多た分ぶんに彼女を安心させるために。

「『まつろわぬもの』なんて、そうそううろついているものではないわ。でも、もしかしたら、他ほかの原因で怪我をした人がいるのかもしれない。だから調べてから適切な処置をする。あなたは、先に行っていなさい」

　それだけ言うと、ナナミは答えを待たずに歩きはじめた。ガードレールのすぐ向こうには、ろくな手入れもされていない雑木林が広がっていた。血痕は点々と、その中に続いている。ナナミは常備している竹たけ筒づつを取り出すと、中身の『水』に触れてそれを支配、『水』を右腕に巻きつけて臨りん戦せん態たい勢せいへと移行した。『まつろわぬもの』がいるとは思わないが──しかし、用心が過ぎるということはない。

　雑木林を進むにつれて、血痕の間かん隔かくは次第に短くなっていた。やがてナナミは、とある茂しげみの手前でその血痕が途と切ぎれていることを発見した。足を止め、息を止め、耳を澄ませる。聞こえてくるのは、どこか遠くの鳥の声、風に吹かれる木々のさざめき──そして、苦しそうな、誰かの喘あえぎ声。

　周囲を警戒しながら、水を使って慎重に茂しげみを搔かき分ける。血痕の主ぬしは茂みの中に横たわっていた。

　それは、黒い少女だった。黒い髪、黒い服。しかし近づいてみると、彼女が身に纏まとっているのは服でないことがすぐにわかった。──羽毛だ。カラスのような真っ黒な羽毛を苦しげに震わせながら、彼女は静かに呼吸をしていた。投げ出された鉤かぎ爪づめから血の雫しずくが流れ、滴したたり落ち、地面に赤黒い染しみを作っている。怪け我がをしているのは明白だったが、彼女が人間でないということもまた、それと同じくらい明らかだった。

　ナナミはしばらくのあいだ、呼吸を忘れたように彼女の姿を見つめていた。やがて、ナナミはため息をつくようにして、ぽつりとつぶやいた。

「──ハシバネの、カラステング──」
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　嘴ハシ羽バ根ネ、と書く。

　古くから、彼らとアマツカサは共存関係にあった。元々はどこからか流れて来た『まつろわぬもの』の一団で、御み座くら台だい周辺を荒らしまわっていたのだが、当時アマツカサに所属していた『大たい気き』の天まが魂たまアメノミハシラによって調ちよう伏ぶくされたことが、彼らの運命を変えることになった。

　アメノミハシラは風や雲を支配する。それはすなわち、大おお空ぞらを支配するということでもある。その彼に敗やぶれたという事実は、空を飛ぶハシバネのカラステングたちに、屈くつ辱じよくではなく畏い怖ふと忠ちゆう誠せいの念を与えた。アメノミハシラへの忠誠は、彼が所属する機関──アマツカサへの忠誠に変化し、それ以来彼らはアマツカサの許可を得て、御座台の聖地とでもいうべき生むす日び山やまの一角で、ひっそりと暮らすことになったのだ。

　現代においては、忠誠が同盟という形に変化しはしたものの、アマツカサは依い然ぜんとして彼らの協力を最大限に活用していた。ハシバネのカラステングの人口は、今も昔も百人ほどだとされているが、彼らはそれぞれが『ハネ』と呼ばれる独自の眷けん属ぞくを養っている。ハネは鳥類であり、カラステングとの意思の疎そ通つうを為なせるために、優秀な偵てい察さつとして効果を発揮するのだ。また、彼らはカラステングの呪じゆ力りよくを施されているため、『まつろわぬもの』を初めとする各種妖よう怪かいの接近も探知できる。

　そのためハシバネは御座台防衛における極めて重要なファクターであり、その業績にアマツカサは年に十トンという食糧援助（主おもに米・麦などの穀物）で報むくいている。この二つの組織は、それぞれ交まじわることのない道を歩んでいるが、それでも互いに対する敬意と感謝は決して忘れず、その蜜みつ月げつ関係はずっと続いていくように思われていた。

　一ヶ月半前までは。




　　　　◆




　埒らちが明かないな──と、隣に座っているだけの庵あん堂どうでも思った。

　彼の隣にいるのは天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆ・天てん条じようレイコであり、レイコの前に座っているのはハシバネの物もの見み頭がしら・白びやく檀だんだった。八畳ほどの和室には沈黙と重圧が満ち満ちており、庵堂は先ほどからなにかを喋しやべらなくてはいけないという焦しよう燥そうに駆られていたが、しかしこの二人のあいだに交わされているのは自分が口を挟める話ではない。庵堂は教師であり、教育者であり、決して政治家や指導者ではない。

　レイコはつと茶ちや碗わんを持ち上げて、自分の唇くちびるを湿らせた。目を細める。ほとんど子供の頃ころからの付き合いである庵堂は、それが彼女の『不愉快』を示していることを知っていた。

「──では、あくまでも、両りよう面めん宿すく儺なが侵しん入にゆうできたのはただの偶然だったと」

「ええ。それ以外の可能性はありません」

「それはあり得ることなのですか？　生むす日び山やまの周辺、特に磐いわ門とに沿ってのラインはあなたがたハシバネによる厳重な警戒の下もとにあるはずです。それを搔かいくぐって侵入できるような知能が、あの化け物にあるとは到とう底てい思えないのですが」

「あなたがどのような意見をお持ちになろうと、それが事実なのだから仕方がありません」

　さっきからずっとこの調子だった。無表情だけを顔に貼はりつけたまま、機械のように同じ言葉を繰り返している。レイコでなくても、不ふ審しんに思うのは当然だ。

　やがて、レイコは大きく息をついた。納なつ得とくしたわけではないが、このまま話していても堂どう々どう巡めぐりだ、という意思表示。怜れい悧りな顔に口元だけの微笑を浮かべて、彼女は少し小首をかしげてみせる。

「わかりました。わざわざお越しいただいてありがとうございました。赤せき翼よくさん──お父とう様さまに、よろしくお伝え願います」

　赤翼──ハシバネ現頭とう領りようの名前が出た瞬間、白檀は顎あごを引いて目を細めた。獲え物ものを見定める鷹たかのような視線は、しかしほんの一瞬しか続かなかった。彼はレイコとよく似た薄うす笑えみを浮かべると、丁てい寧ねいに辞じ儀ぎをしてみせた。

「ええ。父も喜ぶでしょう。それでは──」

　そう言って、白檀は座を払って立ち上がる。そのまま出ていこうとしたが、彼はふとなにかを思い出したように立ち止まった。振り返り、

「そうそう、言い忘れていました。これはそちらとはあまり関係ないことなのですが、お知らせしておいたほうがいいかと思いまして」

「……なんでしょう？」

「数日前、我々の仲間から犯罪者が出ましてね。同どう胞ほうをひとり殺して、里を抜けたものがいます。女のカラステングなのですが、もしかしたら人里を荒らすようなことがあるかもしれません。そのときは、ご連絡をお願いします」

　庵あん堂どうは呆あきれた。ご連絡をお願いします？　ハシバネの不ふ手て際ぎわを説明するためのこの席で、よくもぬけぬけとそんなことを言えるものだ。レイコも同じことを考えたはずだったが、さすがに彼女は表情を変えず、ただ「わかりました」とだけ答えた。白びやく檀だんは満足げに頷うなずき、そのまま部屋から出ていった。

　しばらくの沈黙があったあと、レイコはようやく口を開いた。

「……どう思う？　クロノ」

「どうもこうも、アマツカサをなめているとしか思えん」

　レイコは横目で庵堂のことを見て、かすかに頷いた。立ち上がり、襖ふすまを開け、部屋から出ながら、憂うれいているような声で言う。

「噂うわさは本当だったようだな。白檀は、人間を嫌っていると」

「そんな噂があったのか？」

「警備部のほうではほとんど常識になっているぞ。連絡のためにハシバネの里に行った哨しよう戒かい課かの人間が門もん前ぜん払ばらいを食くらったり、あるいは行き帰りの道でカラスの襲撃を受けたり──」

「ひどいな。抗議はしなかったのか」

「したさ。どういう返事が返ってきたのかは、さっきの白檀の態度を見ていればわかるだろう。門前払いをしたのは連絡が行き届いていなかったから、我々のハネが人を襲うはずがない。万ばん事じがそんな調子だ」

「……それは、ハシバネ全体がそうなのか？」

　レイコは肩をすくめ、

「白檀は赤せき翼よくの息子で、次期ハシバネ頭とう領りようだ。そうでなくても彼は力が強いし、人じん心しんを引きつけるカリスマを持っている。白檀が嫌っているということは、彼のシンパである若いカラステングたちも嫌っている、ということさ」

　庵堂は沈黙する。庵堂はアマツカサの中でも上位に位置する依より坐ましだが、無論アマツカサ全体を統とう括かつするレイコに比べれば、知り得る情報は限られてくる。しかし、ハシバネの監かん視し網もうが御み座くら台だいの安全のためにきわめて重要な役割を果たしているということは、彼もよく知っていた。そのハシバネが、アマツカサから身を引きはじめている──

　と、前を行くレイコが唐とう突とつに立ち止まった。見れば廊下の隅すみ、庭に面した縁えん側がわに、鼎かなえが座っている。鼎は二人に軽く手を上げて、挨あい拶さつの代わりとした。

「白檀との会談は終わったのか？　監視網が動かなかった件について、どう説明していた？」

「どうもこうもない、このあいだの説明となんら変わることはないさ。調査はしたが不備は見当たらなかった、不幸な偶然の積み重ねだろう、とかなんとか」

　憤ふん然ぜんとそう言ったレイコに、鼎かなえは真ま面じ目めな表情になり、「そうか」とつぶやいた。

「不幸な偶然、ね。まあ確かに両りよう面めん宿すく儺なは、ハシバネの監かん視し網もうに加えて磐いわ門との結けつ界かいまでくぐり抜けてきた。不幸は重なるというが、そのとおりだな」

　もちろん鼎もレイコも庵あん堂どうも、そんな偶然があるとは考えていない。庵堂は腕を組み、レイコに尋ねた。

「磐門の結界が働いていなかったのは、岩いわ室むろが休暇を取っていたからだろう？」

「ああ。もちろん岩室が勝手に休んだのではなく、きちんと警備部にも通達した上での休暇だ。私も許可を出した」

「では、そのことをハシバネは知っていたのか？」

　レイコの表情は動かない。ということは、彼女の中にもその推測が成り立っていたのだろう。その代わりに鼎が、驚いたような声を出した。

「待ってくれ、庵堂。それは、ハシバネが両面宿儺を御み座くら台だいに招き入れたという意味か？」

　庵堂もレイコも、うかつに頷うなずくような真ま似ねはしなかった。それほどに、それは重大な問いかけだったからだ。ハシバネの監視網が働かずに両面宿儺の侵しん入にゆうを許してしまったということと、ハシバネが故こ意いに両面宿儺を侵入させたということのあいだには、天と地ほどの隔へだたりがある。前者ならばまだ不注意で片付けられる範囲だが、後者は明らかに、ハシバネのアマツカサに対する裏切りを意味しているからだ。

　慎重に言葉を選びながら、レイコは独ひとり言ごとのように言う。

「──ハシバネが、結界が働かなくなることを知っていたのは事実だ。結界がダウンしているあいだは、ハシバネと警備部が連携して妖よう怪かいの侵入を防がなくてはならなかったからな。理由を説明して、より一層の警戒を依頼した」

　眼鏡めがねの奥からレイコのことを見つめながら、鼎は厳しい声を出す。

「レイコ、君は本当に、ハシバネがアマツカサを裏切ったと考えているのか？」

　鼎を見返すレイコの瞳ひとみは、どこまでも冷静だった。

「その可能性はある。というより、その可能性が一番高いんだ。結界が作さ動どうしなくなるということを知っていたのは、私と警備部のごくごく一部の人間、それにハシバネだけだったはずだ。両面宿儺の襲撃と岩室の休暇がたまたま重なったという、奇跡のような偶然を信じるのでなければ、今挙あげた三者のうちのいずれかが手引きをしたと考えるのが自然だ」

「君や警備部の人間が、そんなことをするわけはない、と？」

　鼎の問いに、薄い笑えみを浮かべて、レイコは首を振った。

「その答えは論理的ではないな。『する』か『しない』かではなく、『できる』か『できない』かが問題なんだ。──そして、私も警備部の人間も、磐門の情報を流すことができたとしても、ハシバネの監かん視し網もうに介入することは『できない』。だから潔白であると考えることができる」

「……そんな弁明をしなくても、俺おれも鼎かなえも、アマツカサの中に裏切り者がいるなどと考えていないよ。ましてお前が裏切ったなどと」

　呆あきれ声で庵あん堂どうがそう言うと、レイコは驚くほど真剣な表情を浮かべた。ぽつりと、

「それは、私がアマツカサの祭さい主しゆだからか？　それとも、私だからか？」

　庵堂は口を噤つぐんだ。鼎が好奇心に満ちた表情で、二人のことを交互に見ているのが、ツクヨミの『闇やみ』を通じて伝わってくる。庵堂は鼎を『闇』の奥底に引きずり込みたい衝動に駆られたが、どうにかその衝動を吞のみ下して、短く簡潔に答えた。

「──両方だ」

　それを聞いて、レイコは目を細めた。──ほとんど子供の頃ころからのつき合いである庵堂は、それが彼女の『不愉快』を示していることを知っている。しかし、なにが彼女の気分を害したのかまではわからない。なにを言うかも決めないまま、庵堂は漠ばく然ぜんと口を開こうとして──鼎が「そんなことよりも」と、話を本ほん筋すじに戻してくれた。庵堂は内心で息をつく。さっき鼎を『闇』に沈めなくてよかった、と心から思った。

「ハシバネが怪しいということはわかった。しかし、ハシバネがアマツカサを裏切って、一体どんな利益があるんだ？　少なくとも今までは、これ以上ないほどにうまくいっていたはずだろう」

　レイコは視線を庵堂から鼎に移した。仕方なさそうにかぶりを振り、

「それは、わからない。だがいずれにしろ、警戒する必要があるな。私は警備部のほうに顔を出してみよう。ハシバネとの連絡は彼らの管かん轄かつだ。より詳しよう細さいな情報が聞けるかもしれない」

　庵堂と鼎は、揃そろって頷うなずきを返した。レイコが踵きびすを返し、廊下の角の向こうにその背中が消えるのを見送ってから、庵堂は色々な意味で疲れを感じ、深く深く息を吐いた。そのさまを見て、鼎が労いたわっているのかからかっているのかよくわからない口調で言った。

「疲れてるみたいだね、庵堂？」

「まあな。このところゴタゴタが多すぎる。今のハシバネの件に加えて、両りよう面めん宿すく儺なの事件の後始末だってまだ完全についたわけじゃないんだ。疲れもするさ」

「後始末？　──神じん野のさんのことか？」

　庵堂はかすかに首を動かして、顔を鼎のほうに向けた。口元を複雑な形に歪ゆがめて、彼はその問いに答える。

「まあ、な。レイコもそのことは考えているはずだ。あの事件はほとんど落らく着ちやくしたとはいえ、まだ完全に終わったわけじゃない。両面宿儺は死んだが、神野が顕あら神がみになったという事実は拭ぬぐい難がたく残っている。神野を封ふう印いんしなくてはならないのか、その必要はないのか、そのあたりの判断も、まだ保留のままだ」

　鼎は目を細めた。縁えん側がわに腰掛けたまま庵堂から視線を外し、光に満ちた庭へと目を向ける。そこにどのような光景が広がっているのか、『闇やみ』を通じてものを視みる庵あん堂どうにはわからない。ただ鼎かなえの表情はどこか懐なつかしげで──まるで庭ではなく、遠くの過去を見ているようだった。

　ほんの数秒の沈黙。それから、鼎は重々しく口を開いた。

「──神じん野のさんに、瀬せ川がわさんの昔の話をしたよ。洪水の話だ」

　庵堂は息を吞のんだ。口こう中ちゆうに苦にがい味が広がっていくのを、止めることはできなかった。

「あの話を？　瀬川の了解も得ずにか」

「無理にトラウマを掘り返す必要もないと思ったのでね。僕としては、庵堂、君があの話を神野さんにしていなかったことのほうが驚きだよ。瀬川さんの心情を慮おもんぱかってのことかな？　教師としては立りつ派ぱかもしれないが、依より坐ましの指導者としてはどうかな」

　庵堂は黙り込んだ。鼎はそんな彼をちらりと見、右手を軽く振ってみせた。

「いや、すまない。責めるつもりはなかったんだ。しかし、僕は自分が間違ったことをしたとは思っていないよ。実際、神野さんは迷っていた。なぜ普通の人間である自分が、依坐としての訓練をしなくてはならないのか──ということでね。僕はそんな彼女に発はつ破ぱをかけようと思っただけだ」

「……そうか。そうだな。ありがとう」

　庵堂はアマツカサの依坐であると同時に、御み座くら台だい高校の教師でもある。そして、瀬川ナナミはアマツカサの依坐であると同時に、御座台高校の──いや、庵堂の生徒でもあるのだ。たとえそれがアマツカサの益えきになるからといって、教師が生徒の過去、それも触れられたくない過去を人に話すということは、信頼に悖もとる行為だった。だからこそ、鼎は本来庵堂が話すべきことを代弁してくれたのだ。

　鼎は「気にしないでいいよ」と言って、小さく笑った。好意の微笑ほほえみだ。それを視て、庵堂はふと安らぎを覚えた。依坐同士の関係は薄いようで濃い。彼らは赤の他人であると同時に、天まが魂たまという才能を共有する、この世に無む二にの仲間でもあるのだ。そのことを考えるたびに、庵堂は淡い喜びを感じる。自分がまったく孤独な存在ではないということを、再確認できるからだった。
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　アマツカサへの連絡を終えると、ナナミは制服のポケットに携帯電話を落とし入れ、慎重にカラステングの少女に近づいていった。

　少女、といっても、カラステングを見た目の年齢で判断することはできない。多くの妖よう怪かいがそうであるように、彼らは人間などよりもはるかに永い時間を生きる。人間の姿へと被かぶり身みができるほどとなれば、すでに成人したカラステング──五十年以上の時間を生きていると考えていいだろう。

　ナナミは少女のすぐ傍そばまで近寄り、それからその場に膝ひざを突いて彼女の顔を見下ろした。その頰ほおをそっと撫なでてみると、少女はかすかな声を漏らして身じろぎをした。見た目ほどにはひどい怪け我がではないようで、すでに血は流れておらず、傷口も塞ふさがっているようだった。妖よう怪かいの回復力というのは大したものだと、ナナミは舌を巻いた。

　少女が意識を取り戻すまでのあいだに、ナナミはカラステングについての知識を呼び起こしていた。

　カラステング。『具ぐ生しよう』──動物や植物など、元からあるものが転じた存在──の妖怪で、その名のとおりカラスを初めとする様々な鳥類がその始し祖そに当たる。妖怪としての変化の度合いは低く、そのために生せい殖しよく能力を持ち、群れて行動する。決して凶暴ではないが狡こう猾かつで、ときには人間をも凌しのぐほどの知性を見せる彼らは、独自の文化、独自の言語を持ち、ある程度の科学技術も習得しているのだという。

　と、少女が呻うめいて、その目を開けた。ナナミは物思いを中断し、彼女に声をかけた。

「大丈夫？　すぐに迎えが来るわ。──私の言っていること、わかる？」

　少女は数度、瞬まばたきをした。まるでまだ夢の世界に身体からだの半分が残っているような顔。だが、やがてその表情は抜け落ちて、明めい晰せきな知性の色がその顔に浮かび上がってきた。なにかを言おうとして、激しく咳せき込む。ナナミは右腕に巻きつけた水の条じようを、指を伸ばすようにして彼女の口に近づけた。少女は驚いたような顔をしたが、依より坐ましに関する知識はあったようで、やがて乳ち飲のみ子ごがミルクを飲むように、その水をゆっくりと飲み下した。
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「あなたの名前は？　どうして、怪け我がをしているの？」

　優しい声で、ナナミは語りかけた。彼女にだってこういう声は出せる。が、少女はそれに、困ったような表情を浮かべただけだった。口を開き、なにかを言った──しかしナナミに聞き取れたのは、カラスがか細く鳴くような音だけだった。ナナミはもう一度、最初の質問を繰り返した。

「私の言葉はわかる？　人間の言葉」

　少女は首を縦に振った。

　ふむ、とナナミは考える。言葉はわかるのに、言葉を喋しやべることができない？　そんなことがあり得るのだろうか。と、思案しているナナミを見て、少女は不意に自分の喉のど首くびを指差した。怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せるナナミの前で、彼女は喉から口元に手を移動させ、つぼめた手のひらを花開くように開かせる、という動作を何回か繰り返した。それから手のひらを立て、顔の前で横に振ってみせる──ジェスチャーだ。恐らく、

「喉──喉のせいで、喋ることができない？」

　少女の顔がぱっと明るくなった。それを見て、ナナミは得とく心しんした。

「被かぶり身みが、声帯まで及んでいないのね？」

　少女は大きく首を縦に振った。ふむ、と息をついて、ナナミは立ち上がった。

　妖よう怪かいが人間の姿を模して変化する『被身』は、その妖怪が持つ力──呪じゆ力りよくや魔力、あるいは霊力と呼ばれる──に比例して、変化の度合いが深くなっていく。恐らくこの少女は、表面を人間の形にすることは成功したものの、身体からだの内部、声帯構造までをも人間に近づけることはできなかったのだろう。カラステングの特徴である羽毛や鉤かぎ爪づめも隠し切れていない。

　こちらの言葉はわかっても、自分の言葉を伝えることはできない、ということか。筆ひつ談だんなら可能かもしれないが、この少女が人間の文字を解するのかどうかはわからないし、それに詳しいことはアマツカサに着いてからでいいだろう。

「立てる？　できたら先に車道まで行きたいのだけれど」

　少女はしばらくナナミの顔を見上げてから、両手を地面について立ち上がろうとする。が、すぐに苦痛の声をあげ、諦あきらめたように首を振ってしまった。自分で立つのはまだ無理か──とナナミは判断し、肩を貸して立たせようとした瞬間、後ろから声をかけられた。

「……あ、あの、わ、私も、お手伝いしましょうか？」

　ナナミは驚いて振り返った。見れば雑ぞう木き林ばやしの入り口で、マナが胸にカバンを抱きしめながら立ち尽くしていた。かたかたと音が鳴り出しそうなほどに、その身体は震えている。ナナミは平へい坦たんな口調で言う。

「あなたね。どうしてまだこんなところにいるの？　私は先に行っていなさいと言ったはずだけど」

「それは、わかってますけど。でも──もしも『まつろわぬもの』だったとしたら、瀬せ川がわさんが危ないと思って、それで──」

　ナナミは皮肉に口元を歪ゆがませ、

「ただの人間が、依より坐ましの心配をするの？　余計なお世話ね」

　するとマナは怒ったような顔をした。ナナミは少し驚いて、ゆっくりとこちらに近づいてくるマナを見つめた。彼女が怒ったところを見たのは、これが初めてだ。

「依坐だから、普通の人間の助けはいらないっていうんですか？　──私は、依坐を尊敬してますけど、そういう考え方は嫌いです」

　きっぱりとそう言って、マナはナナミの横を通り過ぎ、倒れている少女の近くに膝ひざを突いた。ああ言えばそれで恐きよう縮しゆくして退散してしまうとばかり思っていたのに。どうやらこの少女は、ナナミが思っていたよりは、強い芯しんを持っているようだった。

　少女は不思議そうな顔でマナのことを見ている。マナは優しく微笑ほほえんで頷うなずくと、その身体からだの下に手を入れて、彼女のことを立ち上がらせようとした。が、もちろんマナひとりの腕力で、人の身体を持ち上げることなど、できるはずもない。「ん～！」と眉み間けんに皺しわを寄せて力を込めているマナをしばらく眺めてから、ナナミはため息をついて、自らも腰を折って少女を立たせようとした。

　マナはちらりとナナミに目を向ける。視線を返さずに、

「……まあ、確かに、彼女の身体を車道まで運ぶのには、誰だれかの助けがあったほうがいいかもね」

　マナの顔が明るくなるのが、見なくても雰囲気でわかった。ことさらにそれを無視しながら、ナナミはマナと力を合わせて少女を立ち上がらせ、両側から挟み込むようにして歩きはじめた。

　と、腰元の携帯電話が鳴り、ナナミは片手だけで器用にそれを取った。天あま総つかさの社やしろ本ほん殿でん管理部に所属する、沢さわ村むらからの電話だ。言葉少なく会話を終えて通話を切ると、マナがすかさず尋ねてきた。

「なんですって？」

「アマツカサの車が、もうすぐ磐いわ門とを抜ける、という連絡。──ねえ、楠木くすのきさん、やはり私ひとりで大丈夫よ。彼女の身体は軽いし、あなたの助けがなくても──」

　そこでナナミはぴたりと口を閉じる。マナの表情に、目に見えないほどかすかな不機嫌が漂っていることがわかったからだ。本来ならばナナミは他ほかの誰だれかの不機嫌を気にするような性格はしていないのだが、どうもこの楠木マナという少女の不機嫌は、ナナミをして無視できないほどの力を有しているらしい。

　しかし、やはり一般人が妖よう怪かいに関かかわるのは、好ましいことではない。そう思い、もう一度苦言を呈ていそうとしたところで、頭の中のミツハノメがその言葉を遮さえぎった。

『よいではないか別に。なにかの危険が差し迫っているというわけではあるまい』

（どうしてあなたにそんなことが断定できるのよ。あの子は怪け我がをしているのよ？　その怪我を負わせた何者かが、まだ彼女を狙ねらっていないとも限らないのに──）

　そんなやり取りをしているあいだにも、ナナミとマナと少女の三人は、ゆっくりと雑ぞう木き林ばやしを進んでいく。遠くから車のエンジン音が聞こえてくるに至って、ようやくナナミも腹を決めた。どうせ磐いわ門とはすぐそこなのだし、磐門の結けつ界かいの中に入ってしまえば危険などあるはずがない──そう口の中でつぶやいて、ナナミは自分を納なつ得とくさせた。




　　　　◆




　──まったく、ヒトの住すみ処かというものは息が詰まる。

　玄関から出た瞬間、白びやく檀だんは大きく深呼吸をして、胸に溜たまった人じん界かいの空気を吐き出した。とはいえ、ここもまだ人界であることには変わりない。ただ草の匂においや日の光がある分だけ、ヒトの臭においに満ちた屋や敷しきの中よりかは、幾いく分ぶんマシというだけだ。

　白檀はちらりと後ろを振り返り、今まで自分がいた建造物を一瞬だけ見つめた。それから口元に薄い笑えみを閃ひらめかせ、すぐに前を向いて歩きはじめた。指先で白い髪を搔かき上げ──その指が、次第に硬質化し、鱗うろこ状じようの角質が浮かび上がり、鉤かぎ爪づめへと変化していく。それと同様に、髪も純白の羽毛へと変化していき、それはすぐさま燎りよう原げんの火のように全身へと広がっていった。笑みが浮かんでいた口元に嘴くちばしが盛り上がり、眼球は黄味を帯びて瞳どう孔こうも点のように細くなる。数秒後には、そこには人間ではなく、純白の翼を持つカラステングが出現していた。

　前まえ肢あしを覆おおうように生えた翼を羽ばたかせて、白檀はその場に飛び上がった。見る見るうちに地面が離れていき、やがて御み座くら台だい全域をその視界に収めるほどの高度にまで上がったところで、白檀は悠ゆう然ぜんと翼を動かし、方角を決めた。生むす日び山やまの中腹にあるハシバネの里に向けて、空中を滑すべるように飛びはじめる。

　しばらく飛ぶうちに、白檀に並行して飛ぶ影が出て来た。カラスだ。白檀はそれを目の端で見、自分のハネでないことを確認する。カラスは視線を畏おそれるように白檀から距離を取り、その代わりに風圧に負けないほどの大声でがなり立てた。──白檀配下の、物もの見みからの連絡だった。

　白檀は糸のように細い瞳ひとみでカラスのことを見つめた。カラスは忙せわしなく羽ばたきながら、白檀の言葉を待つように首を縮こまらせている。やがて、白檀は嘴の奥から重々しく響く音を一声だけ響かせた。それを聞くと、カラスは安あん堵どしたように身体からだを傾け、何ど処こかの地表へ向けて降下していった。白檀は再び前を向き、羽ばたきをさらに強くする。

　やがて、ハシバネの前ぜん哨しよう地ちであることを示す物もの見み塔とうが見えてきた。塔、といっても木組みの粗末な建物に過ぎないが、ここが物もの見み頭がしらである白檀の根拠地であることに変わりはない。

　白檀が塔の最上、ヘリポートのように拓ひらけた屋上へと降り立つと、あらかじめ彼が来ることを観測していたのだろう、配下の物見たちが数人駆け寄って来た。白びやく檀だんはそのうちのひとり、彼の副官ともいうべきカラステング・蒼そう迅じんに目を向けて、先ほどの報告を確認させた。

「黒こく曜ようを再び発見した、というのは本当か？」

　蒼迅は背せ筋すじを伸ばして、力強く頷うなずいた。

「はい。現在、紺こん丸まると紫し禅ぜんの二人が監視しています。黒曜はアマツカサの車に保護されて、現在はアマツカサに向かっている途中だそうです」

「そうか。それで？」

「は？」

　間まの抜けた声を出した蒼迅を、白檀は首をかしげて見つめた。蒼迅の表情の奥底に、じわりと恐怖が滲にじみ出る。白檀は──彼にはあるまじきことに──もう一度、懇こん切せつ丁てい寧ねいに言葉を尽くして、質問を繰り返した。

「それで、お前は、それだけのことがわかっていながら、のうのうと、ここで、なにをしているんだ？」

「──そ、れは──」

　白檀の瞳どう孔こうが広がった。獲え物ものを注視する際の肉食獣がそうするように。

　次の瞬間、稲妻のように白檀の肢あしが伸び、その鉤かぎ爪づめが蒼迅の柔らかい喉のど元もとに食い込んでいた。蒼迅は声なき声をあげ、彼らの周囲を取り囲んだハシバネの物もの見みたちも、やはり声ひとつあげることはできない。白檀の淡々とした、それでいながら重々しい声が、吹きさらしの物もの見み塔とうに響き渡った。

「黒曜がアマツカサの本ほん殿でんに保護されれば、俺おれたちはもうあいつを捕らえることはできなくなる。身柄の引渡しを要求しても、そのあいだに向こうは必要な情報を手に入れるだろう。幸い黒曜はヒトの声を出せるほどに力が強くないが──それでも、あいつはヒトの文字がわかる。今こうしているあいだにも、筆ひつ談だんで俺たちのことを伝えてしまっているかもしれない。──俺の言っていることがわかるか？　一刻の猶ゆう予よもない、と言っているんだ」

　白檀の鉤爪は、鉄でさえも容易に引き裂く。まして同族の喉首など、引きちぎるのになんの障害もありはしない。そのことは、この場にいるすべてのカラステングが理解していた。無論、蒼迅もだが──彼は勇敢なことに、身をよじって白檀の言葉に反論した。

「し、しかし、アマツカサの車に護送されている以上は、我々には手を出すことが──クァッ！」

　首を軋きしませる前肢に、さらに強く力を込めながら、白檀は薄く笑って見せた。ことさらに優しげな声で、彼は幼児に教え諭さとすように言う。

「蒼迅、もうちょっと頭を働かせてくれ。護送中ならなんの問題もないだろう？　なにしろ黒曜はハシバネの里から出た犯罪者だ。あいつを捕らえ、裁く権利はこちらにある。それを盾たてにすれば、いくらでも言い訳は立つ」

「カッ──クッ────」

「逆にだ、あいつが向こうに渡ってしまえば、それはこちらの手の内がすべてアマツカサに伝わってしまうことになる。それだけはなんとしても避けなければならない。将しよう棋ぎでも実戦でも同じだ──勝利は、最後まで手の内を隠したほうに転がり込んでくる」

　蒼そう迅じんの目玉が裏返り、喉のど元もとから血が溢あふれはじめる。白びやく檀だんは自分がやりすぎたことに気づいたが、特に後悔はしない。白檀は弱者が嫌いだ。この程度で死ぬような手合いは、さっさと死ねばいいのだ。

　蒼迅の身体からだを放ほうり投げると、彼はかろうじてその場に膝ひざを突き、激しく咳せき込んだ。それを見下ろす白檀の瞳ひとみには、明らかな侮ぶ蔑べつが浮かんでいる。と、重苦しく淀よどんだ空気を吹き飛ばすような陽気な声が、白檀の背後から聞こえてきた。

「まあまあ、もうその辺でいいじゃないっスか白檀サン。あんたの言うとおり、今は一刻の猶ゆう予よもないんだからさ」

　白檀は振り返る。物もの見み塔とうの階下へ通じる階段の手すりに、子供のように腰掛けている男がいた。カーゴパンツとパーカーに身を包み、目ま深ぶかにかぶったフードからはにやにやと笑う口元が覗のぞいている。白檀が彼に向き直ると、男はパンツのポケットから携帯電話を取り出して、白檀に放って寄よ越こした。

「一応、ウチから持って来た携帯電話は、あんたの息のかかったカラステングのほとんどに渡してありますよ。そいつの中には紺こん丸まるの携帯の番号も入ってます。蒼迅サンをいじめるよりも、そいつをいじったほうが早く命令が伝わると思いますけどねー」

　白檀は男のことを見つめた。彼の視線は常に鋭いが、男はその視線に晒さらされてもなお、にやにや笑いを引っ込めようとしなかった。やがて白檀はその目を床に倒れ伏した蒼迅に向けると、手にした携帯電話を彼の頭の上に落とした。吐き捨てるように、

「だそうだ。ソクに感謝するんだな、蒼迅」

　喉元を押さえて喘あえぎながら、蒼迅は白檀を見上げた。

「はっ、はい──こ、今後は、このようなことは──」

「ああ、そうだな。それがいい。お前だって、緑りよく陰いんのようにはなりたくないだろう」

　白檀が無む造ぞう作さにその名を口にした瞬間、蒼迅の身体がびくりと凍りついた。周囲のカラステングも同様に、恐怖にその顔を引き攣つらせて、それぞれが白檀と蒼迅を凝ぎよ視うししている。静止した時間の中を、白檀は踵きびすを返し、悠ゆう然ぜんと進んでいく。階下へ通じる階段を降りる際に、男──ソクが小声で囁ささやくのが聞こえた。

「大した支配力ですねえ、白檀サン。──しかし、よくハシバネはあんたについて来るもんだ」

　白檀はそれには答えなかった。そんな愚ぐ問もんには、答える必要がないと思ったからだ。

　弱者が強者に従うのは、当然のことだ。




　　　　◆




　傷を負ったからか、強行軍の疲労が祟たたったのか。血を流しすぎたのか、追われているという恐怖に憔しよう悴すいしていたのか。黒こく曜ようはアマツカサの車に乗り込んだ瞬間、意識を失ってしまった。

　いや──失った、というのは語ご弊へいがある。かすかながらも意識はあった。しかし、それはほとんど夢と現うつつの区別がつかないまでに減退していた。頭の中に様々な記憶がぐるぐると回り、しかしそのすべてが切せつ羽ぱ詰つまった焦しよう燥そう感かんに彩られて、どれとして黒曜に鮮明な印象を与えてくれはしなかった。混こん濁だくした意識の中で、それでも確かなことがただひとつあった。──追われている、ということ。見られている、という感覚だ。

　がくん、と身体からだが揺れた。その衝撃で、黒曜はほんのわずかに覚かく醒せいした。

　自分の身体が傾いているのを感じる。なにかに、寄りかかっているのだ。頭をずらして視線を上げると、至近距離に少女の顔があった。少女は黒曜の視線に気づき、少し驚いたように目を見開いた。

『──目が覚めました？　怪け我がは、大丈夫ですか？』

　それから彼女は黒曜の頭越しに後ろを見、

『瀬せ川がわさん、起きたみたいですよ』

　肩に誰だれかの手がかけられる。それに反応するよりも先に、黒曜は強制的に後ろを向かされていた。すぐ目の前に、今度は別の少女の顔。線が細く、顔は涼やかで、切れ長の目はどこか白びやく檀だんを連想させる──

『あなたの名前は？　どうして怪我をしていたの？　文字は、書ける？　ここに紙とペンがあるのだけれど──』

　──白檀さま。どうしてだろう、と思う。どうして自分は、いつも彼にくっついて回ったのか？　いつも殴なぐられて、いつも蹴けられて、いつもひどい目に遭あわされていたのに、それでも懲こりることなく、どうして彼の背中を追いつづけていたのだろう──

『……ちょっと、ねえ、聞いてるの？　私の言っていること、わかるでしょ？』

　──どうしてといえば、どうして自分はそんな彼に背そむいたのだろう。殴られても、蹴られても、どんなにひどい目に遭わされても、いつも彼の傍にいたはずなのに。どうして私は、白檀さまのことを裏切ってしまったのだろう。

　目の前の少女がなにかを喋しやべっている。混濁した意識の中では、もはやその声は意味のある音として聞こえなかった。黒曜は目を閉じる。意識が闇やみに落ちる寸前、黒曜の頭の中にひとつの疑問が湧わき上がってきた。

　白檀さまは、私に裏切られて、傷ついてしまっただろうか？

　その問いに対する答えは、ほとんど瞬間的に閃ひらめいた。否いな、だ。

　白びやく檀だんの心が傷つくことは決してない。

　なぜなら彼は、自分以外の誰だれひとりとして、信用してはいないからだ。




　白檀と黒こく曜ようは、兄きよう妹だいのようにして育てられた。

　実際に兄妹だったわけではない。黒曜はハシバネの中でも下層階級のカラステングの生まれで、生まれてすぐに母親が死んでしまったために、赤せき翼よくがその身柄を預かったのだ。養女としてではなく、ハシバネの頭とう領りようの家に仕える召し使いとして、である。

　黒曜が働ける年齢になったとき、赤翼が彼女に割り当てた仕事は、白檀の監視というものだった。

　白檀は、あらゆる意味でイレギュラーな存在だった。

　普通のカラステングとは異なる白い翼に、異常なまでの攻撃的性格を兼ね備えていた。自分に刃向かうものには一切の容よう赦しやをせず、自分について来るものにも一切の寛かん容ようを見せたりはしない。もしも彼がハシバネ頭領の息子でなければ、とっくに追放されているか、処刑されているか、あるいは──自分を処刑しようとしたカラステングの大半を返り討ちにして、自ら出しゆつ奔ぽんしていただろう。

　白檀の力は、強大などという表現が追いつくものではなかった。異常といっていい。身体的能力もさることながら、その呪じゆ力りよくは常じよう軌きを逸いつしていた。通常、カラステングは五羽から六羽、多くても十羽程度のハネしか従えることができない。それ以上は、呪による支配力が及ばなくなってしまうからだ。

　白檀のハネは、百羽を超えていた。

　その性格が尋じん常じようなものであれば、白檀はハシバネの歴史上に残る名めい君くんとして記録されたに違いない。しかし、白檀は苛か烈れつで、酷こく薄はくだった。二十を超えないうちから、白檀は自分に刃向かった、あるいは無礼を働いたカラステングを何人も殺していた。その中には成人したカラステングも含まれていた。ハシバネに棲すむカラステングたちの非難は、白檀ではなく、彼の父である赤翼に集中した。

　赤翼が黒曜を監視役として付けたのは、ほとんど苦肉の策だったのだろう。監視役は白檀の行動を逐ちく一いちチェックし、非ひ違いがあればそれを指摘して、赤翼に届け出る。死に役といってよかった。白檀は赤翼の言うことだけは聞いていたが、自分に対する監視役などという存在を放ほうっておくほど寛容な性格ではなかった。だが、黒曜は赤翼の預かりの身分である。もしも白檀が黒曜を殺せば、それは赤翼への反逆ということになり、赤翼は白檀を追放する口実ができる、というわけだ。

　この、ほとんど生いけ贄にえといっていい仕事を申しつけるとき、赤翼は黒曜に「断ってもいい」と言った。うら若いお前が、進んで命を捨てることはないから、と。

　しかし、黒曜は二つ返事でその役目を引き受けた。それまで自分を育ててくれた赤翼への恩返しという意味でもあったし、最終的にこの仕事ができるのは、自分しかいないという自じ負ふがあったからでもある。黒こく曜ようは、白びやく檀だんと一緒に育てられた。なにをするにも彼について回っていた。白檀の傍そばにいられるのは、自分だけだという考えが、黒曜をしてその仕事に就かせることになった。

　白檀は、監視役となった黒曜を殺すような真ま似ねはしなかった。自分の行動の非ひ違いを指摘する黒曜のことを、白檀は殴なぐりつけたり蹴けりつけたりはしたものの、その喉のど首くびを鉤かぎ爪づめで引き裂くことまではしなかったのだ。この事実は、ハシバネのカラステングたちに大きな安あん堵どを与えた。──白檀も鬼ではなかったのだ、兄きよう妹だい同然に育った黒曜を殺せるほど、彼は冷れい酷こく非情なわけではなかったのだ、と。

　監視役の仕事自体が成功したのかといえば、それはそういうわけでもなかった。白檀は黒曜の言うことなど聞きはしなかったし、その行ぎよう状じようもろくに改めなかった。それでも彼が他のカラステングを殺すことはなくなった。もちろん黒曜の諫かん言げんが効を奏そうしたわけではない。その頃ころにはもう、白檀に逆らう真ま似ねをするような愚おろかなカラステングは、ハシバネのどこにも存在しなかったのだ。

　むしろ白檀は、歳とし若わかいカラステングたちの上にカリスマとして君くん臨りんするようになっていた。白檀は苛か烈れつではあったが理り不ふ尽じんではなかった。非情ではあったが残忍ではなかった。強きよう靱じんな能力に裏打ちされた絶対的な自信は、彼に人を惹ひきつける魅力を備えさせた。カラステングとしての成年を迎えるときには、彼はすでに赤翼をも凌しのぐほどの、ハシバネの指導者になっていたのだった。

　黒曜の立場は、不可思議なものになった。その時期になってもまだ彼女は白檀の監視役を続けていたが、白檀が物もの見み頭がしら──御み座くら台だい周辺の偵てい察さつの指揮という、ハシバネのもっとも重要な役職に就いたとき、黒曜は当然のようにその下の物見に組み入れられた。白檀の行動の監視はするが、白檀の命令も聞く、という重ちよう複ふくした立場である。

　白檀の配下の若いカラステングたちは、そんな黒曜を軽けい侮ぶしきっていた。あるとき若いカラステングのうちの数人が、白檀の目の前で黒曜に暴力を振るったことがあった。白檀はその場でそのカラステングたちを気絶するまで殴りつけ、それから周囲の取り巻きに、こう宣言したのだった。

「俺おれは黒曜を殴ってもいい、しかし、俺以外の奴やつが黒曜を殴るのは絶対に許さん」

　以後、黒曜にケチをつけるものはいなくなった。ある者は白檀はまだ父である赤せき翼よくに遠慮しているのだと言った。ある者は白檀は黒曜のことを妻にするつもりなのだと言った──彼女のことを殴るのは、倒とう錯さくした愛情表現なのだと。まあ、それを言ったカラステングは、例によって白檀にひどい目に遭あわされたのだが。

　少なくとも黒曜は、白檀に特別扱いされている唯ゆい一いつのカラステングであることには、違いなかった。




　がくんと揺れた車の振動が、再び黒こく曜ようを現実に引き戻した。

　無意識のうちに、翼の中にあるものを握り締めていたようだった。自分の、白びやく檀だんに対する、裏切りの証あかし。くしゃくしゃになるほどに強く握っていたそれを、黒曜はゆっくりと手を動かして、翼の中から取り出した。と、黒曜が寄りかかっていたほうの少女が、ふと気づいて目をこちらに向けた。

『──？　それ、なんですか？』

　黒曜は弱々しく彼女のことを見上げた。今の黒曜には、状況を的確に判断するだけの思考能力は残されていなかった。ただ、自分がこれを持っているよりは、人間に預けたほうがいい、という判断だけは、かろうじてできた。

　黒曜は手にしたものを、無む理り矢や理り少女の懐ふところに押し込んだ。少女は驚き、声をあげようとしたが、黒曜は首を左右に振ってその声を制した。虚うつろな瞳ひとみで少女の顔を見つめ──その瞳どう孔こうが、不意に引き絞られた。

　少女の頭のすぐ後ろ。窓の外に、定間隔に配置された電信柱。それらを繫つなぐ電線の上に──カラスが留とまっていた。

　何匹も、何匹も。まるで西洋の彫像のように、それらのカラスは身動きひとつすることなく、電信柱と同じくらい定間隔で佇たたずんでいた。そのどれもが、こちらを見ている。車道を走る自動車を、その中にいる黒曜のことを、じっと見つめている。

　不思議と驚きはなかった。いずれはこうなる、ということが、なんとなくわかっていたからかもしれない。

　黒曜は、誰だれよりも長く、白檀と一緒の時間を過ごしてきた。白檀のことならば、ハシバネに棲すむ誰よりも──そう、白檀自身よりも詳しく知っている、という自信があった。ましてこんなことは、ハシバネのカラステングならば誰でも知っていることだ。

　白檀は、自分に刃向かうものには容よう赦しやをしない。

　いかに黒曜とて、その例外に数えられることは、絶対にないのだ。

　車の運転手が悲鳴をあげた。フロントガラスが、真っ黒なカラスの翼に覆おおい尽くされていた。両隣にいる二人の少女が、揃そろって息を吞のむ音を耳にしながら、黒曜は覚悟を決めたように目を固く閉ざしていた。




　　　　◆




　橙だいだい色いろに染まった空を見上げて、メイは大きく息を吸い込んだ。肺を満たした空気の冷たさに、冬が近づいていることを実感する。そういえば、最近はすっかり日が落ちるのが早くなった──そんな爺じじむさいことを考えながら、彼女は天あま総つかさの社やしろ第だい一いち分ぶん殿でんの門をくぐって、御み座くら台だい旧市街に出た。

　鼎かなえの話を聞き終えたあとは、なんだか訓練をする気にもなれず、早々に帰ることにしたのだった。もしかしたらマナと行き違いになってしまうかもしれないので、マナの家に電話を入れて引き止めてもらうようにお願いをしておいた。まあどちらにしろ第だい一いち分ぶん殿でんに通じる道は大通り一本だけなのだから、途と中ちゆうで顔を合わせるに決まっているのだが、念のため、である。

　しかし、このあたりの辺へん鄙ぴさはどうにかならないものだろうか。旧市街といっても、第一分殿の周囲には人家など数えるほどしかない。ほとんどは畑、さもなくば林で、都会生まれのメイが見慣れているコンクリートの灰色は、足元の大通りにしか使用されていない。右手に一軒だけ、ぽつんと建っている茅かや葺ぶきの家をそれとなく目にしながら、メイはてくてくと歩きつづける。

　頭に浮かぶのは、先ほどの鼎の話だ。

　ナナミにそんな過去があったのだとは、考えたこともなかった。ただ口うるさいだけの奴やつだと思っていたのだが──口うるさく言うだけの理由が、彼女にはあったらしい。

　もちろん、彼女にどんな過去があったとしても、それは瀬せ川がわナナミの過去であって、神じん野のメイの過去ではない。メイは依より坐ましとして生きるつもりはさらさらないし、今行っている訓練も、顕あら神がみにならないためのものであって、依坐の能力を伸ばすためのものではない。そのことはわかっているのだが──

　人を死なせたことがあるというナナミの過去には、メイの過去にも通じるものがあった。

　一ヶ月半前、両りよう面めん宿すく儺なの襲撃を受けたとき、メイはナナミの死を目まの当たりにしたのだ。あとになってそれはナナミの偽ぎ装そうだったということが判明したのだが、それでも自らの目で死体を見たときの衝撃は、なかなか忘れることができるものではない。まして彼女の死は、メイにも責任の一端があったのだ。自分の責任によって人が死ぬ。こんなに恐ろしいことが、この世に他ほかにあるだろうか。

　立ち止まり、もう一度空を見上げる。御み座くら台だいの空気は、東京とは比べものにならないほど澄んでいて、夜からは程遠いこんな時間ですら、瞬またたく星々が大たい気きのヴェールの向こうに垣かい間ま見みえていた。しばらくその空気を呼吸してから、メイはおもむろにタケミカヅチに尋ねた。

「──ねえ、タケミカヅチ」

『ああ？』

「あたしさ、やっぱり、依坐なのかな」

　タケミカヅチの答えは簡かん潔けつだった。

『依坐とは天まが魂たまが憑ついた者のことだ。お前がどう否定しようと、お前は依坐だよ』

　普段なら、メイはその言葉に猛烈に反発していただろう。私は依坐なんかじゃない、と。しかしこのときのメイには、そんなふうに反抗するだけの気力が、なぜか湧わいてこなかった。足元に視線を落とす。石ころがある。それを蹴け飛とばして、メイは言う。

「でも、あたしは普通の人間として生きていきたい。瀬せ川がわみたいに──っていうと、なんか失礼だけど、とにかくあいつみたいに生きるのは、なんか嫌。息が苦しくなるよ」

　こうやってタケミカヅチに真ま面じ目めに相談するのは、初めてかもしれない。空気の重さを読み取ったのか、タケミカヅチも真面目に答えてくれた。

『なにも瀬川みたいな生き方がすべての依より坐ましの生き方じゃないだろう。依坐でありながら普通の人間として生きていく、ってことも可能なんじゃねえのか？　たとえば庵あん堂どうはどうだ。あいつは依坐だが、同時に御み座くら台だい高校の教師でもある。そういうのは、依坐と普通の人生を両立しているとは考えられないのか？』

　確かに。庵堂先生は頼りになる依坐であり、頼りになる教師でもある。アマツカサの人からも御座台高校の生徒からも、十分な信頼を得ている。しかし、やはりなにかが違う。メイは庵堂先生のことを立りつ派ぱな人間だと思っているが、ああなりたいとは不思議と思わなかった。

　多分それは、庵堂先生がその両肩に、大きな責任を背負っているからだ。

　あるいは大きな責任を背負っているからこそ、庵堂先生のことを立派な人間だと感じるのかもしれない。それはきっと、瀬川ナナミも鼎かなえユウも天てん条じようレイコも同じなのだろう。形は違えど、みな責任を胸の奥に抱かかえている。依坐としての責任。自然を操るという天まが魂たまの強大な能力を、制せい御ぎよし、抑制し、正しく使っていかなくてはならないという責任。それを支えるだけの覚悟が、あの人たちにはある。

　メイにはそれがない。要するに、そういうことだ。

　思考を読み取ったのか、タケミカヅチが『ハン』と笑い、

『責任を取るのが嫌？　笑わせんな、普通の人間だって多かれ少なかれ責任を抱えてるもんだろうが。それともお前は、一切の責任を背負わない薄っぺらな人間にでもなりたいってのか？　だとしたら、とんだ見込み違いだったな』

　メイは苦にが々にがしげに表情を歪ゆがめ、タケミカヅチに反論する。

「……そうは言わないけど。でも、やっぱり──重すぎるよ。あたしには。人の命に関かかわる責任なんて」

　ナナミはひとりの人を助けられなかった。メイはひとりの人を殺しかけた。あとに残った命の数を別にすれば、その二つの事柄のあいだに大きな違いはない。いつかメイにも誰だれかを救えないときが来るのかもしれない。いつかナナミにも、誰かを殺しかけてしまうときが来るのかもしれない。そもそもこんな力が初めからなければ、こんなふうに悩むことはなかったのだ。普通の人間には、できることとできないことがはっきりしているから。

　点々と立ち並ぶ街灯のあいだを縫い歩きながら、メイは考える。ナナミは、依坐の力を重荷に感じたことはないのだろうかと。そのことをナナミに聞いてみようか、と思い、すぐにその考えを打ち消した。真実がどうであれ、彼女が自分に聞かせる答えはひとつに決まっている。

　と、ふとメイは立ち止まった。考えごとをしていたからか、心持ち視線が斜め下に下がっていたからか。それまで気づかなかった異変に、そのときようやく気づいたのだ。

　真っ黒な自動車が近づいてきていた。それだけならどうということもない。いくら御み座くら台だい旧市街がドがつくほどの田舎いなかでも、車くらいは普通に走っている。問題なのは、その自動車が蛇だ行こうしながら走っていることだった。右に揺れ、左に揺れながら、こちらに近づいてくる。この上なく警戒心を刺激する走り方だ。危ないなあ、とぼやきながら、メイは車道の端ぎりぎりにまで身を寄せて──

　その自動車が、なぜそんな走り方をしているのかを理解した。メイの腕に、鳥肌が立つ。

　カラスが、自動車を覆おおっていた。

　車の色が黒いのではない。数十という黒い鳥が、車全体をびっしりと覆い尽くしているのだ。その中でも一ひと際きわ目を引くのは、ルーフの上にしがみつくようにしている二羽の大きなカラスだった。いや、あれはカラスというよりも──羽毛が生えた人間のように、メイの目には見えた。

　両りよう面めん宿すく儺なを初めて目にしたときと同じ、心臓がどこまでも落ち込んでいくような感覚を、メイは束つかの間ま味わった。焦しよう燥そうが頭の中で空から回まわりしはじめていたが、なにをどうすればいいのかという思案までは生まれてこなかった。

　あと二十メートルほどの距離まで近づいたところで、自動車が大きくハンドルを切った。タイヤが擦こすれる耳みみ障ざわりな音を発しながら半円のようなカーブを描くと、自動車はガードレールの隙すき間まを縫うようにして車道から飛び出し、一メートルほど下の用水路に向かって落ちていった。

　盛大な水みず飛沫しぶきが上がり、メイは反射的に飛びのいた。ふと見上げると、いつ飛び上がったのか、上空に例の巨大なカラスが二羽、旋せん回かいするように飛んでいた。まるで自動車の様子を窺うかがうように。メイは呆ぼう然ぜんと、そのカラスたちの姿を見上げ──

「────ミツハノメッ!!」

　聞き覚えのある怒声と同時に、用水路の水が鎌かま首くびをもたげる蛇のように持ち上がった。その水みず柱ばしらは一瞬のうちに手の形に成り代わり、上空を舞うカラスたちを摑つかみ取ろうとする。カラスたちはかろうじて空中で溺おぼれる危険を回避したが、その一撃は彼らの警戒心を刺激したようだった。遥はるか高こう空くうにまで上昇していく。

　と、用水路から、瀬せ川がわナナミが這はい出てきた。頭のてっぺんからつま先まで、全身ずぶ濡ぬれになった彼女は、端正なその顔を怒りで歪ゆがめながら、カラスたちに対して怒鳴り声を張りあげた。

「私たちをアマツカサの人間だと知ってのことか!?　あなたたちは、ハシバネのカラステングだろう！　どういう存ぞん念ねんがあってのことか、話を聞いてあげるから降りてきなさい!!」

　時代劇のような大おお見み得えに、それでもカラス──カラステング、というらしい──たちは反応しない。ナナミは舌打ちをすると、右腕に用水路の水を巻きつけて、それをマシンガンのように次々と撃ち出しはじめた。空中のカラステングたちは慌あわてたように左右にばらけ、高速で飛行しながら、揃そろって甲かん高だかい鳴き声を響かせた。

　瞬間、車を覆おおっていた数十のカラスが、その標的をナナミへと切り替えた。

　耳みみ障ざわりな羽音と共に、カラスたちはナナミの全身を覆いつくし、爪つめと嘴くちばしでその肌を傷つけようとする。ナナミは思わず攻撃の手を休め、身を翻ひるがえして用水路に飛び込んだ。カラスたちは怯ひるむことなくそれを追い──さらにその隙すきにつけ入るようにして、上空のカラステングたちも急降下してくる。メイはそれに気づいて、思わず右手を彼らに向けていた。頭の中でタケミカヅチの声、

『──やるのか？　それなら十分引きつけてからにするんだな。空気絶縁はお前が思ってるほど薄いものじゃないぞ』

　カラステングの一方が、自分に人差し指を向けるメイに気づいた。が、それだけだった。錯さく乱らんしているとでも思ったのだろうか、嘲あざけるような鳴き声をあげただけで、彼はそのままナナミに向かって一直線に突撃していき──

　轟ごう音おんを撒まき散らしながら、雷光がカラステングを貫いた。

　突進の速度はそのままに、カラステングはあぜ道を通り越し、水田にきりもみしながら墜落した。盛大に水と泥が跳はね上がる。水みず煙けむりが収まってから恐る恐る覗のぞき込むと、そこにはどこぞの推理小説のように水田から足だけ突き出しているカラステングの姿があった。その足がぴくぴくと動いている。あ、よかった、生きてた──と、自分で攻撃しておきながらメイは胸を撫なで下ろした。

　ナナミのほうの様子を窺うかがうと、ちょうど彼女は纏まとわりつくカラスを撃退しているところだった。全身を水で覆ったナナミには、どれだけ凶暴なカラスでも近づくことができないようだ。水の条じようを鞭むちのように振るってカラスを次々に叩たたき落としていたナナミは、ふと視線をメイのほうに向けた。その目が驚きに見開かれる。今まで気づいてなかったのか、とメイは少しだけ呆あきれた。

　不意に悲痛な叫びが響き、ナナミとメイは揃そろってそちらに顔を向けた。

　メイが倒したのとは別のカラステングが、黒い服を着た少女を摑つかみ上げていた。後うしろ肢あしで少女の喉のど首くびを絞め上げながら、前肢の翼を羽ばたかせてあっという間まに地上から離れていく。ナナミは水を使ってそれを撃げき墜ついしようとしたが、間に合わない。ナナミは舌打ちをしてからメイを振り返り、

「やって！　早く！」

　メイは反射的に指を跳ね上げた。いくらなんでも遠すぎる──という思いが頭をよぎったが、右手の人差し指からはしっかりと雷らい撃げきが発射された。それはナナミが作り出した水の回路を通り、ほぼ一直線の軌き跡せきを描きながら見事にカラステングに命中した。

　羽ばたいていた翼が停止し、カラステングと少女は墜落していく。やばい、と直感的に思う。あの高さから墜落すれば、いくらカラスでも助からない。不意にのしかかってきた命の重みに、メイは背せ筋すじが凍るのを感じ──しかしその予想は、幸いにして現実のものにならなかった。

　少女のほうが翼つばさを広げて、羽ばたきはじめたからだった。

　あの子もカラステングなのか、と驚くメイの視界の中で、二人のカラステングの落下速度は急激に減少していった。地面まで三メートルほどのところで落下は停止し、その時点で少女は自分を摑つかんでいたカラステングの後うしろ肢あしを振りほどいた。重力の手は無情にそのカラステングの身体からだをとらえ、べしゃりと大地に叩たたきつけた。心配そうにそれを見下ろし、同じような目をこちらにちらりと向けてから──カラステングの少女は、黒い翼を上下させて、山の向こうに飛んでいってしまった。

　人ひと形がたが点になり、点が空の向こうに消えるまで見守ってから、メイはぽつりと、

「……なに、あれ？」

　そう尋ねることしかできない。ナナミは水滴が垂れる前髪を、鬱うつ陶とうしそうに搔かき上げてから、答えた。

「ハシバネの、カラステング──だと思う」

「だから、なによそれ。ハシバネとかカラステングとか。ちゃんとわかるように説明してくれる？　『まつろわぬもの』ってやつ？」

「ハシバネのカラステングは、『まつろわぬもの』ではないわ。妖よう怪かいだけど危険ではないから。昔からアマツカサとは協力関係にあったはずだけど──」

「協力関係にある妖怪が、なんだってあたしたちを襲うのよ！」

「そんなこと私が知るわけないじゃない！　ハシバネに直接聞いたらどうなの!?」

　まあ、まあ、まあ──と、いつものように喧けん嘩かをしはじめたメイとナナミを、仲ちゆう裁さいする人影があった。メイは思わず喧嘩するのも忘れ、その人影をまじまじと見つめた。ナナミと同じように、全身びしょ濡ぬれになったその少女は、誰だれがどう見ても楠木くすのきマナその人だった。メイは思わず声をあげる。

「マナちゃん？　こんなとこでなにしてんの？」

「いえ、まあ、それがその。色々と複雑な事情がありまして──」

　ナナミと同じように、髪からぽたぽたと水の粒を滑すべり落としながら、マナは「あはは」と笑ってごまかした。状況から判断するに、あの自動車に乗っていたらしいのだが──と水路に落ちた自動車に目を向けると、ちょうど沢さわ村むらが、苦労しながらその巨体を道路の上に引き上げているところだった。三人のずぶ濡れの姿を胡う散さん臭くさそうに眺め渡しながら、メイは誰に言うともなしに疑問の声をあげた。

「──それで、これは一体どういう状況なのよ？」

　その問いに答えられるものは、誰ひとりとしていなかった。
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　ほとんど墜落するようにして、黒こく曜ようは木々のあいだに着地した。

　足元の草くさ地ちでも衝撃を吸収しきれずに、黒曜はその場につんのめり、地面を転がって大の字に寝転んだ。酷使したためだろうか、翼に負った古傷がじくじくと痛んでいた。黒曜は荒く息をつきながら、被かぶり身みを解除し、現うつし身みとなって近くの木にもたれかかった。

　一体どれくらいのあいだ、そうしていただろうか。

　気がついたときには、すでに周囲は完全に暗くなっていた。黒曜はようやく正気に返り、かすかに喉のどを震わせて自分のハネを呼んだ。返事は、なかった。偵てい察さつに気づかれて狩られてしまったのか、あるいはとうとう黒曜のことを見放したのか。呪じゆ力りよくによる服従といっても、絶対的なものではない。まして黒曜はハシバネでも最弱のカラステングだ。ハネに見放されたとしても、なんの不思議もなかった。

　やがて、遠くから、羽は音おとが聞こえてきた。

　こちらに近づいてくる。

　なんとなく、わかっていた気がした。

　いずれにせよ、自分の役目はもう終わった。できることをすべてやり終えたとは思わないが、少なくとも伝えることはできたはずだった。とはいえ、それが一体どういう結果を招くのかまでは、黒曜にはわからなかった。

　もしかしたら、自分がしたことは、ハシバネを破滅に導くのかもしれない。

　しかし、どのみち今のままでは、ハシバネが向かう先に待っているのは破滅だけだ。

　羽は音おとが止やんだ。誰だれかが草くさ地ちに着地する、とん、という音。黒こく曜ようはぼんやりと目を開けている。闇やみの向こうから、白い翼を持つカラステングが現れたときも、黒曜はどうという表情の変化も起こさなかった。ただ、月明かりの下に照らされた白びやく檀だんの白い羽毛を見て、綺き麗れいだな、と純粋に思っただけだ。

　白檀は黒曜のすぐ目の前まで近づいて、足を止めた。白檀は見下ろし、黒曜は見上げる。なにかを象徴しているようでもあった。

「ひとつだけ聞かせろ、黒曜。気が触れたのか？」

　直ちよく截せつな言い方が、どこまでも白檀らしい。黒曜は微笑ほほえんで、ただ首を振った。

「なら、なぜ俺おれに背そむいた」

　白檀の言葉は礫つぶてのようだ。小さいが、硬い。黒曜は白檀を見上げ、それに答えた。

「あなたが、間違っていると思ったからです」

「──そんなことで、お前は自分の命を捨てたのか？」

「白檀さま。私は、誰だれよりも長くあなたの傍そばにいました。あなたのことなら、私はなんでも知っています。そして──あなたは、誰よりも長く、私の傍にいたお方です。私のことは、あなたが誰よりもよく知っているはずですよ」
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　白檀は黒曜の顔を蹴けり上げた。

「知ったふうな口を利きくな。黒曜の分ぶん際ざいで。俺おれがお前の傍そばにいたんじゃない。お前が俺の傍にくっついていたんだろうが」

　蹴けられてもなお、黒こく曜ようの表情は、楽しげだった。

「それは、同じことです。私とあなたがずっと一緒にいたという事実に、変わりはありません」

「…………」

「あなたはわかっていた。私がそうすると。だからこそ、あなたは──」

「黙れ」

前まえ肢あしの鉤かぎ爪づめで黒曜の喉のど首くびを摑つかみ、白びやく檀だんは彼女の身体からだを引き上げた。黒曜は苦痛に顔を歪ゆがませる。機械を検分するような冷れい徹てつな視線でそれを見つめながら、白檀は口を開いた。

「そんなことはもうどうでもいい。問題なのは、お前が俺に背そむいたということだけだ。言え、黒曜。書状はどこだ」

　ぎりぎりと締め上げられ、黒曜は呼吸をすることも困難になってきた。それでもなお、彼女には白檀の目を正面から受け止めるだけの気力があった。

「わたしは、もって、いません。びゃくだん、さま」

「そんなことはわかっている。あの書状を持っていれば、お前がこんなところに来るはずがない。どこかに隠すか、誰だれかに渡すかしたのだろう。──いや、隠していては意味がない。あれはアマツカサに渡ってこそ意味を発揮するものだからな。誰に渡した。言え」

　腕を振るい、白檀は黒曜の身体を地面に叩たたきつけた。呼吸が止まり、激しく咳せき込みながら、黒曜はなおも首を振った。

「──白檀さま。私がそれを素直に白状するようなカラステングなら、最初から、あの書状を盗んだりはしません」

　脇わき腹ばらを痛烈に蹴りつけられて、黒曜の身体は手て毬まりのように地面の上を跳はね、木に激突して止まった。あまりの痛みに視界が暗くなる。薄ぼんやりとした視界の中で、白檀の足がゆっくりと近づいてくるのが見えた。

「好きにしろ。お前と接触を持った人間はすでに挙あがっている。お前が言わないのならば、そいつらを片かた端はしから始末するだけだ。──蒼そう迅じん」

　もうひとつの羽は音おと、ついで、誰かが着地する音。黒曜がまぶたの重みに耐え切れたのは、そこまでだった。彼女は静かに目を閉じる。意識が闇やみに引きずり込まれる寸前、白檀が断ずるように言う声が聞こえてきた。

「ソクに言っておけ。あいつに働いてもらうときが来た」




　　　　◆




　ハシバネのカラステングが公然とアマツカサの人間を攻撃したという事実は、天あま総つかさの社やしろ全体を震わせるほどの衝撃として伝わった。

　それも当然のことで、ハシバネとは数百年という永い時間に亘わたる友ゆう誼ぎが続いていたのだ。近年、白びやく檀だんという名前が現れるようになってから、不ふ穏おんな動きを見せることはあったものの、アマツカサの人員──特にハシバネと密接な関係を持つ警備部の人間ですら、それらは単なる『トラブルの種』に過ぎないと考えていた。いくら白檀がアマツカサを嫌っていたとしても、それは彼個人の思想であって、アマツカサとハシバネの友好関係にヒビを入れ得るものではない、と。

　しかし、今こん夕せきにハシバネのカラステングが取った行動は、明らかにアマツカサへの敵対を示すものだった。

　天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆ・天てん条じようレイコは、ハシバネとの関係評価を『友好』から『不明』へと正式に切り替えなくてはならなくなった。御み座くら台だい近在の妖よう怪かい集団の旗き幟しが『不明』であるということは、すなわち確認の必要が生じたということだ。白なのか黒なのか、『友好』なのか──『敵対』なのか。その確認を取るために、レイコはハシバネへの──極めて硬質な──連絡を入れるように命じた。が、結局のところ、その必要はなかった。

　白檀本人が数人の供を連れて、アマツカサへと乗り込んできたからだ。




　レイコは庵あん堂どうクロノの『闇やみ牢ろう』の中でその連絡を聞いた。彼女は自動車襲撃犯である二人のカラステングの『思考探たん査さ』をしていたところだったが、クロノからそれを聞いたとき、その眉まゆを険しく寄せた。

「乗り込んで──？　それは、攻め込んできた、ということか？」

「違うだろう。先手を打って説明しにきたんじゃないのか。そいつらがなぜ襲ったのか」

　レイコはぐったりと肩を落としている、二人のカラステングのほうを見た。『思考探査』によれば、彼ら──紺こん丸まると紫し禅ぜんは、白檀配下の物もの見みのカラステングだった。となれば確かに、上司である白檀は、彼らの行動を説明する責任がある。

　とはいえ、説明されるまでもなく、レイコには彼らの行動原因がわかっていた。『意思』の天まが魂たまであるオモイカネは、知的生命体の記憶や思考を読み取る能力を有している。それによれば、今回の襲撃事件は決して彼らが自らの意思で引き起こしたものではない。蒼そう迅じんと呼ばれる、白檀の副官的な位置にいるカラステングからの命令を受けて襲ったらしいのだが──

　レイコは息を抜いてクロノのほうを見、くいと顎あごで示してここから出すように要請した。クロノは頷うなずき、彼女の身体からだを『闇やみ』から天総社内部の入り口である『暗室』にまで移動させた。レイコは暗室の分厚いカーテンを搔かき分けて外に出ると、疲れたように言う。

「ダメだな。あいつらは下したっ端ぱのようだ。黒こく曜ようとかいう女のカラステングを拉ら致ちしようとした、そこまでははっきりしているんだが、なぜそうしなくてはならなかったのか、ということまでは教えられていなかったらしい」

「ま、鉄砲玉は得てして下したっ端ぱだ。それでどうする。白びやく檀だんにはお前が対応するのか？」

　レイコはクロノのことを見た。猫のように大きなその目を細め、

「そうするしかないだろう。白檀がこの件の首しゆ謀ぼう者しやであることに変わりはない。私があいつに触れれば、それでこの件の全ぜん貌ぼうが明らかになるはずだ」

　頭の中で、オモイカネがざわめいた。レイコは意志の力でそれをねじ伏せる。天まが魂たまの力は、依より坐ましと天魂のあいだに意思の疎そ通つうがなければ使用することはできない。レイコは自らの天魂であるオモイカネのことを、嫌悪を通り越して憎悪までしていたが、しかし背に腹は代えられなかった。触れただけで記憶や思考を読み取り、ときにそれを操作するという能力は、人間が持つにはあまりに強大すぎる力だ。それだけの力を得た代償と、諦あきらめるしかない。

　レイコの決意を読み取ったのか、クロノはしばらく沈黙していたが、やがてかすかに首を振った。

「しかし、やはり危険だ。もし向こうが敵意を抱いだいているのなら、真っ先に狙ねらわれるのはお前だぞ」

　それを聞いて、レイコは声をあげて笑った。不機嫌そうな表情をふと和なごませて、クロノのことをからかうように見る。彼の腕にそっと触れながら、レイコは柔らかい声で言った。

「そのときは、お前が私のことを護まもってくれるんだろ？」

「……まあ、な」

　その答えにレイコは満足し、白檀らの待つ応接室に向けて歩きはじめた。

　数分後、レイコが応接室の扉を開けると、そこにはすでに数人のアマツカサの人員が、白檀と相あい対たいするように座っていた。今回の事件の被害者である依坐の瀬せ川がわナナミ、それに本ほん殿でん管理部の沢さわ村むらだ。レイコは白檀に軽く頭を下げてから、つと沢村に向き直った。その顔に淡い笑えみを浮かべ、

「あなたの運転する自動車は、妖よう怪かいに襲われる宿命にあるらしいな、沢村さん？」

　沢村は大きな身体からだを縮こまらせて、ただ「は──」とだけ返事をした。それからレイコはカラステングたちへと向き直った。といっても、被かぶり身みを行った彼らの外見は人間のものだ。白髪の若者の姿をした白檀を中心に、五人のカラステングたちが面おもてを伏せるようにして座っている。レイコは白檀のことを真正面から見つめると、友好的な微笑をしてみせた。

「最近よくお会いしますね、白檀さん。今日きようだけでもこれで二回目ですよ？」

　レイコの皮肉に、白檀はさらりとした笑みを向け、

「私としても決して本意ではないのですがね、悪いことは重なるといいます。もちろん、こういう席でなければ、あなたとお会いできるのは嬉うれしい限りなのですが」

「私もそう思いますよ。ただ、そのためには──私たちの信頼関係を、再確認する必要があると思いますね」

　白檀は頷うなずいた。その口元は薄く笑えんでいて──まるで、この状況を楽しんでいるかのようだった。クロノもナナミも、白びやく檀だんのその表情を決して愉快そうには見ていない。二人の依より坐ましが険悪な空気を作り出しているというのに、それに気づいていないはずがないのに、白檀は余裕の笑えみを崩そうとはしない。レイコも笑みを浮かべたまま、これは要注意かもしれない、と頭の中でつぶやいた。

「同感です。今回の事件は、あくまでも不幸な行き違いに過ぎないのですから。こんなことでアマツカサとハシバネの関係にヒビが入るのは、防がなくてはなりません」

「……不幸な行き違い、ですって？」

　と言ったのは、険悪な表情をしているナナミだった。白檀は笑みを消してナナミのことを見る。若く、それだけに直情的なナナミは、白檀の言い分を非難しようと口を開きかけた。が、レイコは右手を上げてそれを制した。

「では、説明していただけますか。どうしてこのような事件が起こってしまったのか」

　白檀は傍かたわらに控えているカラステングに視線を移した。神経質そうな顔をした三十絡がらみのその男を、白檀は「蒼そう迅じん」と呼び捨てにした。──紺こん丸まると紫し禅ぜんの記憶にあった、彼らに直接の命令を下したカラステングだ。蒼迅は頷うなずき、咳せき払ばらいをして、顔を上げてレイコのことを見た。

「すべての原因は、アマツカサの車が護送していたカラステングにあったのです。あのカラステングは黒こく曜ようといって、我々ハシバネの同胞を殺害し、里から抜け出した犯罪者でした。彼らは、その黒曜を捕ほ縛ばくしようとしただけなのです」

「犯罪者。なるほど、そういえば確かに、白檀さんもそんなようなことを言ってましたね」

　と、そこで庵あん堂どうが口を開いた。

「それならば、どうして事情を説明しなかったんだ？　自動車を呼び止めて身柄の引渡しを要求すればよかったじゃないか。襲撃なんて乱暴な手段を取る必要はどこにもない」

　蒼迅の表情が緊張を帯び、彼は助けを求めるように白檀を見た。白檀の視線は、微み塵じんも動かない。ずっとレイコの顔の上に注がれつづけている。そのまま、彼はゆっくりと口を開いた。

「さあ、それは──その二人、紺丸と紫禅というのですが、彼らに聞いてみないとなんとも言えませんね。功こうを焦あせったのか、同胞殺しの黒曜を憎むところが激しかったのか、それとも同乗していた人間の方々の安全を考えて非常の手段を取ったのか──いずれにしろ、推測の域を出ませんが」

　レイコは冷れい笑しようしたくなる衝動に駆られた。安全を考えて非常の手段──まるで彼らがこちらの心配をしていたかのような口振りだ。笑わせる。

「では、自動車襲撃はあの二人組の独断であって、あなたの命令ではないと？」

「私の命令ではありません。彼らの直属の上司は私ではなく──」

　そこで言葉を切って、白檀は蒼迅のことを見返した。蒼迅は、うつむいている。その顔から血の気が引いているのは、誰だれの目にも明らかだった。切れ切れに、彼は言った。

「わ、私、です。私が、彼らの、上司です」

「あなたが彼らに自動車を襲撃するように命令したのですね？」

「──そういう、わけでは、」

「なら、どういうわけです」

　蒼そう迅じんはその名前のとおり、気の毒なくらい青ざめていた。静寂が応接室を包み、その重圧が彼の肩に圧おしかかっているようだった。レイコはもう一度口を開き、今度はもっと強い口調で質問しようとした。そのとき、蒼迅の隣にいる白びやく檀だんが、静かな声で言った。

「蒼迅。きちんと説明しろ」

　電流が走ったかのように、蒼迅は背せ筋すじを伸ばした。青ざめた顔をレイコに向け、それでも言葉にはいささかの淀よどみもなく、彼は説明した。

「私は彼らに『どういう手段を使ってでも黒こく曜ようの身柄を確保しろ』と命令しました。黒曜は同胞殺しです。重犯罪者です。彼女を野放しにしておくことは決してできませんでした。我々の手で捕まえて我々の手で裁かなくてはならないと思ったのです。その結果アマツカサの方々を危険に晒さらすことになってしまったのはまことに遺い憾かんというしかありません。すべては私の責任です。このとおり謝罪します──」

　速射砲のようにまくし立てて、蒼迅はバネ細ざい工くのように立ち上がった。思わずナナミが身構えたほどの勢いだ。それから彼は腰を折って、深々とレイコに頭を下げた。

　アマツカサの人間は、全員が呆あつ気けに取られて蒼迅のことを見つめていた。しばらくの沈黙、そのあとにレイコは、ペースを取り戻すように咳せき払ばらいをして、言った。

「──わかりました、蒼迅さん。どうかお掛けになってください」

　それでもまだ、蒼迅はじっと頭を下げつづけている。それは、白檀が「もういい」と言うまで続いた。白檀は涼やかな笑顔をレイコに向け、

「そういう次第です。不幸な行き違い、と私が言った意味を、おわかりになっていただけたかと思います」

　レイコはかろうじて笑えみを形作りながら、胸の中では白檀に対する評価を大きく改めざるを得なかった。要注意、どころではない。これは、相当の食くわせ者ものだ。

　白檀や蒼迅が説明したことに、不審な点はどこにもなかった。少なくとも、レイコが得た情報からでは、彼らが噓うそをついているという確証を得ることはできなかった。紺こん丸まるや紫し禅ぜんの『思考探たん査さ』によれば、確かに彼らは蒼迅の命令を受けて自動車の襲撃をしたらしい。もしも白檀が「自動車襲撃は彼らの独断である」と言ったのなら、それは事実とは食い違っていて怪しい、ということになったはずだ。しかし実際は、『どういう手段を使ってでも黒曜の身柄を確保しろ』という、蒼迅が携帯電話を通じて伝えた命令の内容すらも、ハシバネ側の供述と紺丸・紫禅の記憶はぴたりと一致していた。

　つまり、彼らは本当のことを言っている、ということになる。

　ただ、紺丸と紫禅は黒曜が犯罪者だとは教えられていなかった。なぜ黒曜を捕らえなくてはならなかったのか、その説明までは受けていなかったらしい。それでもなお、彼らは蒼そう迅じんの命令に従った。蒼迅の──いや、その上にいる白びやく檀だんの命令は絶対のものである、という風潮が、すでにハシバネの中に蔓まん延えんしているからだ。白檀はよほど強固な指導者であるらしい。──あるいは、『指導』と『独裁』を入れ替えることができるかもしれないが。

　いずれにせよ、彼らの説明には疑問を差し挟む余地はなかった。しかしそれだけに、レイコの中にあるハシバネへの疑念は、さらに濃いものになっていた。彼らの目的がどこにあるのか、レイコは天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆとして知らなくてはならない。そう心の中でつぶやいて、彼女は再び自然な笑顔を浮かべた。

「ええ、理解できましたよ。確かに不幸な行き違いですね。いや、お気になさらないでください。私たちは決してハシバネを疑っているわけではないのです。ただ、両りよう面めん宿すく儺なの件もありましたし、そのことも含めて今一度確認をしたかったというだけのことで──」

　それを聞いて、蒼迅がた魂ましいが抜けるようにして安あん堵どしたのがわかった。白檀のほうは、最初とまるで変わらない、そよ風に吹かれているような態度を続けている。

「わかっていただけて、嬉うれしく思いますよ。この件は私から父に伝えておきますので、どうぞお気遣いなく」

「そうですね。それでは──」

　レイコが促すように言うと、白檀はそれを潮に立ち上がった。配下のカラステングたちも、ばらばらと席を立つ。その空くう隙げきを突いて、レイコは手袋を外し、白檀に向かって突き出した。にこやかな笑顔を浮かべたまま、彼女は朗ろうとした声で言う。

「アマツカサとハシバネの友好が、これからもずっと続くことを願っています」

『意思』の天まが魂たまオモイカネによる『思考探たん査さ』は、素肌での接触を条件として発動される。彼女の持つ力を知らない他集団の誰だれかに対してそれを使う場合、レイコは常に『握手』という習慣を利用していた。友好の意を示す握手という行為ならば、どんな相手に対しても自然に接触することができるからだ。

　白檀もにこやかな笑えみを作ってみせた。突き出されたレイコの右手を、彼はなんの躊ちゆ躇うちよもなく握る。

「こちらこそ。これからも、どうかよろしくお願いします」

　その手の感触に──レイコの笑みが、崩れて消えた。

　いつの間まに着用したのか──白檀は、手袋をしながらレイコの握手に応じていた。




　ハシバネのカラステングたちが退去したあとも、アマツカサの人員は応接間から出ようとはしなかった。レイコは自分の手をじっと見つめたままぴくりとも動かず、そんな彼女に憚はばかるかのような沈黙が、重苦しく部屋の中に立ち込めている。レイコの背後にいるクロノが、その沈黙に耐えかねるようにぽつりと言った。

「……読めたのか？」

　レイコはクロノをじろりと振り返り、左手に握っていた空の手袋を、八つ当たり気味に彼の顔にぶつけた。

「読めるわけないだろう。素肌同士の接触じゃなければ、私の能力は使えない」

　地面の『闇やみ』と繫つながっていない空中にあるものは、庵あん堂どうは視みることができない。そのはずなのに、彼は生なま意い気きにも自分に投げつけられた手袋をあっさりと受け止めた。それからその手袋を見下ろし、ぽつりと言う。

「知恵比べで、負けたということだな」

　レイコは眉み間けんに皺しわを寄せてクロノのことをにらみつける。と、それまでじっと黙りこくってなにかを考えていた瀬せ川がわナナミが、おもむろに口を開いた。

「それは、レイコさんの能力の正体が、向こうにはわかっていたということでしょうか？」

　そう──

　先ほどから部屋を押し包む沈黙は、半ば以上、その事実に対するものだった。

　それは、あってはならないことだった。『意思』の天まが魂たまオモイカネの能力は、知的生命体の『意思』を支配するところにある。触れた相手の思考や記憶を読み取り、のみならずそれを書き換えることすらできるのだ。他者の『意思』を支配するということは、その者の全存在を支配するということにも繫がる。物理的な力こそ伴わないものの、それは使いようによっては、世界を支配することすらできる能力だった。

　そのためにオモイカネは、その存在自体が極秘扱いとなっていた。そんな力がアマツカサに存在すると他たの組織に知られては、無用な警戒と敵てき愾がい心しんを持たれてしまうからだ。アマツカサの中でも、本ほん殿でん管理部の一部の人間や依より坐ましなど、ごくごく少数にしか伝えられていない。たとえば最近依坐になった神じん野のメイなどにも、アマツカサに対しては灰色の態度を取り続けているという理由から、教えられていなかったりする（教える必要がないからでもあるが）。

　ナナミの指摘によって、部屋の中の沈黙が、その濃度を増した。大きな図ずう体たいに似合わず、きょろきょろと落ち着きなく周囲を見回していた沢さわ村むらが、ふと明るい声で言った。

「で、でもですよ、もしかしたら別に白びやく檀だんさんにも他意はなくて、単にファッションとして手袋を着けていただけなのかも──」

「そんな偶然があるわけないでしょう」とナナミ。

「普通は握手するときには手袋を外す」とクロノ。

　レイコに至っては疲れたような目で沢村を見ただけだった。

　撃沈した沢村を尻しり目めに、クロノがぽつりと言った。

「では、誰だれがその情報を漏らしたのか、ということになるな。まさかアマツカサの内部、それも本殿管理部や依坐から裏切り者が出たとは思いたくないが──」

　レイコはふと、自分の心臓が鉛なまりになってしまったような感覚を味わった。ひとつの考えが、清せい水すいに滲にじむ毒のようにじわりと脳のう裏りに広がったからだ。できることなら、それを口にしたくはなかった。「そんなことがあるわけない」と思考に蓋ふたをして、一生閉じ込めて出られないようにしてしまいたかった。彼女がただの天てん条じようレイコだったら、あるいはそうしていたかもしれない。

　しかし、彼女はただの天条レイコではなかった。天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆ、天条レイコなのだ。

　そうである以上──レイコには、自らの考えをアマツカサに知らせる義務がある。

　レイコは口を開く。自分の口から、まるで別人のもののように低い声が漏れるのを聞く。

「私の能力を知っていて、それを流しそうな人物なら、心当たりがある」

　クロノがレイコのことを見た。クロノだけではない。ナナミも沢さわ村むらも、その場にあるすべての瞳ひとみが、レイコにじっと視線を注いでいた。それらのどの視線も見返さず、ただ空中を見つめながら、彼女は独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「タカヤ──いや、スサノオだ」

　三人のあいだに緊張が走るのが、目で見て取れるようだった。しかし、レイコにはそれが見えなかった。硬く目を閉じていたからだ。闇やみの中に立ちすくみながら、レイコは頭の裏側、オモイカネが支配するその場所に、かすかな痛みを感じていた。




　　　　◆




「ええ、はい。今のところは問題がないように思えますよ。……え？　あー、どうっスかねー。多分気づいてないとは思いますけど、でも微妙っスね。天条レイコは白びやく檀だんサンに触れようとしたようですけど。──ええ。それはなんとか。でも、そのおかげで──ええ、バレちゃったかもしれませんねえ」

　テーブルに腰掛けてぶらぶらと足を遊ばせていたソクは、室内に入ってきた白檀と蒼そう迅じんを見て軽く手を上げた。目ま深ぶかにかぶったフードの奥に携帯電話を突っ込んでいるソクの姿に、蒼迅はやや目を見張る。それでもソクは一いつ向こうに気にすることなく、電話の向こうの相手と話を続けていた。

「はい。──いや、それはちょっと。まあでも、適当にやっときますよ。──ははははは、やだなあ、ちゃんと仕事してますって。ええ。ええ。はい。それじゃ、ジンさんもお元気で。もうすぐ帰れると思いますんで。はい。はーい、それじゃあ──」

　そしてソクは通話を切り、にこやかな笑顔を（といっても覗のぞかせているのは口元だけだが）白檀たちに向けた。

「はい。なんスか？」

「仕事だ」

　白びやく檀だんは短くそう言って、蒼そう迅じんに目で示した。蒼迅は頷うなずき、抱えていた二つのファイルを、ソクが腰掛けているテーブルの上に差し出した。ソクは不思議そうに首をかしげ、

「え、仕事って──俺おれの？」

「他ほかに誰だれがいる」

「え、いや、だって、それってちょっと違うんじゃないっスか？　だってほら、俺はなんていうか、ハシバネの様子を見るのが仕事っていうか──」

　蒼迅はソクの話などまったく聞いていなかった。ファイルのひとつを彼に強引に手渡すと、極めて事務的な口調で話しはじめた。

「問題の書状ですが、黒こく曜ようは持っていませんでした。やはり白檀さまの仰おつしやるとおり、誰かに渡したものと考えられます」

「いや、ちょっ、」

「黒曜と接触した人間は三人ですが、紺こん丸まると紫し禅ぜんのハネの報告によれば、書状を持っている可能性のある人間はこの二人に限られます。誰に渡したのかを聞き出すために、黒曜に拷ごう問もんを繰り返しましたが、答えは得られませんでした」

「うえ、あんたら拷問とかするんだ？」と言って、ソクは首をすくめ、「おっかねー」

「我々があなたに依頼したいのは、この二人の人間の拉ら致ちです。すでにアマツカサはハシバネに強い疑いを持っていると思われます。これ以上、カラステングを使って人間に危害を加えるわけにはいきませんので」

　どうやら自分の話は耳に入れてすらもらえないらしい。ソクはそう悟さとり、ため息をついてファイルを手に取り、読みはじめた。

　じわり、と嫌な汗が背中に滲にじむ。

「……ちょっと、これ、こいつ依より坐ましじゃないですか」

「黒曜が接触した人間のひとりは、『水』の依坐である瀬せ川がわナナミであることが確認されています」

「え、それなに？　俺に依坐をヤれってこと？」

「倒す必要はありません。拉致するか、最低限彼女の荷物を調べることができれば──」

「おんなじことだよ！　いやいやいやいやいや、無理無理無理無理無理！　絶対無理！　正直、無理！　ぶっちゃけ無理だって！　大体こんなのもう手遅れだよ！　こいつが持ってればとっくにアマツカサに書状渡ってるじゃん！　こんなことするよりもさ、さっさと計画を進めたほうが──」

　白檀が一歩前に出た。それだけで、部屋の空気全体が動いたような気さえする。ソクはさらに嫌な汗が全身から吹き出すのを感じた。早く帰りたい、と心の底から思う。妖よう怪かい変へん化げにはとっくに慣れていたが──この、白檀というカラステングにだけは、どうしても慣れることができなかった。

「計画は進めている。だが、そのあいだにお前が遊んでいるのは我が慢まんできん」

「──そ、んなこと、言われても──」

　蒼そう迅じんが咳せき払ばらいして、話に割って入った。

「偵てい察さつを兼ねて我々は今日きようアマツカサを訪れましたが、書状が向こうに渡っている気配はありませんでした。無論、まだ解読が済んでいないだけという可能性もありますが、この二人のうちのどちらかがまだ書状を保有しているという可能性も十分残っています」

　ソクは諦あきらめのため息をついて、もうひとつのファイルを手に取った。こっちも依より坐ましだったら絶対に断ってやる──という意気込みとは裏腹に、そこに記されているのは普通の人間だった。いや、普通ではないかな、と思い直す。

「楠木くすのきマナ、マナちゃん、ね。や、結構かわいいねー。俺おれこういうおしとやか系の女の子、タイプなんだよね」

「接触するのでしたら、こちらの人間からにしたほうが賢明でしょう。なんの能力も持っていませんが、書状を持っている可能性は瀬せ川がわナナミと等しくありますから」

「言われるまでもないっスよ。俺だってわざわざ危険を冒したくないし」

　ぱらぱらとファイルをめくりながら、ソクはため息混じりに言う。

「でも、俺がこう言うのもなんですけど、あんたら結構人任せな部分が多いですよね。人間の、支配？　影響？　から脱却したいんでしたっけ？　今のままじゃ、結局影響を受けるのが人間から俺たちに代わるだけなんじゃないかなあ……」

　自分がなにを言っているのか、ソクはよく考えていなかった。そもそもソクは口数が圧倒的に多すぎるのだ。四六時中口を開いていなければ気が済まず、近くに聞いてくれる相手がいればそいつをうんざりさせるまで喋しやべりつづける。それがソクが持つ個性であり、このときも他意はなく、単にそれを発揮したにすぎなかったのだが──

「白びやく檀だんさま！」

　蒼迅の切せつ羽ぱ詰つまった叫びに、ソクは反射的に顔を上げた。

　白檀が翼を広げていた。普通に見れば、なんでもない光景だったのかもしれない。なにしろ彼はカラステングだ、翼を使用することなど、人が足を使って歩くのと同じくらい自然な行為だった。しかし、ここは室内である。空を飛ぶ余地などどこにもない。そんなことは、三歳の子供だってわかることだった。

　ソクは白檀の姿を見て、ヤバい、と思った。なぜヤバいのか、そんなことまではわからなかった。ただそう思ったのだ。

　結果的に、その直感がソクの命を救うことになった。

　殺人的な轟ごう音おんが部屋の中で爆発し、渦うずを巻く颶ぐ風ふうと同時に白檀は動いていた。雷のように閃ひらめいた鉤かぎ爪づめの一撃がソクの腰掛けていたテーブルを粘ねん土ど細ざい工くのように両断し、真っ二つになったテーブルは窓をぶち破って物もの見み塔とうのはるか彼方かなたへと吹っ飛んでいった。

　白びやく檀だんはなんでもないことのように前まえ肢あしを元の位置に下ろした。それから、間かん一いつ髪ぱつで逃のがれることに成功したソクのほうに向き直る。ベッドの上に腰掛けて、呆あつ気けに取られたように口を開いていたソクは、白檀の視線を受けて思わず唾つばを飲み込んだ。

　──これは、ええっと。

　白檀の表情にはどんな色も浮かんでいない。たった今ソクを殺しかけたにも関かかわらず、殺意の欠片かけらもそこには混じっていなかった。人が羽は虫むしを叩たたき潰つぶすときに、殺意を起こすことがないのと同じように。

　──やべ。俺おれ、死ぬっぽい。

　恐怖が足元からぞわぞわと這はい上がってくる。使節である自分を殺すはずがない──という常識的判断は、この場ではなんの役にも立たなかった。ソクの全身がこう叫んでいた。

　こいつは、常識の外にいる存在だ、と。

　だが、幸いにして、突発的に生まれた白檀の怒りは、それがやってきたのと同じくらい唐とう突とつに収まった。彼は無言でソクを一いち瞥べつすると、そのまま部屋から出ていってしまった。あとにはベッドに腰掛けたソクと、凍りついたように立ちすくむ蒼そう迅じん、それにやたらと広くなった部屋だけが残された。

　蒼迅が、それまで止めていた息を一気に吐き出しながら言った。

「き、気をつけてくださいよ。白檀さまに接するときは、爆発物の取り扱いをするときのように注意を払ってください。余計なことは口走らないで」

「ご……ごめんなさい。でも、俺、そんな悪いこと言いました？」

　蒼迅は、諦てい念ねんの混じった表情で首を振った。

「なにがいいか悪いかは、私たちが判断することではありません。白檀さまの判断基準は、白檀さまにしかわからないのです。それでも無駄口さえ叩かなければ怒りに触れることはありません。触さわらぬ神に祟たたりなし、と言うでしょう」

　ソクは納なつ得とくしたように、こくこくと何度も頷うなずいた。どうしてあれほど横おう暴ぼうに振舞う白檀に、ハシバネのカラステングが従うのか、今までは不思議で仕方なかったのだが──しかし、なんとなく、その謎なぞの一片が解けたような気がした。

　触らぬ神に祟りなし。なるほど、それはまったくそのとおりだ。白檀のあの力は、尋じん常じよう一いち様ようのカラステングのものではない。神、それも、鬼き神しんに類るいするほどの力だ。ハシバネのカラステングたちが白檀に対して抱いだいているのは、恐怖や尊敬や期待などではなく──信仰、崇すう拝はいと呼ばれる感情なのかもしれない、とソクは思った。




　　　　◆




「──それじゃあ、その人はたくさんの妖よう怪かいを逃がしたんだ？」

　轟とどろく雷鳴の中、そんな自分の声だけが、やけに脳のう裏りに重く残っていた。揃そろえた膝ひざの上に置いた手を、じっと見下ろしていたメイは、ふと顔を上げて周囲を見回す。頭上を覆おおうのは真っ黒な雷雲、眼下に広がるのは真っ白な雲うん海かい。そこから突き出した断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上には二つの椅い子すが置かれており、メイはそこに腰掛けていた。

　ここがどこなのだろう、とか、なぜ自分はここにいるのだろう、という疑問は、少しも湧わいてこなかった。ただメイは、目の前に置かれたもうひとつの椅子、そこに座る人の話に聞き入っている。

『ああ、サカキは思いやりが深い奴やつだったからな。両りよう面めん宿すく儺なみたいな頭の悪い化け物でも、命まで取るのはかわいそうだとか抜かして逃がしやがった。俺おれはそういうのは自分の命取りになると口を酸すっぱくして言ってやったんだが、最後の最後までそれが改まることはなかったなあ』

　不意に黒雲から雷が閃ひらめいて、蛇を思わせる軌き跡せきを描いて雲海へと吸い込まれていった。その人は、ふとそちらに視線を向ける。面おも白しろそうな表情。そう。そういう、細かな表情はわかるのに、この人がどんな顔をしているのか──目の形、鼻の大きさ、唇くちびるの色──そういったものは、少しもわからなかった。顔が見えないのではない。ただ、わからないのだ。

　しかしまあ、そんなことは些さ細さいな問題だ。メイはそう判断して、話を続けた。

「ふうん、優しい人だったんだね」

『ハ。優しさってのは美徳だが、どんな美徳だって過ぎれば命取りになる。結局、その優しさがサカキを殺すことになった』

「……殺されたの？」

『逃がした妖怪にな。馬ば鹿かだったんだよ、サカキはな』

　そう言ったその人の口調は、なぜかひどくつまらなそうだった。メイはもう一度自分の手の上に視線を落とし、ぽつりと言う。

「あんたは、サカキさんのことが好きだったんだね」

　その人は驚いたようにメイのことを見た。不機嫌な声を出す。

『ンなわけあるかよ、アホらしい。ま、優すぐれた依より坐ましだったことは、認めるがな』

「──ねえ、そのサカキさんは、依坐の力を重荷に思ったことはなかったの？」

　唐とう突とつにそんな質問が自分の口から漏れるのを聞き、メイは少なからず狼ろう狽ばいした。その人の顔から表情が消えるのを見て、さらに後悔する。再び黒雲から霹へき靂れきが放たれて、雲海へと落ちていくのが、その人の後ろに見えた。

『さあな。サカキは医者で、誰だれかを傷つけることを嫌っていたからな。重荷に思っていたのかもしれん。しかし、それを俺に伝えることはなかった』

「……そう、なんだ」

『自分の考えを隠すのがうまい奴やつだったから、なにを考えているのかわからないところはあった。しかし、依より坐ましであることを誇りに思っていたことは確かだ』

「誇りに？」

　そういう考え方をしたことは、メイにはなかった。こくりと頷うなずきを返したその人の表情は、どこか満足げだ。

『あいつは依坐の力を、人を救える力と考えていた。人を救わなくてはならない力とは考えなかった。そういう力を手にして、人々のために役立てられることを、自分の誇りとしていたよ。その辺がまあ、お前とサカキとの違いだろうな』

　初めて手品を目にした子供のように、メイは目を丸くしてその人のことを見た。──救わなくてはならない力。責任と、義務。確かに、自分は今までそういう考え方をしていた。しかし、それは──

　メイはもう一度、質問を重ねようと口を開いた。

　そのとき、雷鳴が、連続して轟とどろいた。

　周囲を改めて見渡す。頭上の雷雲から、気が狂ったように連続して雷が放たれている。文字どおりの雷雨を眺めながら、その人は声をあげて笑った。その声だけは、雷の轟ごう音おんの中でも、なぜかよく響いてメイの耳に届いていた。

『残念、時間切れ』

　雷鳴が止やむ気配はない。それどころかさらに激しくなりつつある。それはもう断続した音ではなく、ひとつの音としてしか聞こえなくなっていた。どこか聞き覚えのある、金属的な騒音。それを楽しむように薄く笑いながら、その人は最後にこう言った。

『もう、起きる時間だな』










　意識が戻るよりも先に左腕が動いていた。爆音のようにけたたましい叫び声をあげる目覚まし時計を叩たたき潰つぶし、メイは不機嫌なその顔を枕まくらから上げる。いつの間まにかうつぶせに寝てしまっていたようで、金髪をぽりぽりと搔かきながら、彼女は大きなあくびをしてベッドの上に四つん這ばいになった。改めて、目覚まし時計を見み遣やる。時刻は──七時。割とぎりぎりの時間である。

　柔らかなベッドの誘惑を超人的な精神力で振り切って、メイは立ち上がった。もともとメイはそれほど寝起きのいいほうではないのだが、今日きようは特にひどかった。頭の中にタールのような粘ねん着ちやく性せいの液体がぐるぐると渦うずを巻いているようだ。──なにか、とても不思議な夢を見ていた気がするが、夢の内容までは思い出せない。夢を見ていたことが事実なのかどうかすらも、はっきりとはわからないのだ。

「……ん。んっ！」

　気合を入れて、両手で自分の頰ほおを叩たたく。その痛みで少しだけ目が冴さえた。朝食を摂とってシャワーを浴び、身だしなみを整えてから家を出る。現在から登校時刻に至るまでの経緯を頭の中で再構築し、メイは眉み間けんに皺しわを寄せながら自室のドアを開けた。

　途と端たん、廊下の向こうから、楽しげな会話が流れ聞こえてきた。

「それじゃ、本当に朝ごはんはいいの？　マナちゃん」

「はい、あの、最近は毎朝こちらでご馳ち走そうになっていたものですから、あんまり甘えるなって母に叱しかられてしまって」

「あらまあ、気にしなくていいのに。あたしからもアキさんに言っておくわね。いくら甘えてくれてもいいんだって」

「い、いえ、私のほうもその、あんまりお邪魔するのは気が引けるというか──」

「そんなこと言わないでよ、寂しくなるじゃないの。もうマナちゃんはうちの娘みたいなもんなんだから、ね？」

　……我が母ながら、相変わらずアグレッシブな性格をしている。メイは苦笑しながら居間の障しよう子じを開け、座ざ布ぶ団とんにちょこんと正座していたマナに向かって、軽く手を上げた。

「おっはよー、マナちゃん」

「おはようございます、メイさん」

「あら、おはよ、メイ。ご飯を先に食べるんでしょ？」

「うん、お願い」

　と、ひと通りの挨あい拶さつを交わしてから、お膳ぜんの前に腰を落ち着ける。そこに母がすかさず用意していた朝食を載せ──メイは思わず仰のけ反ぞった。なんで二人分あるの。

「だってねえ、マナちゃんが食べないって言うもんだから。用意してたのを無駄にするのももったいないでしょ？　だからあんた食べてね」

　メイの考えを読んだかのようにそう言って、軽かろやかに立ち去ってしまう。その後ろ姿を恨うらみがましく見つめていても、二枚のパンと二つの目玉焼きを無む理り矢や理り載っけた大皿は消えてなくなりはしないのだった。仕方なしにパンに齧かじりついたメイは、悪いた戯ずらっぽくマナのことを見、

「もう、マナちゃんのせいだからね。うちのお母さん無駄が嫌いなんだから、食べないなら食べないってちゃんと前もって言ってもらわないと──」

　マナが本当に申し訳なさそうに身体からだを縮こまらせてしまったのを見て、逆にメイのほうが驚いた。慌あわてて言葉を取り消す。

「うそうそ、冗談だって！　なんでそんな顔するの、まったくもう」

「あの、でも、私のせいでメイさんにご迷惑をおかけしてしまったことは、事実ですし──」

　がりがりと音を立てて、パン一枚を一気に頰ほお張ばったメイは、それを牛乳で胃袋に流し込んでから、マナに向かって微笑ほほえんでみせた。

「こんなもの、迷惑でもなんでもないよ。むしろちょうどいいくらい。ほら、あたしが大おお食ぐいなの、マナちゃんも知ってるでしょ？　これくらいあったほうがお腹なかの持ちもいいんだよね。いやほんとに」

　そう言って、ばくばくと豪快に食べ進んでいく。そのさまを見て、マナはようやくくすりと笑ってくれた。メイは安あん堵どする。マナが暗い顔をしていると、なんだかメイまでいたたまれない気持ちになってしまうのだった。

　二人分の朝食をあっという間まに食べ尽くしてから、メイはそれまで呼吸をするのを忘れていたかのように、大きく息をした。それから改めてマナに向き直り、ふと首をかしげる。なにやらマナが、もじもじしていたからだ。んー、とメイは推量するような声を出し、

「どしたのマナちゃん。あ、もしかしてトイレ？　遠慮なんかしなくていいよ、自由に使ってくれても──」

「ちっ、違います！」

　かすかに顔を紅あかくして、マナはぶんぶんと首を振った。照れなくてもいいのに──というメイの顔のすぐ前に、懐ふところから紙を取り出して突きつける。変な誤解をされてはたまらないとでも思ったのか、普段の彼女には似合わない早い口調で、

「これ、昨日きのう車で一緒になったあの人に渡されたみたいなんですけど、私じゃちっともわからなくて。それで、メイさんならわかるかもしれないって思ったんです」

　メイの表情に、真剣な色が宿る。昨日のカラステングによる自動車襲撃事件は、メイの記憶の中にも色濃く残っていた。自分もマナも巻き込まれたのだから当たり前だ。あのあとアマツカサの人たちが処理にやってきたのだが（鼎かなえもその中に交じっていた）、結局最後まで、どうしてあんなことが起きてしまったのかという説明は為なされないままだった。

　メイは示された紙を手に取って、マナに顔を寄せ、小声で確認する。

「一緒になったあの人って、あの黒い女の子だよね？　──カラステングの」

　キッチンにいる母の耳を気にして、最後の一言はマナの耳元で囁ささやいた。そのあたりは彼女も心得ているようで、小さく頷うなずいてから、同じように小声で答えを返してくる。

「はい。どうも手紙みたいなんですけど、なんて書いてあるのかはさっぱり」

「マナちゃんのお父さんには聞いてみたの？　確か、アマツカサの本ほん殿でん管理部の人なんだよね？　あたしよりもよっぽど詳しいと思うんだけど」

　マナは心配そうに眉まゆを寄せ、

「お父さんは昨日から家に帰ってません。あれの処理に追われている、ってお母さんが言ってました」

　あらら──と同情したような声を出して、メイはその手紙を改めて検分した。そもそも昔から御み座くら台だいに住んでいるマナにすらわからないことが、よそものの自分にわかるはずがないという気もするのだが、マナがそう望んでいるのなら、確かめてみるのもいいかもしれない、と思ったのだった。

　水に濡ぬれたためか、ごわごわと歪ゆがんでいるほかは、どこにでもありそうな普通の紙だ。中にはマナが言ったとおり、まったく見覚えのない文字が連なっている。右上から左下まで、つらつらと読み通して理解できたことは、自分はこんな文字は生まれてからこの方一度も目にしたことがない、というなんの役にも立たない事実だけだった。アルファベットでもアラビア文字でもハングル語でもない。なにやら引っ搔かき傷を連想させる、そんな文字だ。

　期待に満ちた目で見つめるマナに、メイは「うん」とひとつ頷うなずき、

「ごめん、さっぱりわかんない。ってかあたしにわかるわけない」

　マナの全身から、ふっと力が抜けたようだった。それを見て、そんなに自分は期待されてたのか、とメイはやや申し訳なく思った。

「そう、ですか。メイさんならもしかして、って思ったんですけど」

「……どうしてそう思ったのかもわかんないよ、あたしには。まあ、このテのものはあたしよりも、瀬せ川がわか庵あん堂どう先生に聞いたほうがいいと思うよ。あの二人なら学校に行けば会えるし、そこでこの手紙を渡せばいいんじゃないかな」

　マナは目をぱちくりとさせてメイのことを見る。それからその顔に急速に理解の色を広げていき、ぱちん、と手を叩たたき合わせると、彼女は叫ぶように言った。

「そっか──そうですよね！　さすがメイさんです、相談した甲か斐いがありました！」

「……いや、うん。まあ、お役に立ててなによりです」

　それくらいちょっと考えれば誰だれでもわかるんじゃないかなあ、とは思ったが、メイはそれを口に出すような愚ぐは犯さなかった。マナは決して頭が悪いわけではない。賢くて優しくて健けな気げな、いずれは良妻にして賢母になること間違いなしの魅力的な女の子である。魅力的な女の子なのだが、しかし──

　どこか抜けてるところがあるんだよな、と、メイはやや呆あきれながら思うのだった。




　　　　◆




「おっはよー」

　メイは元気にそう言って大きく手を上げ、その傍かたわらに佇たたずむマナは「おはよう」と控えめな声で挨あい拶さつをする。それにクラスメイトたちがばらばらと挨拶を返すという、どこを切り取ってみても普段どおりの朝の光景だ。

　メイが机にカバンを置くと、すかさずカオリが近づいてきた。それを横目で見ながら、自分も椅い子すの上に腰を落ち着ける。平ひら野のカオリは、神じん野のメイと特別に仲のよい友人のひとりだ──まあ、自分ほどではないが。内心で、マナは若じやつ干かんの誇らしさと共にそうつけ加えた。

　カオリはメイの前の席に陣取ると、早口にまくし立てた。

「ねねねねね、聞いた聞いた？　昨日きのうの話」

「え？　──なにが？」

「昨日さ、妖よう怪かいが旧市街に現れたんだって！　ほら、メイもマナも旧市街に住んでるじゃん？　だからもしかしたら知ってるかと思って」

　賞賛すべきことに、それを聞いてもメイはほとんど表情の変化を見せなかった。それとなくカオリから視線を外し、小首をかしげてこう答える。

「や、ごめん、ちょっと知らないな──」

「あ、そうなんだ。噂うわさじゃさ、その妖怪がアマツカサの車をひっくり返したんだって。しかもそれに乗ってたのが、あの恐怖の依より坐まし・瀬せ川がわナナミ！　ひとりと一匹の死闘によって周りの畑はメチャメチャ、そして旧市街は火の海に！　って聞いたんだけど、ほんと？」

　メイはことさらに声をあげて笑い、

「まさかあ。そんな大惨事が起きてるなら、あたしもマナちゃんも今いま頃ごろ学校休んでるよ。大体なんで『水』の依坐がいるのに火の海になっちゃうわけ？」

「や、それは言葉の綾あやっつーか。でもほら、バトルったのは磐いわ門とと天あま総つかさの社やしろを繫つなぐ一本道って話だよ？　通ったときになんかそれらしき跡はなかった？」

「いや──特には気づかなかったけど」

　少なくとも今の言葉は噓うそではなかった。カラステングの襲撃によって水すい田でんにダイブした自動車は、『金属』の依坐である鼎かなえユウによってとっくに除去されていたし、被害を蒙こうむった水田のほうも瀬川ナナミの『水』の能力で元に戻すことができたからだ。そのため、カラステングの襲撃は、表面的にはなかったことになったはずなのだが──

「ふーん、じゃあやっぱハッタリなのかなー。いや、あたしが聞いたのは別のクラスの友達なんだけどね。その子も旧市街に住んでて遠くから見たらしいんだけど、なんか羽根の生えた妖怪が空を飛び回っててガンガン雷落としてたって──」

　うわーやっぱバッチリ見られてるー、という表情をメイは浮かべた。

　もっとも、それは事情がわかっているマナにはそう見えたというだけのことで、カオリにしてみればそれは『呆あきれた表情』に見えたに違いなかった。はいはいわかりましたそれじゃあたしは授業の準備があるからこの辺で、うわなにそれ今日のメイなんか冷たいそんなにマナちゃんがいいのあたしとのことはアソビだったのね、というやり取りを経へてから、ようやくカオリは自分の席へと戻っていった。

　彼女がため息をついて自分のほうに向き直ると、マナは大おお真ま面じ目めな顔で、

「カオリとのことはアソビだったんですか？」

　メイはがくんと肩を落とした。マナはころころと笑い、メイは恨うらめしそうな顔をそんなマナの耳元に近づける。囁ささやき声で、心配そうに、

「ね、どう思う？　他ほかに見た人がいるってことは──」

　メイはそこから先を口にはしなかったが、マナには彼女がなにを言いたいのか、手に取るように理解できた。柔らかく微笑ほほえみ、同じような囁ささやき声で答える。

「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ。近くには誰だれもいなかったんですから、わかりっこありません」

「そっかなー……まあ、そうだといいんだけどね」

　それだけ言うと、メイは顔を離した。不安と怯おびえ、そして諦あきらめが入り混じったその表情に、マナはなにか励ましの言葉をかけてあげたくなる。が、今のマナの手持ちの情報から、そういう言葉を紡ぎ出すことは不可能なようだった。上うわっ面つらだけの励ましをしたところで、メイが元気づくはずもない。

　結局、メイとマナにできるのは、「依より坐ましであることがバレませんように」と祈ることくらいだった。

　会話はそれで打ち切られた。いくらマナでも、メイのことばかり考えているわけにはいかない。一時間目の授業を確認し、その教材を机の上に準備する。

　優等生であるところの楠木くすのきマナは、当然ながら宿題もばっちりやってあった。そもそもマナが昨日きのう散々な目に遭あったのは、このプリント用紙を学校に忘れてしまったせいなのだが、不幸中の幸いというべきか、水すい田でんに突っ込んだ車内でもマナのカバンだけは奇跡的に水害を免まぬかれていたのだった。例の手紙のようにごわごわになったプリントやらごわごわになった教科書ノートやらを並べていては、誰か鼻の利きくクラスメイトに嗅かぎつかれないとも限らない。昨日の事件に巻き込まれたということは──自分と、メイだけの秘密にしておきたかった。

　ふと隣を見ると、メイも同じように宿題のプリントを並べているところだった。マナの視線に気づくと、メイはプリントをかざして「へへん」という顔になる。宿題をしてきたことがよほど得意らしい。それは裏を返せば、いかに彼女が普段自力で宿題をこなすことが少ないか、ということを物語っていた。悪いた戯ずらめいた笑みを口元に浮かべて、マナはそのあたりをちくりと皮肉ろうとして、

「マーナーちゃん、みーせーて！」

　陽気にそう言いながらマナの前の席に腰を下ろしたのは、クラスメイトの青あお木きマユミだった。彼女もメイと同じく宿題写しの常習犯であり、その手にはすでに宿題のプリント用紙が握られていた。仕方ないな、というふうに肩をすくめ、マナは黙って自分の宿題用紙を差し出した。机の上で宿題を並べ、手て馴なれた速度でそれを書き写しながら、マユミは「こほんこほん」と咳せき払ばらいをしてみせる。

「ううっ、いつもすまないねえマナ。あんたみたいな娘こを持てて、私は本当に幸せ者だよ」

「おやおやマユミさん、今日きようもやってこなかったの？　自分でやらないとためにならないよ」

　と言ったのは、にやにや笑いを口元に貼はりつけたメイだった。マユミは「うう」と肩を縮こまらせ、

「それは言わない約束でしょう、おとっつぁん──って、そういうメイはどうなのさ？」

「あたし？　あたしはもちろん自分でやってきたよ、マユミと違って真ま面じ目めだもんね」

「よっく言うよ。メイだっていつもはマナちゃんのを写させてもらってるくせに」

　ぽんぽんと悪口の応おう酬しゆうを交わしながら、マユミは手早く宿題を写していく。そうやってメイと忌き憚たんなく軽かる口くちを叩たたき合えるマユミが、マナには少しだけ羨うらやましかった。マナはメイの親友であると自じ負ふしているが、そういうことがすらすらできる性格ではないのだ。

　と、マナはふと気づいて周囲を見渡してみた。もうすぐホームルームの時間になるというのに、ナナミの姿がどこにも見当たらないのだ。マユミに向き直り、尋ねてみる。

「ね、マユミ。瀬せ川がわさんは？」

　マユミはちょっと驚いたように目を上げてマナのことを見た。それからすぐに作業に戻り、

「瀬川さん？　さあ？　知らない」

　声に滲にじむのは無関心の色。マナはそのことを、わけもなく悲しく思う。横にいるメイが、気を使うように言った。

「カバンもないし、今日きようは休みなんじゃないの？　ほら、昨日きのう旧市街に妖よう怪かいが出た、ってカオリ言ってたじゃん。依より坐ましだからその後あと始し末まつに追われているのかも」

　マナの父がそうであるように──とはメイは言わなかったが、彼女の表情はそう物語っていた。白々しいともいえるその態度に、マナは口元だけに小さな笑えみを浮かべる。それからすぐにその笑みを消して、気遣わしげに言う。

「それなら、庵あん堂どう先生も休みかもしれませんね」

「あ、そうなの？　やた、それなら国語は自習だねー」

　マユミは陽気にそう言ったが、マナは素直に喜ぶ気にはなれなかった。ナナミも庵堂先生も学校にいない以上、カバンの中の手紙を渡すにはアマツカサに直接向かうしかない。とはいえ、アマツカサにはメイにくっついて毎日のように通っているのだから、それほど苦痛なわけでもないが。

　そんなマナの思考など知る由よしもなく、マユミは「終わり！」と勢いよくペンを置いた。それから改めてマナのことを見、

「ところで、瀬川さんになにか用でもあるの？」

「えっ？　あ、いや、別に用ってわけじゃないけど、見かけないからどうしたのかなって思って──」

　特に仲がいいわけでもない瀬川のことを、マナがそんなふうに気にするということは、自分で言ってて不自然に思えた。だがマユミはそれを不審に思わなかったらしく（というよりそれほど興味がなかっただけなのか）、ふうん、と短く息をつくと、マナの肩を軽く叩いた。

「ま、写させてくれてありがとね、助かったよ。これからもよろしくー」

　そのとき、ホームルームの鐘が鳴った。マユミは手を振って自分の席に帰っていき、それからすぐに教室の扉が開いて、先生が入って来た。──やはり、庵あん堂どう先生ではなかった。学年主任の先生だった。

　庵堂先生は急用のため今日は学校をお休みしている──そんな学年主任の話をそれとなく聞きながら、マナはふと窓の外に視線を向けた。窓のすぐ向こうには、各教室に連結したベランダの通路がある。その手すりの上に、三羽のカラスが留とまっているのが見えた。

　マナは肩を震わせる。昨日きのうの恐怖は、マナの脳のう裏りに鮮明に焼きついていた。それを振り払うようにして、マナはベランダから視線を外し、学年主任の話に集中していった。




　そのカラスたちは、彫像のように身動きもせずに、じっとベランダの上に留まりつづけていた。

　その目が動くことはなく。一声も鳴くこともなく。

　ずっとマナのことを見つめつづけていた。

　一時間目も、二時間目も、三時間目も、四時間目も、昼休みになっても帰りのホームルームになっても、ずっと。

　ときに場所を移し、ときに視界から姿を消すことがあっても──

　彼ら自身の視線が、楠木くすのきマナから外れることは、なかった。




　　　　◆




「──本当に、やるんですか？」

　ソクがハシバネの里を去ったのを見届けてから、自らの屋や敷しきへと踵きびすを返した白びやく檀だんの背中に、蒼そう迅じんがそんな言葉を投げかけてきた。白檀は、答えもしない。里の入り口から屋敷まで続く段々の道を、ただ黙もく々もくと歩きつづけている。

　ハシバネの里は、生むす日び山やまの山中にあった。険しい山腹を切り取られて作られたこの里には、人口百三十人ほどのカラステングたちが、肩を並べるようにして生活している。荒々しい岩肌の上にはカラステングたちの木組みの住居が点在し、一本道はそれらの家々のあいだを縫うようにして、急傾斜を描きながら里の最上部へと続いていた。

　白檀は、この光景が嫌いだった。それは、彼が人じん界かいを嫌っている理由とさして違いはない。他のカラステングたちが住む、家、というものがどうしても好きになれないのだ。あんな箱の中に入っていると思うと、それだけで息が詰まる。だから白檀は、夜眠るときにも外の木々に留まって寝る。彼と彼のハネがいるところ。それがすなわち、白檀の家だ。

「白檀さま──」

　蒼迅が、まだ何事かを後ろでつぶやいている。白檀が振り向いて一いち瞥べつを投げかけると、蒼迅と他ほか数人のカラステングはぴしりと姿勢を正した。しばらくそうしてから、白びやく檀だんは短く言った。

「予定に変更はない」

　蒼そう迅じんは、軽く頭を下げるような素振りを見せた。その表情には若じやつ干かんの怯おびえが見受けられたが、しかし、少なくとも、迷いは吹っ切れたようだった。

　里の最上部にある、頭とう領りようの屋敷にたどり着くと、門番の二人のカラステングが、まるで主人でも迎えるような恭うやうやしい仕し草ぐさで礼をした。白檀は軽く手を上げてそれに応こたえ、門番は自ら門を押し開けた。白檀は当然のようにそこを通過し、それに蒼迅と取り巻きのカラステングたちが続き、最後に門番たちがその列に続いた。

　この屋敷で生まれ育ったのは、白檀だけではない。赤せき翼よくは指導者としては凡ぼん庸ようだったが、ただひとつ、人材の教育に熱心だという長所を持っていたからだ。不幸にして両親と離れなくてはならなくなったカラステングを引き取り、自分の手で育て、次じ代だいのハシバネを支える柱にしようと思ったのだろう。黒こく曜ようもそのうちのひとりだし、白檀の後ろにいる蒼迅などは、その最たる例だった。赤翼の教育によって、蒼迅はハシバネでも一、二を争うほどの実務者になったのであり──そうであるがゆえに、この屋敷に入ってからの蒼迅の表情は、まるで葬式でも執とり行うかのように悲痛なものになっているのだ。

　頭領の間の前にも、やはりカラステングたちがいた。白檀の姿を認めて、門番がしたのと同じように恭しく頭を下げる。彼らは召し使いのように白檀の前の引き戸を開き、そして白檀はやはりなんの疑問も持たずに部屋の中へと入っていく。

　赤翼は座ざ敷しきの奥の間に座っていた。

　中世の殿様を思わせる姿だったが、すでにして赤翼は殿様ではない。名目上はともかく、実質的にはハシバネの指導権は白檀に移っているからだ。赤翼もそれは承知していた。老いた自分は早々に引退して、これからは若い白檀がハシバネを率ひきいていけばいい。普段から、赤翼はそう公言していたのだ。

　もっとも──それが、こんなに早い時期になろうとは、赤翼も考えてはいなかっただろうが。

　奥の間まに座る赤翼の両りよう脇わきには、やはり白檀の息のかかったカラステングが控えていた。白檀はすでに敷いてある座ざ布ぶ団とんの上に腰を下ろすと、赤翼を真正面から見み据すえ、言った。

「お久しぶりです、父上。今日は大事な話をしに参りました」

　赤翼は、のろのろと白檀のことを見た。すっかり古ぼけた羽毛に身を包んだ彼の姿は、全身を苔こけに覆おおわれた老木のようだった。実際、赤翼は木のようなものだ、と白檀は考えていた。太く大きく、すべてを支えてくれるようでいて、その実、自分から動くことは決してできない。赤翼は、そんな存在だった。

「……なにを考えているのだ、白檀。儂わしには、お前の考えていることがまったく理解できん」

　しわがれた声に、ゆっくりとした話し方は、まさしく老人のそれだった。白檀は薄く目を細め、赤翼とは対照的な朗々とした声を響かせる。

「あなたが理解する必要はありません。あなたは今日きよう限り、頭とう領りようの座を俺おれに譲ってくれさえすればいいのです。それ以外のことは望みません」

　赤せき翼よくは、ふん、と皮肉げな鼻息を漏らした。

「それ以外に儂わしが持っているものなどありはせんよ。それも、いずれはお前に渡そうとしていたものだ。──なぜ、そのときまで待てなかったのだ」

「今必要だからです。父上」

　座敷の中に、緊張と静寂が満ちた。やがて赤翼は、ゆっくりと首を振ると、しわがれ声で言った。

「アマツカサに、喧けん嘩かを売ろうとしているというのは、本当か？」

　喧嘩。喧嘩、か。赤翼のその言い方が愉快で、白びやく檀だんは嘴くちばしの端を曲げた。短く答える。

「ええ。本当ですよ」

　赤翼の目が大きく見開かれる。そこに浮かぶのは──紛れもない、怒りだった。低く構えた姿勢から、低く抑えた声が漏れる。その声も、怒りに震えていた。

「──馬ば鹿かか、お前は？　アマツカサと──アマツカサと事を構えるということが、一体どういう意味なのか、お前にわからないはずがないだろうに」

　白檀は微み塵じんも冷静さを崩さずに、淀よどみなくそれに答えた。

「峻しゆん険けんな山中に作られた我々の里は、ろくな作物も栽培することはできません。自然、我々が口にする食物はそのほとんどがアマツカサからの食糧援助ということになります。それが打ち切られれば、我々に残されているのは緩かん慢まんな餓が死しだけでしょうね」

「そ、そこまでわかっていながら、お前はなぜ──」

「気に入らないからですよ。ヒトに餌えさを貰もらってかろうじて生き延びている、というハシバネの現状が」

　赤翼は、喉のどに鉛なまりでも押し流されたかのような顔をした。白檀は最初に座った位置から微み塵じんも身体からだを動かさずに、ただ淡々と話しつづける。

「同盟。ハシバネとアマツカサはそういう関係にあるらしいですが、俺に言わせればこんなものは同盟じゃない。我々は、アマツカサに飼われているんですよ。餌を貰って命令に従い、御み座くら台だいという庭先を飛び回る番鳥にすぎません。それが気に入らなかった。アマツカサの顔色を窺うかがい、ヒトの顔色を窺い、同胞が傷つけられて満足に飛べなくなっても、その報復すらすることができない──」

　赤翼の表情が、わずかに変化した。かすかな罪悪感。白檀の目には、父の表情に混じった色がそれであるように見えた。

「……黒こく曜ようの、ことか」

「あのとき、俺は報復を主張したはずです。黒曜を撃った密みつ猟りよう者しやを探し出し、少なくともそいつの片腕か片足をもぎ取るべきだと。黒曜が失ったのと同じものを、そいつにも失わせるべきだと。しかし、あなたはそのことを、アマツカサに抗議しようとすらしなかった。アマツカサがあなたの飼い主だったからです」

　赤せき翼よくは首を振った。ぼそぼそと、聞き取りにくい声で、彼はこうつぶやいた。

「──しかし、黒こく曜ようは、報復など、望んではいなかった──」

　白びやく檀だんの心に怒りが湧わき上がった。それは昨夜ゆうべ、彼がソクに向けたものと同質の怒りだったが、白檀はどうにかそれを抑えつけることに成功した。白檀の怒りは激しすぎるがゆえに、ときとしてそれは彼自身にも制せい御ぎよすることが不可能になってしまうのだ。瞳どう孔こうを太くしながら、彼は自分の父のことを、まるで仇かたきでも見るような目つきでにらみつけた。

「俺おれは今、黒曜の話をしているんじゃない。自分の仲間を撃たれても、その報復すらすることができない、ハシバネの不ふ甲が斐いなさの話をしているんだ。父上、あなたはどうだったか知らないが、少なくとも俺の率ひきいるハシバネは、そんな脆ぜい弱じやくなものにはなり得ない。アマツカサの庇ひ護ごも援助も必要ない。俺は、俺の上に覆おおい被かぶさるすべてのものを、破壊する。それだけのことだ」

「それでどうする。アマツカサに唾つばを吐いて、そして全員カラスの干ひ物ものにでもなるか」

　皮肉な口調でそう言った赤翼のことを殺すために白檀は立ち上がった。赤翼は恐怖に身体からだを強こわ張ばらせる。白檀は躊ちゆう躇ちよせずに翼を広げ、突進して老父の首を引き裂こうとした。座ざ敷しき全体に爆発しそうな緊張が走り──白檀の前に進み出た蒼そう迅じんが、その緊張を打ち破った。

「その心配はありません、赤翼さま。我々はアマツカサから決別したあと、この里を捨てる手はずになっています。ここに食物がないのならば、他ほかで見つければいいだけのこと──」

「馬ば鹿かな！　他の土地への移住など──我らはカラステングだぞ？　ヒトに受け入れられることのない存在だ。そう都合よく、代だい替たいが見つかるものか！」

「すでに外部の協力者との渡りはついています。それがあるからこそ、我々はアマツカサとの決別に踏み切ることができたのです」

　赤翼は蒼迅を、それから白檀のことを見た。捨て身とすらいえる蒼迅の行為で、かろうじて白檀は怒りを抑制するだけの理性を取り戻した。ちっぽけな赤翼の身体を見下ろすようにして、白檀は言う。

「そういうことだ。里を捨て、『外部』と共に行動する」

「──その『外部』とやらと、アマツカサとに、一体どれだけの違いがあるのだ？」

「アマツカサはハシバネの飼い主だが、そいつらはハシバネの踏み台になる。どうせ長い付き合いにはならない。どこかよその土地を見つけたら、その時点でそいつらとはおさらばだ。俺たちはそこに里を作り、自立して生きていく」

　赤翼は黙り込んだ。そううまいこと物事が運ぶものか──彼の表情はそう物語っていたが、白檀は特に気にしなかった。老人は常に若者の力量を疑うものだ。そして白檀に本物の力があることは、ハシバネのカラステングの全員が思い知っていることだった。

　白びやく檀だんは、小さな声で命じた。

「連れていけ」

　赤せき翼よくの左右にいたカラステングが、頷うなずいて立ち上がった。一瞬遅れて、赤翼自身も立ち上がる。彼が逃げ出すとでも思ったのか、左右のカラステングはその行動にぴくりと反応したが──さすがに、ハシバネの元頭とう領りようは、そんな無ぶ様ざまなことをしようとはしなかった。

　赤翼と二人のカラステングが座敷を去ると、白檀は、自分に背を向けたままの蒼そう迅じんの名前を呼んだ。

「蒼迅」

　びくん、と彼の身体からだが跳はねる。一瞬の静寂のあと、蒼迅は振り返ると同時にその場に土下座をするという離れ業をやってみせた。

「もっ、申し訳ありません！　出すぎた真ま似ねをいたしました！　お怒りは重々承知の上ですが──」

　蒼迅の言うことなど片かた言ことも耳に入れずに、白檀は彼を見下ろして、言った。

「感謝する。お前が割って入らなければ、俺は父を殺していただろう。なんの益えきにもならない老いぼれだが、父殺しの汚名を負ってはなにかとやりづらくなる。お前が動いてくれて助かった」

「はっ──？」

　なにを言われているのか理解できない、という顔で蒼迅は白檀を見上げた。が、そのときにはもう、白檀は蒼迅に背中を向けて、歩きはじめてしまっていた。歩きながら、白檀は無感動な声で言葉を続けた。

「これからもその調子で俺おれを補佐しろ。いいな」

　蒼迅の顔に、見る見るうちに笑えみが広がった。叫ぶように、

「はい！　わかりました、白檀さま──」

　そこで蒼迅は、ふと気づいたような顔をした。笑みを深くして、すでに部屋を出ようとしている白檀の背中に、恭うやうやしく一礼をする。それから彼は、改めてこう言い直した。

「いえ──わかりました、頭とう領りよう!!」




　　　　◆




　庵あん堂どうクロノと瀬せ川がわナナミという二人の依より坐ましがいないことを除けば、その日の御み座くら台だい高校はまったくもって平凡の至りだった。

　授業を受けて昼食を取り、ホームルームを過ごして校門を出る。文字で換算すればたったの二十九文字の行為を、四時間という気の遠くなるような時間をかけて終えたメイは、その疲れを癒いやすために大きく伸びをした。まあ今日の授業は半ドンなので、疲れといってもそれほどのものではない。

　と、伸びをするメイの後ろから、とんとん、とマナが肩を叩たたいてくれた。

「大丈夫ですか、マナさん？」

　肩越しにその手を取って、メイは微笑ほほえみながら振り返り、

「んー、大丈夫。それにしても、渡せなかったねえ」

　マナは用心深く周囲を見渡した。といっても、校門を出た時点から周りに人影はなくなっていたし、だからこそメイもこの話を切り出したのであるが。

「──そうですね。やっぱりアマツカサのほうでも、結構な騒ぎになってるのかもしれません」

「うん。なんか瀬せ川がわはハシバネがどうのこうのって言ってたけど、マナちゃんハシバネってなにか知ってる？」

　マナは首をかしげ、

「さあ、私も詳しくは。カラステングの集団で、アマツカサとは仲がいい、っていうことは知ってますけど。なんでそのカラステングが私たちを襲ったのかまではわかりません」

　それもまた、ナナミから知り得た情報とさして変わりはなかった。自分でもそのことに気づいたのか、マナは恥ずかしそうに黙り込んでしまう。メイは気を取り直すように、

「まあ、あいつらがなんだって、あたしたちには関係ないよね。あの手紙をアマツカサに渡して、それで終わりでしょ。そっから先はアマツカサの考えること。あたしたちの考えることじゃない」

　マナは頷うなずいたが、納なつ得とくしたわけではないようだった。襲われた当事者であるだけに、なぜ襲われたのかがわからないと不安なのだろう。と、マナはふと思い当たるように、カバンから手紙を取り出した。メイのほうにそれを見せながら、マナはぽつりと言う。

「もしかして、これを狙ねらってたんですかね？」

「……カラステングが？」

「はい。だってほら、カラステングの一人が、あの女の子を連れていこうとしていたじゃないですか。この手紙は、その子から渡されたものなんですよ。ってことは、カラステングが狙ってたのは、本当はあの子が持っていたこの手紙なんじゃ──」

　そこまで言って、マナはぴたりと口を噤つぐんだ。顔に浮かぶのは無表情、恐らくはメイの顔にも、同じものが浮かんでいるのだろう。マナの推論は、「ありそう」なことに思えた。あの襲撃の際に、カラステングの少女が連れ去られそうになっていたことは、メイも記憶している。マナはその直前に、手紙を少女から受け取ったのだと言っていた。危険を察知した少女が、大事な手紙を敵に奪われないよう、人間であるマナに託たくした──という仮定は、一見してどこにも無理がないように見える。しかし、である。

　その推論が正しいものだとすると、今度はその手紙を所有しているマナのほうが、カラステングに狙ねらわれている、ということになってしまう。

　そのことに自分も気づいたのか、マナの表情を、じわじわと恐怖が侵しん食しよくしはじめていた。メイも胸の中に冷たいものを感じていたのだが、彼女は明るく冗談を言って、マナの気を晴らそうとした。

　聞きなれない声が響いたのは、ちょうどそのときだった。

「あー、やっぱアンタが持ってたのか、あーそっかー、いやーよかったぁー」

　メイとマナは揃そろって顔をそちらに向ける。マナとの話に気を取られていて気がつかなかったが、車道の脇わきのガードレールに、ひとりの男が腰掛けていた。パーカーとカーゴパンツに身を包んだその姿は、ロードワーク中のボクサーか、あるいは渋しぶ谷やあたりにたむろしている不良少年といった風ふ情ぜいだ。もっとも、フードで顔の大半を覆おおい隠しているために、その年齢はよくわからなかったが。

　男はしばらくのあいだ、「あーマジでよかった」などと言いつづけていた。そんな彼に対し、メイは不ふ審しんも露あらわに尋ねる。

「あの……なにか？」

　男は片手をぶんぶんと顔の前で振り、

「いやいやいや、こっちのことさ。別にアンタは気にしないでいいよ。気にしないで、それを渡してくれるかな？」
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「は？」

　人差し指を立てて、男はそれをびしりとマナに向ける。マナの身体からだが小さく震えるのが、視界の端に見えた。

「それだよ、その、て・が・み。それさー、あのさー、すっげえ大事なものなんだよね。俺おれにとって。命に関かかわるくらいね。だからちょうだい」

「……あなた、誰だれですか？」

　硬い声でそう尋ねながら、メイはマナをかばうようにして前に出た。ガードレールに腰掛けて、空中に足をぶらぶらと遊ばせながら、男は「まあまあ」と陽気に言う。

「誰でもいいじゃない。アンタはそれを、俺に渡しさえすればいいの。そうすりゃ怪け我がはしないから。ほれ、早く」

「…………」

　マナはごくりと喉のどを鳴らす。その顔に浮かぶのは、恐怖と、そして、一いち抹まつの怒りだ。こういうふうに押しつけられて、それに諾だく々だくと従うほど、マナが一ひと筋すじ縄なわでいく少女ではないということは、メイもよく知っていた。マナは男の言葉に答える代わりに、手紙をカバンの中にしまい込んでしまった。男の足がぴたりと止まる。

「あ、そ。そういう態度取るんだ。ふーん──ま、そりゃそうだよな。いくらなんでも、見ず知らずの相手に渡すほど人がよくはねえよなあ。ま、だからこそよかったんだけどな。アンタが瀬せ川がわナナミじゃなくて」

　ナナミの名前が出てきたことにメイは驚きを覚え、そんな彼女の目の前で、男の足がぽとりと落ちた。マナが息を吞のむ音が聞こえたが、よくよく見れば、それは足ではなかった。靴だ。

「ホント、マジでよかったよ、楠木くすのきマナちゃん。君が持っててさ。家を襲うことも考えたんだけど、ほら、俺が磐いわ門との中に大っぴらに入るわけにはいかないじゃん？　だからここで待ち伏せしてたんだけど──いやーよかったよかった、ピタリ賞で来たもんな」

　男の素足は──人間のものでは、なかった。普通の足よりもひと回り以上大きなその足には、五本の指はどこにも見当たらず、硬質な皮膚に覆おおわれ、つま先さきはＹ字型に枝分かれしていた。前に鋭く尖とがった爪つめを持つ指が二本、後ろにさらに尖った爪を持つ指が一本。男は「よっ」と拍子を取り、ガードレールに右手を置いてその足を地面に下ろした。

「そんじゃ、拉ら致ちらせてもらうよー」

　瞬間、男の姿が消えた。同時に突風がメイのすぐ傍そばを駆け抜けていき、彼女が振り向いたときにはもう、隣にいたはずのマナの姿は消えていた。

　メイの心臓が、一段階鼓動のギアを上げた。

　慌あわてて周囲を見渡すと、車道の反対側のガードレールの付近に、男とマナが一緒にいることに気づいた。男が、マナの身体を担かついでいるのだ。どくどくと鳴り響く心臓の音を耳にしながら、メイは担がれたマナの様子を窺うかがう。少なくとも怪け我がをしている様子はない。気を失っているだけのようだった。

　男は一時停止しようとしたようだったが、うまくいかず、その場に尻しり餅もちをついてしまった。マナを担かついだまま、男は大きな声で笑う。凄すさまじい速度で移動したためか、パーカーのフードが弾はじけ飛んでいて、男の異様な頭部が剝むき出しになっていた。

　オレンジに染まった髪の中から、細い角つのが三本ほど顔を出していた。ナイフの刃のように滑なめらかな曲線を描くその角は、やはりナイフの刃のような暗あん鋼こう色しよくをしていた。顔は二十代中盤の、どこにでもいる若者のようだったが──黄色く輝く目玉の中に、縦に割れた黒い瞳どう孔こうは、彼が人間の若者では決してないことを意味していた。

　驚きに目を見開いたメイの表情に、男は尻餅をついたままさらに大きく笑い声をあげた。自分の角を自分で指差し、さも愉快そうに言う。

「ビビった？　ビビった？　怖いだろこれ、本物だぜ、本物の角さ！　触さわってみるかい？」

　ごくり、と唾つばを飲み込んで、メイはようやく言った。

「あなた、一体、なんなの？」

　男は自分の胸に手を当てて、誇らしげにそれをそらした。

「俺おれ？　俺は足ソクっていうんだ。この角を見りゃわかんだろ、鬼だよ。人じん鬼きって種類の鬼さ」

「……妖よう怪かい、なの？」

　男──ソクは大げさに傷ついたような顔をしてみせた。

「妖怪？　失礼だなあ、そんなもんじゃねえよ。ま、人間でもないけどな──俺はほら、あれだよ、ただ単に走るのが好きなだけだよ。もう走るのが大好きでな。超好きでな。好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで走って走って走って走って走って走って走って走って走って走って走って走って走って走りまくって──」

　ぱん、と自分の異い形ぎようの両足を叩たたき、

「気がついたらこんな身体からだになってた！　立てなくなっちゃった！　走ることしかできなくなっちゃった！　アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　黄色の眼球を歪ゆがめて、ソクは涙が出るほどに笑う。メイは笑えない。口調こそフレンドリーだが、このソクという男がヤバい存在だということは、外見や話の内容から十分に察知することができた。そんな男がマナの華きや奢しやな身体を担いでいるというだけでも、メイの体温を下げるには十分すぎる事実だった。

　背せ筋すじに冷たい汗が流れるのを感じ、それと同時に、怒りが全身を駆け巡っていくのを感じた。臆おくする様子もなく、メイが一歩前に出たのを見て、ソクの笑い声が不意に収しゆう束そくした。

「どうでもいい。マナちゃんを、離せ」

　ソクは「ほう」と感心したような声を出し、

「驚いたねえ、アンタ俺のことが怖くないのか？　ただの人間なのに、友達を助けるほうが先決？　いやいやいや、立りつ派ぱだね。立派な女の子だ。最近の若い奴やつにはなかなかいない」

「あんたの目的は、マナちゃんの持ってる手紙なんでしょ？　──そんなもの、勝手に持っていけばいい。そのカバンの中に入ってる。でも、マナちゃんを連れていく必要はないだろう。だから、マナちゃんを離せ」

　自分の中に、これほど物事を整理して話すことができる理性がまだ残っているということに、メイは驚いていた。頭の中は怒りで沸ふつ騰とうしているのに、かろうじて冷静でいられるのは、その冷静さがマナを救うことにも繫つながるからだろう。手紙が目当てならば、それをくれてやりさえすれば、ソクはマナを解放する。メイは、そう考えたのだ。

　その一いち縷るの希望は、ソクの言葉によって断ち切られた。

「いやー、俺おれもそうしたいのは山々なんだけどねえ。この子、手紙の内容を見たかもしれないだろ？　ほら、今大事な時期だからさー、そういうのを野放しにしとくわけにはいかないんだよね。大丈夫、命までは取らないから──」

「ふざけるな！　いいからその手をどけろ!!」

　激げつ昂こうしたメイの剣けん幕まくに、ソクは大げさに怯おびえたような素振りを見せる。それが本気ではないことは、彼の口元の馬ば鹿かにしたような笑えみを見れば十分に理解できた。

「おお怖い怖い。──が、まあ、怖いだけだな。アンタの言うことを俺が聞くいわれはない。アンタは俺に言うことを聞かせるだけの力もない。それだけさ」

　その笑みで、メイの中に最後に残っていた理性が、綺き麗れいに吹き飛んでしまった。

　ちりっ、という小こ気き味みのいい音が、耳のすぐ傍そばで聞こえた。全身に駆け巡る怒りが、力に転じていくのが感覚でわかった。右手の人差し指に、特にその力を感じる。雷いかずちの力だ、と、ぼんやりと霞かすみはじめたメイの頭の中に、そんな言葉が響いた。

　右手の人差し指に、右手の親指を軽く近づけてみる。

　それだけで、その二本の指の先のあいだに、強力な放電が閃ひらめいた。

　メイは薄く笑う。今の放電にもメイの笑顔にも、ソクは気づいていない。簡単すぎるほどに簡単なことだ。この雷の力をもってして、自分に力がないかどうか、あいつに教え込ませてやればいい。雷の直撃をその身に受け、自分の身体からだが炎に包まれて消けし炭ずみになっていく音を聞けば、ソクも自分が誰だれを相手にしていたのか、とくと理解することができるだろう──

『おい！』

　低く、鋭く、その声がメイの頭に突き刺さる。メイは頰ほおを張られたように背せ筋すじを伸ばし、目を見開いて顔の前の空気を見つめた。頭の中にかかっていた霧が、静かに引いていく。と同時に、タケミカヅチの呆あきれたような声が続いて響いていた。

『アホかお前は、また顕あら神がみになるつもりか。今までの訓練は一切無駄だったってわけか？』

（……タケ、ミカヅチ？）

『お前が成りたいんなら好きにすりゃいいがな、その場合、マナは確実に死ぬぞ。顕神ってのはそういう存在だ』

　タケミカヅチのその声は、メイの頭に理性を取り戻した。同時にその身体からだから怒りを奪い、その怒りを熱源にしていた力までをも奪ってしまった。顕あら神がみ──という言葉の持つ恐怖が、理性が戻ってきた反作用として、メイの全身を支配した。

　メイは依より坐ましとしての力を使わなくてはいけなかった。他ほかの誰だれでもない、マナを助けるために。しかし同時に、顕神になってはならない、という制約もまた、メイの中には存在しているのだ。顕神にならないように注意しながら、十メートルは離れているソクに電撃を通し──しかも、その電撃がマナを傷つけることがあってはならない。まるで曲芸を要求されているような理り不ふ尽じんさに、自信が萎しぼんでいくのを感じる。そんなメイを励ましたのは──驚いたことに、タケミカヅチだった。

『疑いを持つな。自分にはそれが必ずできる、と信じろ。その確信が力になる。相手の顔に狙ねらいをつけて、よく集中するんだ。そうすりゃ必ず届く。必ずだ』

　こくり、と唾つばを飲み下して、メイは頭の中のタケミカヅチに、短い了承と──そして、感謝の意を述べた。神経が研とぎ澄すまされていくのがわかる。今なら、多分、当てられる。そんな確信が、いつの間まにかメイの中に生まれていた。

「──さて。帰るか」

　そんなメイの決心など知る由よしもなく、ソクはマナを肩に担かつぎなおし、ガードレールを摑つかんで腕の力だけでその場に立ち上がっていた。立てない、という言葉は本当だったようで、Ｙ字型の彼の足は地面に対してつっかい棒の役割しか果たしていなかった。マナを両肩に乗せ、カバンを右手に持ちながら、ソクは窮きゆう屈くつそうにもう片方の手を振った。

「そんじゃね、勇ゆう敢かんなお嬢さん。愛してるよー」

　それを合図にしたかのように、メイは早撃ちのガンマンのように人差し指をソクへと向けた。

　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せるソクの顔。そこに向けて意識を集中させる。自分の手を使って、殴なぐりつけるようなもの。あいつの顔面に、雷いかずちの拳こぶしを叩たたきつけてやるんだ。メイは頭の中で、叫ぶようにそう言った。

　その瞬間、轟ごう音おんと同時に雷光が閃ひらめき、光の条じようが空中を奔はしって──ソクの真横のガードレールに突き刺さった。

　ソクは驚いたように目を見開いて、自分の右手が摑んでいるガードレールを見た。皮肉なことに『対象にだけ電気を流し込む』というメイの思考のおかげで、ガードレールに触れていながらソク自身は感電してはいないようだった。それから彼は視線をメイに移し、彼女のことをまじまじと見つめた。メイは思わず身構える。依坐であるということがバレた以上、攻撃されると思ったからだ。が──

　ソクの顔を恐怖が彩った。一歩二歩後ずさり、大声で喚わめき散らす。

「──ちょっと待て、なんだ、お前、依坐かよ!?　うっわクソ、マジかよ聞いてねえよこんなこと！　うわー、あいつら役に立ったねえー！」

　メイは人差し指を彼に向けたまま、さらにい雷かずちを発しようとする。が、いくらそう願っても、彼女の指先から再び雷光が迸ほとばしる気配は微み塵じんもなかった。最初の一撃を外したという焦あせりが、メイの集中力を搔かき乱していた。焦しよう燥そうは焦燥を呼び、混乱は混乱を呼ぶ。メイがそうこうしているあいだに、ソクは逃げの態勢に移行してしまっていた。

「お前みたいな奴やつに付き合ってられるか！　じゃあな！」

　そう言い捨てると、ソクはマナを担かついだまま、突風のような勢いで磐いわ門との方角に向かって走り出した。

　常識外れの速度によってソクの姿はあっという間まに遠ざかっていき、数秒もしないうちに完全に見えなくなってしまった。あとにはメイひとりだけが残された。そのことを自覚した途と端たん、自分でも制せい御ぎよしきれないほどの強い後悔が、メイの心臓を襲った。

　ぎり、と唇くちびるを嚙かんでそれに耐えようとする。後悔。無論、それはある。しかし、それよりもはるかに強いのは、自分にはなにもできなかったという無力感だった。

　マナが、さらわれてしまった。

　自分の目の前で。

　あたしには、助けることが、できたはずなのに──

「…………ッ!!」

　こみ上げる怒りに耐え切れずに、メイはその拳こぶしをガードレールに叩たたきつけた。薄く固いガードレールはメイの拳を逆に傷つけたが、その痛みが却かえってメイの心を癒いやしてくれた。彼女の中に噴き上がった怒りは、他ほかでもない、自分自身に対するものだったからだ。

　ぽたぽたとアスファルトの上に滴したたり落ちていく血の雫しずくを見つめながら、彼女は思う。

　助けられたはずなのに。

　あのソクという男は、それほど強力な妖よう怪かいではなかったようだ。『雷』の天まが魂たまを擁ようするメイを前にして恐怖し、逃げ出してしまったのがその証拠だった。あのとき、ソクに『雷』を叩きつけようとしたあのときに、もっと集中していれば、もっと狙ねらい澄ましていれば、もっと毎日真ま面じ目めに訓練をしていれば、もっと、もっと、もっと──！

『その辺にしとけ』

　自家中毒に陥おちいりかけたメイを救い上げたのは、またもやタケミカヅチの冷静な一言だった。メイは顔を上げ、天を仰ぎ、悔しげに空をにらみつける。そんな彼女の胸の中で、タケミカヅチは短く言葉を重ねる。

『後悔をするのは勝手だが、それに囚とらわれて傷口を広げるのはただの阿あ呆ほうだ。助けられなかったなら助けられなかったで、お前にはまだやることがあるだろ』

「……うん」

　小さく、小さく、つぶやくようにそう言って、メイは前を見る。黒い磐門が口を開いている。それを確認してからおもむろに携帯電話を取り出し、庵あん堂どう先生の携帯番号をプッシュして、そのコール音が鳴りやまないうちに、彼女は走り出していた。御み座くら台だい高校で最速を誇る彼女の足は、素晴らしい速度でアスファルトの上を疾しつ走そうしていく。

　ソクには遠く及ばないが、それでもまだ、彼に完全に逃げられたわけではない。このことをアマツカサに連絡すれば、きっとなんとかなるはずだ──その思いだけを胸に、メイは磐いわ門とをくぐり抜け、天あま総つかさの社やしろ第だい一いち分ぶん殿でんへと続く道をひたすら走りつづけた。




　　　　◆




　携帯電話によって、神じん野のメイから楠木くすのきマナが誘ゆう拐かいされたとの連絡を受けた庵堂クロノは、メイとの通話を保ったまま、足を動かして警備部へと向かった。メイから受けた情報をそのままの形で警備部に伝え、哨しよう戒かい課かの全人員を招しよう喚かんして警戒網を引かせてから、再びメイとの通話に戻る。天総社第一分殿に向かって走っているのか、切れ切れの吐と息いきが携帯電話を通じて伝わってきて、庵堂は思わず「落ち着け」と言っていた。

「無理をするな。話はこっちに着いてからで十分に間に合う。すでに警備部には伝えたんだ。だからこれ以上お前が急ぐ必要はない。いいな、落ち着けよ」

　もう一度、念を押すように言ってから、庵堂は通話を切った。

　それから彼は、やり場のない怒りを吐き出すように、大きく深呼吸をした。

　一体どうしてこう、自分の生徒ばかりが狙ねらい撃ちされるかのように危険な目に遭あうのか？神野メイ、瀬せ川がわナナミ、楠木マナ。特にマナなどは、前回の両りよう面めん宿すく儺なの襲撃によって全治一ヶ月にも及ぶ重傷を負わされたばかりだというのに。そういう宿しゆく運うんを持っているとしか思えない運の悪さだ。

　依より坐ましは無力な存在だ、と痛つう烈れつに思うのは、こういうときだった。天まが魂たまの能力は、確かにある面では非常に強力なものとして作用する。だが、こういう予測不可能な事件が起こったときには、まったくといっていいほど無力になる。庵堂に憑つく『闇やみ』の天魂ツクヨミは三さん貴き神しんの一いつ柱ちゆうであり、御座台の依坐の中でも最強であるといわれている。しかし、庵堂の能力をどう駆使しようとも、マナが現在どこにいるかはわからないし、そうである以上、彼女を救うことなどできるはずもなかった。

　庵堂は息を抜き、肩の力を抜いた。無力感に支配され、それに浸ひたるのは簡単だ。本当に難しいのは、無力感を抱いだきながら、それでもなお最善を尽くそうと足あ搔がくことだった。庵堂は、それをした。

　にわかに慌あわただしくなった天総社の中で、おろおろと所在なげにしている沢さわ村むらが目についた。メイを迎えるための部屋を用意するように彼に命じてから、庵堂は第一分殿の玄関へと向かう。電話口での口調から判断する限りでは、メイは相当混乱しているようだ。それを落ち着けて、彼女から必要な情報を引き出すのは、庵あん堂どうの役目だった。

　玄関から出ると同時に、かなりのスピードで走ってくるメイが『闇やみ』を通じて視みえた。意外な速さに驚きながら、彼はメイに向かって「神じん野の」と声をかけた。それに気づいて、メイは庵堂の前で立ち止まり、荒く息をついた。

「大丈夫か？　応接間を用意してあるから、話はそこで──」

「……き、じんき、です」

「なに？」

　両りよう膝ひざに両手を当てて、地面にぽたぽたと汗を落としながら、それでもメイは、呼吸を整える間まを惜しむように声を出す。

「人じん鬼きの、ソク、っていう妖よう怪かいでした。足が変な形してて、すごく速くて、それで、マナちゃんのことを肩に担かついで、磐いわ門とのほうにあっという間に走っていっちゃって──」

　人鬼──という単語を耳にして、庵堂は苦にが々にがしげに顔を歪ゆがめた。もしそれが本当なら、だいぶ厄やつ介かいなことになりそうだ。角つのがある他ほかは、人鬼の容よう貌ぼうは人間とさして変わりがない──というより、厳密にいえば妖怪ですらない。人ごみに紛れられてしまえば、いくらアマツカサの哨しよう戒かい課かでも見つけ出すことは困難になるだろう。

　だが、幸いにしてメイは庵堂の表情に気づかなかった。じっと地面を見つめていたからだ。しかし、庵堂にはメイの顔が視えた。『闇』を介して視たメイの表情は──今にも泣き出しそうに、崩れていた。

「あたし、あたし、依より坐ましなのに、『雷いかずち』が使えるのに、それなのに──マナちゃんのこと、助けられなかったんです。マナちゃん、さらわれちゃったんです。あた、あたしの、あたしの目の前で──！」

　自分の言葉に自分で昂たかぶっているかのように、メイの声は次第に上うわ擦ずっていく、なにを考える間もなく、庵堂は彼女の肩口を摑つかんでいた。磐門の前から天あま総つかさの社やしろまで、全力で走ってきたからか、メイの身体からだは火傷やけどしてしまいそうに熱かった。

　庵堂はうつむくメイを励ますように、声に力をつけて言った。

「自分を責めるな。お前はよくやった。あとは俺おれたちに任せろ」

　先ほどまで感じていた無力感を声に滲にじませないように、細心の注意を払う。今、それを嚙かみ締めているのは、他でもないメイなのだ。たとえ方策が見当たらなかったとしても、子供が泣いているときに、せいぜい虚きよ勢せいを張ってやることすらできなくて、一体なんのための大人だろう。

　メイの声に、嗚お咽えつが混じりはじめた。庵堂は彼女の身体を庇かばうようにして、第一分殿の中に招き入れる。折りよく玄関までやってきた沢さわ村むらに、メイから新たに得た情報を伝え、それを警備部に持っていくように命じてから、庵堂はメイに寄り添うようにして応接室まで歩いていった。




　メイの泣きは本格的なものではなかったようで、応接室に招じ入れてひたすら宥なだめていると、やがて彼女は冷静さを取り戻し、ぽつぽつとそのときの状況を話しはじめた。

「マナちゃんと一緒に帰っている途とち中ゆうに、男が声をかけてきたんです。手紙をよこせ、って」

「手紙？　なんの手紙だ」

「さあ──あたしも見せてもらいましたけど、なんか引っ搔かくような文字で書かれてあって、意味はさっぱりわかりませんでした。マナちゃんは、その手紙を昨日きのうの黒い女の子から預かった、って言っていましたけど」

　またハシバネか──と、庵あん堂どうはそう毒づきたくなった。

　しかし、それは有用な情報だ。メイの言う黒い女の子とは、ハシバネの重罪人（少なくとも白びやく檀だんはそう呼んだ）である、黒こく曜ようとかいうカラステングのことだろう。ハシバネのカラステングから預かった手紙を、人じん鬼きが欲ほつするというのは、どういうわけなのか。少なくともこの件にハシバネが絡からんでいることは、間違いなさそうだ。

　そのとき、襖ふすまを開けてレイコが部屋の中に入って来た。庵堂の姿をその目に認め、厳しく表情を引き締めながら「楠木くすのきの娘さんがさらわれたって？」と確認して来る。庵堂はかすかに頷うなずき、メイから得た情報を整理して彼女に伝えた。レイコはそれを聞いて、庵堂と同じような感想を持ったらしい。眉まゆ根ねを寄せて、

「カラステングの手紙、か。なんて書いてあったのかはわからないの？」

　というのは、メイに向けられた言葉だ。メイはかすかに充血した目をレイコに向け、

「はい。なんか──見たこともないような文字でした」

「そう。でも、あなたはその内容を見た。それは確か？」

　質問の意味がわからない、というふうに、メイは瞬まばたきをした。レイコは言葉を重ねる。

「あなたは手紙を見たんでしょう？　文字を読めなくても、なにかがそこに書かれてある、ということはわかったのね？」

「それは、まあ。ざっとですけど」

　レイコはメイに気づかれないように手袋を外した。庵堂の『闇やみ』はそれを認識し、彼はサングラスの奥で見えぬ目を見開いた。

「それを思い出すことはできる？」

「お、思い出す、ですか？　いやっ──あの、紙に写せとか言われれば無理ですよ？　だって全然意味もわからなかったし、」

「そんなことはしなくていい。目を閉じて、頭に思い浮かべてみて」

　レイコはメイに近づきながら、優しくそう言った。メイは戸と惑まどっていたようだったが、それでもレイコの言葉には抗あらがえず、彼女の言うとおりに目を閉じた。その額ひたいに、レイコがその素す手でを、『意思』の天まが魂たまオモイカネの手のひらをそっと当てた。

　メイは驚いたように目を開けて、口を開いてなにかを言おうとした。が、そこから言葉が出て来ることはなかった。猫科の肉食獣を思わせる、レイコの細い瞳どう孔こうが、じっとメイの言葉を封ふう殺さつしていた。

　やがて、レイコは手のひらをメイの額ひたいから退のけた。途と端たん、メイはそれまで呼吸を止めていたかのように、大きく深呼吸をした。「あれ──」とかすれた声でつぶやきながら、自分の頭や自分の胸に、しきりに手を当てている。レイコはそんなメイを一いち瞥べつし、すばやく手袋を着け直すと、真剣な声で言った。

「協力ありがとう、神じん野のさん。楠木くすのきさんは、私たちが必ず助け出します」

「えっ？　あ、あたし、なんかしました？」

　レイコはその言葉に、微笑だけを返して、足早に部屋から出ていってしまった。庵あん堂どうは一瞬迷ったが、呆あつ気けに取られているメイに「ちょっと失礼」とだけ言って、レイコのことを追った。

　庵堂が追いついたとき、レイコはアマツカサ職員になにかしらの指示を出しているところだった。彼女は庵堂のことに気づき、彼が自分の傍そばに来るのを待ってから、また歩き出した。先制するように、

「俺おれの生徒の頭の中を勝手に覗のぞくな、か？　しかし、ああするのが一番手っ取り早い」

　言おうとしたことを言われて、庵堂は黙り込む。──レイコの言っていることは、正しかった。マナが持っていたという手紙は、ハシバネと人じん鬼きの関連性を証明する唯ゆい一いつのものだ。現げん物ぶつが存在しないとはいえ、その関連に確信を持つためには、なんとしても手紙の内容を確認する必要があった。

　庵堂は頭を切り替え、逆に尋ねた。

「それで、なんと書いてあったんだ？」

「それを今から確認しようとしてるんだろうが。安心していい、神野さんの記憶にある手紙は、ぼやけてはいたけれどきちんと読み取れたよ。やはり烏う跡せき文字だ」

　烏跡文字、というのは、カラステングのあいだでのみ使われる文字だった。カラスの足跡のように見えるためにそう呼ばれている。人間を凌しのぐほどに知能が発達した彼らは、独自の文化、独自の言語さえ持っているのだ。無論、カラステングが持っていた書状なのだから、烏跡文字が使われていてもなんの不思議もない。問題なのは、その内容だった。

「三番書庫の鍵かぎを持って来るように言っておいた。確かあそこに、烏跡文字を人じん語ごで解読した本があったはずだ。手紙自体はそれほど長いものではなかったから、解読はすぐに終わるだろう」

「わかった。では俺は、鼎かなえを呼んで来よう」

　レイコは不意に立ち止まり、猫科の肉食獣のような瞳ひとみで、庵堂の顔をじっと見つめた。庵堂が口にした言葉を、改めて確認するかのように。それから彼女は頷うなずき、短く言った。

「そうだな。戦闘に際して、依より坐ましが多すぎるということはないだろう」
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　白びやく檀だんは極めてシンプルに生きてきた。

　彼は自分が他たのカラステングとは違うということを、ほとんど生まれながらに理解していた。彼は強力だった。強力すぎるほどに強力だった。他のカラステングは群れなければ生きていけないほどに弱々しい存在だったが、彼だけは違った。白檀はひとりでも生きていくことができる。にも関かかわらず彼がハシバネを出ていかなかったのは、同どう胞ほう愛あいなどというたいそうな感情ではなかった。実際のところ、白檀には他者への共感という感情がまるっきり欠落していた。彼の世界にあるのは、自己と他者、その二つだけに過ぎない。後者は彼にとって、比較的どうでもいい存在だった。だが、まあ、それはどこでも一緒だろう。人間でも動物でも妖よう怪かいでも、突き詰めればこの世界には、自己と他者という二つの事じ象しようしか存在しない。

　白檀がハシバネを見放さなかったのは、それが彼の力になり得るからだった。

　他者への共感を持たない代わりに、白檀は力を愛していた。あるいはそれは、愛などという生なまやかな表現が追いつくものではなかったかもしれない。生物が栄養を欲ほつするが如ごとく、白檀は力を欲した。白檀は自分が強力であることを理解していたが、同時に自分が最強ではないことを理解していた。上には上がいた。たとえば依より坐まし。たとえばアマツカサ。たとえば人間。そして彼は、自分より強い相手に膝ひざを屈するということを知らないカラステングだった。

　だからこそ、彼には力が必要だった。彼は強力だったが、それでもまだ必要だった。まだまだ必要だった。まだまだまだまだまだまだまだまだ、彼には強くなる余地があった。彼はそのことを理解していた。

　そのためには、どんな力でも自分のものにしなくてはならなかった。ハシバネのカラステングは、弱者であるがゆえに、力を愛する白びやく檀だんにとっては侮ぶ蔑べつすべき存在でしかなかった。しかしその侮蔑すべき存在でも、白檀に従うならば彼はそれを容認する。白檀に従うということは、つまり白檀の力になるということを意味しているからだ。

　だが──そのハシバネの中にも、彼に従わないものが、やはりいた。従わない弱者ならば、それはただ軽蔑する対象でしかない。自分が軽蔑するものを目の端でうろちょろさせておくほど、白檀は寛かん容ようではない。たいていの相手はその場で叩たたき潰つぶしたが、しかし、白檀の力をもってしても、叩き潰せないカラステングが、ひとりだけいた。




　そのカラステングの名は、黒こく曜ようといった。




　　　　◆




　その部屋は、牢ろうと呼ぶには明るすぎた。

　十メートル四方ほどの広さの部屋で、窓はひとつもない。その代わり、部屋の天井にはいくつもの照明装置が取りつけられていた。煌こう々こうと輝く電灯に照らされて、部屋の中は眩まぶしいほどの光に満ち溢あふれている。部屋の電力は外部とは完全に切り離されているために、仮にハシバネの里が停電に陥おちいっても、この部屋だけは常に光に満たされる。それでもなお、照明が壊れたときのために、部屋の四よ隅すみには原始的な灯とう明みようが配置されていた。異様なまでの念の入れようだったが、しかし真に異様なのは、それらの照明が照らしているものだった。

　部屋の中央に、五メートル四方ほどの、巨大なガラスの箱があった。

　箱だけではない。照明も、電力装置も、灯明も。この部屋にある物体は、すべてがガラス製だ。真っ白な部屋の中に、ガラス製の物質が点在するその様子は、ある種の狂気を感じさせたが、この設計意い図とは狂気とはかけ離れた、綿密な計算によるものだった。

　この部屋は、『闇やみ』が存在しないように造られているのだ。

　白檀と蒼そう迅じんが部屋に入ったとき、彼はまず目を細めた。普段するような、怒りや苛いら立だちを抑えるための挙動ではなかった。部屋があまりに眩しすぎるため、そうしないと目に痛みすら覚えたからだ。白檀はガラスの箱──牢まで近づくと、いくつもの穴が円形に穿うがたれた箇か所しよに、声を投げ入れた。

「今、ハシバネの里を離れるという布ふ告こくを出しているところだ。一いち両りよう日じつ中には準備が終わることだろう。お前らはそこで、アマツカサの助けが来るのを待つんだな」

　箱の中には三つの人影がある。二つはカラステングのもの、ひとつは人間のものだった。力なくうなだれているという点では、その三つに違いはなかった。

　人影のひとつ──赤せき翼よくが、怒りを込めた目で白びやく檀だんを見上げた。

「儂わしを殺せ、白檀。親殺しの名が、血塗られたお前には相応ふさわしい」

　白檀は、表情ひとつ動かさず、

「父上──赤翼。俺おれはお前に感謝している。お前は俺に、ハシバネと、俺という存在をくれた。だからというわけではないが、お前を殺すようなことはしない。第一──」

　そして白檀は、つまらなそうにこう付け加える。

「お前には、殺すほどの価値もない」

「クッ──蒼そう迅じん！　蒼迅！」

　赤翼は醜みにくく顔を歪ゆがめて、自らが手塩にかけて育てた実務者の名を呼んだ。蒼迅はさすがに赤翼の顔を直視することはできなかったが、白檀の一いち瞥べつに晒さらされると、彼はどうにかその顔を上げることができた。

「お前ほどの男が、なぜこんな愚ぐ挙きよに手を貸した？　お前ならば、白檀のやっていることがどれだけ愚おろかなことか、わからないはずはあるまい！」

　愚かなのはお前のほうだ。白檀はそう言いたくなったが、黙っていた。赤翼は、自分の息子の性質すら、理解することができていないのだ。白檀は力を愛し、弱者を軽けい蔑べつする。自らに従う弱者ならば別だが、そうでないものは等しく叩たたき潰つぶす。蒼迅が、否いな、ハシバネが白檀に従わなければ、彼はそれをなんの躊ちゆう躇ちよもなく叩き潰していただろう。聡そう明めいなる蒼迅は、そのことを理解していた。だからこそ、彼も他たのカラステングも、白檀に従ったのだ。

　そう。つまるところ──

「お言葉ですが、赤翼さま。──頭とう領りようの意思こそが、ハシバネの意思なのです」

　弱者が強者に従うのは、当然のことなのだ。

　蒼迅の言葉に、赤翼は完全に力を失って、その場に崩れ落ちた。白檀は彼から興味を失い、人間と、黒こく曜ようのほうに視線を向ける。

　拷ごう問もんによる傷のために、黒曜は横たわっていた。それを介かい抱ほうするようにして、人間の少女が枕まくら元もとに座っている。白檀の姿を認めると、彼女は怯おびえを露あらわにしたが、その顔には同時に怒りも浮かんでいた。それでも白檀がしばらく静かに見つめていると、やがておずおずと顔を背そむけてしまった。白檀は少女からもあっさり興味を失い──黒曜に、言葉を投げた。

「気分はどうだ。黒曜」

　横たわったまま、黒曜は顔を動かした。

　その表情には、怒りも、憎ぞう悪おも、微み塵じんも浮かんでいない。

　あるのはただ──どこまでもどこまでも深い、哀かなしみだけだった。

「傷が、少し痛みますけど、前ほどではありません。頂いたお薬のおかげだと思います」

　その傷を与えたのは、そもそも白檀だというのに、黒曜の言葉には治療をしてもらった感謝が滲にじみ出ていた。よくよく考えれば、黒曜の態度は異常だった。そう──と、白檀は頭の片隅で思う。俺おれがハシバネの中にあって異質だったように、こいつもまた、他たのカラステングとはまったく違う存在だったのだ。

　黒こく曜ようの前に出ると、白びやく檀だんは、普段とは違う自分になるのを感じるのだ。

　動どう揺ようする。そう言ってもいい。彼がそれを表に出すことは決してないが、それでもなお、黒曜に白檀を揺さぶるだけのなにかがあるのは、確かだった。

　言葉に迷いながら、白檀は口を開いた。

「……なぜだ。なぜ、俺に背そむいた？」

　いつかと同じ問い。口からそれを出してしまってから、白檀は──彼にしては非常に珍しいことに──後悔した。馬ば鹿かなことを、と悔くいる白檀に、黒曜は平然と、同じ答えを返した。

「あなたが、間違っているからです」

　白檀は苛いら立だち、その鉤かぎ爪づめをガラスの牢ろうに叩たたきつけた。強化ガラスの牢が破壊されることはなかったが、それでもその衝撃で、箱型の牢全体がびりびりと震えるほどだった。

「お前は──お前は、いつもそうだな。いつもそう言ってきた。俺のことを諫いさめるときに、あなたは間違っていますとずっと言いつづけてきた。俺に殴なぐられようが蹴けられようが、絞め殺されかけても、お前はその言葉を翻ひるがえすことはなかった」

　黒曜は微笑ほほえんだ。

「もしそうしていたら、あなたは私のことを、殺していたのではありませんか？」

　そうかもしれない、と白檀は胸の中でつぶやいた。諫かん言げんはするくせに、脅されればすぐさま翻すような卑ひ怯きよう者もの。そういう手て合あいは、たとえ白檀に従ったとしても、彼の力にはなり得ない。今まで白檀に逆らったカラステングのほとんどはそういう種類だった。どれだけ反抗しても、最終的には白檀に屈服する。そうなったカラステングは、ひとりの例外もなくハシバネから消えることになった。そしてそのほとんどは、この世からも消えることになった。

　だが、黒曜は。

　ガラスに叩きつけた鉤爪を、白檀は力を込めて引き下ろした。鼓こ膜まくの奥を引っ搔かくような不快な音が響き渡ったが、白檀はそれに表情も変えない。

「そうだ。お前は──俺に、屈くつ服ぷくしなかった。俺に恐怖しなかった。お前は、俺にまともにものを言うことができる、たったひとりのカラステングだ。今だってそうだ。俺に背き、それが露ろ見けんしたにも関かかわらず──どうしてそんなふうに、俺の目を見返すことができるんだ？」

　黒曜は瞬まばたきをして、白檀のことを見つめ返している。それから彼女は、おもむろに起き上がった。心配する人間の少女に、柔らかい笑みを向けて、黒曜はきちんとその場に正座する。再び白檀に顔を向けたときには、そこから笑みは消えていた。

「白檀さま。私は、ほんの小さな頃ころから、あなたの傍そばにいました。誰だれよりも長く、あなたと一緒にいました。あなたの強さを、肉体的な、精神的な強きよう靱じんさを、ずっと、ずっと見つづけてきました。あなたの強さを誰だれよりもよく理解しているのは、他ほかでもない自分であると、私は確信しています」

「…………」

「白びやく檀だんさまはご存知でしょう。私の力が弱いということを。呪じゆ力りよくで養えるハネはせいぜい一羽、翼に至っては昔の傷が元で、一分以上飛ぶことすらできない有あり様さま。私はきっと、ハシバネでも最弱のカラステングです。でも、そんな私だからこそ──白檀さま、私は、あなたに憧あこがれていたのです」

　黒こく曜ようは、なにかを懐なつかしむように目を細める。傷ついた身体からだを、翼を動かして、そっと古傷を撫なでた。黒曜から空を奪った傷。白檀がハシバネの惰だ弱じやくさを痛つう感かんすることになった、根本原因の傷だった。

「私は、あなたのようになりたかった。あなたのように、強く、速く、どんな障害にも負けることなく、立ちふさがる壁をすべて乗り越えて前に進んでいく、そんなカラステングになりたかった。でも、私は弱いカラステングでした。力であなたに追いつくことなど、できるはずありません。だから──」

　胸に手を当てて、黒曜は、告白するように言う。

「だから、私は、あなたの心を真ま似ねたのです」

「……心、だと？」

「ええ。言ったでしょう？　私はあなたのことを理解していると。だから、私はその理解に基づいてあなたを真似ました。──白檀さま、こういう質問をすれば、あなたはきっとお怒りになるでしょう。でも、あえて問います。もしもあなたが私の立場だったら、あなたはどうしていましたか？」

　白檀はその問いに答えなかった。黒曜も答えを聞くために問うたのではなかった。その質問によって、自分の意い図とが白檀に伝わるということを、彼女は理解していたのだ。

　なぜなら、白檀と黒曜は、誰だれよりも長く一緒にいたからだ。

「あなたは絶対に屈くつ服ぷくしなかったでしょう。翼が使えなくても、呪力が弱くても。自分が弱いから、敵が自分よりも強いからといって、その相手に膝ひざを屈するなど、白檀さまなら決してなさらないでしょう。脆ぜい弱じやくな私ですが、あなたの力を真似ることはできなくても、あなたの心を真似ることはできました。それは、痛くて、辛つらかったけど──でも、耐えることはできました。私、昔から我が慢まん強いんですよ？」

　白檀は、思わず頷うなずいていた。

「ああ。それは、よく知っている。お前の忍耐力は、俺おれが一番よく知っている」

　黒曜はころころと笑う。彼女と白檀のあいだにあるガラスの牢ろうなど、存在しないかのように。

「白檀さまには、たくさん試されましたものね」

　なぜ、そんなふうに笑うことができる。白檀はそう叫びたくなった。もしも自分が黒曜の立場にあれば、仇かたきを前にしてそんなふうに笑うことなどできるはずがない。憎ぞう悪おと敵意が入り混じった目で、相手をにらみつけることしかできなかっただろう。

　あるいは──黒こく曜ようの精神的な強さは、すでに自分を、上回っているのかもしれない。

　そう考えた瞬間、白びやく檀だんは黒曜の笑い声を遮さえぎって、宣告していた。

「黒曜。お前は緑りよく陰いんと組み、俺おれへの反逆を企くわだてた。赤せき翼よくやそっちのガキを見み逃のがすことはできても、裏切り者のお前を見逃すことはできん」

　黒曜は笑うのをやめて、白檀のことを見つめた。その表情には、どんな変化も起こっていない。それが気に入らず、白檀はさらに険しく顔を歪ゆがめながら、言葉を続けた。

「里を捨てる折に、お前を処刑する。覚悟しておくんだな」

　それだけ言い捨てて、白檀は踵きびすを返す。その背中に、「待ってください」と黒曜が声をかけた。

「私の処刑は──白檀さまが、してくださるのですか？」

　白檀は振り向かない。ただ、じっと沈黙をしている。

　やがて彼は、ぽつりとだけ答えた。

「ああ。俺がやろう。せめてもの、手た向むけだ」

「──ありがとう、ございます」

　その言葉は、心しん底そこ嬉うれしそうだった。振り向かなくても黒曜が笑っているのが、手に取るようにわかった。白檀はさらに不愉快そうな顔になると、それきりなにも言わずに、足早に牢ろうから去っていった。




　　　　◆




「……これだけか？」

　書庫から戻ったレイコを、アマツカサの一室に呼びつける。そこには『救出』のための人員が揃そろえられているはずだったが、雁がん首くびを並べているのは、庵あん堂どうと鼎かなえの二人だけだった。庵堂は肩をすくめ、

「他ほかにいないだろ。岩いわ室むろは結けつ界かいの保持をしなくてはならないからここには来られない。桐きり山やまに至ってはどこにいるかさえ定かではない。まあ御み座くら台だいのどこかにはいるだろうが」

　レイコは眉まゆ根ねを寄せ、

「お前の生徒がいるだろう。瀬せ川がわナナミと神じん野のメイ」

　庵堂は平然と、

「子供を争いに巻き込むのは断る」

「──穂ほ村むらヒノエと上かみ運うん天てんイツキは」

「あいつらだって瀬川たちと同じ高校生だろうが。子供の部類だな」

　レイコは片手で頭を押さえ、鼎はそんな二人を執とり成すように、

「僕もこれ以上の戦力は必要ないと思うよ。仕事内容は、ハシバネの里に向かって彼らに捕らわれた女の子を助ける、というだけのものなのだろう？　はっきり言って、庵あん堂どうだけで十分だと思うけどね」

　唇くちびるを曲げて、レイコは鼎かなえのことを見た。鼎は庵堂ほどにレイコの表情に習熟しているわけではない。が、そんな鼎でも、レイコのそれが、歪ゆがんだ笑えみであることはわかった。

「それが、そういうわけにもいかないようだ。ただハシバネを襲って救出すればいいというわけではない。それでは、ハシバネがアマツカサから決別するのを防ぐことはできないからな」

　鼎は意外そうに目を瞬しばたたかせた。

「決別──？　なにをいまさら。ハシバネが御み座くら台だいの人間をさらったということは、アマツカサに対する明白な敵対行為だ。関係修復の余地なんて、どこにもないはずだろ？」

「あろうがあるまいが、修復してもらわなければ困るのだ。──見ろ」

　そう言って、レイコは二枚の紙を懐ふところから取り出し、庵堂と鼎にそれぞれ差し出した。一枚は手書きで、もう一枚はそれをコピーしたもののようだ。怪け訝げんそうに顔を曇らせる鼎に、レイコは説明する。

「黒こく曜ようというカラステングが持っていた手紙だな、これは。やたらと複雑な経けい緯いを通りはしたものの、それがハシバネからアマツカサへ向けられた手紙であることに違いはない」

　やはりよく意味がわからない。が、わからないながらも、鼎はその手紙に視線を落としていた。

　それは、告発文のようだった。ハシバネの物もの見み頭がしらを務める白びやく檀だんの暴ぼう虐ぎやくの数々が悪あし様ざまに記されており、彼がこのまま頭とう領りようの座に納まれば、必ずアマツカサとハシバネの関係は破は綻たんする、だからその前にアマツカサの力をもって、白檀を排除してほしい──という旨むねの文章が連なっていた。読みながら鼎は、そんな無茶な、と思う。アマツカサとハシバネは同盟しているとはいえ、それぞれが独立した組織なのだ。こんな告発文をもらったからといって、それを理由にハシバネを攻撃することなどできるはずがない。

　だが、手紙の後半に目を向けるに至って、鼎の表情が次第に変化していった。

　その手紙は、白檀の暴虐だけが記されているのではなかった。白檀の暴虐を手助けする、『外部』の存在が、そこには記されていた。

　詳しいことはこの手紙だけではわからない。『外部』の正式な名前すらも、手紙の製作者は知ってはいないようだった。ただその目的が、ハシバネをアマツカサから決別させ、カラステングのハネによる広範囲に亘わたる偵てい察さつ網もうを取り除くことにあるらしい、ということだけは、はっきりと記されていた。

　手紙の結びにある『緑りよく陰いん』という名前──恐らくはこの手紙の製作者だろう──を眺ながめていた鼎は、レイコが再び話しはじめたのに気づいて、顔を上げた。

「ハシバネはさほど問題ではない。本当に問題なのは、そこに記してある『外部』の存在だ。カラステングによる偵てい察さつ網もうが使えなくなれば、アマツカサの哨しよう戒かい能力は半分以下になってしまうだろう。その『外部』とやらがそれを狙ねらっているのならば、向こうの最終的な目的は、アマツカサへの侵入にあると考えるのが自然だ」

　文面を視みているのか、視ていないのか。手紙の上に静かに手を置いたまま、庵あん堂どうがぽつりと言った。

「だからこそ、ハシバネはこちらに引きつけておかなければならない、ということか」

　レイコは頷うなずき、

「そうだ。幸い、アマツカサとハシバネの関係は、時間をかけて悪化していったわけではない。物もの見み頭がしらの白びやく檀だんが、急激に悪化させただけだ。そいつを取り除きさえすれば──」

「ハシバネは元に戻り、再び偵察網が使えるようになる、ということか。──そんなにうまくいくのかな」

　鼎かなえの疑問に、レイコは難しい顔をした。

「それは、わからない。半々といったところだろう。だが、捕らえた二人のカラステング──紺こん丸まると紫し禅ぜんの思考を読み取った限りでは、すべてのカラステングが白檀の意見に完全に従っている、というわけではないらしい。あいつはあまりにも性せい急きゆうすぎるからな」

「けど、ハシバネの内部事情にアマツカサが口出しをするわけにもいかないだろう。それこそ内ない政せい干かん渉しようだと反発を浴びるに決まってる」

「それはそうだ。だから、ハシバネの頭とう領りようの力を借りる」

　頭領──と聞いて、鼎はすぐには思い出せなかった。隣に座る庵堂が、それに答える。

「ハシバネ頭領、赤せき翼よくだな。彼が味方になるのなら、確かにそれで名めい分ぶんは立つだろうが、赤翼が息子と同じ考えだったらどうするんだ？　つまり、赤翼もハシバネはアマツカサから決別すべきと考えていたら？」

　瞬間、レイコの表情が冷えた。きゅ、と白い手袋が鳴るほどに、強くその手を握り締める。大きな瞳ひとみを動かしもせずに、レイコは事務的な口調で答えた。

「考えを変えさせるさ。無む理り矢や理りにでもな」

　部屋の中に沈黙が満ちる。その沈黙は重圧を伴っていた。『思考操作』は、『思考探たん査さ』以上に、禁きん忌きの能力とされている。他者の意思を無理矢理変えてしまうということは、当人の人格を完全に無視した行為だ。レイコ本人とてその力は使いたくないだろうし、逆に彼女があまりにもそれを使いすぎるようなら、アマツカサの職員も他の依より坐ましたちも、誰だれも彼女を信用しなくなるだろう。

　それを抑えるために、レイコは普段から真っ白な手袋を着用し、決して素す手でで他人に触れようとはしないのだ。天てん条じようレイコの白い手袋は、決してファッションなどではなく、彼女の自制心を知らしめるための象しよう徴ちようでもあるのだった。

　庵堂が、空気を変えるように明るく言った。

「そうならないように、万ばん全ぜんの努力をしようじゃないか。では、実際の行動計画だが、俺おれと鼎かなえがハシバネに乗り込み、楠木くすのきマナがまだそこにいるようなら『闇やみ』の中に救出し、そして赤せき翼よくに直接話をつける、ということでいいのか？」

　鼎もそれに同調するように頷うなずいた。鼎も庵あん堂どうも少なくとも陽気な性格ではなかったが、重苦しい空気が好きな人間でもなかった。

「ああ、きっとそれがいい。まずは話し合いだ。庵堂とレイコが赤翼と話し合いをして、そこで彼が白びやく檀だんの横おう暴ぼうを許し難がたく思っているようであれば、アマツカサが介かい入にゆうして事態を解決すればいい。そのほうが双方の組織のためだからね。ただ問題なのは、赤翼も白檀の方針に賛成していた場合だ。その場合は──」

　そこで鼎はぴたりと話すのをやめた。口にするだに気が滅め入いる。拉ら致ちに洗脳、まるでどこかの独裁国家がするような話し合い。白檀も赤翼も、つまりハシバネの指導者層がアマツカサからの決別を決意したというなら、同盟に過ぎないアマツカサが口を挟むことではない。懐かい柔じゆうや説得ならまだしも、そこに手を突っ込んで自分の思いどおりにしてしまうなど、信頼にもとる行為に他ほかならなかった。

　沈黙した鼎に、庵堂がサングラスを向けて来る。普段は無表情な彼の口元が、ふっ、と緩ゆるんだ。

「律りち儀ぎなお前には気に入らないだろうがな、鼎。こうするしかない。平へい時じならばともかく、今は『外部』とかいう存在が御み座くら台だいを狙ねらっている。ここでハシバネに離れられるわけにはいかない」

「それは、そうだろうけど──」

「俺としては白檀も『闇』に入れたいところだ。あいつがこの件の首しゆ謀ぼう者しやであることはほぼ間違いがない。あいつに『思考探たん査さ』をかければ、さらに多くの情報が得られるだろう。──楠木の居場所も」

　そう付け加えたときには、庵堂の口元には笑えみは残っていなかった。鼎は片かた眉まゆを上げて庵堂のことを見る。こいつも、立りつ派ぱな教育者になったものだ、と思う。

　と、そこにレイコが割って入って来た。

「表立ってハシバネに乗り込むのは、私と庵堂のほうがいいだろう。鼎は、いざというときの奇き襲しゆう要員に回ってもらう。万が一にも話がこじれて、カラステング全体が敵に回らないとも限らない。そのときは、お前に活躍してもらう」

　庵堂と鼎は同時にレイコを見た。いずれの表情にも、一いち抹まつの影がある。鼎が先に口を開いた。

「嫌な活躍の仕方だね。──だが、まあ、仕方ないか。それも依より坐ましの責務だ」

　それから庵堂も、顎あごに手を当てて言う。

「しかし、お前はアマツカサの祭さい主しゆだぞ。他ほかのカラステングはともかく、白檀の前に姿を現すのは危険じゃないのか？　あいつが敵ということはもはや明確だ」

　レイコは意外そうな表情を浮かべた。

「アマツカサの祭さい主しゆだからこそ意味があるんだ。私が出向けば向こうも赤せき翼よくを出さざるを得ないだろう。そして白びやく檀だんが私を襲うとすれば、逆に奴やつを捕らえる大たい義ぎ名めい分ぶんができる」

「だが、危険だ」

　重ねて言った庵あん堂どうに、レイコは微笑を向けた。甘えるような微笑だった。

「私のことは、お前が護まもってくれるんだろ、クロノ？」

「…………」

　黙り込んだ庵堂と、微笑ほほえむレイコを、鼎かなえは興味深そうに交互に見み遣やった。庵堂のことを下の名前で呼ぶのはレイコだけだ、と唐とう突とつに思う。鼎はシニカルな笑えみを浮かべて立ち上がり、庵堂はそんな鼎を焦ったように見る。

「どこへ行くんだ、鼎？」

「のろけられて気分が悪くなった」

　そう言うと、庵堂の顔が苦にが々にがしげに歪ゆがんだ。鼎は愉快そうな口調で「冗談だよ」と続け、

「アトリエに戻って『鎧よろい』を準備してくる。詳しよう細さいな打ち合わせはあとでいいだろう。それじゃ、ごゆっくり」

　からかい混じりにそう付け加えた鼎に、庵堂は苦々しげに唇くちびるを結んだ。と、ふとその顔に真ま面じ目めな色が戻り、庵堂は思い出したように言う。

「そうだ、鼎。ひとつ言っておくが──」

「え？」

「瀬せ川がわに気をつけろよ」

　鼎は眉まゆ根ねを寄せる。瀬川、というのは、庵堂の生徒であり『水』の依より坐ましであるところの、瀬川ナナミのことだろう。だが、自分が彼女のなにに気をつければいいのか、鼎にはさっぱりわからなかった。ともかくも鼎は適当に「わかった」と返事をして、部屋を出てアトリエに向かって歩き出した。




　　　　◆




　心の中の動どう揺ようが、さざなみとなって水みな面もに表れている。薄く開けた目でそれを見つめながら、ナナミは聞くともなく周囲のざわめきを聞いていた。

　なにもこんなときに訓練をしなくてもいいだろう──というのは、『水』の天まが魂たまであるミツハノメの言げんである。しかし、ハシバネへの事情聴取が終わり、学校も終わってしまった今となっては、ナナミにとってやることなど訓練くらいしかないのだった。

　無論、現在のアマツカサの状況に参加したいという気持ちは積極的に持っている。が、ナナミの担任教師であり直属の上司でもある庵堂先生が、それを許してはくれないのだ。彼がナナミのことを不ふ遇ぐうに扱っているわけではない。ナナミがあまりにも多くのことに首を突っ込みすぎるために、庵あん堂どう先生が無用な警戒心を起こして彼女をアマツカサが処理すべき案件から遠ざけているというだけのことだ。──まあ、無用、ではなくて、当然、なのかもしれないが。

　静かに目を開いて、ナナミは自分を中央にして広がる訓練用貯ちよ水すい池ちを改めて見回した。ゆっくりと、ゆっくりと、足を動かして、水みな面もの上を歩く。水の上を歩くというこの動作は、『水』を支配する依より坐ましにとっても、かなりの集中力を必要とする技術だった。余計な思し念ねんはできるだけ省かなくてはならない──そのことがわかっていながら、やはりナナミの耳はアマツカサの騒ぎにひきつけられてしまう。

　先ほどからこの天あま総つかさの社やしろ第だい一いち分ぶん殿でんの空気がにわかに慌あわただしくなっていた。その理由は、よくわからない。前述の理由でナナミは教えてもらえないからだ。しかし、教えてもらえないならもらえないで、そこからひとつの推測を導くことはできる。

　恐らくアマツカサは、戦いの準備を始めようとしているのだ。庵堂先生は、身に危険が及ぶ仕事からは特に自分を遠ざけようとする。自分だけではなく、御み座くら台だい高校に所属するほかの三人──上かみ運うん天てんイツキ、穂ほ村むらヒノエ、神じん野のメイにも、戦いはさせたくないようだった。それが教師の責務と、彼は考えているらしい。

　ナナミに言わせれば、そんなものはただの過保護である。

　使える力があるのだから使えばいい。確かにナナミは庵堂クロノの受け持ち生徒だが、同時にアマツカサの堂々たる依坐でもあるのだ。依坐の力を、アマツカサの──ひいては御座台のために使う。これ以上の本ほん望もうが、一体どこにあるというのだろう。

　そんな雑ざつ念ねんを交えていたものだから、次第に足元が水の中に沈みはじめていた。一歩進むごとに一センチ単位で沈んでいく。大きく呼吸をして、ナナミは精神を集中させようと試みる。最近は、一度動どう揺ようが起きてもそこから持ち直すことができるようになっていた。『感心だのう』というミツハノメの言葉にも、ナナミは惑まどわされず、再び歩行を開始しようとして、

「瀬せ川がわっ!!」

　その大声に一気に突き崩された。『水』の支配レベルが一気に落ち込み、ナナミの身体からだが重力にしたがって、盛大な水しぶきを立てながら池の中に落ち込んでいった。水中に丸まりながら、ナナミは小さく息をつく。ぶくりと音を立てて、泡となったその息が水面に急上昇していくのが、支配した『水』の感覚の中でわかった。すぐに自分も体勢を立て直し、その泡を追う。

　水面上に肩から上を出して、自分を突き落とした声の主を見つめる。風になびく金髪に、ナナミはもう一度ため息をついた。

「…………あのね、神野さん。もしわからなかったのなら教えてあげるけど、私は今訓練をしているの。邪魔しないでくれる？」

「──瀬川、協力して」

　突然のその言葉に、ナナミの細い目がわずかに持ち上がった。協力。そんな言葉がメイの口から出て来るとは、思いもしなかったことだ。ナナミは水の中をゆったりと泳ぎ──というより、『支配』した水に自分の身体からだを運ばせ──池から這はい上がって、テーブルの上のバスタオルを手に取った。身体を拭ふきながら、ナナミは尋ねる。

「協力って、なにを？」

「マナちゃんが──さらわれたの。妖よう怪かいに。あたしは、それを助けられなかった。でも、助けたいの。だからお願い。協力、して」

　ナナミは黙って身体を拭いている。メイの言葉はぶつぎりだったが、それが偽りでは決してないことは、彼女の表情を見ればすぐにわかることだ。しかし、とナナミは頭の中でつぶやく。楠木くすのきさんが、妖怪にさらわれた？　事実だとすれば、彼女はよほど妖怪に縁があるようだ。それも悪縁が。

「順を追って説明してくれる？　いつさらわれたの？　妖怪って誰だれ？　どんな姿をしていた？」

　矢や継つぎ早ばやの質問に、メイは慌あわてたようだったが、それでもしどろもどろに答えてくれた。マナと一緒に下校している途と中ちゆうに、ソクという人じん鬼きに声をかけられたこと。マナの持つ手紙を狙ねらっていたソクは、マナの身体ごと手紙を持っていってしまったこと。そして、自分がそれを助けられなかったこと──

　いつの間まにか、メイの顔には後悔の色がありありと滲にじみ出ていた。

「あたし、マナちゃんのことを助けられなかった。あたしにはそのための力があったのに。マナちゃんは、あたしの一番大事な友達なのに。助けられなかった。だから──それを、取り返したいの。マナちゃんを、助けたい。もう一度」

　静かにその表情を観察していたナナミは、「よくわかったわ」と頷うなずき、それから最後の質問を口にした。

「ひとつだけ聞かせて。相手が誰だかは、まだはっきりとはわからないけど──そいつが無む理り矢や理り楠木さんをさらっていったのだとすれば、彼女を取り返そうとするときに戦いが発生する可能性はかなり高いわ。いえ、きっとそれを避けることはできないでしょう。あなたには、その覚悟はあるの？　戦う覚悟が」

　メイは怯ひるんだように押し黙る。恐らくはその脳のう裏りに、一ヶ月半前の両りよう面めん宿すく儺なとの戦いが浮かんでいるのだろう。子供同士の喧けん嘩かではない。戦いなのだ。痛かったり苦しかったりするだろうし、怪け我がだってするかもしれないし、その怪我は一生残るものになるかもしれないし、そのために一生が終わってしまう可能性だって十分にある。それを恐れてなにもできなかったとしても、ナナミは決して卑ひ怯きようだとは思わない。死を恐れるのは当然のことだから。

　しかしメイは、ゆっくりと首を縦に振った。その表情には、怯おびえの色が色濃く混じっていた。だが少なくとも、迷いの色はどこにも見て取ることができなかった。

　それを確認して、ナナミも大きく頷いた。アマツカサの、御み座くら台だいのために依より坐ましとしての力を使うということは、ナナミの本ほん望もうでもある。それに、マナを、知人を助けるということは──

　ナナミの人生において、大きな意味を持っているからだ。

「わかったわ。楠木くすのきさんの救出に、私も協力しましょう」

　メイの表情がぱっと明るくなったが、ナナミは微笑ほほえみもせずに、「しかし」と付け加える。

「庵あん堂どう先生には言ったの？　あなた自身が楠木さんを助けたいのだと」

　明るくなった表情に、すぐに影が差してしまった。メイはうつむき、ぼそぼそとした声で、

「……言った。けど、お前は手を出すなって言われて。俺おれたちに任せて置けばいいの一点張りで、それでどうしようもなくなって──」

「私のところに来た、と。なるほどね。まあ、あなたが私に頼ろうと思うなんて最後の手段でしょうから、大体そんなことじゃないかと思っていたけど」

　身体からだを拭ふき終えたバスタオルを、テーブルの上に置き捨てて、ナナミは池のすぐ近くに建てられている、自分専用の離れに向かって踵きびすを返した。ドアを開ける直前に、困こん惑わくしたように立ち尽くすメイのことを振り返り、今後の行動の指針を説明する。

「庵堂先生がそういう態度を取っている限り、アマツカサから協力を取りつけるのは難しいでしょうね。そもそも私たちは、誰だれが、なんの目的で、どこに楠木さんを連れ去ったのか、それすらはっきりしていないんだから」

「…………それは、そうだけど、でも、瀬せ川がわなら、そこがなんとかわかるんじゃないかって」

　他ひ人と任まかせもいいところのメイの言いい草ぐさに、ナナミは少しだけ呆あきれたが、しかし彼女の言うことには、一いち抹まつの真実が含まれていた。すなわち、

「そうね。確かに考えがないではないけど──まあ、少し待っていてくれる？　すぐに着替えてしまうから、それから行きましょう」

　メイが頷うなずいたのを確認してから、ナナミは離れの扉を開けて、その中に身を滑すべり込ませた。頭の中に浮かべた考えを、もう一度吟ぎん味みしようとして──やめた。可能性をあれこれしても仕方のないことである。実際に行ってみれば、成功するか失敗するかはすぐにわかるはずだ。そう考えたナナミの耳元で、ミツハノメがぽつりと皮肉な口を叩たたいた。

『……お主ぬしのその玉ぎよく砕さい的てきな性格、どうにかならんのか？』

　ナナミはそれには答えなかった。




　　　　◆




　アトリエに戻って鼎かなえが最初にしたことは、紅茶を淹いれることだった。

　ポットに入れた紅茶と共に、カップをテーブルの上に置き、すぐ近くの椅い子すを引き寄せて腰掛けた。先日神じん野のメイがこのアトリエを訪れた際に作製した椅子である。座り心地も悪くはなく、鼎はこの椅子が気に入っていた。背もたれに身体を預けながら、一口だけ紅茶を口に含む。味は──相変わらず、よくわからなかった。

　実際のところ、鼎かなえは紅茶が嫌いではないが、特別に好きというわけでもなかった。ただ鼎の口は、ときに温かい飲み物を欲ほつするのだ。それは、『金属』の依より坐ましとしての訓練をするときだったり、金属の彫像を作製するときだったり、あるいは戦闘に赴おもむく直前だったりする。そんなときに紅茶を飲むと、気持ちが落ち着くのを感じるのだ。

　アトリエの中は、耳に痛いほどの静寂が満ちている。時折響く陶とう器きの擦こすれあう音だけが、その静寂を搔かき乱していた。包み込むように持ったカップの熱を、両の手のひらに感じながら、鼎はゆっくりと目を閉じる。この秘ひめやかな空気を呼吸することで、戦闘という命を取り合う常じよう軌きを逸いつした行為を前にした緊張を、少しでも和やわらげようとする。そんな鼎の努力を懸け念ねんするように、フツノミタマがどこか悲しげな声で言う。

『──私は、戦いを好みません』

　微笑ほほえみながら、鼎は声に出してフツノミタマに応こたえた。

「そうだね。僕もだよ。ただ、これは必要なことだ。誰だれかがやらなくてはいけない」

『それは、わかっていますけど。でも、私は戦いを好まないのです』

　フツノミタマの声は、本当に物もの憂うげだった。無理もない、と鼎は思う。依坐として、彼女の性格は他ほかの誰よりもよく知っている。自らの力を自らの快楽のためではなく、御み座くら台だいの人々のために使うことに喜びを感じる、穏やかで優しい平和主義者。それが、フツノミタマの実質だった。

　しかしそうでありながら、『金属』を支配するという彼女の能力は、常に戦いのために使われてきた。その多くは、やはり戦乱や犯罪から御座台を守るために行使されたものだったが──目的がなんであれ、戦いは戦いであり、人殺しは人殺しなのだった。

　他たのどの天まが魂たまよりも戦いを嫌いながら、他のどの天魂よりも戦いに巻き込まれる。皮肉といえばあまりにも皮肉な、それがフツノミタマの背負う、宿命だった。

　もう一度、紅茶を口に含む。やはりなにがおいしいのかわからない。ただ鼎の胃袋は、温度を持つ液体に安あん堵どを感じている。ぼんやりとアトリエの天井を見上げながら、鼎は「そういえば」と言った。

「君は穏やかな割には、タケミカヅチのように粗そ暴ぼうな天魂を友人に持っているんだな？　文献で調べて不思議に思ったし、このあいだ話してみてますます不可解だったんだが、どうして彼とそんなに仲がいいんだい？」

　するとフツノミタマは、『あら』と楽しそうな声を出した。その声を聞けただけでも、この話題を口にした甲か斐いはある、と鼎は思った。

『粗暴に見えるのは外見だけですよ。──まあ、外見はありませんけど、実際は彼は、依坐思いのいい天魂なんですよ』

「……そうかな。とてもそうは見えなかったが」

『彼は照れ屋ですからね、深くつき合ってみないとわからないんです。でも、わたしはちゃんとわかっています。タケミカヅチと前代の依より坐ましであるサカキのコンビは、見ていて気持ちがいいほどしっくりとはまっていましたよ』

　フツノミタマの口調には、昔を懐なつかしむ色が滲にじんでいた。そう、と短くつぶやきながら、鼎かなえはふと益やく体たいもないことを考える。自分とフツノミタマは、そんな関係を築くことができているのだろうか？

　そんなことを考えてしまった自分が滑こつ稽けいで、鼎は小さく笑う。フツノミタマが訝いぶかしむ気配が伝わって来たが、まさか鼎はそんなことを説明したりはしなかった。カップを置いて立ち上がる。精神の集中は済んだ。あとは、向かうのみだ。

　と、そのとき物音が聞こえ、鼎はそちらに視線を向けた。アトリエに──誰だれかが入って来ている。鼎はとっさに、『鎧よろい』がどこにあるかを確認した。だが、物音の主ぬしが誰であるかが判明したとき、その確認が無用のものであることを知った。

「──神じん野のさんに、瀬せ川がわさん。僕になにか用かな？」

　穏やかにそう言ったが、しかし彼女たちの用件は、半ばは察しがついていた。瀬川には気をつけろ──と言った庵あん堂どうの声が、脳のう裏りに蘇よみがえる。その声を肯定するように、ナナミは鼎に近づきながら、こう言った。

「鼎さん。私たちもハシバネの里に連れていってください」

　鼎は表情を動かしそうになったが、危あやういところでそれを抑制した。庵堂の方針が『子供は巻き込まない』である以上、彼女たちがそのことを知っているはずがない。昨日きのう今日きようのごたごたを考えれば、ハシバネがこの誘ゆう拐かい事件に関かかわっているであろうことは、誰にでも想像がつく。要するに、かまをかけているだけ。そう判断してから、鼎は腕を組んでテーブルに腰掛けた。

「なにを言ってるのかよくわからないな。ハシバネの里がなんだって？」

「……楠木くすのきさんは、私たちの友人です。私たちは彼女を助けたい。だから、お願いです、鼎さん。私たちを連れていってください。楠木さんの救出に」

　少なくともナナミの瞳ひとみは、噓うそをついている人間のものではなかった。だからこそ、余計に厄やつ介かいなのだ。鼎は小さくため息をつくと、ゆっくりと首を振り、

「その気持ちは立りつ派ぱだよ。それは認める」

　それからナナミと──そしてメイのことを、静かに見つめて、こう続けた。

「しかし、気持ちだけでなにかができると考えてはいけない。確かに君たちは依より坐ましだが、未熟だ。危険を伴う仕事に連れていける相手ではない。足手まといのお守もりをしていては、自分の身を守ることもできなくなるからね」

　ナナミはぐっと口を噤つぐみ、燃えるような瞳で鼎のことを睨にらみつけてきた。鼎は涼しげにそれを受け流す。彼女たちが未熟であることは、紛れもない事実なのだ。それに──庵堂の言いい草ぐさではないが、戦闘などという不毛な行為に子供を巻き込むのは、鼎としてもでき得る限り避けたかった。

　と、メイがずいと前に出て来た。その表情は、ナナミのそれよりもずっと真剣で──その分ぶん、深く思いつめているようだった。

「マナちゃんは、あたしの目の前でさらわれました。あたしは、依より坐ましなのに。天まが魂たまの力を持っているのに。それなのに、あたしはなにもできなかったんです」

「……そうらしいね。庵あん堂どうから聞いたよ」

「だから、あたしがマナちゃんを助けなくちゃいけないんです。鼎かなえさんは言いましたよね。依坐の力を持っていることを覚えておかなくては、いつか取り返しのつかないことになるって。──あたしは、マナちゃんのことを取り返しのつかないことになんかしたくない。どうしても、どうしてもマナちゃんを助けたいんです。でないときっと、一生後悔することになるから。だから──お願いします。できることならなんでもしますから、あたしたちを、連れていってください」

　鼎は、ずいぶん長いこと沈黙していた。血を吐くようなメイの願いを、できることならば叶かなえてやりたかった。無論、鼎は自分と庵堂で楠木くすのきマナを救出することができると確信しているが、自らの過失を取り戻したいと願うメイのことを、すげなく断ることもまた、躊躇ためらわれたのだった。

　だが──それは所しよ詮せん、鼎の私情だ。

　仕事に私情を挟むべきではない。

　鼎はあえてそう考えた。そして、もう一度、よく吟ぎん味みしてみた。庵堂の言うこともメイの言うことも頭の中から消し去って、ただただ、瀬せ川がわナナミと神じん野のメイが持つ『水』と『雷いかずち』の能力が、この仕事に役立つかどうかを分析した。

　答えが出るまで、そう長い時間はかからなかった。

　鼎は、首を左右に振った。

「だめだ。わからないのか？　君たちを連れていけばそれだけ危険が増す。それはつまり、楠木マナさんを助け出すことができる可能性も、その分低くなってしまう、ということだ。君たちの気を晴らすという、ただそれだけのために、楠木さんを危険に晒さらすことになってもいいのか？」

　メイはぐっと押し黙った。その表情を不満が彩り、それから彼女は、大きく両腕を広げて言った。

「──そんなに、あたしたちは、足手まといだって言うんですか？」

「ああ。そうだ」

「じゃあ、試してみてください。本当にそうなのかどうか。鼎さんが実際に」

　短く吐いた言葉には、本気の冷たさが混じっていた。鼎は薄く目を細め、メイの後ろにいるナナミは目を見開いていた。用心深くメイに向き直りながら、鼎は確認するように言う。

「それは、君たちが僕と戦う、という意味かな？　神じん野のメイさん」

　メイは答えない。ただその目は、明らかに据すわっていた。ナナミが珍しく狼ろう狽ばいしているのを見る限り、これは彼女単独の暴走に過ぎないようだった。──まあ、暴走してしまうのも、楠木くすのきマナを思うがゆえのことなのだろうが。そう好意的に解釈して、鼎かなえはメイに背を向ける。

「君の決心は、よくわかったよ」

　背中に感じるメイの気配が、ほんの少しだけ和やわらいだのがわかった。鼎はゆっくりと歩を進めていく。歩を進めて『鎧よろい』に近づき、その上に手を載せる。

「そこまで言うなら確かめてみるといい。自分の実力がいかほどのものなのか。そちらにいる、瀬せ川がわさんも一緒にね」

　鼎がそう言った瞬間、手を置いた『鎧』──一トンを超える鋼鉄の塊かたまりがばくりと開き、鼎の全身を覆おおい尽くした。『金属』は鼎が自在にできる、自らの身体からだの一部のようなものだ。生き物のように滑なめらかに動く『鎧』の表皮がその胎たい動どうを止めたとき、そこには『金属』の天まが魂たま・フツノミタマの具ぐ象しよう化かした姿が現れていた。ただしその姿は、先日メイに見せた羽は衣ごろもを纏まとった女神のものではない。戦いのための『鎧』に身を包んだ、西洋の戦いくさ乙おと女めの姿だった。

『……ユウ。手荒な真ま似ねはしないでね』

　憂うれいを含んだフツノミタマの声を聞きながら、鼎はまったく重さを感じさせない動きで、鋼鉄の具ぐ足そくを履はいた鋼鉄の足を一歩だけ踏み出した。その一歩で、アトリエ全体が揺れるような音が響き渡った。思わず怯ひるんだメイとナナミに、鼎はどこまでも冷たい声で言う。

「現実というものの厳しさを、この僕が直じき々じきに教えてやる」

　そして鼎が身に纏う『鎧』は、水銀のような素早さで二人に迫っていった。




　　　　◆




　数十秒後、ナナミとメイは背中合わせにぐるぐる巻きに縛しばられて、床に転がっていた。

　ナナミの『水』もメイの『雷いかずち』も、鼎が支配する『金属』に太た刀ち打うちすらできなかった。高速で移動する重装備の鼎にはいかなる『水』も通用せず、メイに至っては動どう揺ようのあまり、満足に『雷』を練ねることすらできなかったのだ。

　二人を鋼鉄の鎖であっさりと縛り終えると、鼎は『金属』の能力を行使して錠じようを作り、鍵かぎをかけてそれをテーブルの上に置いた。ナナミとメイからは、十メートル以上は離れている場所だ。

「──これでわかったろう。自分の身の程というものが」

　鼎かなえの言葉には、一切の感情も混じっていなかった。冷めた目で二人のことを見下ろしてから、踵きびすを返してアトリエの出口へと向かう。その姿が消える直前、ぽつりと落とした声が、やけにナナミの耳に残った。

「安心していい。楠木くすのきさんは、僕たちが必ず助け出す」

　ナナミも、メイも、そんな鼎かなえに、ひとつとして言葉を返すことができなかった。

　鼎が去ってから、ナナミはため息をつく。背中に感じるメイの体温に向かって、呆あきれたように言う。

「──あなたがあんなに無謀な人間だったとは、初めて知ったわ。まさか鼎さんに喧けん嘩かを売るなんてね」

　かすかにメイが動く気配、それから彼女は、不満そうな声こわ音ねで、

「……だって、仕方ないじゃん。あたしたちの力を見せつけてやれば、鼎さんもあたしたちを連れていってくれるって思っちゃったんだから」

「それで逆に私たちのほうが見せつけられたわけだけど、そうなったときのことは考えていたんでしょうね？　もちろん」

　メイはむっとしたように、

「なにも考えてなかったあなたにそんなこと言われたくないよ！　鼎さんにかまをかけてみるって、あっさりかわされたじゃない！」

　ナナミもかちんときて、

「じゃあ他ほかに情報源があったっていうの!?　楠木さんがどこにいるのか誰だれがさらったのか、そのことすらわからなくて私に泣きついて来たのはどこのどなただったかしら！」
「結局なんにもわかんなかったじゃないの！　偉そうなこと言うのは結果出してからにしてよね！」

「結果出す前にあなたが交渉をメチャクチャにしたんでしょ!?　自分がなにやったのかわかってるの!?　わかっててそんなこと言ってるなら、あなたは救いようのない大おお馬ば鹿か者ものだわ!!」
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　しばらくのあいだ、二人はそんな犬も食わないような醜みにくい言い争いを背中越しに続けていた。タケミカヅチもミツハノメも、あまりにも馬鹿らしくてそれを止める気にもならないらしい。だがしかし、メイもナナミも、いつまでもそんな諍いさかいを続けているほどの愚おろか者ではなかった。やがてメイはぴたりと口を噤つぐむと、疲れたようにこう言った。

「……やめよ。喧けん嘩かしてもどうにもならないし」

　それを聞くと、ナナミの身体からだにもどっと疲れが押し寄せてきた。

「そうね。まずは、この鎖を解かなくちゃ」

　身体をもぞもぞと動かしてどうにか抜け出そうとするが、瀬せ川がわナナミは依より坐ましであって忍者ではない。『水』の入った竹たけ筒づつはとっくにどこかに弾はじき飛ばされていた。あれがあれば、テーブルの上の鍵かぎを掠かすめ取り、錠を解き放つこともできるのだろうが──ない以上はどうしようもない。それでも諦あきらめずにじたばたともがいていると、ふとメイが真剣な声で言った。

「鼎かなえさん、強かったね。──手も、足も出なかった」

　ナナミは、ふん、と鼻で笑い、

「当たり前でしょう。鼎さんはもう十五年も依坐を続けているわ。先月なったばかりのあなたが、太た刀ち打うちできるはずがないのよ」

「……そういう瀬川だって、なんにもできなかったじゃないの」

「私は『水』の依坐だもの。戦闘で『金属』に敵かなうはずがないでしょう」

　そこでふと思い当たり、ナナミは顔を上げてメイに尋ねた。

「まさかあなた、怖おじ気けづいたんじゃないでしょうね？　鼎さんに勝てなかったからって、楠木くすのきさんを助け出すことをもう諦あきらめる気なの？」

　う、というメイのうめきが後ろから聞こえた。ぼそぼそとした声で、

「だって、鼎さん、言ってたじゃない。あたしたちがいれば、むしろその分ぶんマナちゃんを助けられる可能性が低くなる、って」

　ナナミは呆あきれた。さっき鼎に喧嘩を売った威勢は、一体どこにいったのだ。

「鼎さんがそう言ったからって、それを丸々鵜う吞のみにする必要なんかどこにもないわ。それはあくまでも鼎さんの意見。絶対に正しいとは限らない」

「……それは、そうだけど」

「あなたがそんな弱気でどうするのよ！　教えてあげるけど、弱気は依坐にとっての最大の天敵なの。たとえできることでも、自分ができないと思っていればできなくなるものよ。ま、これはなにも依坐に限ったことでもないけれど」

　メイは沈黙し、その沈黙に、ナナミは若じやつ干かん気まずい空気を味わうことになった。これではなんだか、自分がメイを励ましたみたいではないか──そんなことをちらりと考えた瞬間、ミツハノメが呆あきれたように言った。

『妙な奴やつだな、お主ぬしは。自分が人を励ましてはいけないと思っていたのか？』

（……うるさいわね）

　と、メイが不意に顔を上げる気配が伝わってきた。彼女は問う。

「ねえ、瀬せ川がわ。どうしてそんなにまでして、あたしに協力してくれるの？」

　ナナミは動くのをやめ、肩越しにメイを振り返った。金髪が視界の端に入る。

「アマツカサに認められるためよ」

　金髪がかくんと揺れて、次いでメイの呆れたような声、

「……あ、そ。そうだね、それ以外にないよね」

「失礼ね、まだあるわよ。あなたが依より坐ましとしての仕事を自分からしようというのだもの、それを勧めた私が協力するのは当然だわ。それに、楠木くすのきさんはクラスメイトだし、助けたいと思うのは当たり前でしょう？　それと、もうひとつ──」

　言いかけて、恐怖が過去から蘇よみがえり、じわりと黒い気持ちが胸に滲にじむ。それを吐き出すように、ナナミは言った。

「──昔のことを、思い出したから」

「昔の、こと？」

　メイの声に、ナナミは頷うなずく。思い出したくもない記憶。しかし、決して忘れられない、そして、忘れてはいけない記憶。それに触れながら、ナナミは短く言った。

「私にも、目の前で人を助けられなかったことがあるのよ。あなたと同じように」

「…………」

「あなたの場合は、まだどうなるかわからないけど──私の場合は、本当に助けられなかった。その人は、死んでしまったから」

　それは、決して遠くない記憶。毎夜のようにナナミに襲いかかってくる記憶。過ぎたことと割り切るには、あまりに鮮やかで、あまりに重すぎる記憶だ。その重圧を、ナナミは首を振って頭の奥底に押しやった。ここはベッドの上ではない。後悔が許される時と場合ではないのだ。

　しばらくのあいだ、メイはなにも言わなかった。ナナミは気にせず、なおも身体からだを動かして、どうにか鎖の隙すき間まを見つけ出そうとしていた。と、不意にメイが顔を上げると、上うわ擦ずった声で言った。

「瀬川。ごめん」

「……は？」

　突然謝しや罪ざいされても、ナナミには謝られる理由などどこにもない。怪け訝げんそうに後ろを見ていると、メイは言いにくそうな口調で続けた。

「あたしさ、今まで瀬せ川がわのこと、もっと嫌な奴やつだと思ってた。でも──なんか、うん。違ってたみたい。だから、ごめん」

　ナナミは眉まゆを上げる。

「嫌な奴って、どんな奴だと思ってたの？」

「いや、それはその」

「自分勝手な人間だと思ってた？　自己中心的な奴だって」

　メイは沈黙する。否定しないということは、つまり肯定ということだ。ナナミは──自分でも驚いたことに──それに対して怒りは感じず、ただくすりと笑った。

「それで合ってるわよ。私は、自己中心的な人間。ただ、私の『自己』は、依より坐ましとしての責務を果たし、他人を助ける、というところにある。だからそれをしようとしているあなたを助けようというの。それも私の『自己』のうちだから」

『その代わり、人に『自己』を押しつけることもあるがな』

（だから、うるさいっていうの）

　ミツハノメにそう返し、ナナミはなおも鎖を外そうと、虚むなしい奮ふん闘とうを続けた。メイはやはりなにも言わないままだったが、ナナミは特に気にしなかった。彼女の自分に対する評価など、あまり興味のあることではない。

　突然、身体からだが後ろのほうに引っ張られた。──メイが、なにやら動こうとしているのだ。ナナミは不審そうに振り返り、そんなナナミに、メイは必死な声で言う。

「ちょっと、瀬川、もう少し、こっちに動けない？」

「──なに、なんで？　なにがあるっての？」

「いいから。お尻しりずらしてみて。もう少し──なんだから」

　なにがもう少しなのか、そう尋ねる代わりに、ナナミはメイに協力していた。体育座りをするように立てた足で、アトリエの床を蹴けりつけて、ずりずりと音を発しながら二人の身体をメイの言う方向へ進ませようとする。肩越しに見てみた限りでは──必死に足を伸ばして、なにかを取ろうとしているようだった。

「もう少し──っと、やた、取れた」

「……なにが？　あ、もしかして、竹たけ筒づつ？」

　自分の『水』が入った竹筒さえあれば、そこから水を引き出してテーブルの上の鍵かぎを取ることができる。メイがそれを見つけ、足を伸ばして引き寄せることができたのだとしたら──まだ、鼎かなえに追いつける可能性は十分にあった。

　しかし、メイが見つけたのは別のものだった。

「ううん、違う。鉄」

「てつ？」

「鉄の破片みたいなの。先が尖とがってるから、これで──」

「……あなた正気なの？　そんなものでこの鎖をどうにかできるわけないでしょ」

　するとメイは声を立てて笑った。不思議に明るく、不思議に大きい──聞くものをどことなく不安にさせるたぐいの笑い声だ。

「あたしだってそんなこと思ってないよ。でも、人間の皮膚を破るには、これで十分でしょ？」

　その言葉に、ナナミの心臓がぎくりと鳴る。身を捩よじらせて、彼女はかすれた声で、

「……ちょっと、待ちなさい」

「瀬せ川がわ、水だったら全部操ることができるんだよね？　両りよう面めん宿すく儺なに襲われて怪け我がをしてたあたしとマナちゃんを、それで手当てしてくれたもんね。それ以上、血が出ないようにって」

「神じん野のさん！　やめ──」

「だから、瀬川の力を使えば、血を使ってあの鍵を取ることもできるよね？」

　次の瞬間、メイは小さな声を漏らした。痛みに耐える声だ。食いしばった歯のあいだから、かすかな呼気を漏らしながら、メイはナナミの手の甲に、ぬるりとした感触を当てた。

「はい。やって」

　ナナミはなにを言うこともできない。メイの予想は確かに正しい。ナナミの持つ『水』の能力は、万ばん物ぶつに含まれる『水分』を操作する能力だ。当然血液は水分を含むし、百ミリリットルほどの血液さえあれば内部の水分を増幅させて『水の手』を作り、あのテーブルの上の鍵かぎを取ることも可能である。しかし──

　それがわかっていても、普通はなかなか行動に移せるものではない。

　ぬめる感触を『支配』して、その中の水分を増幅、一気に一リットルほどにまで伸ばして、自分の目の前に持って来る。純粋に水分だけを増やしたために、血の赤はやや薄まっていたものの、それは間違いなく、メイが痛みと共に引きずり出した彼女自身の血液だった。ナナミは重々しく、

「……やる前に、一言教えておいてよ。驚くじゃないの」

「や、あたしもかなりビビってたからさ。思いついてから実行に移すまで、間まを空けないほうがいいと思ったんだよね。──そんなことよりも、早くアレ取ってよ。段々痛くなってきたから早く手当てしたいんだけど」

　ナナミは頷うなずいて、テーブルの上の鍵に『水の手』を伸ばしはじめた。




　メイの傷は、それほど深いものではなかった。手の甲を斜めに通るようにして、数センチの切り傷ができているだけで、放ほうって置いても出血は止まっていただろうが、それでも念を取って、ナナミはその傷に自らの手で包帯を巻いたのだった。

「──まったく、戦いに行く前から傷を負ってどうするのよ」

「他ほかに方法はなかったんだから仕方ないじゃない──っと、ありがと」

　ナナミが包帯を巻き終えると、メイは丁てい寧ねいにもそうやって礼を言った。メイの言葉によれば、痛みはそれほどでもない──というより、『雷いかずち』によって体内の電気信号を支配し、痛みを軽減する、という芸当を行っているらしい。

　メイはアトリエの電灯に、白い包帯をかざして見せた。かすかに血が滲にじんでいるが、問題になるほどの出血量ではないだろう。それから彼女はナナミに真剣な表情を向けた。

「それで、これからどうするの？　結局マナちゃんがどこにいるのか、鼎かなえさんから聞き出すことはできなかったけど」

「──包帯を探していたときに、こんなものを見つけたわ」

　そう言って、ナナミはメイに一枚の手紙を差し出した。メイはそれを受け取って一いち読どく、それからナナミのほうにもう一度目を向ける。その瞳ひとみにはある疑問が浮かんでいて、ナナミは問われる前にその疑問に答えていた。

「それは、ハシバネから──それも、そのうちの一部のカラステングからアマツカサに向けた手紙ね。ハシバネがアマツカサと決別する、という意味のことが書かれている。いわゆる告発文だわ。そして、その中で告発されているのが白びやく檀だんというカラステング──昨日きのうの自動車襲撃事件の首しゆ謀ぼう者しやとアマツカサが目もくしている人物よ」

　同時に白檀は、『意思』の天まが魂たま・オモイカネという、アマツカサの最重要機密を知っていたカラステングでもある。ここに記されている『外部』という組織（もちろんそれが正式名称ではないだろうが）がその情報を白檀に流したであろうことは、想像に難かたくない。アマツカサにしてみれば不気味な存在だ。がしかし、これだけで楠木くすのきマナがハシバネに誘ゆう拐かいされた、と断定することはできない。

　そんなことを考えているナナミの傍かたわらで、メイが「手紙──」とつぶやいていた。顔を上げて彼女を見ると、メイは独ひとり言ごとのような口調でこう言った。

「マナちゃんがさらわれた原因も、それだった。手紙をよこせって言われたんだ」

「……そういえば、そんなこと言ってたわね。で、それがどうしたの？」

「もしかしてこの手紙って、あの手紙を訳したものなんじゃないかな。だって、ほら、これを書いたのってカラステングなんでしょ？　それなのに、これは人間の文字じゃない。カラステングが人間の言葉でものを書くって、なんかおかしくない？」

　ナナミはもう一度、視線を手紙の上に向けた。実際のところ、カラステングの知能は人間のそれを凌しのぐほど高い。だから彼らが人間の言葉を習得していたとしても、不思議なことはなにもない。だがしかし、一方でカラステングは自分たちの言語というものも持っているのだ。そちらで書かれていたほうが、より自然ではある──

　と、ナナミはそこであることに気づいて顔を上げた。メイのほうに向き直り、

「待って。神じん野のさん、あなたは手紙の中身を見たの？」

「うん。でも、全然文字が読めなくて──」

「どんな文字だった？　カラスの足跡みたいな文字じゃなかった？」

　メイは大きく目を見開いて、頷うなずいた。ナナミは確信する。それは、烏う跡せき文字だ。

　烏跡文字はカラステングのあいだだけで使われる文字だ。その文字で書かれていた手紙をマナが持っていて、それを人じん鬼きが狙ねらっていたということは、人鬼とハシバネ──いや、白びやく檀だんとのあいだにつながりがあった、と考えたほうがいい。白檀はこの手紙がアマツカサに渡るのを阻そ止ししたかった。しかし、昨日きのうの事件がある以上、この手紙の奪だつ還かんにカラステングを使うわけにはいかなかった。だからこそ、人鬼を使ったのだろう。恐らくは『外部』からの協力の下もとに。

　アマツカサがこの手紙を知り得たのは──恐らくは、レイコの能力によるものか。いずれにしろ、これでようやくハシバネにマナがいるという確証が持てた。ナナミはメイに出口を指し示し、

「わかったわ。行きましょう。楠木くすのきさんは、ハシバネの里にいる。今度は推測ではなく、間違いなく」

　そう言うと、メイは不ふ審しんそうな顔をした。が、ナナミが重ねて「早く」と急せき立てると、理由はわからないながらも、ナナミについていこうと決心したようだった。ナナミと一緒に速足で歩きながら、メイは問う。

「ハシバネの里ってどこにあるの？　人里の近くじゃないんでしょ？」

　ナナミはハシバネの里への道筋を頭に思い浮かべて──それから、にやりと笑った。

「私たちはついてるわ。もしかしたら、鼎かなえさんに追いつけるかもしれない」

「──？　どういうことよ？」

「ハシバネの里は、水みず羽は川がわの上流にあるのよ」




　　　　◆




　座ざ敷しきに入ると、本当に庵あん堂どうクロノと天てん条じようレイコがいた。

　背後に佇たたずむ蒼そう迅じんの緊張が、背中に伝わってくるようだ。それを無視して白檀は歩き出す。大おお股またに、視線は庵堂に留とめたまま、白檀は頭とう領りようの御ご座ざに歩み寄る。庵堂の『闇やみ』に吞のみ込まれれば、いかに白檀といえ抜け出す方法はない。少なくとも表面上は、アマツカサとハシバネは友好関係にあるとはいえ、用心に越したことはない。

　白檀が頭領の御座に腰を下ろすと、天条の眉まゆがかすかに動いた。それには気づかない振りをして、白檀はぞんざいな口調で言った。

「用向きを伺うかがおう」

　物もの見み頭がしらのときとは、声の調子まで違う。そのことに自分でも滑こつ稽けい味みを感じたが、さすがに天条も庵堂も、内心は別として外にそれを表しはしなかった。天条はただ、怪け訝げんそうに眉を寄せただけだ。

「私は、ハシバネ頭とう領りように面会を申し入れたはずですが？」

　その質問は予想していたのだろう、蒼そう迅じんが突き放すようにそれに答えた。

「ですから白びやく檀だんさまをお連れしたのです。白檀さまこそが、当代ハシバネの頭領でありますから」

　庵あん堂どうと天てん条じようはそろって息を吞のむ。蒼迅がそれを見て、してやったり、と嘴くちばしを歪ゆがめた。庵堂が不満そうに、

「そんなことは、聞いていませんが──」

「言いませんでしたからね。しかし、今言いました」

「──赤せき翼よくさんは、どこに？」

「赤翼さまは引退なされました。里の奥地で静かに暮らしたい、とのことでしたので、今はこの屋や敷しきにはおられません」

「赤翼さんに会わせていただくわけには参りませんか？」

　蒼迅は声を高くした。

「これは心しん外がいな。あなたがたはハシバネ頭領との会見を望んだのではないのですか？　頭領は、今このとおり、この場におります。なにかご存ぞん念ねんがおありならば、どうぞお話しになってください。それともアマツカサは、ハシバネの指導者が代わった、ということになにかご不満でもおありなのですか？」

　二人は沈黙した。言わずもがなのことまで口にして、理屈で相手を封ふう殺さつする。白檀は、蒼迅のことを実務者として認めてはいたが、しかし彼のこういうところは死ぬほど嫌いだった。

　天条が、気を取り直したように咳せき払ばらいをした。白檀ではなく蒼迅を見て、彼女は言う。

「実は今日きよう、御み座くら台だい高校の生徒がひとり、妖よう怪かいに拉ら致ちされたのです。無論ハシバネの偵てい察さつ網もうがそれを察知しているでしょうから、その情報がいつ届くのかと待ちわびていたのですが、一向に届く気配がない。それで、直接聞きにきた、というわけです」

「──さて、妖怪。失礼ですが、それはどのような種類の？」

　正解は人じん鬼き。『外部』からの協力者である彼を使い、書状を持つ楠木くすのきマナという人間の少女を誘ゆう拐かいさせた。ソクにはその際、目撃者をわざと作って、そいつに自分の名乗りをさせておくように命じてある。人鬼は人と妖怪の中間のような存在であり、その気になれば人間の振りをすることが可能だから、ハシバネの偵察網もそれを見過ごした。それが、蒼迅の描いたシナリオだ。

　が、天条はそれにみすみす乗ってきはしなかった。首をかしげ、

「それがわからないから、わざわざこうして聞きに来たのですが」

「妙なことを仰おつしやいますね。妖怪の種類もわからないのに、どうして御座台高校の生徒がさらわれたとわかるのです」

「目撃者がいるからですよ。しかし、御座台すべての人間が妖怪の種類に通つう暁ぎようしているわけではありませんので」

　それは噓うそだ。ソクはきちんと目撃者を作り、そしてその少女に自分の種族を名乗っている。が、ハシバネと人じん鬼きは無関係なのだから、それをこちらが指摘するわけにはいかず、蒼そう迅じんは黙り込んだ。座ざ敷しきに沈黙が漂いはじめる。

　その沈黙の中で、白びやく檀だんはおもむろに立ち上がっていた。

「頭とう領りよう？」

　戸と惑まどったように、蒼迅がそう言った。白檀はこきこきと首のあたりをほぐしながら、

「蒼迅、俺おれは思うのだが、初対面の相手に会いにいくときは、やはり手て土産みやげが必要ではないか？」

「……は？　手土産、ですか」

　特に深い思案があったわけではない。ただ、蒼迅と天てん条じようの、薄皮一枚を挟んだやり取りが、どうしても耐えられなかっただけだ。それに、どのみちこうなる運命なのだ。それを少々短縮したからといっても、なにも問題はないだろう。

　不審そうな表情を浮かべる天条と庵あん堂どうを、ぼんやりと見つめながら、白檀はなんでもないような口調でそう言った。

「ああ。依より坐ましの首なら、『外部』への手土産にはちょうどいい」

　その瞬間、白檀の翼が羽ばたき、彼の身体からだは空中に持ち上がっていた。カラステングの屋や敷しきは総じて屋根が高く、中でも自在に飛ひ翔しようできるように作られている。反射的に身構えた庵堂は無視して、物理的能力を持たない天条に向かって白檀は一直線に突進する。天条とすれ違う刹せつ那な、白檀の鉤かぎ爪づめが彼女の首を跳はね飛ばす──はずだった。

　その直前に、天条の身体は床に吞のみ込まれるようにして消えていた。

　反対側の壁に激突するようにして止まり、それを蹴けり上げて再び白檀は宙を舞う。庵堂が風圧に飛ばされないように帽子を押さえながら、白檀のいる方向にサングラスを向けていた。しかし、視みえてはいない。盲目である彼は、『闇やみ』の天まが魂たまツクヨミの力を使い、物体の内部にある『闇』を把握してあらゆるものを認識している。空中にある白檀の身体は、庵堂の『闇』とは直結していない。それがために、庵堂は白檀を視ることはできていないはずだった。

　それでも庵堂は、口元に余裕の笑えみを浮かべながら、こう言った。

「──まさか、本当に仕掛けてくるとは思わなかったぞ、白檀。これでお前を捕らえる名めい分ぶんができた」

　ゆっくりと空中を移動する。庵堂の視線は、的確に白檀の姿を追っていた。音か、と白檀は判断し、それから庵堂の言葉に対し、つまらなそうに答えを返した。

「個人的なことでむしゃくしゃしていてな。なんでもいいから翼を思い切り動かしたかったんだ」

　そして白檀の翼が動き、彼の身体が常軌を逸いつした速度で庵堂に迫っていく。庵堂の表情から余裕が消え去るのが、彼の腕を引き裂く一秒前に確認できた。

　首を狙ねらったはずだったが。再び上空に舞い上がり、天井にすれすれのところで停滞しながら、白びやく檀だんは内心で舌を巻く。さすがは依より坐まし、というところか。

　と、蒼そう迅じんがようやく事態を把握できたかのように、金切り声をあげていた。

「だっ──誰だれか、誰か！　アマツカサの襲撃だ！　武器を持って来い！　あいつを仕し留とめろ!!」

　脇わきに控えていた取り巻きのカラステングのうち、勇敢なほうのひとりが庵あん堂どうめがけて飛びかかっていった。腕を押さえてうずくまる庵堂に向かって、カラステングは鉤かぎ爪づめを突き出し、それは過あやまたずに庵堂の身体からだを貫いた──

　──いや。

　貫いてはいない。カラステングの腕は、根元まで庵堂の胸に埋まっている。しかし、それだけだ。血は一滴たりとも出ていないし、背中まで貫通しているわけでもない。

　あのカラステングは、庵堂の『闇やみ』に捕らわれたのだ。

「俺おれでは相あい性しようが悪い。お前の相手は、鼎かなえに任せよう」

　嘯うそぶくようにそう言って、庵堂はもがいているカラステングの頭を摑つかみ、自分の身体に押し寄せた。カラステングは、庵堂の服の中に吞のまれるようにして姿を消し──庵堂もまた、床と足の設置面に発生した『闇』を通じて、自らの世界へと入り込んでいった。

　まるでそれを見計らっていたかのようなタイミングで、屋根を突き破って銀色に輝く物体が座ざ敷しきの中に侵入してきた。──金属でできた、女神像だ。

　女神像は白檀を見上げた。まるで戦いを挑むかのように。

　白檀はそれに対して、獰どう悪あくな笑えみで答えた。

　──ここは、少し狭いな。

　そう思うと同時に、白檀は翼に力を込める。身構える女神像に、「ついて来い！」という大声をぶつけて、白檀は座敷の屋根を吹き飛ばして、はるか上空へと飛び上がっていった。




　　　　◆




　ちょうどそのとき、ソクは機嫌よく鏡を覗のぞき込み、己おのれの角つのの手入れをしているところだった。

　頭部に生えた暗あん鋼こう色しよくの三本の角は、彼が人じん鬼きであることの証あかしだった。ソクは別段、人鬼であることに誇りを持っているわけではなかったが、それでも現在の境遇に満足していた。今は、誰に、なにを言われることなく走ることができる。人間だったときは、誰かにいろいろ言われていた気がする。もうその頃ころの記憶はほとんどと言っていいほど残ってはいないが──好きに走ることのできない生活など、ソクにとっては地獄と同じだ。

　爆音が響いたとき、彼はびくりと身体を強こわ張ばらせ、その反動で椅い子すから転げ落ちてしまった。

　さらに連続して、轟ごう音おんがこだまする。ソクは這はいずりながら窓辺へとたどり着き、縁へりを摑つかんで自分の身体からだを持ち上げ、恐る恐る外を見て、音の正体を確かめようとした。騒然としたハシバネの里と、宙を舞う何人ものカラステングの中央に──白い翼と、銀の像が、激しく戦っているのが見えた。

　──うわー、ついにおっ始ぱじめやがった。

　ソクは慌てずにテーブルに移動し、そこに置いてあった携帯電話を手に取った。椅い子すにもたれかかるようにしてアドレス帳を呼び出し、少し迷ってから、ジンではなくて彼らの盟主の番号をプッシュする。

　コール音が三回続いたあとに、相手が電話に出た。

『ソクか。なんだ？』

「あ、どーもボス。今忙しかったっスか？」

『なんだ、と聞いている』

「あ、はい、あのですねー、そのー……ハシバネの、頭とう領りようの。白びやく檀だんなんですけど」

　電話の相手が、ソクは苦にが手てだった。無口というか無ぶ愛あい想そうというか、こっちがいくら喋しやべっても必要なことしか口にしないのだ。まあ無駄口を叩たたいたからといってその場で殺そうとする白檀などよりははるかにマシだが、いまいちなにを考えているのかよくわからないところがある。

「そいつがですねー、その、アマツカサの依より坐ましと喧ドン嘩パチ始めちゃったみたいなんですけど。どうします？」

『…………その、依坐は、クロノか？』

　クロノ。誰だれだっけ──と頭の中でつぶやき、すぐに思い出した。『闇やみ』の依坐だ。

「違うみたいっスね。なんか、銀色の──説明しにくいんですけど、まあ、彫像みたいなのです」

『鼎かなえか。──まあ、どちらにしろ同じだな。まさか白檀が、アマツカサに戦いを挑むほど愚おろかだとは思わなかった。俺おれたちにすれば、アマツカサに手を出さずとも、ハシバネの偵てい察さつ網もうさえ取り除ければよかったのだが』

「白檀、負けますかね？」

『当たり前だ。カラステング風ふ情ぜいに倒せるようなら、俺たちがこんなにも気を使う必要はない』

　ソクは首を伸ばし、窓の外の風景をもう一度見た。白檀は、人じん鬼きであるソクですらも視し認にんが困難なほどの速さで空を飛び回っている。ソクは薄く笑い、

「やー、どうですかねそりゃ。あいつはかなり強いっスよ」

『倒せるならそれに越したことはない』

「ごもっとも。で、俺はどうすれば？」

　しばしの沈黙、それから彼は短く言った。

『アマツカサは白檀を生け捕りにしようとするだろう。それを許すな。白檀が負けたら、その場でお前が殺せ』

「……了解」

　ソクが答えると、その場で通話が切れた。呆あきれたように肩をすくめ、彼はカーゴパンツの左ポケットに携帯電話を落とし入れた。それから右ポケットの中に手を入れて、そこにナイフが入っていることを確認し、ソクは再び窓まど際ぎわに座って、観戦を始めた。




　　　　◆




　白びやく檀だんの戦い方は、彼の生き方を体たい現げんしていた。

　単純で、荒々しく、それゆえに、美しい。

　地表の人間が豆粒になるほどの上空まで一瞬で飛び上がり、そこからなんの躊ちゆう躇ちよもなく翼を空気に打ちつけて、落下速度に飛ひ翔しよう速度を上乗せして襲いかかる。その渦か中ちゆうにいる白檀にとって、すでに周囲の景色は景色として認識されない。青や白や緑が混ぜ合わされた奇妙な色の流れとしか視し認にんできない。狂ったようなその世界の中で、しかし白檀は紛れもない喜びを感じる。この世界こそが、この空気こそが、己おのれが存在し己が呼吸すべき場所だからだ。

　しかし、その世界にあってもなお、白檀の眼めは自らの爪つめが切り裂くべき相手を、決して見失ってはいなかった。

　白檀が迫りつつあることを認識した金属の女神像は、彼を迎げい撃げきするための刃やいばを出そうとしているようだった。あくびが出るようなその行為を、待ってやる義理は白檀にはない。銃弾のような風鳴りを撒まき散らしながら、白檀の身体からだは女神像の首筋を掠かすめ去っていく。ほんの一瞬の交差で彼女の首筋を抉えぐり取った白檀の爪は、しかしその内部にいると思おぼしき依より坐ましの血を得ることまではできなかった。なるほど、と思う。あの鎧よろいは、相当に分厚いらしい。

　しかし、切り裂けないほどではない。

　白檀の翼はさらなる速度を紡つむいでいく。一度は地表すれすれまで落ちた高度が、目まぐるしい速さで再上昇していく。加速に次ぐ加速に次ぐ加速。青い空に白のループを描えがいて反転し、頭上に感じる重力の手を翼で撃ち払いながら、白檀は再び女神像を視認する。女神像は、過あやまたずにこちらのほうを向いていた。どうやらそれなりの認識能力はあるらしい、と白檀は頭の中でつぶやき、それから嘴くちばしの端に、かすかな笑みを浮かべた。

　そうでなくては──発散のし甲が斐いがない。

　身体を反転させて再降下、大たい気きの悲鳴を耳にしても白檀はなんの恐怖も感じない。ただ女神像と交差する一瞬、すべての神経をその一瞬に注ぎ込みながら、白檀は一気に女神像に肉にく薄はくする。

　女神像が腰を低く落とした。まるで衝撃に備えるように。

　それを見ただけで、白檀の全身の羽毛が逆立った。

　理屈ではなく本能だ。そして白びやく檀だんはこれまで本能に従って生きてきた。このときもそうした。自らの行動目標を『攻撃』から『全力回避』に転換、全翼を駆使して速度を殺さずに方向だけを修正する。それを決定してそれを実行に移してそして交差するまでに、コンマ二ふた桁けたの時間もかからなかった。それでもなお、方向修正は完全には間まに合わなかった。

　白檀が切り裂こうと心に決めていた女神像の頭ず蓋がいが、ほんの瞬まばたきをするあいだに鋭利な刃やいばと化したのだ。

　驚きよう愕がくを覚える暇もなかった。白檀と女神像、二つの身体からだが再び交差して、今度こそ血が舞った。依より坐ましのものではない、白檀の血だ。周囲に満ちたカラステングたちの、驚きよう愕がくと絶望の声を聞くともなしに聞きながら、白檀はさらに笑えみを深くしていく。が、すぐにそれを消して、白檀は自らの損傷箇か所しよを確認してみた。

　後うしろ肢あしの先端、鋭利な爪つめが生えたその場所が、ほぼ真っ二つに裂けていた。痛みを感じる。それを殺す。実際のところ、白檀の怪物のような精神力の前ではあらゆる痛みは無に等しい、彼に影響を及ぼす損傷は、完全に切り離されるなどの物理的なコントロールが不可能なレベルのものでしかなかった。この傷はそれとは程遠い。であるからには、かすり傷に等しかった。

　とはいえ、いくら小さな傷でも、それを負った原因を突き詰めて分析しなければ、いずれは行動不能に陥おちいらされてしまうだろう。あの金属の女神像は、ほとんど一瞬のあいだにその形態を変化させ、突撃してきた白檀に痛烈なカウンターを食くらわせたのだ。鎧よろいのある部位を切り裂こうとすれば、その部位を刃物や棘とげに変化させるだけで、彼女は労せずに白檀を倒すことができるだろう。白檀の翼が生じさせる狂気じみたスピードの威力が、すべて白檀自身に返ってくるからだ。

　と、そんなことを考えていると、下方から蒼そう迅じんの声が響いてきた。

「撃て！　あいつを殺せぇっ!!」

　その叫びと同時に、周囲のカラステングたちが持ち出してきたのは──笑うべきだろう、小銃だった。『外部』から万一のために渡されていた数十もの銃口が、蒼迅の号令の下もとに火を噴いて、それらすべての弾丸が女神像に集中する。それを見て、今度こそ白檀は大声で笑った。蒼迅にもなかなかユーモアセンスがある。金属の弾丸で金属の依坐を殺そうとするとは。

　白檀の予想どおり、ハシバネの集中砲火を浴びても女神像は身じろぎひとつしなかった。あるいはいくつかの弾丸が貫通したかもしれないが、それがどうしたというのだ？　弾丸は普通鉛なまりでできている。鉛は金属である。そして依坐は、自らが支配する属性で傷つくことはない。あれでは逆に、相手に資源をくれてやったようなもの──

　白檀は笑みを消した。同時に女神像が、腰を低く構えたまま右腕を白檀のほうに向けた。考えるよりも先に翼のほうが動いていた。銃声も硝しよう煙えんも伴わない女神像の『銃撃』が空間を薙ないだときには、白檀の身体は射程外の高こう空くうに飛び上がっていた。

　風の中を木の葉のように不規則に舞いながら、ち、と舌打ちをする。蒼迅の阿あ呆ほうめ、普段は利口ぶった顔をしているくせに、こういうときに限って知能を働かせることができないとは。馬ば鹿かな味方は敵よりも厄やつ介かいだ──そう思い、白びやく檀だんは怒声を周囲に張り上げた。

「邪魔をするなっ!!　この戦いの邪魔をした奴やつは、誰だれであろうが俺おれが首筋を搔かき切ってやるぞ!!」

　その声はどんな攻撃よりも確かな実行力を伴っていた。戦場から退たい避ひしたカラステングたちを眺ながめながら、白檀は再び女神像を注視する。そうとも。ハシバネは微弱ながらも自分の力だが、こいつを相手に他たのカラステングの助力を得る必要はない。こいつを仕し留とめるには俺ひとりがいればいい。第一──

　もうすでに、勝つ方策はできあがっている。

　散発的な女神像の『銃撃』を悠然と回避しながら、白檀は再び、はるかな上空へと舞い上がっていった。




　　　　◆




「邪魔をするなっ!!　この戦いの邪魔をした奴は、誰であろうが俺が首筋を搔き切ってやるぞ!!」

　白檀の命令は、誰よりも先に蒼そう迅じんに届いていた。

　蒼迅は、客観的に見て臆おく病びようなカラステングだった。彼は知能が高く、力も他のカラステングに比べれば強力なほうだったが、その精神性は脆ぜい弱じやくの一言に尽きた。白檀や、あるいは黒こく曜ようのような、死を恐れぬ勇気や毅き然ぜんとした態度からは程遠い場所に、蒼迅は存在していた。彼の白檀への忠誠心は多分にその臆病さから発している。そうであるからこそ、右の命令が布告されたときに、蒼迅はパニック状態に陥おちいってしまったのだった。

　邪魔をした奴は、誰であろうが首を搔き切る。この言葉を、蒼迅は自分に対する死刑宣告と受け取った。『邪魔をした』のは自分である。『誰であろうが』と前置きをした以上、彼の副官である蒼迅だろうが、白檀は決して容よう赦しやしない。『邪魔をした』自分のことを、白檀はこの戦いが終わったあとに縊くびり殺すに違いない──こんなめちゃくちゃな論理は、普段の蒼迅であれば決して思い浮かべなかっただろう。がしかし、この場所は『普段の』場所ではないのだ。アマツカサの襲撃によって、正常な判断能力を奪われていた蒼迅は──その名のとおり蒼そう白はくになって、こう考えた。

　──このままでは、自分は殺される。

　──その前に、なんとか功こうを立てて名誉を挽ばん回かいしなくてはならない。

　次の瞬間、蒼迅は身を翻ひるがえしていた。彼の優れた思考回路は、この状況からどうすれば脱だつ却きやくできるのかを瞬時に弾はじき出した。あの女神像の内部にいるのは、アマツカサの依より坐ましであるに違いない。そうでなければ白檀と、互ご角かく以上に戦うことができるはずがない。そう。互角以上だ。相手が無傷なのに対して、白びやく檀だんはすでに手て傷きずを負っている。このままでは、白檀は、負けてしまう。だからこそ、自分がなんとかしなくてはいけない。白檀に殺されても、白檀が殺されても、それはいずれも己おのれの身の破滅を意味しているからだ。

　そのためには、手段を選ぶ必要はない。

　蒼そう迅じんは身をひ翻るがえして、里の奥、赤せき翼よくたちを捕らえているガラスの牢ろうへと向かっていった。この牢は『外部』からの助言によって作られたもので、庵あん堂どうクロノの『闇やみ』が捉とらえることができないように作られているのだ。庵堂は『闇』を通じて物体を知覚する。それは逆に言えば、『闇』が存在しない透明な物体を知覚することはできない、ということでもあった。赤翼や──あの少女のような、アマツカサに把握されてはならない人物の身柄を拘束するためだけに、わざわざ用意した場所だった。

　恐らく庵堂は、今も里の『闇』に潜ひそんでいて、この牢を探しているのだろう。そう考えると、扉を開くときにひやりとしたものを感じたが──背に腹は、代えられない。

「……蒼迅さま？　どうなさったのですか？」

　牢番が蒼迅の姿を見て、そんな声をあげた。これだけの騒ぎになっていながら、自らの仕事を放棄していないのは、白檀に『許可なくこの場を離れないように』というきつい訓くん告こくを受けているからだろう。蒼迅は質問に答えずに、ただ前まえ肢あしを牢番に向かって突き出し、

「鍵かぎをよこせ」

「──はっ、か、鍵ですか？　しかし白檀さまからは、この牢は許可なく開けるなと──」

「やかましい！　さっさとよこせ！　その白檀さまの命令だ!!」

　白檀の名前は覿てき面めんの効果を表した。牢番は瞬時に鍵を取り出すと、それを記録的な素早さで蒼迅に渡し、蒼迅はそれを使って牢を開けた。憎ぞう悪おも露あらわににらみつける赤翼でもなく、不審そうに見つめる黒こく曜ようでもなく──蒼迅が立ったのは、牢の隅すみで震える、人間の少女の前だった。

　赤翼が、厳しい声で尋ねる。

「その子をどうするつもりだ。蒼迅」

　蒼迅は、多分に自らの考えをまとめるために、口を開いた。

「人質にします。敵は依より坐ましであり、御み座くら台だいを守るもの。こいつを盾たてに取れば、それでもう攻撃することはできなくなるはず」

　なにを会話しているのかわからないのだろう。少女は大きな瞳ひとみをしきりに瞬しばたたかせながら、必死な面おも持もちで蒼迅を見上げている。その眼まな差ざしに、痛む心は蒼迅にはすでに残されていなかった。優しさや思いやりは、理性の支配下でのみ発揮される美徳である。そして、恐怖は理性という薄皮を剝はぐもっとも効率的なナイフなのだ。

　蒼迅は素早く少女の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ、小こ脇わきに抱えて牢を出ようとした。背後から、赤翼の歯は軋ぎしりするような声が響く。

「……そこまで堕おちたか……」

　蒼そう迅じんはそれには答えない。耳に入れている余裕もなかった。一刻も早く、この娘を人質にあの女神像の動きを止めなければ──破滅は、すぐそこにまで迫っている。蒼迅はそう信じていた。

　そのとき、静かに低く、黒こく曜ようがつぶやいた。

「蒼迅さま。あなたは殺されますよ」

　蒼迅は弾はじかれたように振り返る。黒曜が自分のことを、薄く眼めを細めながら見つめている。牢ろうの中にうずくまりながら、それでも黒曜はその口元を、嘲あざけるように歪ゆがめていた。

「白びやく檀だんさまが、そんなことをお許しになるはずがありません。仮にそれで依より坐ましに勝てたとしても──そのあとで、あの方は必ず、あなたのことを裁くでしょう。自らの戦いに、余計な茶ちや々ちやを入れられることは、あの方がもっともお嫌いになることですから」

　赤い怒りが頭の奥に湧わき上がって来る。黒曜風ふ情ぜいがこの俺おれに──そうは思ったが、その怒りを彼女にぶつけるほどの時間も、蒼迅には存在しなかった。蒼迅はそのまま牢から出、子猫のように震える少女を後うしろ肢あしに摑つかみ上げ、空中に飛び上がっていった。




　　　　◆




　──こいつは、予想以上だ。

　女神像の中で、鼎かなえは静かな驚きと共にそう思う。ほんの二回打ち合っただけで、それもこちらは無傷のまま、そうでありながら鼎は白檀に、身震いするような脅威を感じていた。

　そもそも最初の一撃からして予想外だったのだ。白檀の翼は鼎が思っていたよりも素早く空気を撃ちつけ、白檀の爪つめは鼎が思っていたよりも鋭く首筋を抉えぐっていた。実際のところ、あの一撃が鼎の頸けい動どう脈みやくを引き裂かなかったのは、単なる幸運でしかなかった。『金属』の支配によって、『鎧よろい』の傷跡は一瞬にして塞ふさぐことができたものの、その爪の先端は、鼎の首の薄皮一枚まで届いていたのだ。

　鼎の『銃撃』は、白檀の不規則な軌道を捉とらえることができない。緩急とフェイントを交えながら、白檀はしばらく空中を舞っていたが、やがて鼎の射程外にまで飛び去っていってしまった。空中の点に変化した白檀の姿を、鼎は怪け訝げんと共に眺ながめる。あそこから速度を乗せて、一気に突撃するつもりなのだろうか。鼎は警戒心を起こし、それに呼応するように『鎧』が刺とげ々とげしさを増した。かつてたおやかな女神を示していたフツノミタマの具ぐ象しよう像ぞうは、今はもう全身あますところなく重装の甲かつ冑ちゆうに覆おおわれ、完全な戦闘形態へと移行してしまっていた。

　と、高こう空くうの白檀が、その翼を大きく──それまで見たことがないほど大きく広げた。

　その姿を見て、鼎の心臓がアドレナリンでも打ち込まれたかのように早はや鐘がねを鳴らしはじめた。

　自分でも判別のつかないその恐怖は、恐らくは本能的なものなのだろう。鼎はそれまで本能を抑え込む理性に従って生きてきた。このときもそうした。ぎり、と歯を嚙かみ鳴らして恐怖を食くい殺す。と、耳元でフツノミタマの声、

『──ユウ、落ち着いてね』

　それを聞いて、鼎かなえは無む理り矢や理り口元に笑えみを浮かべてみせた。

（大丈夫。僕は、落ち着いているさ。──あの子たちにあれだけ偉そうな口を叩たたいたんだ、これで負けでもしたら、僕は一生顔に間抜け野郎と書いて生きていかなくちゃいけないよ。それは遠慮願いたいね）

　フツノミタマはころころと笑う。その笑い声は、胸を固める緊張感を適度にほぐしてくれた。適度な緊張、適度な重圧、適度なリラックス。精神に能力を大きく依存している依より坐ましの戦闘には、もっとも重要なことだ。

　白びやく檀だんはまだ空中に留とどまっている。大きく、大きく、なにかを受け止めるように広げられたその翼は、白い十字架のようだった。全身に警戒を漲みなぎらせたまま、鼎は油断することなくその姿を見つめつづけ──

　そして白檀の姿が消え、

　鼎の身体からだは宙を舞い、

　なにを考える間まもないまま、

　一トンを超える『鎧よろい』は、地響きを立てながら地面に叩たたきつけられていた。

　気を失っていたのは、ほんの数秒間だけだったのだろう。ひぐっ、という笛の音ねのような自分の呼気で、意識が完全に覚かく醒せいした。自分の目の前に分厚い壁があることを発見し、それから三秒後に、その壁が地球そのものであることを確認する。外から聞こえるすべての音が、水の膜に包まれたようにこもって聞こえていた。全身が鉛なまりになってしまったかのように重く、肺に鉛を流し込まれたかのように気分が悪い。しかもその鉛は、鼎が支配できない種類の金属であるらしかった。

　鼎は頭を振りながら立ち上がる。目が眩くらみ、意識が霞かすむ。身体に纏まとった女神像を『支配』することすらも難なん儀ぎだったが、それでもどうにか周囲を見渡し、白檀の居場所を確認しようとする。その努力はすぐに実を結んだ。

　鼎が地面に伏しているあいだに、白檀は鼎のすぐ目の前にまで迫っていた。

「──────っ!!」

　驚きよう愕がくが鼎の中で弾はじけ、それはすぐに焦あせりに変わり、焦りは集中力を食いつぶした。虫食いになった精神状態では『鎧』を動かすことすらままならず──かくて白檀の鋭利な鉤かぎ爪づめは、鋼はがねと鼎の腕を一緒くたに引き裂いていった。

　激痛がかえって意識を鮮明化した。即そく座ざに『支配』して鉄線で周囲を無差別に攻撃したが、しかしそのときにはもう、白檀ははるかな高こう空くうへと逃げ去っていた。

　鼎は全精神力を振り絞って『鎧』をその場から飛び退のかせた。腕の部分の『鎧』の傷を修復したが、その中身までは修復できない。腕を濡ぬらす血液の臭においが『鎧』の中に満ち、吐き気を催しそうになる。どうにかそれを堪こらえて、鼎かなえは高速で移動しながら白びやく檀だんの姿を探した。

　戦闘においては、先に相手の姿を見つけ出したほうが勝つ。逆に言えば相手の姿を見失ったほうが負けるのであり、であるからには戦闘者は自分の姿が見つからないように工く夫ふうをすべきである。にも関かかわらず──白檀は隠れもせずに高こう空くうにいて、コマネズミのようにちょこまかと動き回る鼎のことを、悠ゆう然ぜんと見下ろしていた。怒りと屈くつ辱じよくが思考を妨げかけるが、理性の力でそれを押し込んで、鼎は分析を開始する。

　記憶は翼を広げた白檀を見つめているところで途と切ぎれていた。瞬まばたきひとつしていなかったはずなのに、白檀が接近して来るところを見た記憶はかけらも残っていない。ということは、その直後に起こったなにかのために吹き飛ばされ、地面を拝おがむことになったのだろう。では、なにが起こったのか。

　ふと、ある考えに思い当たる。あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしいその考えに、鼎は頭を振りかけて、その動きがぴたりと凍りついた。他ほかには考えられないし、前後の状況も一致する。なによりも、白檀ならば、本当にそれができそうな気がした。

　自分を吹き飛ばしたものの正体は、衝撃波なのではないか。

　もしもそうならば──白檀は、超音速で飛行できる、ということになる。

　鼎は思わず笑いそうになった。冗談じゃない。戦争ではあるまいし、なんだって超音速で飛行する相手を敵に戦わなくてはならないのだ。がしかし、実際に目の前に白檀はいて、彼の不ふ可か視し不可認識の攻撃によって自分はゲロを吐きそうなほどのダメージを喰くらっている。あれを受ければ数秒間は行動不能になってしまうだろうし、第一『鎧よろい』で殺しきれない衝撃波を何回も喰らって立っていられるほど、鼎はタフではない。

　と、空中に逃のがれた白檀が、再び翼を大きく広げた。鼎は顔を歪ゆがめたが、一方でこの攻撃の隙すきも見えはじめていた。超音速を出すには、相当な高度とそれなりの予備動作が必要らしい。いつ来るかさえわかっていれば、それなりに対策の立てようもあるはずだが──

　それ以上は考えずに、鼎は『鎧』をかなりの速度で移動させた。次の瞬間、空間が破裂するような音と同時に内臓がひっくり返りそうなほどの衝撃が鼎を襲う。しかし今度は、少なくとも意識を保つことはできた。赤く染まった視界の中で、鼎は凄すさまじい速度で地表を引き裂いていく白檀の姿を見た──正確には、その背中を追うようにして地面と平行に巻き上がっていく鮮血のような土つち煙けむりを見た。

　爆撃に近い破壊力で土砂を巻き上げながら、白檀の身体からだは再び空へと還かえっていく。その名と同じ白い翼が、太陽を受けて煌かがやいているのが、美しいほどだった。地面に這はいつくばり、横目にそれを見つめながら、鼎は小さく舌打ちをする。自分の頭はよほど引っ搔かき回されているらしい。この状況で、敵のことを美しいと感じるとは。

　とはいえ、対策はすでに立て終わった。どうというほどのことでもない。白檀は音速の衝撃を鼎に与えるために、地表すれすれを飛行しなくてはならないらしい。そこが付け目になるはずだ。鼎かなえは『鎧よろい』を操作して、眼めには見えないほど細い、しかし強きよう靱じんなワイヤーを、周囲の木々に撃ち込みはじめた。性しよう分ぶんではないが、罠わなで迎えることにしよう。あれだけの速度でこのワイヤーに突っ込めば──それでもう、戦いは終わり。あとに残るのは、かつて白びやく檀だんだった細こま切ぎれだけだ。

　しかし、それでもなお、鼎は万全であるという気にならなかった。

　あれが白檀の全速である以上、白檀のほうでもあの攻撃に対する敵の対策というものを想定しているはずだ。一度目、二度目はともかく、三度も鼎が同じ攻撃を易やす々やすと受けるとは、考えていないだろう。あるいはこのワイヤーについても、考えが回っているかもしれない。

　しかし、鼎にはもう、他ほかに方法が残されていなかった。

　体力はもう限界に近づいている。次に同じ攻撃を受ければ、もう立ち上がることはできないだろう。細いワイヤーを制せい御ぎよすることすら、億おつ劫くうになっている。いずれにしろ──これが最後であることに変わりない。

　歯を食くいしばり、鼎はさらに多くのワイヤーを周囲に張り巡らせた。これを搔かいくぐれるものならば搔いくぐってみろ──そう思い、鼎は白檀の姿を見上げ、

　そのとき、まったく逆の方向から、聞きなれない声が響き渡った。

「そこまでだ！　その鎧から出てきて、白檀さまの爪つめを黙って受けるがいい！　アマツカサの依より坐ましよ！」




　　　　◆




　銃弾を警戒して空中を飛び回りながら、それでも白檀はこの戦いに満足していた。

　白檀は力を信じている。己おのれの力、己の戦闘力だけを自らの芯しんとして、彼はこれまで生きてきた。でありながら、白檀がその全力を使い切ることができる状況は、これまでの人生の中で一度たりとも存在してはいなかった。その前に、ハシバネは白檀に屈服していたからだ。

　依坐との戦いを、頭のどこかで想定していたのは事実だ。しかし、それを現実に移そうとまでは考えていなかった。戦えば必ず負ける、白檀はアマツカサとの彼ひ我がの戦力を冷静に分析して、そんな結論を出していたからだ。それほどに、依坐は強力な相手だった。勝ち目のない戦いを挑んで屍しかばねを晒さらすよりは、勝てるようになるまで待ったほうがいい。そう思ったからこその『外部』であり、ハシバネ乗っ取りだったのだが──

　黒こく曜ようの言葉で、気が変わった。

　なるほど、確かに。あいつはよく俺おれを見ている。白檀はそう思う。彼は自らの上に覆おおい被かぶさるものをすべて排除してきた。それは他の妖よう怪かいであったり、他のカラステングであったり、あるいは実の父親だったりもした。白檀はそのすべてに挑み、それを覆くつがえしてきた。その対象が強大かそうでないかなど、ほとんど考えたことはなかった。

　だがアマツカサに対してだけは、それを考えてしまったのだ。依より坐ましとそれを擁ようするアマツカサという集団に、自分は、怖おじ気けづいたのではないか。そう考えたときに、ほとんど発作的に白びやく檀だんは彼らの首を『外部』への手て土産みやげとすることを決めた。

　その決意は、結果的に白檀に、大きな満足をもたらしてくれた。

　女神像は地面に這はいつくばっている。もちろんまだ勝ったわけではない。最後の一瞬が終わったときに、まだ心臓が動いているほうが勝者なのだから。白檀はそのことを本能的に知っていた。しかし、それを理解させてくれたのは、この依坐が初めてだった。白檀と命のやり取りができるほどに強力な敵など、彼の人生には存在しなかったから。

　だが、その貴重な戦いもそろそろ終わる。白檀はそのことに一いち抹まつの寂しさを感じた。『音オト羽ワ』を二回も喰くらって立ち上がっただけでも、あの依坐は十分に脅威に値する。さすがになんらかの対策を立てているだろうが──と、そこまで考えて、白檀はそれ以上の思考を放棄した。

　白檀は、これまで本能の中で生きてきた。

　そして思考は、理性の範はん疇ちゆうに属する生物である。

　だから、なにも考える必要はない。視覚と聴覚と触覚と、それらを統すべる反射神経になにもかもを委ゆだねてしまえば、それでいい。

　翼を、大きく、大きく、大きく広げる。胸の筋肉がなにかの冗談のように膨らんでいき、破壊的なまでのその力を使って、白檀は空気を打ちつけようとして──

　蒼そう迅じんの声が響いてきた。

「そこまでだ！　その鎧よろいから出てきて、白檀さまの爪つめを黙って受けるがいい！　アマツカサの依坐よ！」

　思わず中断する。信じ難がたい思いで声の主ぬしを確認する。女神像を挟んで反対側の位置に、蒼迅がいた。

　それも、人間の少女を抱えて、その首筋に鉤かぎ爪づめを当てながら。

　自分の翼に泥を塗りたくられたような感覚を、白檀は束つかの間ま、味わった。

「どうした？　早く出て来い！　さもなくば、この娘の首を──」

「待て！　わかった!!」

　女神像──その内部にいる依坐は、意外に感じるほどの思い切りのよさで、自らの身体からだに纏まとった女神像の『鎧』を脱ぎ捨てた。鋼はがねの彫像がばかりと縦に割れ、中から優やさ男おとこが這はい出して来る。黒色のセーターの右みぎ袖そでから、ぽたぽたと血を流しつつ、その依坐は上空にいる白檀に、ちらりと目を向けた。その視線は、一瞬で白檀から蒼迅に移っていったが──

　そこに浮かぶ侮ぶ蔑べつを読み取ることは、誰だれにでもできることだった。

「……これでいいんだろう。地面に降りて、その子を離せ」

　蒼迅は、依坐のその言葉を嘲あざ笑わらった。

「馬ば鹿かが。下の『闇やみ』には庵あん堂どうが潜ひそんでいるだろうが。私がこいつを解放するのは、お前が死んで我々がこの地から離れたあとだ」

　それから蒼そう迅じんは──白びやく檀だんのほうを見た。期待にぎらぎらと血走ったその目を、白檀は疲れたように見返す。声を出すのも億おつ劫くうだったが、それでも言わなければこの馬ば鹿かはわからない。だから白檀はこう言った。

「蒼迅、今すぐその娘を地面に降ろすか、さもなくばお前の首が胴体と離れるか、好きなほうを選べ」

　白檀に直接攻撃されたとしても、蒼迅はこれほどの驚きを浮かべなかっただろう。ぱくぱくと嘴くちばしを開閉させる蒼迅に、白檀は言葉を重ねる。

「戦闘の際に手段を考えるべきではない。ああ、それはまったくそのとおりだ。しかし俺おれは、この戦闘の邪魔をした奴やつは殺すと確かに言った。そしてお前は、これ以上ないほどのタイミングで、俺の戦闘の邪魔をした。その意味を一番よく知っているのは、他ほかでもないお前だろう」

「──しっ、しかしっ────！」

「ほう。口答えか。わかった、お前の決意はどうやら本物のようだ」

　白檀は翼を広げる。ただそれだけのことで、蒼迅の心臓が凍りついた。鉤かぎ爪づめを静かに突きつけながら、白檀は最さい後ご通つう牒ちようを口にした。

「その娘を捨てて、さっさと俺の視界から消えろ、蒼迅。それが嫌なら、俺が直じき々じきに消してやる。この世からな」

　そこで蒼迅の糸が切れた。彼はわけのわからない喚わめき声ごえをあげながら、娘の身体からだを放り捨ててどこかへと飛び去っていってしまった。地表から五メートルほど離れた場所に滞たい空くうしていたため、娘の身体は逆さまに地面に落ちていったが──白檀にとって人間の小こ娘むすめの生き死になど、最初から知ったことではない。白檀が欲しかったのは、あの依より坐ましとの純粋な闘争、ただそれだけだ。それから白檀は、改めて依坐のほうに視線を向け──

　その目を、大きく見開いた。




　　　　◆




　楠木くすのきマナは、いまだに自分に起きている事態がよく吞のみ込めないでいた。

　誘ゆう拐かいされて牢ろうに入れられ、ハシバネのカラステングたちがうろつく中で、彼女はただなにもできずに震えていただけだ。それは、むしろ当然のことだった。マナは依坐でもなければ妖よう怪かいでもない、ただの、普通の、女の子に過ぎないのだから。

　だからこそ、蒼迅にその身柄を拘束されたときも、マナはただ震えることしかできなかった。

　恐怖に青ざめた唇くちびるを嚙かみ締めながら、彼女はただ首元に感じる鋭い爪だけに集中している。これが突き立てられたらどれだけ痛いだろうか、そんなことをふと考えてしまい、一ヶ月半前の両りよう面めん宿すく儺なに刀を突き刺されたときの恐怖がこみ上げてきて、マナの身体からだから体温を奪った。

　なんでもいいからめちゃくちゃに暴れてこの恐怖から逃のがれたいという思いと、耳を塞ふさいで目を閉じてこの恐怖をやり過ごしたいという思いが、同時にマナの頭の中に生まれ、ぶつかり、消えていく。そうしているあいだにも、自分をさらったカラステングは、何事か大声を張りあげている。それはちゃんとマナにもわかる人間の言葉なのに、マナにはその会話の意味がさっぱり理解できなかった。そもそも状況をひとかけらも理解していなかったのだから、当たり前ではある。

　ただ、マナは目を閉じて、一心に祈っていた。一ヶ月半前、これと同じ状況になったときに、助けてくれた人がいた。その奇跡がもう一度起こることを、マナはひたすらに念じつづけ、かつて自らを救ってくれた、金髪の友人の名を呼びつづけた。すなわち──

　──メイさん、メイさん、メイさん──！

　と。

　それから、不意にねじくれた悲鳴が頭上で聞こえた。マナが目を開けるのと、カラステングが彼女の身体からだを離すのが、ほぼ同時だった。その瞬間、マナを空中に支えていたすべての力が消失し、彼女の身体は五メートルほども下の地面に向かって、一直線に落下していった。背骨が透き通るような恐怖の中で、マナはただ、メイの名前だけを呼びつづけ──

　そして、その願いは叶かなった。

　マナの身体は硬い地面の上ではなく、丸く膨らんだ水球の中に墜落した。本来ならばあり得ないはずの水の感触と、呼吸が塞ふさがれたという恐怖感から、マナはほとんどパニック状態に陥おちいってしまった。ごぼごぼと泡を吹き出しながら、マナはみっともなく足あ搔がき──そんな彼女を抱きかかえたのは、頭の中に焼きつくほどに想像していた、メイの腕だった。

『マナちゃん大丈夫!?　怪け我がはない!?』

　水の膜を通して、そんなくぐもった声が聞こえてきても、マナは答えることができない。もしかしたら自分は夢を見ているのかもしれない、とすら思う。本当は自分はあのまま地面に落ちて死にかけていて、その末まつ期ごの妄もう想そうを見ているだけなのかもしれない──そんな不安は、頭の周りの水が瞬時に消滅したことによって吹き飛んでしまった。ぷはっ、と大きく息をつき、恐怖と緊張で荒くなった呼吸を、どうにかして落ち着けようとする。改めて周囲を見渡してみると、すぐ近くに瀬せ川がわナナミの、真ま面じ目めな顔を見ることができた。

　──そっか、これ、瀬川さんが『支配』してる水なんだ。

　そんな理解がぽかんと生まれ、それからマナはもう一度メイのことを見る。次に響いたメイの声には、もうくぐもった色はどこにも滲にじんでいなかった。

「マナちゃん、あたしの声聞こえる？　大丈夫なの？　なんか変なことされなかった？」

　それでも、マナは、やはり答えられなかった。メイの顔をじっと見つめながら、口をぱくぱくとさせる。夢でないことを確認するように、メイの顔に触れ、頰ほおをなぞり、彼女の温ぬくもりを自らの手に確かめる。

　メイさんが、たすけにきてくれた。

　その言葉が実感と共に、胸の中にこみ上げて来て──

　そして、あっという間まに決壊した。

　マナは全力でメイに抱きつくと、大きな声で泣きはじめた。それまであまりの恐怖に麻ま痺ひしていたすべての感覚が、安あん堵どによって解ほどけ、迸ほとばしり出たようだった。ぎゅっと抱きついたメイの身体からだは、温かく、むしろ熱いほどで、その熱がマナの心の奥底にこびりついている恐怖の氷を解とかしてくれるようだった。メイはそんなマナのことを、強く強く抱きしめながら、自分も涙声になって、言った。

「ごめんね、ごめんねマナちゃん、あのとき、助けられなくて──でも、もう大丈夫だから、もう安心だから、今度こそ、今度こそあたしが助けるから──！」

　そんなメイの声も、今のマナにはほとんど耳に入ってなかった。幼児が母親にそうするようにメイの胸にすがりながら、マナはただ大きな声で、泣きつづけた。
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　　　　◆




「──ちょっと、いい加減にしてよ。状況わかってんの？」

　ナナミの冷静な声で現実に引き戻され、メイは慌あわてて目元に浮かんだ涙を拭ぬぐった。

『水』の依より坐ましであるナナミの指示で、二人は水みず羽は川がわに飛び込み、その水を操作して川を逆流しながら一気にハシバネの里にまで遡さかのぼったのだった。現在周囲に纏まとわせている水の塊かたまりは、水羽川を脱出するときについでに拝借してきたものである。最初はナナミの精神を疑ったものだが──しかしこの中に潜もぐりながらナナミがその水を『支配』して動かしたほうが、走るよりもよほど速く移動できるのだ。

　ナナミは水を回転させて、メイと、メイに抱きついて泣きじゃくるマナの身体からだをも回転させた。指で空の一点を指し示し、真剣な声で言う。

「あれが恐らく、白びやく檀だんね。私は被かぶり身みの彼しか見ていないけど──ふん、白い翼に白い羽根。白檀とはよく言ったものだわ」

「……あいつが、マナちゃんをさらったの？」

　そうつぶやいたメイの声は、抱きついたマナが思わず顔を上げるほどに、低く、冷たく、水の中に響いた。ナナミは外にちらりと目を向け、

「最近の事件の首しゆ謀ぼう者しやがあいつだってことは──まあ、間違いないでしょうね」

　メイもそちらに視線を向けると、先ほど二人と相対した女神像が、泥まみれになって地面に転がっていた。それを見て、恐怖よりも怒りのほうが先にこみ上げてくる──普段の彼女ならば、決してあり得ないことだ。やはりメイの精神状態は、だいぶおかしなことになっているに違いなかった。耳元で響いたタケミカヅチの、

『……おい、好戦的になるのは構わんが、キレんなよ？』

　という声に、メイは獰どう猛もうに笑いながら答える。

「大丈夫。あたし今、生まれて初めてくらいのレベルで集中してるから。あんたのこと、使いこなせそうだよ、タケミカヅチ」

『ハッ、そりゃなんとも、頼もしいことだな』

　と、空の一点──白檀の姿が、突然その形を変えた。遠目ではよくわからないが、翼を広げたように、メイの目には見えた。不吉な予感が背せ筋すじを駆け抜けて、すぐ傍そばにいるマナのことをちらりと見る。きっと白檀は、メイたちを攻撃するつもりなのだろう。自分もナナミも、戦闘の覚悟はとっくにできているが、しかしマナを巻き込むのは──

　そのとき、誰だれかがメイの服を引っ張った。驚いて、メイは振り向き──その顔が、喜びに輝いた。

「庵あん堂どう先生！　よかった！」

　驚きよりも喜びのほうが先に湧わき上がり、メイは水中で器用に動いてマナの身体を庵堂先生に押しつけた。マナは抗あらがうような素振りを見せたが、彼女の心情を考慮している暇ひまなどないと判断したのか、庵堂先生は半ば強引にマナの身体を引き摑つかみ、自分のほうに抱き寄せた。一瞬にしてその身体が、庵堂先生の黒いコートを通じて安全な『闇やみ』の中に引きずり込まれていく。それを見てメイは安あん堵どして微笑ほほえみ、庵あん堂どう先生がそんなメイに向けたのは、鬼のように厳しい表情だった。

「……で、なんでお前らがここにいる？」

　やば、という顔をしたのは、メイもナナミも一緒だった。幾通りもの言い訳が頭の中に浮かび、しかしそれを口にするよりも先に、ナナミが警告の声を発していた。

「白びやく檀だんが来ます！　注意して!!」

　メイと庵堂先生は同時に白檀のいる高こう空くうを向いた。しかし、先ほどまでいたはずの白檀の姿は、どこにも見当たらない。一体どこに──と思うよりも先に、

　メイたちを保護していた水の塊かたまりは、跡あと形かたもなく吹き飛んでしまった。




　　　　◆




　詳しいことまで理解する必要はどこにもない。要するに、敵が増えた。それだけのことだ。

　白檀は口の中でつぶやいて、さらに笑みを深くした。『金属』に『闇やみ』に、それにあれは恐らく『水』だろう。それだけ殺やれば、十分すぎるほどに十分だった。『外部』などへの手て土産みやげではない──自らの力を実証するための、生いけ贄にえとしてだ。

　高空を翼で撃ちつけて、白檀は再び『音オト羽ワ』の攻撃に移行する。その一撃だけで、彼らを鎧よろっていた水の膜が残らず消滅した。所しよ詮せんは水などこんなものだ。衝撃はかろうじて吸収し、誰だれも死にはしなかったようだが、『金属』のように強きよう靱じんな鎧よろいが存在しない以上、衝撃波を食くらって生きていられる人間など存在しない。次の一撃で、あの三人の命は消える──と、そこまで考えたところで、白檀はふと異変に気づいた。

　いつの間まにか、周囲に霧が満ちている。

　それがどうした、と思う一方で、その事実に警戒心が呼び起こされる。まさか自然現象ではないだろう。あの水の塊を吹き飛ばしたそのかけらが、周囲に散ったと考えるほうがしっくりくる。まあいずれにしろ、こんな霧など『音羽』の一撃で吹き飛ばせる。そう考え直して、白檀はさらに高空に昇ろうとして──

　轟ごう音おんが響き、雷が白檀の脇わきを掠かすめて虚こ空くうに吸い込まれていった。

　驚きを感じるよりも先に、翼を動かして白檀はその場から退たい避ひ、一瞬前まで白檀がいた空間を、さらに強力な雷撃が引き裂いていく。金色に輝く光こう刃じんの出でど所ころを、鷹たかにも似た白檀の目は一瞬にして探し当てた。

　──あいつだ。あの、金髪の、小こ娘むすめ。

　ぎ、と嘴くちばしを軋きしらせて、白檀は複雑な軌道を描きながら回避行動に移ろうとした。『金属』、『闇やみ』、『水』の他ほかに、どうやら依より坐ましはもうひとりいたようだった。それも、空を舞うカラステングにとっては、『大たい気き』の次に厄やつ介かいな──『雷いかずち』の依坐が。

　再び雷光が、二に条じよう閃ひらめいた。明らかに白びやく檀だんを狙ねらっているが、白檀には当たらない。寸前で回避したからだ。その身代わりのようにして二人のカラステングが墜落し、避よけきれずに雷の支流でも喰くらってしまったのか、白檀も自分の身体からだにびりびりと痺しびれる電気の尾を感じていた。顔を歪ゆがめ、翼を広げる。『音オト羽ワ』を使っている暇ひまはない。なんの防御手段も持たないあの娘ならば、鉤かぎ爪づめ一本で十分だ。そう思い、翼を空気に打ちつけようとして──

　鈍い爆発音が、すぐ近くで響いた。

　思わず顔をそちらに向けると、ぞっとするほどの至近距離に、鋼はがね色いろの甲かつ冑ちゆうがあった。右腕を剣に変化させた女神像が、すばやくそれを繰り出してくる。身をひねってそれを避けたものの、胸から顎あごに至る一直線を切り裂かれ、白檀は血を撒まき散らしながら後退した。女神像は空中でバランスを崩しつつも、なおも左腕を鉄線に変え、それを白檀に叩たたきつけてきた。女神像の頭部の奥から、こちらをにらみつける依より坐ましの目が覗のぞいていた。

　鉄線に右の後うしろ肢あしを引き裂かれ、激痛が白檀の精神を揺るがせた。再び間合いを取って仕切りなおそうと、白檀は翼を動かそうとして、




　その瞬間、今度こそ、少メ女イの放った雷撃が白檀の身体を捉とらえた。




「──────ガアッ!!」

　濁にごった声を喉のどから漏らし、白檀は反射的に身体を丸めた。それでも彼は無ぶ様ざまに気を失ったりはしなかった。驚異的な意志の強さで翼を動かすと、彼はさらなる高こう空くうに飛び上がっていた。が、翼の操作がうまくいったのもそこまでで、白檀は失速し、ふらふらと空中を漂うだけの存在に成り果てた。

　そこへ、さらに雷の追撃が来た。避けることもままならずに再び直撃を受け、白檀は声にならない叫びをあげる。硬直したように動かなくなった白檀の翼に、『金属』の依坐が、鉄線を閃ひらめかせてここぞとばかりに襲いかかってきた。

　それから逃げる方法は、白檀には残されていなかった。

　白檀の白い片かた翼よくは、前まえ肢あしごと切り落とされ、跳はね飛ばされて、林の向こうへ落ちていった。同時に白檀の身体も、地面に向かって墜落していく。ぎ、と嘴くちばしを嚙かみ締めて、彼はもう片方の翼でどうにかバランスを取ろうとしたが、それは後輪を失ったバイクを走らせようとするようなものだ。ろくに落下速度も殺せないまま、白檀の身体は殺人的な速度で迫ってくる地面に、激突────

　しなかった。

　その寸前、周囲にいたカラステングたちが、彼の身体を受け止めたからだ。

「頭とう領りよう！　頭領!!」

　絶望的なカラステングたちの叫び声に、焦点を失っていた白檀の瞳ひとみが、細く引き絞られた。自分を揺さぶる誰だれかのことを、残った一本の前まえ肢あしで振り払い、地面に後うしろ肢あしを突き立てるようにして、その場に立ち上がる。周囲に取り巻くカラステングたちに向かって、白びやく檀だんは大たい気きが震えるほどの怒声を響かせた。

「────戦闘中だ！　俺おれに触さわるな!!」

　カラステングたちは、弾はじかれたようにその命令に従った。モーセの前の海のように割れたカラステングたちのあいだを、白檀は自分の身体からだを引きずるようにして歩いていく。その先にいるのは、銀色の女神像を纏まとった、『金属』の依より坐ましだった。

　依坐は、右手を上げて白檀を指し示した。その中から、理性的な声が響いてくる。

「ハシバネ物もの見み頭がしら、白檀。その傷ではもう戦えまい。投とう降こうしろ。そうすれば、身の安全は保障しよう」

　悪趣味なジョークだった。白檀は喉のどの奥からくぐもった笑い声をあげ、

「降伏するくらいなら、逃げたほうがマシだ」

　笑い声は途と中ちゆうで苦痛の声に変わり、白檀はそれを強引に飲み下してから、白檀は吐き捨てるように言った。

「逃げるくらいなら──死んだほうがマシだッ！」

　片方だけ残った翼で、どれだけの速度が出せるかなどたかが知れていた。すでにして自分は戦力のほとんどを失ってしまっているということも、それでは目の前の依坐を倒すことなどとてもできないということも、白檀は理解していた。

　だがそれは、白檀にはなんの関係もない話だ。

　相手のほうが強いからといって、致命的な傷を負ったからといって。そんな瑣さ末まつな理由で──いや、いかなる理由があったとしても、一度たりとも爪つめを交まじえた相手に膝ひざを屈するようであれば、それはすでに白檀ではない。

　白檀は翼を振り上げる。いつもしていたのとなんら変わらない動作で。依坐は目に見えて動どう揺ようし、鉄線を作り出して迎げい撃げき態勢になったが、しかしそれも白檀とは関かかわりのない話だった。瞬時に接近し、その鉤かぎ爪づめを喉のど元もとに叩たたきつける、ただそれだけの簡単な動作をするために、彼は思いきり翼を振り、




　黒い影が目の前を覆おおいつくし、




　そして凄すさまじい速度ですべてが遠ざかっていった。依坐も、カラステングも、ハシバネの里も。見る間まに地面が離れていき、白檀は自分の身体が空中に連れ去られているということを理解した。しっかりと摑つかむ鉤爪の痛み、風のように流れていく周囲の景色に、こいつにもこれだけの力があったのか──という感想が生まれ、それはすぐに、灼しやく熱ねつの怒りに押し流されてしまった。

　白びやく檀だんは、血を吐くように叫ぶ。

「黒こく曜よう！　黒曜ォッ!!　離せッ！　俺おれを負け犬にするつもりか!?」

　黒曜は、悲痛な声で叫んだ。

「離しません！　絶対に離しません!!　あとで殺されてもいいです、今殺されてもいいです！　でも、この腕だけは、絶対に離しませんから!!」

　すぐ目の前に、陽光を受けて煌きらめく水滴があった。すべてが流れていく景色の中で、それだけがまったく別次元の存在のように、スローモーションを描いて離れていく。黒曜の、涙だった。

「白檀さまは、白檀さまだけは、死んじゃだめなんです。白檀さまは私の憧あこがれなんですから、私の──私の、この世で一番、好きな人なんですから！　だから、絶対に死んじゃだめなんです!!」

　片かた翼よくになったからといって、黒曜ごときを殺すのになんの障害もありはしない。これだけ密着した状態ならなおさらだ。片かた肢あしを使い、鉤かぎ爪づめを喉のどに突き立てて、それを思いきり引き裂けばいい。それだけの話だったし、白檀は簡単にそれができるはずだった。

　そうすべきだ、とも思った。

　なぜなら、そう──

　黒曜は、白檀に逆らったのだから。

　ハシバネのカラステングたちの中で、ただひとり。

　黒曜だけが、白檀に、恐れも、敵意も、憎ぞう悪おも抱いだかずに、なお逆らうことのできるカラステングなのだから。

　そう思うと──なぜか、殺す気が失うせた。血を流しすぎたためか、目の前がぼんやりと滲にじみ、白檀は茫ぼう洋ようとした思考の中で、いつもそうだ、とかすかに思った。

　こいつはいつも、俺のやる気をなくさせる。

　だから、俺は、こいつのことが──大嫌いなのだ。




　　　　◆




　白檀の姿が目の前から遠ざかり、林の向こうに消えた瞬間、どっと疲れが押し寄せてきた。追うことなど考えていなかった──というよりも、そんな余裕などどこにもなかった。白檀は、あれでまだ戦うことができる。追って、さらに戦い、生きたまま捕らえるなどということは、今の鼎かなえにはあまりに酷こくな話だった。

　それに、所定の目的はほとんど叶かなえられたのだ。すなわち、白檀の排除。

　それでもまだ、鼎の周囲のカラステングたちは不ふ穏おんにざわめいていた。鼎はその場に座り込みたい衝動をどうにか堪こらえながら、彼らに釘くぎを刺すようにドスの効いた声を響かせた。

「余計なことはするなよ。僕がこれだけ手こずったのは、相手が白檀だったからだ。あなたたちの十人や二十人、相手にするのはわけないことだ」

　本当はそうでもなかったが、ハシバネのカラステングたちの戦意はそれで喪そう失しつした。もともと彼らは、白びやく檀だんに対する尊敬と恐怖を楔くさびにして結びついていたようなものだ。その白檀が目の前であれだけの──そう、再起不能に陥おちいるほどの怪け我がを負わされたとなれば、彼らに戦う気がなくなってしまったとしても、仕方のないことだった。

　と、すぐ近くにいる、ナナミとメイの姿が視界に映った。戦いが終わった直後の、緊張と安あん堵どの揺り戻しの中にいるのだろうか、二人とも呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままだった。それを見るともなく見つめる鼎かなえの頭に、フツノミタマのちょっと意地悪な声が響いてきた。

『ユウ、あなたが彼女たちを縛るとき、なんと言ったか覚えてますか？　君たち二人のお守りをするつもりはない、と言ったのですよ』

　それには鼎も、苦笑するしかなかった。

「──大丈夫か、鼎」

　庵あん堂どうが近づいてきて、心配そうにそう声をかけてくれた。鼎はようやく安心して『鎧よろい』を開き、その身体からだを大たい気き中ちゆうに晒さらすことができた。『金属』は鼎の一部ではあるが──しかし、やはり、蒸れる。なるべくならこれは着込みたくないな、と鼎はしみじみと思った。

「血が、出ていますね。深くはないようですが、一応止血します」

　鼎の傷口に気づいたナナミが、そう言って鼎の服に手をかけた。鼎は億おつ劫くうそうに頷うなずき、赤黒く濡ぬれるセーターの右みぎ袖そでを、自らの鉄線で切り裂き、取り払った。ナナミの『水』が傷口に触れ、沁しみるような痛みが脊せき髄ずいを駆け抜ける。止血のためだと思い、唇くちびるを嚙かんで我慢していると、メイが傍かたわらにしゃがみ込み、同じように傷口に触れた。

　その途と端たん、それまでじくじくと疼うずいていた痛みが、噓うそのように消え去った。

「…………」

　目をぱちぱちと瞬しばたたかせて、メイのことを見つめる。メイは照れくさそうに、

「腕の神経に流れる電気信号を支配して、痛みを消したんです。落雷とかは苦にが手てだけど、これなら数ミリボルトの電圧で済みますから」

　鼎は心しん底そこから感かん嘆たんし、

「……驚いたよ。そこまで習熟していたんだね」

「習熟っていうんじゃないですけどね。あたし、こういう細かいのって結構得意なんですよ。それに──ああやって雷で誰だれかを攻撃するよりも、こうして誰かの痛みを消すことのほうが、ずっと大事な気がしたんで」

　まったくもってそのとおりで、返す言葉はどこにもない。鼎は殊しゆ勝しような顔つきをして、それをゆっくりと左右に振った。

「アトリエでは、失礼なことをした。君たちが足手まといなどと言っておいて、逆に僕のほうが助けられてしまうとはね。君たちの力を過小評価していたよ。君たちはもう、立りつ派ぱな依より坐ましだ」

　それを聞いて、ナナミは嬉うれしそうな顔をし──逆にメイは、複雑な表情を浮かべた。

　ふと鼎かなえは、視線を横に向けた。少し離れた場所で、赤せき翼よくとレイコが、集まったカラステングたちに向かって何事かを喋しやべっている。恐らくは、白びやく檀だん側についたカラステングたちを慰い撫ぶしているのだろう。そのうちの一部は、不満や、あるいは悲ひ憤ふんの態度を露あらわにしているものもいた。だが、大半は諦あきらめにも似た表情だった。あまりに大きすぎる白檀という存在が消えた今、彼らが他ほかに自分たちを指導してくれるものを求めるのは、当たり前のことなのかもしれなかった。

「庵あん堂どう。ハシバネは、どうなる？」

　ふと浮かんだ疑問を、そのまま口にする。庵堂は表情を変えず、淡々と答えた。

「赤翼を中心に、再びまとまるだろう。だが、元どおりになることはないだろうな。アマツカサに恨うらみを抱いだくものもいるだろうし、これまでのような綿めん密みつな偵てい察さつ網もうは、期待できなくなるかもしれない」

「……そういえば、白檀は放ほうっておいていいのか？　逃がしてしまったが」

　庵堂は肩をすくめ、

「いいわけではないが、仕方ないな。白檀の副官の、蒼そう迅じんというカラステングの捕ほ縛ばくには成功した。俺おれたちが欲しかったのは『外部』の情報だ。それを伝えてくれるなら、白檀でなくても構わない。それに──あの傷では、どうせ再起は不能だ」

「それも、そうだな──」

　短く答え、それから鼎は、これから白檀はどうするのだろう、という不毛な考えを弄もてあそんだ。白檀は、掛け値なしに強かった。カラステングという種の常識を塗り替えるような、あの異常なまでに強力で、それゆえに危険な『まつろわぬもの』は、今後どうやって生きていくのだろう？　鼎はそれをちらりと考え──すぐにやめてしまった。考えても、仕方のないことだ。

　わずかに沈んだ空気を振り払うように、鼎は明るく言った。

「それにしても、あれだな。こんな傷を受けておいてなんだが、女の子に囲まれて手当てされる、というのもなかなか悪くない気分だ」

　誰だれひとり笑わなかった。ナナミと庵堂は冷たい目で鼎を見下ろし、ただひとりメイだけが、呆あきれたような表情で鼎の胸を「ぽん」と叩たたいた。

「もう、なに言ってるんですか──」

　そこでメイの表情に怪け訝げんの色が混じった。胸に置いた手を動かし、なにかを確認するかのようにそこに触れる。やがてメイは、恐る恐る、という感じに口を開いた。

「あの──つかぬことをお伺うかがいしてもよろしいでしょうか？」

「ん？　なに？」

「鼎さんの胸は、どうして、膨らんでいるんですか？」

　その問いには、ナナミが答えた。

「なに言ってるの？　女性の胸が膨らんでいるのは当たり前でしょう」

「はあっ!?」

　メイは叫び、改めて鼎かなえの顔を見下ろした。ひとりで慌あわてているその姿がおかしくて鼎はくすりと笑い、ナナミはそんな彼女を見て呆あきれたように眉まゆを広げる。

「あなた、もしかして今まで気づいていなかったの？　声とかでわかりそうなものだけど」

「だっ、だって、自分のこと僕って言うし髪だって男の人みたいだし、え、ちょっと、ほ、本当に女の人なんですか？」

　鼎は頷うなずき、簡潔に答える。

「女だよ。身体からだはね」

　間ま。

「………………心は？」

　メイは震える声でそう質問したが、鼎は笑っただけで答えなかった。それでも彼女は諦あきらめきれないようにナナミを見たが、ナナミは気まずそうな顔で目をそらした。さらにメイは庵あん堂どうを見、庵堂はじっくりと考えてから、

「まあ、別にいいじゃないか、そんなことは」

　という、事なかれ主義全開の答えを返したのだった。

　そしてメイは鼎のことを見下ろす。そこには名めい状じようし難がたい、この上もないほどに微妙な顔が浮かんでいた。自分に対する表情とはいえ、その顔がおかしくて仕方なくて、鼎は傷のことなど考えず、目をつぶってくすくすと笑いつづけた。




　　　　◆




　庵堂先生の説教を逃のがれることができたのは、レイコや鼎の執とり成しが効いたからではなく、今日きようはあまりにも多くのことがありすぎたために、帰って休息をしたほうがいいだろう、という庵堂先生自身の思いやりによるものだった。といっても説教のほうは、「後日ゆっくり」と本気の表情で言っていたので、逃れることができたわけではなく、先延ばしになっただけのようではあるが。

　天あま総つかさの社やしろ第だい一いち分ぶん殿でんに、全員揃そろって『闇やみ』を通じて移動したあとは、メイだけが別れてアマツカサの車に乗せられ、自宅へと送られた。本当はマナと一緒に帰りたかったが──どうも、庵堂先生の話によれば、マナは色々なショックのために気を失ってしまったらしい。わざわざ起こすのも忍びないので、あとで自宅へ直接送っていく──そう言った庵堂先生に、なぜかメイが「ありがとうございます」とお礼を言ってしまった。

　──車の中の空気というものは、どうしてこんなにも眠気を誘うのだろう。流れていく外の景色を眺めながら、メイはぼんやりそんなことを考える。いつの間にそんなに時間が過ぎたものか、すでに外には夕闇が忍び寄っていて、眠りの邪魔をする陽光はだいぶ少なくなっていた。冬が近づいていることが、実感として理解できる。

　がくん、と車が揺れて、一層の眠気がメイの頭の中に入り込んできた。寝てはいけない理由などどこにもない。誰だれかが耳元でそう囁ささやく。多分タケミカヅチではなく、睡すい魔まとやらの囁きだろう。メイはその助言に従うことにして、静かにその目を閉じた──










「──ふうん。あんた、そんな顔してたんだ。っていっても、やっぱりよくわかんないけど」

　チャイムが校内に鳴り響き、外は夕焼けの光に満ちている。見慣れた教室の中にいるのは、メイと彼の二人だけ。そのことに、やはり違和感は覚えない。椅い子すの背もたれにもたれかかりながら、メイは彼の顔を指差して、言った。

「ね、それって取れないの？」

　彼は、およそ教室には似つかわしくない格好をしていた。大昔の日本の神官のような服を着て、そのくせ長々とたなびく長髪は、メイと同じ金色に染め上げられている。肌は白く、唇くちびるは赤く、鼻から上、額ひたいから下は、紙のような布のような純白の素材で覆おおい尽くされている。ちょうど目隠しの布を三倍ほどに太くしたような印象だ。

　彼は事もなげに、メイの質問に答えた。

『取れるわけないだろうが。この姿は、俺おれの俺自身に対するイメージだ。物理的な力でどうこうできるもんじゃねえ』

　彼は、教壇に寄りかかるようにして立っている。想像していたよりもその背はずっと低く、メイとさして変わりがないように思えた。ふうん──と、もう一度鼻を鳴らして感心していると、ふと思い当たることがあった。口に出す。

「それってさ、もしかして、鼎かなえさんが言ってた、具ぐ象しよう化か、って奴やつ？」

『お前にしては察しがいいな。まあ、そのとおりだ。フツやミツハノメは物質系の天まが魂たまだから、ちょいと自由を与えればすぐに外に出すことができるんだろうが──なにしろ俺は『雷いかずち』だ。こういう姿すがた形かたちを得られるのも、こんな場所だけということさ』

「でも、テレビとかには繫つないでたじゃん。ああいうところでは出られないの？」

『出られないことはないだろうが、そもそもお前は俺の存在を受け入れてすらいなかったからな。自分のイメージを外の媒ばい体たいに浮かべるだけの自由も、俺にはなかったってわけだ』

　そんな話を聞かされると、なんだか自分が悪いような気になってきて、メイは「──ごめん」と訳もなく謝ってしまった。そんなメイのことを、彼は『ハッ』と笑い、

『ま、それ以前に、俺が自分のイメージを忘れかけていたからでもあるがな。今のこれだって、半分はあとから付け加えたようなもんさ。髪はお前の真ま似ねをした。似合ってるだろ？』

　ふわり、と自分の手で髪を梳すいてみる。メイはくすりと笑い、

「──じゃあ、その、布？　は、別にあんたに元からついてるオプションとかじゃないんだ？」

『あァ、これは単に目や鼻をイメージするのが面倒だったからだ。気が向いたらそのうち変えるかもしれんが、まあこれで十分だろう』

「そうかな。あたしは、あんたの素顔を見てみたいけどな」

　何気なしにそう言うと、彼は大きな声で笑い出した。

『そういう心がけは大事だぜ、メイ。お前がそういうふうに心を開いてくれりゃ、そのうちお前も偉大な依より坐ましになれるかもしれない。──サカキのようになれるかもしれないからな』

　その名前を出したときの彼の口調は、いつになく真剣で──そして、メイの気のせいでなければ、どこか寂しそうだった。それを聞いて、メイはしばらく黙り込む。つい先ほど、鼎かなえに言われた言葉が脳のう裏りをよぎり、それをそのまま、彼女は口にしていた。

「──依坐、か」

　それを聞きつけて、彼は苛いら立だたしげに腕を組んだ。

『なんだ？　まさかお前、この期ごに及んで自分は依坐じゃないとか言い出す気じゃないだろうな？』

　それに即答するほどの覚悟は、まだメイにもできていなかった。さりとてその質問にムキになるほど、メイは現実が見えていないわけでもなかった。ただメイは、小さな声で答える。

「ううん。今日きようのことで、なんとなくわかったよ。あたしは、依坐。少なくともあんたの力を持っている以上は、依坐なんだって。──でも、悪いことばかりじゃないね。だって、結局はその力のおかげで、マナちゃんを助けることができたんだから」

　その答えに、彼は満足したようだった。大きく頷うなずき、

『そういうことだ。わかってんじゃねえか。──俺おれはなにも、お前にナナミになれと言うつもりはねえよ。庵あん堂どうにもレイコにも鼎にもならなくていい。お前が普通の人間として生きたいならそれでいい。だが、自分が依坐だということは決して忘れるな。お前は神じん野のメイで、女子高生で、普通の人間で、そんで依坐でもあるってだけ。ただそれだけの話だ。騒ぐほどのことじゃない』

　メイは驚いたように彼のことを見つめた。白い布のすぐ下の、鮮血のように真っ赤な唇くちびるが、意地を張る子供のようにへの字に結ばれている。それを見るうちに──次第におかしさがこみ上げてきて、メイは笑い出した。

「なに、それ？　もしかして、あたしを励ましてくれてんの？」

『フン。受け取り方はお前の自由だ。俺はただ、思ったことを言っただけ──』

　帰りのチャイムが鳴り響き、教室の窓を震わせた。彼は驚いたように時計を見上げ、ぽつりと、

『──そうか。もう着いたのか。早いな』

　独ひとり言ごとのようにつぶやくと、教壇から離れて出口へと向かいはじめた。メイは思わずその背中に声をかける。

「ねえ。また、会えるかな？」

　彼は立ち止まると、振り返りもせずに答える。

『くだらんことを聞くな。会うもなにも、俺おれはお前の中にいる。──ま、この夢のことは、起きた時点で忘れちまうだろうがな。いつもそうだし』

　初めて聞いた。メイは目を丸くして、椅い子すから立ち上がり、そこのところを詳しく聞きだそうとする。が、その前に彼は大おお雑ざつ把ぱに手を振って、そのまま教室から出ていってしまった。

　質問の形に開きかけた口を閉じ、メイは小さく息をつく。いつの間まにか口元に微笑が浮かんでいるのは──自分も、彼のことを嫌いでなくなりはじめている証拠なのかもしれなかった。最初に出会ったときは最悪の印象しかなかったが、変われば変わるものだ、と我ながらおかしかった。

　帰りのチャイムはまだ鳴り響いている。やけに長いな、と思いながら、それでも不思議と帰る気がしなかった。ただ妙な疲れだけを身体からだに感じ、それを休めるために、メイは椅子の上に腰を下ろした──







「──神じん野のさん？　神野さん、着きましたよ」

　その声で、一気に意識が覚かく醒せいする。自分のいる場所が一瞬わからず、メイは左右を見回してから、ようやくここがアマツカサの送迎車内であることを思い出した。

　運転席から心配そうにこちらを覗のぞき込んでいる沢さわ村むらに、「わざわざありがとうございました」とお礼の言葉を述べてから、自分でドアを開けて外に出る。

　去り際ぎわ、沢村は運転席から人のよさそうな顔を出して、

「いやあ、よかったですよ。今回は妖よう怪かいに襲われなくて」

　と言った。メイが笑っていいものか真ま面じ目めに返していいものか悩んでいるうちに、アマツカサの送迎車は静かに走り出して、本道の彼方かなたへ去っていってしまった。

　肌寒い御み座くら台だい旧市街に立ち尽くしながら、メイはタケミカヅチに尋ねる。

「……ねえ、タケミカヅチ。あんたさ、なんかあたしに言うことない？」

『あ？　別になんもねえよ』

「そう。──なーんか、あたしは言うことがあったような気がするんだけど」

　腕を組んで、首をかしげる。不思議そうなメイのその仕し草ぐさに、タケミカヅチは『クク──』という、疑いを持てばどこまでも怪あやしくなる笑い声で答えた。もっともメイは疑いなど大して持っていなかったから、そのあとに続いたタケミカヅチの、

『ま、思い出せないなら大したことじゃねえんだろうよ。それよりさっさと家に帰れ。さすがに俺も、今日きようは疲れたんでな』

　という言葉に、「それもそうね」とあっさり納なつ得とくして、自宅へ続く道を、足早に歩きはじめたのだった。
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　目を覚ますと、白びやく檀だんは木製の寝台の上に寝かされていた。

　身体からだを動かそうとして激痛が走ったが、それでも構わずに彼は寝台の上に起き上がった。どこかの、小屋、のようだ。寝台のすぐ脇わきにある窓から見える風景は、それまで白檀の見たことがないものだった。ふと自分の亡なくした前まえ肢あしを見ると、そこは包帯でぐるぐる巻きにされていた。

　物音がして、今度はそちらを見る。黒こく曜ようが、隣の部屋から入って来たところだった。彼女は白檀のことを見ると、驚いたように目を見開き、

「だめですよ、まだ動いちゃ！」

　そう言いながら駆け寄って来た。手にしたすり鉢ばちを寝台の枕まくら元もとの小机に置き、心配そうに白檀の顔を覗のぞき込む。それだけの動きが、なぜか白檀には、とても──

　ムカついた。

「あうっ!?」

　残った前肢で胸むな倉ぐらを摑つかみ、器用に自分の近くにまで引き寄せる。強こわ張ばった黒曜の表情を間近に見ながら、白檀は機械のような声で質問した。

「どこだ、ここは」

　黒曜は、まっすぐに白檀を見つめ返しながら、それでも無理に微笑ほほえんでみせた。

「私の、栽さい培ばい場じようです」

「栽さい培ばい場じようだと？」

「はい。その、物もの見みの仕事の合間を縫って、小屋を建てて、花を植えたり、穀物を植えたり──その、ここは日もよく当たるし、水場も近いので、植物の栽培にはぴったりなんです」

　白びやく檀だんは黒こく曜ようを突き放した。黒曜は数歩たたらを踏んで後ろに下がり、それから白檀のことを、上うわ目め遣づかいに見つめる。

「……なるほど。お前の働きが鈍いのは、翼の傷やハネだけが原因ではなかった、ということか。こんなところでサボっていたとはな」

　物見時代のことを口にすると、黒曜は真っ赤になって反論してきた。

「さ、サボってなんかいませんよ！　仕事のないときを見計らって、こつこつ育てただけです！　いわば、私の趣味の場所です！」

「──なんだ？　自慢しているのか？」

　突き刺すようにそう言うと、黒曜は沈黙した。ふん、と鼻を鳴らして、白檀は寝台から立ち上がる。なにか言いたそうな黒曜を完全に無視して、白檀は彼女の前を横切り、外へと通じる扉を開けた。

　そこには、こぢんまりとはしていたが、立りつ派ぱな畑が広がっていた。

　黒曜の性格を表すように、きちんと色分けして栽培されてある。菜の花の畑もあれば、小麦を植えた畑もある。険しい生むす日び山やまの山中に、こんなところがあるとは気づかなかった──と白檀は思いかけ、ふと、あちこちに造成したあとがあることに気づいた。

　黒曜が、ひとりでこの場所を切り開いたのか、白檀はふとそう思い、それを否定しかけ、しかしこいつならやりかねない、と思い直した。根気だけは、人一倍ある女だ。黒曜は。

「……大したものだな」

　思わずそう言ってしまってから、白檀は後悔した。その言葉で、黒曜の顔がぱっと輝いたからだ。

「ここは秘密の場所なんですよ。ハシバネの他ほかのカラステングには、絶対に気づかれない場所に作ってあるんです。下の渓けい流りゆうには魚もいますし、ここの小麦を挽ひけば、ひとり分くらいの食費は優ゆうに浮かすことができるんです──」

「だから俺おれにここに留とどまり、お前と一緒に生活しろと、そう言うのか？」

　黒曜の考えていたことをずばりと言い当てると、彼女の笑顔にヒビが入った。それでもなお、黒曜は白檀に歩み寄ろうとする。それを目で制して、白檀は問いを重ねる。

「俺がそんな選せん択たくをすると、お前は本気で考えているのか？」

　黒曜はうつむいた。その答えは、彼女の中ではとっくに出ているはずなのだ。──白檀は、決して安あん寧ねいな生活に浸ひたったりはしない、と。なぜならば、黒曜は誰だれよりもよく、白檀のことを理解しているからだ。

　それでも黒曜はなお、振り絞るようにしてつぶやいた。

「……どうしても、だめですか？」

　白びやく檀だんはそれに対して、断ずるように答える。

「俺おれに、そんな生活は、あり得ない」

　風が吹き、畑の花を揺らした。すでに空はオレンジに染まっている。あれからどれだけの時間が経過したのか、知りたいと思ったが、知る由よしもなかった。いずれにしろ、白檀はもうハシバネに戻るわけにはいかなかった。敗北したものに、居場所など存在しない。

　不意に、どこからか、手を打ちつける音が聞こえてきた。音のする方向に目を遣やると、そこには人じん鬼きのソクが腰を下ろしていた。

「いや、お見事、お見事。お見事な覚悟だ」

　白檀は目を細め、人鬼のにやにや笑いをにらみつけた。

「俺を始末しにきたか？」

「まさか！　──いや、まあ、ぶっちゃけると、上からそういう命令を受けたことは確かだよ。でもね、俺あんたの戦いぶりに感動しちゃってさ！　まさか依より坐ましをあそこまで追い詰めるとは思わなかったよ。で、そのことを上に話したら、『じゃあ連れて来い』って言われて──」

　白檀はソクを殺すために足を踏み出した。片かた肢あしでもできないことはない。

　ソクは白檀の殺気を敏感に読み取り、腰掛けていた切り株から一瞬にして小屋の屋根まで移動した。慌あわてたように、

「いや、ちょっとタンマ！　話は最後まで聞けって！　その、俺たちのボスなら、あんたのその腕、元どおりにすることだってできるんだぜ？」

「……なんだと？」

　ハッタリだ、とまず思い、しかし相手が自分にハッタリをかましてなんの利益があるだろう、とも思った。自分の片肢が、蘇よみがえる。白檀は亡なくしたものに執着するような性格ではないが──しかし、翼は、その性格だけで諦あきらめるには、あまりにも重すぎるものだった。

　白檀の逡しゆん巡じゆんを見越したように、ソクが畳たたみかけた。

「な、興味あるだろ！　別にこっちはなんにも要求しないよ、ただあんたの力をアマツカサ侵略のために役立ててくれればいいんだ。あんたはマジで強い。腕さえ治れば、依坐相手にだって引けを取らないんだからな。あんたが味方になってくれれば、俺たちも心強い──」

　ほとんどなにも考えないまま、白檀は頷うなずいていた。どうせ他ほかに、方策があるわけでもないのだ。

「いいだろう。一緒に行こう」

「白檀さま!?」

　悲痛な黒こく曜ようの叫びを無視して、白檀は歩きはじめる。ソクは一瞬だけ、黒曜のほうに視線を向けた。遠慮しているような、測っているような口調で、ソクは言う。

「あー……いいのかい？　なんだったら彼女ひとりくらい、まとめて面倒見るぜ？」

「それ以上くだらん口を叩たたいたら、二度と喋しやべれない身体からだにしてやる」

　ヒュウ、と口笛を吹いて、ソクは屋根から飛び降りて、白びやく檀だんの目の前に着地しようとして、失敗して尻しり餅もちをついた。地面にへたりこんだまま、紙切れをポケットから取り出し、腕を伸ばして白檀に渡す。

「俺おれはこんな身体だから、一緒に行くわけにはいかないんでね。そこに書いてある時刻、書いてある場所にいてくれれば、こっちから迎えを出すよ。──いいね、くれぐれも、それをアマツカサに奪われないようにしてよ。でないと俺の首が飛ぶ。マジで飛ぶ」

「今飛ばしてやろうか？」

　ぎろりとにらんだそのときには、ソクは薄い笑い声だけを残して、どこかに走り去っていってしまった。ふう、と息をついて、白檀は黒こく曜ようを振り返った、

「そういうわけだ。アマツカサに話したいなら、好きにしろ」

　黒曜の瞳ひとみには、涙が光っていた。それを振り払うように、白檀は踵きびすを返し、歩き出した。

「……白檀、さま」

　すがりつくようなその声に、白檀は薄く笑う。木々を踏み分け、林のあいだの道を探りながら、彼は最後に、黒曜に向かってこう言った。

「──お前は俺の名を呼ぶことしかできんのか。愚おろか者ものめ」




　　　　◆




「──それじゃあ、なにもわからないのと一緒じゃないか」

　蒼そう迅じんから得た情報を話すと、鼎かなえは眉まゆ根ねを寄せてそう言った。確かに。蒼迅の頭の中には、緑りよく陰いんからの手紙に書かれていた事実以上のものは、ほとんど見つからなかった。あれだけ苦労したのに、それが徒と労ろうか──という考えが、その顔にはありありと浮かんでいる。だがまあ、ハシバネが決別するのを防ぐことができたのは、大きな収穫といっていいだろう。

　と、庵あん堂どうが鼎の言葉に首を振り、

「そうでもない。少なくとも『外部』という存在が御み座くら台だいを狙ねらっていることは、はっきりした。そうとさえわかれば、対処の立てようはある」

「……お前はいつでも前向きだな、庵堂」

　恨めしげに言った鼎に、庵堂は涼しい顔で返した。

「依より坐ましとはそういうものだ。お前だってそうだろう、鼎？」

「──そうだな。クロノの言うとおりだ」

　その言葉を引き継いで、レイコが真ま面じ目めな顔でそう言った。膝ひざを正し、天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆとしての威厳を取り繕つくろう。自然、庵堂と鼎の表情も引き締まり、レイコはそんな彼らの顔を交互に見てから、はっきりとした声で、

「依より坐ましは御み座くら台だいの人々を危険から守るために存在する。そしてこれは、紛まぎれもない第一級の危険であると私は判断した。このことはすべての依坐に伝える必要がある。電話連絡などではなく、直接だ」

　庵あん堂どうは片かた眉まゆを上げ、確認するような口調で言った。

「御み宿すく会えをするのか？」

　レイコは頷うなずいた。『外部』とは、恐らくただの妖よう怪かい集団などではない。アマツカサの最高機密である、オモイカネの存在すらも知り尽くしている何者かが、その中にいるというのだ。そうである以上、これをただの危険として処理するわけにはいかなかった。なにしろ──

　──相手は、あの、スサノオであるかもしれないのだ。

　ちらりとかすめたその考えを、レイコは無む理り矢や理り押し殺す。そうしてから、彼女は宣言をするように口を開いた。

「すべての依坐に、天あま総つかさの社やしろ本ほん殿でんに集まるように通告をしてくれ。クロノ」




　　　　◆




　瀬せ川がわナナミは誇り高き『水』の依坐である。

　しかし彼女は、同時に御座台高校の生徒でもあった。それはつまり、依坐として死ぬような思いをした翌日にも、元気に学校に通わなくてはいけない、ということを意味している。まあ庵堂先生は、「休んでもいい」と言ってくれたのだが──瀬川ナナミの辞書に、『休息』の文字はない。

　肌寒さにコートの必要性を感じながら、彼女は御座台旧市街の大通りを下っていく。すでに視界には磐いわ門との口が映っていたが、いつもこの場所を通る時間よりも、幾いく分ぶんか遅れていた。昨日きのうの疲れが完全に消えていなかったのか、寝ね坊ぼうしてしまったのだ。もっともナナミの『いつも』は、他の生徒が下手へたをすればまだ夢を見ているような時間だったりするので、寝坊したとはいえ遅刻の心配はさらさらない。

　腕時計に視線を落とし、時刻を確認する。学校には余裕で間まに合う。がしかし、いつもからだいぶ遅れている。その事実が、ナナミのプライドをいたく刺激していた。『昨日の今日きようなんだから、それくらい構わぬではないか』というミツハノメの呆あきれたような声を黙もく殺さつしつつ、ナナミは歩く足を速めようとして、

「おっはよー、瀬川！」

　という大声と共に背中を張られて、危うく前のめりに転びそうになった。じんじんとした痛みを背中に感じながら、敵意を剝むき出しにして振り返ると、そこには神じん野のメイの姿があった。

「……神野さん？　なに。喧けん嘩かなら買うけど」

　やはりどうも寝不足だったらしく、普段の彼女からは考えられないほどの短気さで、ナナミはそう言った。が、それに対してメイのほうはといえば、どこまでも不思議そうに「？　なにが？」と答えただけだった。

「挨あい拶さつだよ、ただの朝の挨拶。ほら、この辺で会うことなんて滅めつ多たにないから、嬉うれしくなって思わず声をかけちゃったってわけ。瀬せ川がわはいつもこの時間なの？　あたしはいつもよりちょっと早いんだけど」

　自分の『いつも』とメイの『いつも』のあいだにどれだけの開きがあるのか、改めて見せつけられたようで、なんだかナナミは不愉快だった。「別に」と無ぶ愛あい想そうに答えたナナミに、それでもメイはめげることなく元気な声をかけてくる。

「ところで瀬川さん。──今日の、英語の宿題、やってあるよね？」

　ナナミは目を細めてメイのことを見返した。

「それがあなたになんの関係が？」

「いやほら、あたしも本当は昨日きのうやるつもりだったんだけど、ああいうめちゃくちゃなことに巻き込まれたもんだからやる時間がなかったわけよ。でもそんなこと、庵あん堂どう先生ならともかく英語の先生には言えないじゃない？　マナちゃんは昨日のアレでグロッキーになって今日きようは休むらしいし、カオリやマユミは絶対に当てにならないし、だからまあはっきり言っちゃうと」満面の笑顔を浮かべ「見せて」

「嫌」

　光の速度でそう答えたナナミに、メイはさも意外そうに、

「えー、どうして？　友達なのに冷たいなあ」

「はあ!?　私とあなたが、一体いつ友達になったっていうのよ!?」

「へ？　いつって言われても──まあ、昨日？」

　ナナミが反論の牙きばを剝むこうとしたところで、不意にメイの表情に真剣な色が宿った。折りしもそれは、二人の足が磐いわ門とに差しかかったところだった。唐とう突とつに翳かげった周囲の景色と、メイの真剣な表情のコントラストは、ナナミをして黙らせるほどの迫力を持っていた。

「だって昨日、瀬川はマナちゃんを助けるの、手伝ってくれたでしょ？　だから、瀬川は、あたしの友達。少なくともあたしは勝手にそう決めた」

「……なにを、そんな、大体楠木くすのきさんを助けたのは、私が依より坐ましだからであって、」

「だったらなおさらそうじゃん。だって、あたしも依坐だもん」

　ナナミは驚きよう愕がくに目を見開いた。あたしも依坐。そんな言葉がメイの口から出てくるとは、考えてもいなかったのだ。そんなナナミの反応に、気づいているのかいないのか、前を向いて歩きながら、メイはぽつぽつと言う。

「あたしは依坐で、瀬川も依坐。だからあたしたちは仲間。仲間ってことは、つまり友達ってことでしょ？　なにか間違ってる？」

　仲間だからといって友達とは限らない、ナナミはそう思う。例えば瀬せ川がわナナミと庵あん堂どうクロノは、同じ天まが魂たまという能力を共有する仲間ではあるかもしれないが、しかし決して友達ではない。そう答えれば済むことだったし、そう答えるべきだとも思ったし、そしてそう答えれば、メイはつまらない顔をしてナナミの前から立ち去ってしまうだろう。

　だから、ナナミは、なにも言うことができなかった。

　沈黙を続けるナナミを見て、メイは曖あい昧まいな笑えみを浮かべ、

「うん、じゃあ、わかった。それじゃこうしよう。神じん野のメイと瀬せ川がわナナミは友達ではありませんでした。でも──」

　ナナミに向かって、手を差し伸べた。

「今日きようからは、友達ってことで。どう？」

　ナナミは立ち止まる。計ったように同じタイミングで足を止めて、メイは驚くほど真剣な眼まな差ざしでナナミの顔を覗のぞき込んでいる。友達など必要ない、そうずっと自分に言い聞かせて、依より坐ましになってから今に至るまでの十年という長い時間を、ナナミはひとりきりで過ごしてきた。かつて友達だった人たちも、依坐になったナナミの周囲からは次第に消えていった。ナナミが彼女たちを遠ざけたのか、彼女たちがナナミから離れていったのか、どちらなのかはよくわからない。多分どちらもなのだろう。いずれにしろ、普通の人間が依坐に抱いだくのは畏い敬けいの念だけだ。そして、畏敬の念からは友人は生まれない。

　しかし、メイは普通の人間ではない。

　自分と同じ、依坐だ。

　自分と同じ場所に立っている。対等の存在なのだ──




　そう考えた瞬間、ナナミはメイの手を握っていた。




　すぐに自分がなにをしているか気づいて、ナナミは手を離した。ほんの一瞬、一秒に満たない時間、ナナミはメイの手を摑つかんだに過ぎない。しかしそれは、悪魔の契約と同じ効力を発揮した。メイは安あん堵どの笑みを浮かべると、ナナミの肩を叩たたき、

「うん。これからもよろしくね」

　と言ったのだった。

　ナナミは答える言葉を持たない。肯定も否定も口にすることができず、彼女は口を固く結んだまま、ぐっとうつむいてしまった。メイは片かた眉まゆを怪け訝げんそうに跳はね上げると、顔を横にしてうつむいたナナミのことを見つめた。なんの悪意もない声で、

「やだ、なに顔赤くしてるのよ？　別にあたし、愛の告白とかしたわけじゃないよ？」

「──ッ、う、うるさいわね！　言っとくけど、宿題は見せないからね！」

「えええ、なんでよー？　別にいいじゃん減るもんじゃないしさー」

「宿題なんて自分の責任でやるものでしょうが！　それができなかったなら叱しかられて当然よ！」

「もう、マナちゃんみたいなこと言わないでよ。ほらほら、見せてくれないとあれだよ？　全校生徒に言い触らしちゃうよ？　瀬せ川がわナナミさんは神じん野のメイさんの友達になりましたー、以後お見知りおきよろしくお願いしまーす、って」

「ひ、卑ひ怯きような────!!」

　二人の言い争いは、トンネル状の磐いわ門との中に反響して、元の声よりも何倍も大きく聞こえていた。しかし二人はそのことに気づかない。メイは必死に頼み込み、ナナミは断固としてそれを却きやつ下かする。そんな会話を続けながら、二人ともその言い争いが少しも嫌そうではなかった。秋の朝の清らかな光が差し込む磐門の出口へと足を揃そろえて歩きながら、二人はそんな言葉の応おう酬しゆうをずっと続けていた。





〔終〕












　あとがき




　よし、妖怪含めて死人ゼロ。お久しぶりです、鈴すず木き鈴すずです。

　そんなこんなで、『サンダーガール！』２巻です。楽しんでいただけましたでしょうか？

　前回のあとがきでは、アクション・コメディ・バイオレンスが１・９・０になるなどと豪語していましたが、やはり言葉どおりに物事が進むなら誰も苦労しないというか、その、すいません。だいぶ比率違っちゃいましたね。ごめんなさい。

　でもまあ、書き終えて一分も経っていない現在の僕の感覚からするならば、割とコメディ分が多めになったような気もしますよ。気のせいかもしれないですけど気がするんだから仕方ないですよね。それ以上にシリアス分があるわけですけど、それはそれとして。コンクリートの壁で少女の顔を摩すり下ろすとかいう異常者としか思えないシチュエーションもなかったですし、僕としては明るい部類の話になったかと思います。これからもこの調子でいければな、と考えております。

　ところで、ネット上などで前巻であるところの『サンダーガール！』１巻の書評を読んだりすると、「これからこの女の子たちがどんなひどい目に遭うのか楽しみです」みたいな書評をよく見かけるんですよ。はっきり言っておきますけど、遭いませんよ？　いやマジで。

　そりゃ前シリーズの『吸血鬼のおしごと』ではそういう感じになりましたけど、でもそれでまた『サンダーガール！』でそんなエンドやっちゃったらもうアレじゃないですか、黒作家の烙らく印いんがぺったり押されちゃうじゃないですか。一生後ろ指差されるじゃないですか。子供ができても「お前の親父黒作家なんだろー！」とかイジめられるじゃないですか。そんなの嫌じゃないですか。だからしません。至って利己的な理由でしません。

　ていうかまあ、そういう評価ができちゃってるのも、僕の不明によるものなのですよね。『吸血鬼のおしごと』はコンセプトが途中で露骨に変わりましたし、そういう意味では読者の皆さんに信頼していただけないとしても、仕方のないことなのかもしれません。ですから余計なことは言わず、これからの行動で示したいと思います。




　で、まあ、恒例のお詫わびなんですけども。

　担当編集者さん。本当にごめんなさい。もう毎回言って真実味もなくなってるけど、それでもごめんなさい。今回は自分の限界が見えたようでした。次回こそは──って、これも毎回言ってるけど、でも言います。次回こそはちゃんとあげます。本当です。

　イラストレーターの片瀬さん。いつも綺き麗れいなイラストをつけていただいているにも関わらず、スケジュールを乱してしまい申し訳ありません。今後はこのようなことがないようにしますので、どうか見捨てないでください。結構本気で。

　それに、読者の皆様方も。あなたが手にとってくださるおかげで、僕のようなダメ人間でも生きていくことができます。どうもありがとうございます。これからも、なにとぞよろしくお願いいたします。




　それではまた、次巻があればその場でお会いいたしましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

今年で作家人生四年目に突入。すでにして「新人」と言えない段階にまで来ているが、成長したという自覚はほとんどなし。むしろ退化してる気がします。でもなんとか頑張って生きてますし、これからも生きていこうと思います。死にたくないです。
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片かた瀬せ 優ゆう

三重県出身で東京都在住のイラストレーター。そろそろ引っ越ししてみたいなあ、と思いつつ今日も高円寺を散策中。
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牙きばノ鳥とり








鈴すず木き 鈴すず
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